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府立図書館紀要第 36 号の発刊にあたって 
 

大阪府立中之島図書館長 鳴澤 成泰 
 
昨年、実に 8 年ぶりに再刊されたが、今年も順調に発行することができた。これも関係

者の努力と、執筆に当たった司書諸君、あるいは OB の皆さんの日頃の研鑽の賜物である。

感謝をしたい。 
図書館の業務については、図書館界の議論と一般的な感覚には相当にずれがあるように

思う。一般の人はそれぞれの人が直接経験した図書館というものから得た実感により評価

しているのではなかろうか。 
幼い頃に図書館に親しんだ人はそこに自分の興味関心を満たしてくれる宝物のような存

在を思い描いているかもしれない。学校の調べ物授業や仕事の調べ物など分からないこと

を調べにきて、分かった人と分からなかった人、というよりは十分な深みに到達できなか

った人とでは図書館というものについての感覚は自ずと違う。 
自分の持っている書籍や書店の書籍に比べはるかに大量で、探しやすいように整理され

ている様子を良く見れば、その価値は一目瞭然であるが、そのような状態は自ずと出来て

いるのが当然でそれが図書館であると思われている。 
その陰で日頃から司書が努力して収集し、整理していること、さらに時代の流れや興味

関心の移ろいをカウンター業務やレファレンスの相談を受けることにより肌身で感じ、よ

り良いサービスを提供しようと日々研鑽し、学習していること、使いやすい情報シートを

作成し提供していることを認識し評価する人はおそらくごく少数である。 
以心伝心という言葉があるが、それは誤解を生むだけだ。積極的に説明し、理解を求め

なければ正当な評価は得られない。時間空間を超えて情報を伝えるには言葉にしなければ

伝わらない。そして文字という形で書きとめなければ知識の高度化は望み得ない。紀要は

そういう意味では図書館としてまとめ公表する図書として重要な存在である。 
今回掲載されている古文書の翻刻などは専門的分野ではあるが、所蔵する古文書を誰で

も読めるようにする地道な努力の現れである。これらが文字となり出版物となることによ

り、積み重ねられ、時を経て大きな成果を生みだすこととなる。また新たな取り組みをま

とめ評価したものもある。これらは同様の業務を進めようとする人々に参考になることだ

ろう。 
紀要は図書館司書が業務の傍ら、取得した知識や整理された資料を完成された形ではな

いかもしれないが、書留め広く公表しようとするものである。前号からインターネットで

公表しており、一部の専門機関だけでなく広く閲覧できるようになった。図書館に関心を

持つ方も持たない方もぜひ図書館の司書が行っている活動の一端をこの書物の中に見てい

ただきたい。そしてご意見をいただければ幸いである。 
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曽侯乙墓を訪ねて 

 

                            鳴澤 成泰（中之島図書館） 

 

はじめに 

 大阪府立中之島図書館は 1904 年に開館以来今年で 103 年目を迎える。現在は総合図書

館の地位は大阪府立中央図書館に譲り、大阪資料・古典籍とビジネス支援に資源を集中し

てサービスを行っている。大阪資料・古典籍については図書館を作り上げてきた諸先輩あ

るいは様々な貴重な書籍類を寄贈・寄託いただいた多くの方々の力で築き上げられてきた

コレクションをベースとし、ビジネス支援については所在地の立地とこれまで積み上げて

きたサービスを磨き上げて進化させたものとなっている。草創期から多くの図書が寄贈さ

れたこと、その分野も文学、歴史から科学技術、自然科学など幅広く収集され、利用され

たことは創立 100 周年にあたり発行された『中之島百年－大阪府立図書館のあゆみ』に詳

しい。創立前後に購入した図書であってもすでに 100 年を経過するという貴重なストック

を持っているが、中でも貴重書として指定し、保存している和漢書は 8500 点にのぼる。

これらの図書については整理し、まとまっていただいたものについてはその名を冠した文

庫の目録として、漢籍については漢籍目録といった形で整理し、他の図書館や大学に配布

し、利用できるようにしているが、コンピュータで検索できるようにする遡及入力につい

てはこれからの段階である。できるだけいろいろな人にその存在を知ってもらいたいとい

うことから特定のテーマのもとで展示会を行っているが、その膨大な量からしてなかなか

日暮れて道遠しの感がある。この膨大なストックに目を向けてもらいもっと多くの研究者

や興味を持つ人に見てもらいたいというのは中之島図書館に勤務するものの共通の願いで

ある。 

 今回曽侯乙墓
そ う こ う い つ ぼ

の編鐘について何か書きたいと内部で話をしていたところ、貴重書の中に

漢籍で編鐘を記載したものがあるとのことであった。本論に入る前にその内容を若干紹介

しておきたい。 

 わが国においては青銅器として発掘されるのは古い時代のものとしては銅鐸、銅鏡、銅

矛など種類が限られる。銅鐸はわが国で作られたもので楽器かとも言われているがその用

途はあまりはっきりしていない。銅鏡、銅矛については邪馬台国論争で素材にとりあげら

れるが、良品は中国や朝鮮半島からもたらされたものであるとされており、古墳の副葬品
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として出土する例が多いので、研究者の層も薄いと聞いている。これに対し、中国では膨

大な量が発掘されているほか、伝世品として歴代朝廷の盛衰の中で政権の正当性を示す政

治的なシンボルとして収集され、引き継がれて今日に残されているものも大量にある。中

之島図書館は開館以来漢籍の収集に力を注いできたが、今回紹介する『至大重修宣和博古

図録』は開館前の 1904 年 1 月 10 日受け入れで甲雑１ No.8654 で登録されている全 30

巻の大判の漢籍である。木版刷りでその巻 22 から鐘の図とその解説の部分を示した。こ

の本は田中治兵衛という人から 150 円で受け入れたという記録が残っている。現在中之島

図書館所蔵の貴重本である『正平版論語』初刻本 4 冊が寄贈された際価格を問う館長の今

井貫一に寄贈者の鹿田静七は言下に「金 100 円です」と答え、座中の人々の度肝を抜いた

というエピソードが中之島百年の本の中に紹介されている。150 円といえばそれをさらに

上回るもので、金額的にも正に貴重なものであると言えよう。           

 『至大重修宣和博古図録』とは『図説中国印刷史』の記述によれば中国の元代の至大年

間(1308～11)に杭州路で刊行された書物で、その元となったのは北宋時代に編纂された。

「宣和殿に収集されていた古銅器の図録。大観元年(1107)成り、宣和 5 年(1123)重修。『博

古図』ともよばれる。宣和殿所蔵の銅器 839 件を 20 類に分け、類毎に、総説、銅器毎に、

模写の図形・銘識・大小・容量・重さ等を考証記述する。金石学の古典的著述とされる。」

（『中国史籍解題辞典』）ものである。なお宣和殿は北宋時代の宮殿で北宋の首都開封にあ 

             『至大重修宣和博古図録』 第 23 編より 

った。開封は現在では河南省東部の小さい都市となっている。黄河中流の南岸に位置し
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ている。原本をご覧になりたい方についてはぜひ大阪資料・古典籍室に申し出ていただき

たい。このへんで本題にもどることとする。 

 曽侯乙墓については、そこから出土したいくつもの音階の異なる鐘を何段にも並べ、宮

廷での演奏に使われた編鐘が世界的に有名で、1992 年には東京国立博物館で「曽侯乙墓出

土文化財展」が開催され、1998 年には東京国立博物館で「漆で描いた神秘の世界展」が開

催されるなど、わが国にもその出土文物が紹介されている。インターネットで曽侯乙墓を

グーグルにより検索すると 648 件。そのうち日本語の検索では 552 件であった（2007 年

3 月 16 日検索）。今回、2006 年 12 月全国埋蔵文化財法人連絡協議会の研修旅行に同行す

る機会を得、曽侯乙墓を訪れた。出土した文物を収蔵展示する湖北省博物館も訪れ、出土

時の映像を記録した DVD や編鐘などの古楽器演奏を収録した CD、主な出土物の図録を購

入した。現地で墓の跡を目の当たりにし、現物を博物館で見て、強い感動を覚えた。せっ

かくの資料なので、少し整理して紹介をしておきたくなった。軽い読み物として一読願え

れば幸いである。なお資料については図書館に入れておいたので、興味ある方については

ご覧いただきたい。 

 

曽侯乙墓の発掘現場 

湖北省随州市にその現場は存在する。湖北省の省都武漢市からひたすら車で走る。高速

道路が発達をして中国も交通の便が飛躍的に良くなったが、走ること３時間余り、インタ

ーチェンジからおりて地方の幹線道路に入り、随州市の市街地から北西部にある遺跡にむ

けバスは横道へ入る。典型的な田舎道。舗装も無くでこぼこ。現地のガイドは乗っている

が、どうやら道を間違えたらしい。そこでもう一度大きな通りに出る。すると分かりにく

いところに曽侯乙墓の行き先表示の看板があった。そこから入っていく。やはり道は狭く、

車のすれ違いもむつかしい。中国人民解放軍の野戦部隊教育部隊の表示があり、若い男女

が教練の練習をしている。ちょっと場違いではと思っていると、門を開けて入れてくれた。

実は曽侯乙墓はその基地の中にあるのである。その中に発掘現場があり、開けられた墓そ

のものを建物で覆い、遺物を建物の回廊などに展示をして博物館としている。しばらくす

るとたくさんの観光客がバスで来たので、これは観光地となっているのだと認識できた。

写真撮影も OK ということでめずらしいところだと思ったが、よく聞いてみると遺物はす

べてレプリカで本物は湖北省の博物館にあるという。 

 発見されたのは 1977 年の秋のことであった。その地に駐屯をしていた中国人民解放軍
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が兵営の拡張工事をするときに葺き石に突き当たり遺跡であるらしいということがわかり、

専門家の鑑定でそこには春秋戦国時代の君主の大型墓群があり、極めて重要なものである

可能性が高いという結果が出た。そこで 1978 年 5 月、国家文物局の許可を得て、湖北省

博物館が中心となり発掘調査を行った。DVD の字幕では次のように説明している。 

 「この墓は大型の岩坑竪穴木槨墓で深さは 13m あり、平面は不規則な多辺形を呈し方向

は真南に向き東西の長さは 21m、南北の幅は 15.5m で総面積は 220 ㎡である。穴底には

巨大な木椁が置かれ、椁の表面及び周りに木炭を充填して木炭層に青膏泥、黄褐土で覆わ

れていた。そして椁の表面より厚さ 2.6m の固土層に石板が一面に敷かれていた。木椁は

171 本の巨大な長い角材で積み重ねた形で出来ている。椁室は東、中、西、北の 4 室に分

かれ、規模の大きさはこれまでに発見されたわが国の同時代の墓の中でまれにしか見られ

ないものである。東室には墓主の二重棺が置かれ、その側に陪葬棺が８基あり、殉犬棺１

基並びに墓主が生前の武士の使った青銅戈も置かれ、その青銅戈には「曽侯乙之寝戈」と

いう銘文が鋳こまれていた。西室には陪葬棺が 13 基置かれていた。鑑定によると主棺内

の人物は 45 歳前後の男性で殉死者棺内人骨は 13 歳から 25 歳ぐらいの若い女子であった。

中室には壮観な青銅の編鐘と石の編磐などの楽器が架上に架け並べられ九鼎八簋などの青

銅礼器及び道具が南側に組を組んだ形か或いは層を成した形で配置されていた。ここは鳴

鐘鼎食の正殿である。北室には、兵器、車馬具及び竹簡などが置かれていた。墓葬は「資

厚き蔵多し器用いて人生が如き」であった。統計によるとこの墓から出土した文物は 10000

余点あり中に青銅礼器と道具など 134 点、車馬具兵器など 4700 余点、漆器 230 点、楽器

125 点、竹簡 240 枚、墨書篆字 6996 字あり、それに数多くの金器と玉器もある。著名な

編鐘、尊盤及び九鼎八簋などが世界にも注目され、礼器、楽器、車馬兵器、生活道具、及

び竹簡などあるべきものはすべてあると言える。青銅、金、玉、漆、木、麻、シルクなど

ありえないものはないと言える。これはわが国で東周考古における空前の大発見である。

わが国では東周考古に関する発見された諸国のお墓は、数え切れないほど多いが、墓主の

身分が判明し、年代も明確でクラスが高く、完璧に保存されたものが少ない。このお墓の

ような規模の大きい文物が多い、よく保存されて、そして科学的な発掘によって記録資料

も完備されているのは実に有難いものである。わが国の東周考古特に諸侯墓葬制の研究に

極めて典型的な実例を提供し、春秋戦国時代の墓葬の時代区分に新しい指標を出していた

と言える。墓内から出土した器物の大多数は銘文が鋳こまれ、中に曽侯乙所用と記してい

た銘文は 208 箇所もある。この楚王鎛鐘は楚の恵王が在位 56 年目に曽侯乙に贈った祭品
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で、上に 31 字の銘文が鋳こまれ、紀元前 433 年に楚恵王が曽侯乙の逝去した訃報を得て、

特別に作った鎛鐘を曾国に送り曽侯乙を祭った事件を記載したのである。この鎛鐘は墓主

の身分判明及び墓の下葬年代を判明するために確実な依拠を提供した。この墓の下葬年代

は戦国（紀元前 475～221 年）早期と鑑定され、今まで 2400 余年もある。 

 墓主の曽侯乙は戦国早期にある諸侯国の国君で、曾は国名、侯は爵位、乙は名字である。 

 曾国は随国である。周の時代にある諸侯国で姫という姓は王室と同姓である。一つの国

はなぜ二つの名前があるのか、曾国は随国であるかと研究者達も疑問を持っていた。後の

研究を経て文献の記載に随はあるが、曾は無い。ところが、出土した器物に鋳こまれた銘

文に曾はあるが隋はない。そしてこの諸侯の領地は互いに一致していることが発見された

ので曾国は随国であることを認められた。」 

記述中東漢とは日本では前漢、西漢とは日本では後漢と称している。中国における表現

は都が東から西への移動したことから名付けられている。 

 

まるでタイムカプセルのよう 

 この遺跡のすごいところはまったく無傷で発掘されたところである。その理由はいくつ

か考えられる。普通古墳の例をみても墓の主体部に通じる羨道があるものだが、ここの場

合は箱のように巨大な木材が穴の中に組み込まれ、そこに宮殿の様を移したような形で棺

や器物が配置されている。そこに木を配置し、壁の木を組みその上で棺や器物を吊り下げ

て下ろしたらしい。それが証拠におろしたときにまっすぐに降りずに傾いたままになって

いる棺がある。巨大な二重棺であるため、修正はできなかったのであろう。そしてすべて

入れてからふたのように巨大な木材が並べられ、その上に木炭層、青膏泥、黄褐土の層が

あり、塗りこめられたような形となっている。そしてその上に固い土の層を敷き、最後に

進入を固く拒むかのように大きな石板が一面に敷き詰められていた。そして青銅器が錆び

ることなく美しく残されており、漆器や竹簡も良好な保存状態であったのは水で満たされ

ていたためである。どうも築造してそう遠くない時期に地下水で満たされたようである。

場所的にも丘の上にあるものの小山があるわけでもなく掘り込み式であるため墓泥棒の目

にも留まらず、忘れ去られたものであろう。 

 墓には 13 基の陪葬棺が置かれていた。時代を遡ること殷の時代には生贄の時代があり、

その残虐さに反発をして礼を重んじる周が出来たと言われている。その周も乱れ、世は戦

国時代。礼は衣服、祭りのしきたりなどすべてにわたって厳しく規制されていたという。
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この墓から最高の礼器として扱われている鼎が 9 基出てきている。9 基というのは天子の

みが使える数であるとされ、身分的には数段落ちる侯でありながら 9 基埋納したというこ

とは戦国の世の乱れた秩序を如実に表すものであると言われる。そのような中で、経済力

をつけた諸侯の王であるである曽侯乙は、この墓の中に自らの生前の生活があの世でもそ

のまま続くことを願ったのであろう。墓内から出土した器物の大多数には銘文が鋳込まれ、

中に「曽侯乙所用」と記していた銘文は 208 箇所もある。多くの金製品や玉製品に囲まれ、

鼎などを使って食事し、編鐘などで音楽を聴いていたのであろう。その現実の姿がそのま

ま残されていた。現代的感覚からは無残なと思われる陪葬された女性達は楽器の演奏家や

舞踊家であったと考えられている。棺や編鐘の架台に赤い漆で描かれた模様は楽器を演奏

している人の姿が模式的に示されている。その人数と陪葬者の数が一致するそうである。 

 編鐘の一部分が土中から出土した例は多いが、最も発達した形のフルセットが無傷のき

わめてよい状態で出土したのは始めてのことであるという。さらにそれぞれの鐘には音に

関する記述があったが、そこに他の国の音の表記に相当する記述があった。中国は広い。

それぞれの地域で独自に発展した文化が一つの帝国として統一されていく前段階で、違う

国で使われている音の表記に関する文化の対照表のようなものが作られていたのである。

当時の記録手段である竹を削って文字を墨で書いた竹簡も多く出てきている。この竹簡は

あわせて 240 本、墓の北室から出土し、兵器、皮甲冑などと同一の場所に置かれていた。

もともと縄で一連のものとして編まれていたらしいが、出土時には朽ちていてばらばらに

なっていた。長さは 72～75cm、幅 1cm くらいで編み繋いだものに墨で字が書かれていた。

篆字は全部で 6696 字。筆跡は殆ど明晰に判別することが出来、字体は先に発見された戦

国の楚簡（楚の国の竹簡）と同様のものであったが、それまで発見されたものと比べると

最も時代が早く、竹簡の数も文字の数も一番多かった。内容は葬儀に関する車、馬、兵器

と各種の贈り物の内容を記録したものであるという。 

 紙は中国の偉大な発明である。後漢の蔡倫が西暦 105 年に発明したとされているが、前

漢時代の遺跡から紙が発見されていることから、紙を改良したものであると言われている。

いずれにしても戦国時代に紙はない。 

 古代の楽器はどのような音楽を奏でていたのだろうと、常々思っていた。正倉院御物の

ように奈良時代からの楽器など伝来のものが伝承していく過程で楽譜も書かれて受け継が

れていくのか、むしろ口伝えで伝承していくのか、ともかくも西洋音楽とはかなり違う面

があるのだろうと思っていた。インターネットの検索で古楽器の楽譜を検索すると 1900
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年に敦煌莫高窟から発掘された西暦 933 年以前の、唐代の音楽の楽譜が載っていた。ちょ

っとみたところ文章のようで、数字と記号が書かれている。どのように読むのかよくはわ

からないが、情報として紙に定着して残されたものが、古の音楽を再現させるのである。

曽侯乙墓出土の楽器も、きっと綴られた竹簡に多くの楽曲が書かれていたに違いない。 

 

現物の迫力はやはりすごい 

 翌日武漢市内の湖北省博物館で曽侯乙墓の出土品を一堂に集めた展示を見た。極めて精

巧なつくりの青銅器や玉器を見つめていると、2400 年も前にどのようにしてそのようなも

のを作ることができたのか。不思議な思いにかられると同時に人間の力のすごさを思い知

る。精巧に磨き上げられた玉器。穴も真円で硬い表面に精巧に彫刻されている。細い線が

びっしりと掘り込まれているがそれがどのようにしてつくられたのか。多分石英砂を使っ

て時間をかけて磨いたのだろうという説明があったが、現代でも容易なことでは出来ない

ようなすばらしいものだ。青銅器でも実に細かい彫りを蝋でかたどる失蝋法という方法で

作られている。この方法は最近再現されたらしいが、現代の技術をもってしても非常に難

しい高度な技術であるらしい。大きさも半端ではない。最大のものは青銅の酒器である大

尊缶とよばれる甕のような入れ物で高さ 1.26m、胴の直径は 1m、重さ 327.5kg もある。

ゆがみも無くすばらしいものだ。 

 私は 20 年ほど前、建て替え前の上海博物館で大きな青銅器をみて感銘を受けたことが

ある。それを上回るすばらしい青銅器が大量にフルセットで展示されているさまは、当時

の繁栄を物語る。 

 各種の武器も同時に埋葬されていた。実用的な武器、その中には文献でのみ知られ、現

物はわからなかったものがこの発掘結果から実物がわかったものがある。はらわたをえぐ

る殳という武器ということであったが、戦争に明け暮れるその様が思い浮かぶ。 

 たまたま同じ博物館の中に車馬坑（戦国時代の墓に付属して戦争に使われた馬車が埋葬

されている穴）から切り取ってきた遺物群が展示されていた。高速道路を建設するに際し

ていくつか存在した遺跡の中の一番外側で、つぶさなければならなくなった部分をもって

きたということであった。現在も保存作業を継続中という話に驚くが、発掘途中の状態で

車馬が出ているものである。戦闘隊形になっていて中央に 6 頭立て、その両翼に 4 頭立て、

さらにその外側に何列にもわたって２頭立ての馬車が並ぶ。同じく戦国時代のものでその

当時に今の車輪と同じような構造の車輪が覗いている。人の乗る部分も出てきており、馬
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車の両側にはきちんと横たわった馬の死骸。一体なぜそんな大軍団を死に行く王にささげ

たのか。国力の源である軍の勢力をそぐような行為をなぜ行ったのか。 

 王の死に際し、多くの家臣が殉死し、国力が現実に落ちてしまったという話もある。そ

れを反省して秦の兵馬俑坑のような形になったようだが、人間は権力の前に不思議な判断

をするものである。 

 

青銅器生産を支えた成熟社会 

 2400 年前の日本はといえば、弥生時代の早期に相当する。その頃農業により富の蓄積が

始まり、社会的な集団もできてきている。まだ土器を使用している時代で、青銅器が大陸

から入ってくるのは弥生時代前期末の紀元前１～2 世紀のこと。武器として導入されたと

見られている。中国では稲作が始まったのは 7000 年前とされており、歴史の隔たりは大

きい。 

 中国における青銅器の歴史はウィキペディアの青銅器の歴史の項によると紀元前 2000

年頃にはすでに使用されていたが、この曽侯乙墓の作られた戦国時代は質量ともに充実し

た時代である。当時原料となる銅や錫は採れる場所が限られているため、大規模に生産さ

れ流通していた。銅の採掘場としては同じ湖北省黄山市の南西 25km のところにある大冶

県の銅緑山遺跡が有名である。大冶という名が示すように、現在も鉄鋼石や銅鉱石の採掘

場として大規模な露天掘りの鉱山として運営されているが、そこに春秋時代、戦国時代か

ら漢代までの坑道が発見されている。春秋時代の坑道は深さが 20 から 30m で坑道の幅は

60cm 四方ぐらいと非常に狭い。まず縦坑を掘り、そこで鉱石を見つけると、その鉱脈を

追って横に掘るという方法をとっていた。それが漢代の坑道になると深さが 40 から 50m

で坑道の幅は 80cm 四方となり、太い木で補強されるようになる。採掘場の近くには精錬

をする窯の跡が多数残されている。木炭と鉱石を交互に入れ、ふいごで空気を入れ温度を

上げて還元し、銅を引き出した。産物は粗銅として銅の塊の形として運搬したようである。

実際に大冶湖という湖の水中から運搬時に落とされたものと見られる 1.5g の丸い銅錠と

よばれる銅塊が発見されている。船着場であったと推定される場所である。付近には鋳造

された場所の形跡はなく、実際に作られる場所で合金作りと鋳造が行われたと考えられて

いる。中国の広大な地に群雄が割拠し、争いを繰り返したが、その材料となる様々なもの

が大規模に流通した高度に発達した社会であったということだろう。 
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権威の象徴としての楽器 

曽侯乙墓の価値は、何と言っても楽器であろう。権力の象徴であったとも言われるが、

戦乱に明け暮れる戦国時代において、平和な時代の到来を希求したであろうこの墓の主の

思いを大切にしたい。最後に先に述べた部分との重複もあるが、曽侯乙墓文物珍賞の楽器

の部分の解説文（程麗臻氏）から抜粋してその概要を説明しておこう。 

「曽侯乙墓から出土した楽器には、鐘、磬、瑟、琴、笙、簫、篪の計八種、125 件があり、

中国音楽史研究の上での貴重な資料となっている。 

 篪は、文献にもその記載がみられるもので、墓中から出土したのは 12 件、形は竹笛に

似ている。篪の表面には五個の指穴と一つの吹口があり、音色は簫に比べ更に柔らかく、

優雅である。此所より発見されたものは、これまで発見された最古のものである。 

 排簫は、墓中より 2 件出土し、ともに十三本の長さの不揃いな竹管を排列して出来てい

る。形は片翼形、出土時にもなお八種類の異なる音階を吹きならすことが出来た。 

 笙は、墓中より 6 件出土し、12 管、14 管、18 管の三種のものに分類出来る。笙笛内部

の竹製の舌は大小様々であるが、精細に作られ、舌と本体との間には、間髪程の隙間しか

無い。 

 五弦琴は、棒状の形態で、先秦の墓葬中には殆ど見られないものであり、琴身には人物、

動物等の美しい模様が描かれている。学者の研究によって、これは編鐘を調律する音階標

準器「均鐘」であることが分かった。 

 琴は、墓中から 12 件出土し、共に二十五弦のものである。瑟碼は 1358 枚、瑟身にはそ

れぞれ漆によって絵が描かれ。瑟尾には、透かし彫りの龍蛇の附飾がなされ、きわめて精

美なものとなっている。 

 又、出土品には他に、建鼓、懸鼓、柄鼓があり、その中でも建鼓は現在まで発見された

同種のもののうち、最古のものであり、高さ３．２メートルの丸太に鼓腔があけられ、青

銅製の鼓座の上に垂直に置かれている。 

 編磬は、あわせて 32 件の磬塊から成り、二段に分けて掛けられ、音域は三オクターブ、

清明な音質である。磬架は二つの青銅製の首の長い怪獣を台座としている。」 

ここで編磬とは石で出来ており、形はへの字型できれいに磨かれている。澄んだ音がす

る鉄琴のような感じの楽器である。 

「曽侯乙墓の編鐘はあわせて 65 件、その内には、楚王の鎛鐘一件が含まれる。出土時に

は、三層八組に分けられ、曲尺型の銅と木を組み合わせて作られた鐘架上に掛けられてい
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た。上層の鈕鐘は 19 件、高澄な音質。中層の甬鐘は 33 件、主旋律を演奏するのに用いら

れ、下層の甬鐘は 12 件、伴奏に用いられる。出土された演奏用具は、装飾の施された 6

件の T 字形の木槌と、2 件の木棒である。鐘本体、鐘架掛け鉤には、象眼によって銘文 3755

字が書かれ、古代音楽研究の重要な資料となっている。編鐘の音域は広く、低音から高音

まで編くカバーし、古今東西の楽曲を演奏することが出来る。曽侯乙墓の編鐘の突出した

特徴は、「一鐘双音（一つの鐘から二つの音が出ること）」である。各鐘の正面部と側面部

では、それぞれ三度音階が異なる音が出る。この双音は瓦を合わせた形の鐘体によって生

み出されるもの、この「一鐘双音」は古代技術者の非常に大きな発明であると言える。 

 曽侯乙墓編鐘の工芸技術は極めて高く、先秦青銅鋳造技術の集大成である、渾鋳、分鋳

等の技術、又装飾上では円彫（立体彫り）、浮彫（透かし彫り）、陰刻（掘り込み）等の技

術が用いられている。 

 曽侯乙墓から出土した楽器は、その種類の広範さ、数量の多く、製作の精微さ、保存状

態の良さから見て、中国考古史上、極めて稀なものであると言える。」 

 多くの墓の中から編鐘などは多く発見されているが、副葬品として埋葬されているため、

朽ちてばらばらになっている場合が殆どで保存状態が良くない。この曽侯乙墓のように本

の少し前まで演奏されていたように完全な形で見つかったものはない。復元された楽器の

演奏を聴いていると現代の中国の騒々しい音楽とは正に隔世の感があるゆったりとした音

楽で心休まる感じがする。はるか昔の人間が作り出した文字と音楽、そのすばらしい遺産

に驚きを禁じえない。 

 

参考資料 

『至大重修宣和博古図録』 至大年間(1308～11)刊  

『図説中国印刷史』 米山寅太郎著 汲古選書 40 汲古書院 2005 

『中之島百年－大阪府立図書館のあゆみ』中之島百年－大阪府立図書館のあゆみ編集委員

会編集 大阪府立中之島図書館百周年記念事業実行委員会 2004 

『中国史籍解題辞典』神田信夫、山根幸夫共編 燎原書店 1989 

『曽侯乙墓文物珍賞』 湖北省博物館編 湖北美術出版社 1995 

『銅緑山－中國古礦冶遺址』 湖北省黄石市博物館、中国金属学会出版委員会、北京鋼鉄

学院冶金史組 編 文物出版社 1980 

『曽侯乙墓』（DVD） 湖北省博物館監制 九通電子音像出版社  
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『千古絶響』（CD） 湖北省博物館、中國唱片總公司録制 中國唱片總公司出版 1989 

中華芸能部ホームページ http://www.chugei.com/
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行政行政行政行政支援支援支援支援にににに関関関関するするするする文献文献文献文献のののの紹介紹介紹介紹介    
 

 

日置 将之（中央図書館） 

 

 

１．はじめに 

大阪府立図書館では、2006（平成 18）年 4 月より政策立案支援サービス（愛称：P
ピー

-support
サ ポ ー ト

）(1)をス

タートさせた。このサービスは、府職員や府議会議員の政策決定や行政事務の遂行に必要な資料・

情報を提供するもので、一般的には行政支援（サービス）と呼ばれているものである(2)。サービ

スがスタートしてから間もなく 1 年となるが、この間、複数の図書館から取り組み内容に関する

問い合わせを受けた。これは、本格的に行政支援を開始しようと考えている図書館が増えている

ことの証左であろう。 

実際に行政支援を開始するにあたっては、サービス構築のためのモデルとなる先行実施館の情

報が重要となってくる。大阪府立図書館の場合も、準備段階には参考となる先行実施館の情報を

集めるため、関係文献の収集を行っている。しかし、日野市の市政図書室や横浜市立中央図書館

といった、先駆的な取り組みを紹介した文献は多数あるものの、その他の図書館に関するものは

思いのほか少なく、幅広い文献の収集にはそれなりの労力が必要であった。 

そこで本稿では、行政支援の準備を進めている図書館の参考となるよう、これまでに収集した

文献を紹介する。なお、本稿では、行政支援やそれに類する名称を明示していない場合でも、自

治体の職員や議員にサービスを提供している取り組みすべてを行政支援とみなし、それらに言及

している文献を取り上げている。 

 

２．行政支援に言及している報告書等の文書 

２.１ 文部科学省関係の文書 

文部科学省による文書では、図書館法第 18 条に基づく文部科学大臣の告示である、『公立図

書館の設置および運営上の望ましい基準』（2001 年 7 月）で行政支援に言及している。この基

準では、総則の「（４）資料及び情報の収集、提供等」の部分で、「地方公共団体の政策決定や行

政事務に必要な資料及び情報を積極的に収集し、的確に提供するよう努めるものとする。」と規

定しており、行政支援を公立図書館の業務として明確に位置づけている(3)。 

また、文部科学省生涯学習政策局参事官（学習情報政策担当）付の委託により設置された「図
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書館をハブとしたネットワークの在り方に関する研究会」による報告書、『地域の情報ハブとし

ての図書館』（2005年1月）でも、行政支援に言及している(4)。この報告書では、地域課題の解決

支援として「②行政情報提供」が挙げられており、「地方の行政や議会の政策立案支援と住民の

政策立案過程への参加、及び、住民の生活課題にかかる行政情報の総合的提供への需要が高まっ

ている。」（p.6）としている。また、公共図書館に期待される取組課題の一つとしても行政情報

提供が挙げられている（p.36-37）。 

最近のものでは、文部科学省生涯学習政策局長により設置された「これからの図書館の在り方

検討協力者会議」による報告書、『これからの図書館像－地域を支える情報拠点をめざして－』

（2006年3月）でも行政支援を取り上げている(5)。この報告書では、「２．これからの図書館サー

ビスに求められる新たな視点」の中で、鳥取県立図書館の実例をあげてサービスの積極的な実施

を提案しているほか（p.24-25）、各所で行政支援に言及している。  

 なお、これらの文書は、文部科学省ホームページ内にある「図書館の振興」のページで全文を

閲覧することが可能である(6)。 

   

2.2 図書館関係団体の文書 

図書館関係団体の文書としては、日本図書館協会による町村図書館振興のための政策提言であ

る『図書館による町村ルネサンスLプラン21』（2001年7月）が挙げられる。具体的には、「３．

地域の課題解決能力・政策立案能力を高める」（p.12-13）のなかで、「図書館は、首長、役場職

員、議員等の政策立案のための支援を資料や情報の面からバックアップすべきである。」として

いる(7)。 

また、全国公共図書館協議会による「公立図書館におけるレファレンスサービス」に関する調

査・研究の報告書でも、行政支援に言及している。この報告書は2003年度から2005年度まで毎年

発行されていたもので、年度ごとに異なる視点から公立図書館のレファレンスサービスについて

報告したものである。行政支援については、2004年度と2005年度の報告書で言及している。2004

年度の報告書『公立図書館におけるレファレンスサービスの実態に関する研究報告書』では、神

奈川県立図書館の「行政情報サービス」（p.77）が紹介されているほか、県職員に対するサービ

ス提供の準備をすすめている福岡県立図書館の情報（p.113）も提供されている(8)。 

2005年度の報告書『公立図書館におけるレファレンスサービスに関する報告書』では、「特色

のあるレファレンスサービスの事例」（p.48-52）のなかで、行政支援に関する事例として伊奈町

立図書館、日野市立図書館市政図書室、鳥取県立図書館、丸亀市立中央図書館、豊後大野市

中央図書館の取り組みを紹介している(9)。 

なお、全国公共図書館協議会の報告書は、東京都立図書館ホームページ内にある「全国公共図
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書館協議会からのお知らせ」で全文を閲覧することが可能である(10)。 

 

3．個別の図書館を紹介した文献 

3.1 市立図書館 

市立図書館における行政支援の嚆矢は、日野市の市政図書室であろう。同図書室では、1977（昭

和 52）年の開室以来、市庁舎内という地の利を生かして行政資料・郷土資料を収集し、市職員や

一般利用者にサービスを提供し続けている。同図書室の取り組みについては、日野市立図書館の

職員らによる報告が繰り返しなされている(11)。『図書館雑誌』や『みんなの図書館』等の図書館関

係雑誌だけではなく、『住民と自治』といった地方自治関係の雑誌でも紹介されており、個別の図

書館を紹介した文献の中では突出した数となっている。また、根本氏によって利用内容の調査も

行われていることから、詳細な利用内容を知ることも可能である(12)。なお、市政図書室の文献情

報は、日野市立図書館のホームページにある「日野市立図書館文献リスト（市政・レファレンス）」

でも紹介されている(13)。  

市政図書室と同タイプの市庁舎内にある図書館としては、静岡市立追手町図書館と高槻市立中

央図書館が挙げられる。これらの図書館は、『みんなの図書館』1994（平成 6）年 11 月号の特集、

「自治体の中の図書館」で紹介されている(14)。なお、追手町図書館については、市庁舎から数百

メートル離れた場所に御幸町図書館が開館したことに伴い、2004（平成 16）年に閉室されている

(15)。このため、市庁舎内という利点は現在失われている。市職員へのサービスが継続されている

かは不明である。 

この他、『みんなの図書館』2006（平成 18）年 1 月号では、市川市立図書館の「庁内レファレ

ンス」が紹介されているほか(16)、前章で紹介した、全国公共図書館協議会による報告書（2005

年度）では、丸亀市立中央図書館や豊後大野市中央図書館等の取り組みが紹介されている(17)。 

政令指定都市では、横浜市立図書館が早い時期から行政支援に取り組んでいる。同館では、1999

（平成 11）年に市職員向けの対応窓口を一本化し、「庁内情報拠点化事業」として、貸出やレフ

ァレンス等にとどまらず、行政部局と連携した資料展示やブックリストの作成といった多様な取

り組みを展開している。これらの取り組みを紹介した文献は、『図書館雑誌』や『現代の図書館』

等に掲載されており、文献数は市政図書室に次ぐ多さとなっている(18)。 

また、大阪市立図書館でも、2004（平成 16）年 3 月より｢庁内向け調査相談サービス（庁内レ

ファレンス）｣を実施しており、『図書館雑誌』2005（平成 17）年 12 月号でレファレンス事例等

が紹介されている(19)。大阪市立図書館の場合はレファレンスサービスが中心となっており、横浜

市のような多様な取り組みはなされていないようである。 
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3.2 都道府県立図書館 

都道府県立図書館の中では、東京都立図書館の政策立案支援サービスが早期に始められた行政

支援であると考えられる。同サービスは 2001（平成 13）年 4 月にスタートしたもので(20)、レフ

ァレンス、貸出、複写、情報リテラシー支援等を実施している。貸出については、都庁内に貸出・

返却専用のサービスポイントを設けており、図書館に直接来館しなくても資料が提供できるよう

になっている。これらのサービスについては、『図書館雑誌』や『都立図書館報』等で紹介されて

いる(21)。 

前章で紹介した『公立図書館におけるレファレンスサービスの実態に関する研究報告書』では、

神奈川県立図書館や福岡県立図書館の情報が掲載されている(22)。神奈川県立図書館については、

レファレンスのほかにも、地方自治関連文献の資料ガイド『地方自治の現在』を作成し、各部局

に配布していることが紹介されている。福岡県立図書館については、「職員に図書館サービスを

利用してもらうため、県庁レファレンスや県庁配本車運行等の実施を準備中である」と述べられ

ている。また、『地域再生拠点としての公共図書館』では、福岡県立図書館と同じく、埼玉県立

浦和図書館の行政支援開始に向けた構想について言及している(23)。 

 県立図書館の中で最近特に注目を集めているのが、鳥取県立図書館の県庁内図書室である。

2005（平成 17）年 10 月にオープンした同図書室は、広さ約 50 ㎡と小規模ではあるが、レファ

レンス、貸出、複写のほか、企画展示や情報活用研修会等といった、様々な取り組みを展開して

いる。同図書室の取り組みについては、『これからの図書館像－地域を支える情報拠点をめざして

－』(24)の中で取り上げられているほか、『みんなの図書館』(25)や『ビジネス支援図書館の展開と

課題』(26)でも報告されている。 

なお、大阪府立図書館の政策立案サービスについては、拙論「大阪府立図書館の政策立案支援

サービスについて」において、準備過程やサービス内容に関する報告を行っている(27)。 

 

4．その他の文献 

 これまでに紹介してきた文献のほかに、行政支援そのものついて論じた文献もいくつか存在し

ている。行政支援について最も包括的に論じたものとしては、砂川氏の「行政に対する資料・情

報サービス」が挙げられる(28)。この論文は 1982（昭和 57）年に発表されたもので、内容的に少

し古い部分もあるが、当時の行政支援を取り巻く社会的背景のほかに、サービスを提供する際の

条件や具体的方策についても述べられており、現在でも十分参考になる内容である。 

このほか、自治体職員の図書館利用に関する調査結果を報告した珍しい文献として、鬼倉氏の

「自治体職員の図書館利用実態－『自治体職員の図書館利用調査』中間報告－」がある(29)。この

報告は、『みんなの図書館』1994（平成 6）年 11 月号の特集、「自治体の中の図書館」に収録され
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ているもので、貸出冊数（住民一人当たり）の多い図書館を有する 56 自治体の、企画課職員を対

象とした調査の結果が報告されている。また鬼倉氏は、『みんなの図書館』の同じ号で、「図書館

による行政資料提供の現状と課題－『公立図書館の行政資料および自治体への図書館サービス実

態調査』中間報告－」も発表している(30)。こちらの報告は、公立図書館側が調査対象となってい

るもので、上の報告と同様、興味深い内容となっている。 

行政支援について包括的に論じた文献には古い年代のものが多く、2000 年以降の文献は今のと

ころ発見できていない。近年の動向を踏まえた論考の発表が待たれるところである。 

 

5．おわりに  

 行政支援は、ビジネス支援や患者支援（健康・医療情報の提供）と同じく、地域における課題

解決型の図書館サービスとして位置づけられている(31)。ただ、ビジネス支援や患者支援等に比べ

ると地味な取り組みであるためか、取り組み内容を報告した文献数は少ないように思われる(32)。 

とはいえ、行政支援に取り組んでいる図書館は確実に増えているはずである。今回取り上げた

文献で紹介されていた取り組み以外にも、様々な図書館で、独自の行政支援が実施されているで

あろう。今よりもさらに多くの取り組みが報告され、情報を共有することができれば、これから

行政支援を始めようとしている図書館はもちろん、すでに実施している図書館でも、サービス改

善に役立てることができるはずである。行政支援を行っている図書館では、積極的に自館の取り

組みを報告してもらいたい。 
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決定や行政事務に必要な情報・資料を収集し、それを自治体の組織やその人々（首長、役場職員、議員等）、

あるいは住民に提供する役割をもつ。」としている。 
日本図書館協会図書館ハンドブック編集委員『図書館ハンドブック第６版』日本図書館協会、2005 年、107
頁 

(3) 文部科学省スポーツ・青少年局青少年課 、“公立図書館の設置および運営上の望ましい基準（平成十三年七月

十八日文部科学省告示第百三十二号）”、子どもの読書活動推進ホ－ムページ、（オンライン） 
入手先〈http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/dokusyo/hourei/index.htm〉、（参照 2007‐02‐13） 

(4) 図書館をハブとしたネットワークの在り方に関する研究会、“地域の情報ハブとしての図書館－課題解決型の

図書館を目指して－”、（2005 年 1 月）文部科学省ホ－ムページ、（オンライン）入手先

〈http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/tosho/houkoku/05091401.htm〉、（参照 2007‐02‐13） 
(5) これからの図書館の在り方検討協力者会議、“これからの図書館像－地域を支える情報拠点をめざして－（報

告）”、文部科学省ホ－ムページ、（オンライン） 
入手先〈http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/18/04/06032701.htm〉、（参照 2007‐02‐13）、 

(6) 文部科学省生涯学習政策局社会教育課、“図書館の振興”、文部科学省ホ－ムページ、（オンライン）入手先

〈http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/tosho/index.htm〉、（参照 2007‐02‐13） 
(7) 日本図書館協会町村図書館活動推進委員会『図書館による町村ルネサンス L プラン 21－21 世紀の町村図書館

振興をめざす政策提言』 日本図書館協会、2001 年、12 頁～13 頁 
(8) 全国公共図書館協議会『公立図書館におけるレファレンスサービスの実態に関する研究報告書（2004 年度 全

国公共図書館協議会調査研究事業報告書）』全国公共図書館協議会、2005 年 
(9) 全国公共図書館協議会『公立図書館におけるレファレンスサービスに関する報告書（2005 年度 全国公共図書

館協議会調査研究事業報告書）』全国公共図書館協議会、2006 年 
(10) 全国公共図書館協議会事務局、“全国公共図書館協議会からのお知らせ”、東京都立図書館ホ－ムページ、（オ

ンライン）入手先〈http://www.library.metro.tokyo.jp/15/15800.html〉、（参照 2007‐02‐13） 
(11) 主要な文献としては、以下のものが挙げられるが、この他にも、「日野市立図書館文献リスト」（日野市立図書

館 HP 内）では多数の文献が紹介されている。 

・池谷岩夫「日野市立図書館市政図書室の活動」114 頁～116 頁、『図書館雑誌』74‐3、日本図書館協会、1980
年  

・池谷岩夫「行政に役立つ図書館をめざして」89 頁～98 頁、『図書館学教育資料集成 ⑤参考業務』白石書店、1980
年所収 

・若林康子「公共図書館における行政資料の収集と提供」24 頁～34 頁、『情報公開と図書館－官庁・行政資料の収

集と利用』図書館フォーラム、1989 年所収 
・藤沢和夫「日野市立図書館 市政図書室の行政情報サービス」5 頁～11 頁、『みんなの図書館』211、教育史料

出版会、1994 年  

・藤沢和男「市立図書館における行政情報サービス」15 頁～18 頁、『住民と自治』379、1994 年 
・是枝英子「行政資料提供と図書館の役割」16 頁～20 頁、『みんなの図書館』248、教育史料出版会、1997 年 
・清水ゆかり「行政資料の収集と提供―日野市立図書館市政図書室の実践から」945 頁～947 頁、『図書館雑誌』

96－12、日本図書館協会、2002 年 
・清水ゆかり・波多野幸・金子有希「『市役所の図書室』のレファレンス（れふぁれんす三題噺・114）」738頁

～739頁、『図書館雑誌』98－10、日本図書館協会、2004年 
(12) 根本彰『続・情報基盤としての図書館』 勁草書房、2004 年、99 頁～123 頁 

なお、この調査報告は、根本氏のホームページでも公開されている。 
根本彰、“公共図書館における行政レファレンスサービスの可能性”、図書館情報法学根本研究室、（オンライ

ン）入手先〈http://plng.p.u-tokyo.ac.jp/text/PLNG/hino/hino.pdf〉、（参照 2007‐02‐13） 
(13)

 “日野市立図書館文献リスト（市政・レファレンス）”、日野市立図書館ホ－ムページ、（オンライン）入手先

〈http://www.lib.city.hino.tokyo.jp/hnolib_doc/bunken/listbox/sisei-bunken.htm〉、（参照 2007‐02‐13） 
(14)

・北岸達夫「市役所の中の図書館その１－静岡市立追手町図書館の場合」12頁～15頁、『みんなの図書館』211、
教育史料出版会、1994年 

・米田智子「市役所の中の図書館その２－高槻市立中央図書館の場合」16 頁～18 頁、『みんなの図書館』211、
教育史料出版会、1994 年  

(15) 豊田高広「ビジネス支援における図書館と産業支援施設の連携について～静岡市立御幸町図書館の場合～」96

頁～100 頁、『ビジネス支援図書館の展開と課題』財団法人高度映像情報センター、2006 年所収 
(16) 斉藤誠一「図書館による行政支援サービスの積極的な展開を！」21 頁～27 頁、『みんなの図書館』345、教育

史料出版会、2006 年 

http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/dokusyo/hourei/index.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/tosho/houkoku/05091401.htm
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/18/04/06032701.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/tosho/index.htm
http://www.library.metro.tokyo.jp/15/15800.html
http://plng.p.u-tokyo.ac.jp/text/PLNG/hino/hino.pdf
http://www.lib.city.hino.tokyo.jp/hnolib_doc/bunken/listbox/sisei-bunken.htm


 22 

                                                                                                                                                               
(17) 前掲 9、48 頁～52 頁 
(18) 主要な文献としては、以下のものが挙げられる。 
・桐原真哉「横浜市立図書館における庁内協力事業」30 頁～40 頁、『図書館評論』41、図書館問題研究会、2000

年 
・桑原芳哉「庁内への資料提供・事業協力－横浜市立図書館『庁内情報拠点化事業』について－」914 頁～916

頁、『図書館雑誌』94－11、日本図書館協会、2000 年 
・桑原芳哉「横浜市立図書館『庁内情報拠点化事業』における事業の経過と資料提供・レファレンスの現状に

ついて」198 頁～204 頁、『現代の図書館』39－4、日本図書館協会、2001 年 
・桑原芳哉「横浜市立図書館－庁内情報拠点化事業－について」4 頁～6 頁、『平成 12 年度関東地区公共図書館

協議会研究集会報告書』 関東地区公共図書館協議会事務局、2001 年所収 
(19) 島上智司・戸倉信昭「庁内レファレンスの事例から（れふぁれんす三題噺・125）」850 頁～851 頁、『日本図

書館雑誌』99－12、日本図書館協会、2005 年 
(20) 教育庁のみを対象とした試行は、1999 年 9 月から開始されている。 

高橋美矢子「東京都立中央図書館の行政支援サービス（れふぁれんす三題噺・85）」182 頁、『図書館雑誌』

96－3、日本図書館協会2002年 
(21) 主要な文献としては、以下のものが挙げられる。 

・高橋美矢子「東京都立中央図書館の行政支援サービス（れふぁれんす三題噺・85）」182 頁～183 頁、『図書

館雑誌』96－3、日本図書館協会、2002年 

・情報サービス課「政策立案支援サービスの展開と広報」10 頁、『都立図書館報』152、東京都立中央図書館、
2003年 

・情報サービス課「政策立案支援サービスの現状」5 頁、『都立図書館報』153、東京都立中央図書館、2004

年 
(22) 前掲 8、77 頁および 113 頁 
(23) 飯村はるか「『招待状』としてのメールマガジンの活用～情報発信手段の一つとして～」70 頁～72 頁、『地域

再生拠点としての公共図書館』財団法人高度映像情報センター、2005 年所収 
(24) 前掲 5 、24 頁～25 頁 
(25) 網浜聖子「『知の拠点』づくりへ－鳥取県・県庁内図書室館の誕生とその後」2 頁～6 頁、『みんなの図書館』

354、教育史料出版会、2006 年 
(26) 小林隆志・網浜聖子「ビジネス支援事業『鳥取モデル』の構築～知のネットワークの形成と地域の総合力～」62

頁～69 頁、『ビジネス支援図書館の展開と課題』財団法人高度映像情報センター、2006 年所収 
(27)

 日置将之「大阪府立図書館の政策立案支援サービスについて」21 頁～29 頁、『みんなの図書館』352、教育史

料出版会、2006 年 
(28) 砂川雄一「行政に対する資料・情報サービス」115 頁～120 頁、『図書館界』34－1、日本図書館研究会、1982

年 
(29) この文献では、タイトルに「中間報告」と記されていたため、最終報告にあたる文献を探索したが、現在のと

ころ発見できていない。 
鬼倉正敏「自治体職員の図書館利用実態－『自治体職員の図書館利用調査』中間報告－」41 頁～52 頁、『み

んなの図書館』211、教育史料出版会 1994 年 
(30) この文献でも、タイトルに「中間報告」と記されていたため、最終報告にあたる文献を探索したが、現在のと

ころ発見できていない。 

鬼倉正敏「図書館による行政資料提供の現状と課題－『公立図書館の行政資料および自治体への図書館サービ

ス実態調査』中間報告－」19 頁～40 頁、『みんなの図書館』211、教育史料出版会 1994 年 
(31) 糸賀雅児「課題解決型図書館へ脱皮するための糸口をつかむ」8 頁～12 頁、『ビジネス支援図書館の展開と課

題』財団法人高度映像情報センター、2006 年所収 
(32) 患者支援については、病院図書室等に関する文献が中心となっており、公共図書館の取り組みに限定した場合

の文献数は、まだそれほど多くはない。 
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おもちゃ絵画家・人魚洞文庫主人川崎巨泉のおもちゃ絵展

とその画業の周辺について－附・川崎巨泉年譜 (稿 )・「これがおもちゃ

絵だ！」関連講演会レジュメ－ 
                          森田俊雄（中之島図書館）  

 

〔１〕人魚洞文庫とおもちゃ絵  

1－1．人魚洞文庫の展示について  

当館では 2006(平成 18)年 10 月 11 日から 10 月 26 日まで、3 階文芸ホールにおいて「こ

れがおもちゃ絵だ！－巨泉玩具帖に見る大正・昭和初期の郷土玩具－」展を開催した。  

今回の川崎巨泉のおもちゃ絵の展示は、本年 5 月に巨泉の肉筆画帖『巨泉玩具帖』『玩具

帖』に描かれた全てのおもちゃ絵を「人魚洞文庫データベース」としてデジタル化し、当

館ホームページで一般公開したことを記念する意味があった。人魚洞文庫とは『巨泉玩具

帖』『玩具帖』そして『索引』の 116 冊を指すもので現在は貴重書に指定している。人魚洞

文庫のデジタルアーカイブ化の経緯は 2002（平成 14）年度、ＴＡＯ事業(1)で全画像をデ

ジタル化したことから始まった。2003（平成 15）年度は玩具帖に記載された巨泉の解説を

翻刻し、玩具の製作県の特定などを調査するために費やされた。その際、節句と人形・玩

具 (以下「玩具」は「郷土玩具」を指す。 )の研究家としても知られる石沢誠司氏 (現京都文

化財団京都府立文化芸術会館館長 )に玩具製作県の特定などでご協力を得、人魚洞文庫デー

タベースが完成した。  

人魚洞文庫が当館に寄贈されたのは 1942(昭和 17)年 11 月、巨泉没後 2 ヶ月ほどあとの

ことである。寄贈された玩具帖が展示されたのは 1943（昭和 18）年 9 月のことであったの

で今回は 63 年ぶりの一般公開となった。因みに 1943（昭和 18）年の展示記録としては『川

崎巨泉画伯遺墨 人魚洞文庫絵本展覧会目録』（昭和 18 年 9 月 12 日発行）A5 サイズ、33 頁

の小冊子を大阪府立図書館(現大阪府立中之島図書館)が編集発行したものが残る。展示内

容は巨泉が生前制作頒布した『巨泉おもちゃ絵集』『巨泉漫筆おもちゃ箱』などを始めとす

る主要な画譜の全て、そして寄贈された人魚洞文庫、また巨泉の愛用の東京犬張子、八戸

木馬などの郷土玩具（以下「玩具」）8 点、他に玩具を神祇、武器、武者人形、鬼退治、軍

用動物、猛獣、不倒、経済力、増産、海上輸送、人形総動員、大東亜共栄圏及同盟国の 12

の主題に別け、戦争遂行に見立てて展示している。展示期間は巨泉の一周忌を記念し 9 月

12 日から 14 日の 3 日間開催された。  



さて今回のおもちゃ絵の展示であるが、巨泉と同時代人で彦根の玩具コレクター高橋狗

佛のコレクションのうちから『巨泉玩具帖』『玩具帖』に描かれたものと同じ玩具や貯金玉

（貯金箱）等 38 点を、所蔵する彦根市立図書館から借用し、あわせて国宝・彦根城築城

400 年祭実行委員会の後援をえて開催の運びとなった。 

高橋狗佛について研究家藤野滋氏の論考によりながら紹介したい。高橋狗佛は本名敬吉。

1874(明治 7)年、井伊家彦根別邸の家職高橋要の次男として現在の彦根市に生まれた。滋

賀県立尋常中学校(現滋賀県立彦根東高等学校)卒業後、滋賀県立蚕糸業組合立簡易蚕業学

校(現滋賀県立長浜農業高等学校)の教員を経て、1907(明治 40)年、33 歳で私立日本済美学

校の中学の理科教師となる。1916(大正 5)年ころ井伊家当主直忠に懇望され当時 7 歳の双

子の兄弟直愛、直弘の家庭教師兼訓育係となり東京麹町の井伊家に入る。環境の変化によ

り神経衰弱となりかけた狗佛を救ったのが玩具(おもちゃ)だった。1922(大正 11)年三田平

凡児が始めた我楽他宗に参加し、犬の玩具蒐集家として知られた。  

      

狗佛の蒐集品：「鯛車」(図 1)            巨泉画：「大阪製鯛車」 (図 3) 

         
狗佛の蒐集品：「虎乗り加藤」(図 2)      巨泉画：「虎乗り加藤」(図 4) 

1944(昭和 19)年蒐集した玩具を彦根市立図書館に寄贈した。その数 2376 点。玩具の大

半は 1924(大正 13)年から 1936(昭和 11)年の間に蒐集されたものである。1953(昭和 28)年
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に亡くなるまで井伊家の教育係りとしての職責を全うした(2)。 

展示会場の 3 階文芸ホールの中央に置かれた 8 面の可動式展示ケ

ースを東北、関東、中部、近畿、大阪、中国・四国、九州の７つの

地域の分け、それぞれに巨泉玩具帖や玩具帖と狗佛の玩具を並べた。

壁面の展示ケースには“巨泉を知る”として錦絵集『大阪名所』『「大

阪名勝十六景』、引札、絵図、印譜、個人誌『人魚』、『おもちゃ画譜』

『おもちゃ十二月』などを配した。師であり義父でもあった浮世絵

師中井芳瀧の画業の紹介として『浪花百景』や役者絵を中心に並べ、

図録(図 5)       おもちゃ絵の系譜としては江戸時代の玩具絵本『江都二色』、明治・

大正の玩具絵本『うなゐの友』、おもちゃ絵関連として淡島寒月の『おもちゃ百種』、有坂

与太郎の『日本玩具集 おしゃぶり』、玩具研究誌『片言』、『鳩笛』などを展示した。また

国宝・彦根城築城 400 年祭実行委員会関係として 2007(平成 19)年度彦根市で開催予定の国

宝・彦根城築城 400 年祭の案内パンフや高橋狗佛の紹介と狗佛コレクションの貯金玉も併

せて紹介した。  

展示図録（A4 版 12 ページ、表紙はカラー、中の写真は白黒）は巨泉、芳瀧の説明に始

まり展示された地域の主要なおもちゃの解説、巨泉の略年譜等を掲載した。3000 部を作成

し会場で頒布するとともに都道府県立図書館等に寄贈した。 

   

1－2．人魚洞主人川崎巨泉について  

人魚洞文庫の主であった川崎巨泉は本名を末吉と言い、1877（明

治 10）年川崎源平の三男として泉州堺の神明町坊ノ前で 6 月 2 日

呱々の声を上げた。兄は『住吉・堺名所并ニ豪商案内記』を自ら

書き出版した川崎源太郎。13 歳(16 歳という説もある)で大阪の浮

世絵師中井芳瀧の門に入り、浮世絵を修行し摺物画、引札、風俗

錦絵などを手がけ、1897(明治 30)年代には商業広告、新聞広告の

下絵などを制作し民間の図案家としても活躍した(3)。浮世絵師、

おもちゃ絵画家、デザイナーでもあった。雅号は巨泉、別号とし

巨泉肖像(図 6)     て人魚洞、芳斎、碧水居、碧水軒、虚僊、碧水があり、別に人魚生

や巨の字、碧、碧水坊なども使った。巨泉の雅号は和泉の堺に生まれたことから付けたも

の。1899(明治 32)年芳瀧の息女ハマ子と結婚し、1903（明治 36）年頃におもちゃ（郷土玩
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具）に興味を持ち始め、その後玩具のデザイン・製作、おもちゃ絵の製作・販売などで明

治末期から大正、昭和前期にかけて活躍した。主なおもちゃ絵集に『巨泉おもちゃ絵集』

『おもちゃ百種』『巨泉漫筆おもちゃ絵集』『おもちゃ画譜』などがある。また個人誌『人

魚』を 1921(大正 10)年 2 月に創刊した。同時に郷土玩具を研究し『郷土趣味』『旅と伝説』

『郷土研究・上方』『鯛車』などに文章を発表した。俳諧、川柳、詩を好んで作り、落語好

きでもあった。 

趣味・遊びの世界では高橋好劇が 1919(大正 8)年に創始した浪華趣味道楽宗の第 11 番札

所・碧水山虚僊寺でご本尊は人魚とおしゃぶりとした。また浪華趣味道楽宗から分派した

娯美会、また面茶会
おもちゃかい

、おもちゃ十二支会など皆それぞれに趣向を凝らした遊びの会に積極

的に参加した。娯美会での呼び名はハマ子婦人の亭主で“ハマの亭主”と呼ばれた。漢字

で書くと“浜野禎州”、別に“種野禎州”とも号した(4)。 

1942（昭和 17）年 9 月 15 日逝去。法号は「幽谷院芳雲巨泉居士」。墓は堺市の大安寺に

ある(5)。なお雅号の人魚洞の人魚は人形のことで、“にんぎょう”を“にんぎょ”と地口

で洒落たものである。人魚洞と名乗るだけあって、人魚の人形、錦絵、ポスター、レッテ

ル、封筒、絵葉書、燐寸、外国雑誌、絵画など人魚のものなら何でも集めた。“魔の海や人

魚の肌のうつくしき”(巨泉)。この他にも巨泉は、お守り、御影、縁喜
マ マ

物の由来書き、一

枚摺り、小冊子。各地名所の名所図・案内図、神社仏閣の古図(木版、石版、銅版)などを

蒐集した(6)。 

 

生前巨泉が日本民族玩具協会の雑誌『鯛車』6 巻 5 号の記事「愛玩拾遺(一)」の設問に

答えたものを引用する。出版年は巨泉が亡くなった年の 1942(昭和 17)年 5 月 1 日発行であ

る。  

川崎巨泉  

(一 ) 職業：日本画家。  

(二 ) 生年月日：明治十年六月二日。  

(三 ) 出生地：和泉 堺。  

(四 ) 玩具研究の動機：絵に書けそうな郷土玩具を集めてスケッチして置いたのが動機と

なり、明治末期より其蒐集に全力をあげて進む。  

(五 ) 秘蔵の民玩：何回も何回整理せし故に今手元に残せしものは自分の好きなものだけ、

其多くはスケッチ帖百四五十冊に納めたり。(筆者注：このスケッチ帖が人魚洞文庫
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の巨泉玩具帖と玩具帖である ) 

(六 ) 編著書：自販としては、巨泉おもちゃ絵集、おもちゃ箱、郷土の光、おもちゃ画譜、

肉筆おもちゃ千種、又、京都木戸氏蔵版の起上り小法師画集の図画。其他頼まれた

ものには、おもちゃ十二支、おもちゃ十二月、郷土紋様集、おもちゃ博覧会等其他

種々あり。  

(七 ) 関係団体：之迄は種々の趣味の会に加入せしも、時局下、何れも休会のもの多く、

至って淋し。  

(八 ) 趣味：人形や玩具を集めることが酒や甘いものより先にたつ。  

1929(昭和 14)年に出版された島屋政一の著書『日本版画変遷史』(7)に巨泉の紹介があ

る。「巨泉氏は姓川崎、名は末吉、師芳瀧の長女濱子を娶りて、大阪南区鰻谷に住し漁人
マ マ

洞と号し、後ち西成区有楽町に移住した、明治大正より昭和の今日に至るまで版画に精進

し、特に明治大正時代に於ける石版々画家として第一流の名があった、殊におもちゃ絵に

秀で、その作品少なからず、又昭和六年には『芳瀧画集』を自家版として発行せしが如き

は、その美挙真に推称すべきである。」  

『芳滝画集』の出版年月日は 1931(昭和 6)年 6 月 10 日。印刷所は株式会社大阪国文社。

個人誌『人魚』もここから出した。大和綴。寸法はタテ約 22cm×ヨコ約 15cm。内容は巻頭

に芳瀧の肖像写真・賞印・画印があり、中の図版は白黒で 21 枚挿入され、それぞれについ

て巨泉が巻末に解説をしている。この解説が芳瀧を知る好材料となっている。 

巻末の「小冊子について」で巨泉はこの本の出版意図を語っている。なによりもまず師

父芳瀧への報恩である。芳瀧の作品については借用する暇もなく自分の所蔵品によったこ

と。また門人たちが物故したことで逸話や記録がないので十分な内容とはいえないが小冊

子として 250 部を作った。「又此時代の絵師の作品の片影とも見て頂く事が出来れば幸いと

存じます。」と結んでいる。 

 

なお巨泉の業績や思い出を綴った本に下記の 3 冊がある。 

(1)『郷土玩具界の先覚 川崎巨泉翁を偲ぶ』川崎巨泉翁供養会編発行 村田書店製作 昭

和 54 年 

内容：小谷方明「川崎巨泉翁の思い出」、川口栄三「著作解題」、「川崎巨泉画伯略伝」、

「略年譜」、「川崎巨泉翁供養会々則」 

(2)『第一回巨泉忌』奥村寛純編 川崎巨泉翁供養会発行 村田書店製作 昭和 54 年 
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内容：「巨泉生誕百年と三十三回忌法要」を 1979(昭和 54)年 9 月 15 日に川崎巨泉翁供養

会々長小谷方明、郷土玩具文化研究会代表朏健之助、全国郷土玩具友の会近畿支部長浜口

新次が呼びかけたもの。堺の大安寺と海会寺で行われたその報告書。 

(3)『おもちゃ画譜』復刻版 川崎巨泉著 奥村寛純校補・解題 村田書店 昭和 54 年 

内容は巨泉のおもちゃ画譜 10 巻と小谷方明「おもちゃ画譜を出された頃」、中山香橘「「お

もちゃ画譜」復刻を祝して」、「川崎巨泉先生の想い出」、小宝・太田健次郎「川崎巨泉先生

を偲んで」、奥村寛純「解題：“おもちゃ絵と川崎巨泉画伯”」、「川崎巨泉画伯略伝」、「略年

譜」がある。 

なお(1)(3)の巨泉略年譜の内容は同一で、その元資料は 1943(昭和 18)年の大阪府立図書

館作成の『川崎巨泉画伯遺墨 人魚洞文庫絵本展覧会目録』所収の略年譜であり、それを

若干追加訂正したものである。 

さらに民俗玩具研究家奥村寛純氏の『浪花おもちゃ風土記』(村田書店発行 昭和 62 年)

は大阪の近世から現代に渡る「大阪の町に息づいて来た」玩具の歴史などについて、巨泉

をはじめ大阪の玩具に関係した人たちの思い出を交えて詳述されている。巨泉作の「楠公

子別れ土人形」など珍しい写真も掲載され、「湊土人形と津塩政太郎翁」の項では、巨泉考

案の土鈴の名前が挙げられている。巨泉に関しても貴重な文献である。 

 

1－3．おもちゃ絵とは何か  

今回の展示のタイトルとして掲げたのは「これがおもちゃ絵だ！」であった。サブタイ

トルに「巨泉玩具帖に見る大正・昭和初期の郷土玩具」としたので、ご覧になった方たち

は郷土玩具絵の展示と理解してくださったと思うものの、これが「これがおもちゃ絵だ」

だけであれば、日本近世以来のおもちゃ絵についてご存知の方は全く別なものを想像され

たと思う。  

そのおもちゃ絵であるが、前川久太郎氏はおもちゃ絵とは「一枚刷りの子供用錦絵」と

定義している(8)。前川氏によれば、大阪ではお馴染みの立版古もおもちゃ絵で、寛政年間

(1789―1801)に“組上げ”とよばれるおもちゃ絵が出現したが、それが立版古に当たると

いう。立版古について元関西大学教授肥田晧三氏の詳細な説明があるのでその一部を紹介

する。  

「「たてはんこ」〔立版古、立版行などと表記する。「は」を濁音にして「たてばんこ」と

もいう。〕は、浮世絵版画〔錦絵〕のおもちゃ絵の一種で、切り抜いて組み立てることが出
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来るように、あらかじめ、人物や家屋などを描いた錦絵を、ハサミで裁ち、糊で張り合わ

せて、台紙の上に芝居の舞台面のように組み立てる。出来上がったその作品を、夕涼みの

床机の上、または揚げ店の上に蝋燭の火をともして飾る。江戸時代から大正の中ごろまで、

子どもの夏の遊びとして大いに流行した遊戯玩具であった。」「「たてはんこ」は、正しくは

「切組灯籠」または「組み上げ灯籠」といい、もともとお盆の供養に作られる灯籠が、江

戸時代の中ごろに玩具化したのが起源で、以後、浮世絵師の手で多くの作品がつくり出さ

れた。」(9) 

一方上野晴朗氏は「子供向け手摺り版画の、決してすべてをおもちゃ絵と言い表わした

ものとは思わない」としながら、おもちゃ絵は美しい言葉であり「わが国独自に発達した

純日本式の産物」であると紹介し、「おもちゃというのはモテアソビで」「モテアソビは、

手あそびものともいわれていた。江戸の絵草紙の引き札などには、おもちゃを現わすもの

は手遊物という表現が多く、その多くは季節の祭りや年中行事などに結びついたもので、

たまには万翫物
がんぶつ

類などという言葉も見かける。」と述べ、吉田暎二氏の定義「おもちゃ絵

は、子供の手遊び用に描かれた版画を指していう。その種類は千差万別であるが、いずれ

も子供の享楽のために、題材が選ばれていることに変わりはない。」を紹介し、おもちゃ絵

の発生は相当に古いが、「いわゆるおもちゃ絵として、版画史に位置をしめるのほどに一群

をなしたのは、安政前後から明治にかけてのことであった。」としている(10)。  

権田保之助は「玩具絵の話」で、世の中には玩具
おもちゃ

を描いたものは何でも玩具
おもちゃ

絵
え

と考え、

「其為めに往々玩具を描いた刷り物例えば是真や椿山の如きものまでも、之を玩具
おもちゃ

絵
え

とし

て見て居るので」あるが、それは「玩具
おもちゃ

の絵」であるとし、玩具絵は鑑賞の主体が子供で

あり版画で作られたものと言う。更に玩具絵の第 1 義は「子供の享楽の目的に協
か な

うもの」

でそれは「武者絵、姉さん絵」などである。第 2 義は「他に主要目的が有って、夫れが又

享楽の対照物となるもの」で「疱瘡絵、教訓絵、名馬尽し、虫尽し」などであると言う(11)。

玩具絵は安政(1854)前後から盛んになり、明治維新まで発達し、維新以後他の版画は凋落

し、玩具絵の天才芳藤がいて玩具絵は生き残ったが、印刷物の変遷と絵具の粗悪が原因で

1877(明治 10)年辺りを最後として滅亡し、それ以降のものは芸術的価値がないものとなっ

た説明している。  

また有坂与太郎(明治 29 年生。本名正輔。大正から昭和期の郷土玩具研究家。)は『おし

ゃぶり』古代編の解説で、「おもちゃ絵とは好事者間で勝手に呼ばれてゐる名称であって、

事実上おもちゃ絵といふ名目のあった訳ではなく、畢竟は児童向きの錦絵にほかなりませ



ん。」と解説している(12)。  

次に巨泉の立版古の思い出を紹介する。 

「又立版古、(大阪では組絵とも言う)劇の一場面を錦絵摺りにしたもので、是れに裏打

ちをなし、人物、背景等何れも合印が附してあるので、此合印に合せて板の上に貼りつけ

れば其場面が出来上る仕組みになっている。是れは、カナリ古いもので、一枚もの、二枚

もの、三枚ものから、五枚位いの大物も出来ていた。組み上がったものは、夕涼みの縁台

に持ち出し、商家などでは店先きに出して置いたもので、近所の子供等は集って来てワイ

ワイと騒ぐのである。是れにも、前記のヒョーソク（筆者注：以下巨泉の説明、「土製のヒ 

ョーソクは灯心幾筋か、又は糸を幾筋か束ねて中央に差し込み、種油を注いで点ずる土器」）

に灯火を点じ、中にも雨は銀線を幾筋も斜に引っ張ったものもあり、大がかりのものには、

廻り道具、即ち芝居の廻り舞台を其儘模して場面を時々変えて見せたものもあった。」(13) 

 

小摺りのおもちゃ絵」(図 7)         「切小絵」(図 8) 

魚』6 号で紹介している。

ペ

版行式のものがあってそれは裏打ちをし

て

「

巨泉が小さいころ遊んだ「小摺りのおもちゃ絵」について『人

ージに小摺りのおもちゃ絵の一片が貼り付けてある。左図の猫の小摺りのおもちゃ絵は

タテ 3.7cm×ヨコ 2.7cm の小さなものである。  

小摺りを切り抜いて小箱に貼ったり、中には立

切り抜き、それぞれの合印にあわせて薄板にはる。団扇屋や小間物店があって、小さな

屋台を作って並べ軒先に持ち出して小砂利をお金に見立てて「商い遊び」をしたと言う。

大阪でも明治 14、5 年ころまでは毎月新しいものが出版された。東京では歌川芳藤が、大

阪では長谷川貞信、長谷川小信、歌川芳信、笹木芳光が流行期に描いたと書いている。こ

こにいう貞信は初代の長男、二代貞信、小信は二代小信で二代貞信の長男であろう。また

笹木芳光は巨泉の師中井芳瀧の実弟で嘉造のことである(14)。「我が大阪のものには柾四つ
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ものらし

い

流行したと上野氏は説明しているが、芸術的価値はさて置くとし

て

、『おもちゃ百種』

『

も

玩

具

たせたつもり

で

で“おもちゃ絵”という言葉を使

用

1－4．おもちゃ絵 (玩具の絵 )の始まり  

としても、それは子供に向って描かれたものかと

切りで立絵又は横絵、二つ割、三つ割、六つ、十二、二十四、三十二、四十八割や或は九

十六に区分した細かいものもできていた、模様はのぞきからくり、猫芝居、犬芝居、化物

づくし」（筆者注：以下は注記に譲る）などと様々な模様を列記している(15)。  

雑誌『此花』が切小絵(図 8)を紹介している。「天明の末頃より盛んに行われた

、今現存して居る古絵中にも、其頃の川勝派歌川派絵師の筆に成ったものと認むべきも

のが多くある、もとより子供の玩弄たる千代紙に過ぎないが、大阪の浮世絵師が発明した

という立版古、即ち切組灯篭絵などは、此切小絵の進化したものと見てよ可ろう。」この記

事は特に大きさなどには触れていないが、巨泉が遊んだ小摺りのおもちゃ絵の原型となっ

たものだろうか(16)。  

おもちゃ絵は維新後に

、1877(明治 10)年生まれの巨泉にはお馴染みの遊び道具であった。  

巨泉の著作に“おもちゃ絵”と付くのは『巨泉おもちゃ絵集』のみで

おもちゃ国絵図』『おもちゃ十二支』などあとは全て“おもちゃ”である。巨泉は近世以

来のおもちゃ絵を知っていたのでおもちゃ絵とタイトルを付けたのは 1 冊に止めたのかも

知れない。巨泉自身玩具の絵をおもちゃ絵と書いている場合もあるが、1926(大正 15)年 5

月に大阪三越呉服店で開催したおもちゃ絵の展覧会名は「巨泉玩具絵展覧会」としている。  

我々が使った意味のおもちゃ絵について、民俗玩具研究家奥村寛純氏は巨泉の復刻版『お

ちゃ画譜』の解題「おもちゃ絵と川崎巨泉画伯」で次のような説明をされている。  

「こゝに言う「おもちゃ絵」というのは (中略 )古くから日本各地に伝わってきた郷土

の衒いのない淳僕な味にひかれて、それ等を描いたもので、いわばおもちゃの写生画で

ある。肉筆画もあるが、版画にして何枚も作られたものもあり、それが更にきり絵、はり

絵などの新しい試みも見られ、時には収録され冊子にしたりもする。」(17) 

今回我々は敢えてその“おもちゃ絵”を使ってタイトルにインパクトを持

あったが、その意味は「玩具の絵」、「おもちゃの写生画」であって、「一枚刷りの子供用

錦絵」と言う意味での“おもちゃ絵”ではなかった。  

ここでも「玩具の絵」「おもちゃの写生画」という意味

する。  

 

巨泉のおもちゃ絵は玩具の絵であった
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い

泉が自画のおもちゃ絵展を最初に開いたのは 1916(大正 5)年である。それを『日本印

刷

ここでおもちゃ絵と言っているいわゆる「玩具の絵」、

そ

    

『江都二色』 (図 9)        ・

味・遊びの中から生まれたものであろ

う

えばそうではなく大人たち、巨泉も使った大供
おおども

かもしれない。(大供は 1909(明治 42)年、

清水晴風、林若樹、久留島武彦らが「人形玩具に関する知識」の交換会として作った大供

会に由来する。その機関誌が「大供」だった(18)。人形玩具を愛する大供（おとな）に向

け出版され、あるいは自筆のおもちゃ絵を販売した。  

 

 

巨

界』大正 5 年 3 月号の記事は「巨泉氏道楽的なる」と表現していて、世間はまだ図案家

巨泉の余技と見ていたのである(19)。2 日間だけの展示会であったが好評で、おもちゃ絵に

対する世間の関心の高さを確認する形になった。そして 2 年後の 1918(大正 7)年に最初の

おもちゃ絵集『巨泉おもちゃ絵集』を版行したのである。 

 

れを集めた玩具絵本が世に出た始めは、江戸期の

1773(安永 2)年に出版された『江都二色
え ど に し き

』であると言

う。木村仙秀(明治 18 年生。明治から昭和期の江戸文

学・風俗研究家。)によれば編者は卯雲で、おもちゃ絵

は北尾重政が描いた。卯雲は本名木室七左衛門という

武士で、白鯉館卯雲と名乗る。江戸の狂歌の先覚者  

天明狂歌壇の長老であった。蜀山人が随筆『奴師労之
や っ こ だ こ

』で卯雲の狂歌を賞賛したという。出版年から重政は江戸の小伝馬町の書肆・須原屋三郎

兵衛の長男で、号を碧水、紅翠軒などと称した浮世絵師・初代重政である(20)。山東京伝(政

演)や鍬形蕙斎(政美)は重政の弟子である。なお『江都二色
え ど に し き

』の解説には、仙秀の稀書複

製会刊行『稀書解説第七編上』や「『江戸二色』の編者」がある(21)。書名の『江都二色
え ど に し き

』

とはどのような意味なのか。仙秀が引用した柳亭種彦の考証随筆『還魂紙料』にそれがあ

る。「古き新しきを分かたず、それとかれと二色
ふたいろ

づつあつめて江都二色
え ど に し き

と題
よ べ

り」(22)。掲

載のおもちゃは「編者卯雲が幼時目撃したものばかりで」あり、当時のおもちゃ集めた書

物として大切なものだ、とは仙秀の言葉である。 

この『江戸二色
え ど に し き

』はいわゆる江戸の文人たちの趣

。白鯉館卯雲こと木室七左衛門は大田南畝や朱楽菅江同様典型的な文人である。大沼宜
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している。米山堂が出版した稀書複製会復刻

版  

11

た有坂版ともいうべき『江都二色
え ど に し き

』は 1930(昭和 5)年 4 月 18

日

     

規氏によれば「安永・天明年間には、狂歌の会から発展するかたちで「宝合会」も開かれ

るようになっている。」とされ(23)、狂歌集団が文人趣味の会をリードしていたから、恐ら

く卯雲周辺にもおもちゃを趣味とする仲間があり、絵師重政もその一人であったのではな

いだろうか。安永の「宝合会」は塙保己一、大田南畝、唐衣橘洲らが「宝に似て非なる物

を持ち寄り、その由来をもっともらしくこじつけた文を披露」したものであり、その成立

が 1773(安永 2)年とも 1774(安永 3)年ともいわれ、それが『江戸二色
え ど に し き

』の版行年代と一緒

であるのは偶然ではなく、当時に様々な趣味の会が盛んであったと考える材料となるので

はないか(24)。また 1783(天明 3)年 4 月 25 日の「宝合会」には、『江戸二色
え ど に し き

』の浮世絵師

北尾重政の弟子たち、北尾政演(山東京伝)や北尾政美(鍬形蕙斎)が展示物を持ち寄り、『狂

文宝合記』の挿絵も描いている。浮世絵師としては他に喜多川歌麿、弟子の行麿がいた(25)。

狂歌集団と浮世絵師の交流も注目される。 

因みにこの『江都二色
え ど に し き

』を当館は 3 冊所蔵

2 冊と有坂与太郎が狂歌の翻刻と解説を付し、郷土玩具研究会が発行した 1 冊である。 

1924(大正 13)年 1 月 28 日発行の稀書複製会版は和紙・和装。寸法タテ 16.4cm×ヨコ

.5cm。第 3 期第 15 回配本。印行 300 部の内第 103 号は本文が 15 丁から始り 27 丁の丁付

けで終わるもので奥付も欠けている。仙秀の解説にもこの復刻版(武蔵屋本)は 15 丁から始

まり 27 丁に終わるとしている。次に 1931(昭和 6)年 11 月 28 日発行の稀書複製会版は和紙・

和装。寸法タテ 16.4cm×ヨコ 11.5cm。第 7 期第 13 回配本。印行 500 部の内第 166 号は、

序文の前に「円圏内に一老人が若き画家に口伝するさまを画いてゐる」図が挿入され、奥

付もある。全 27 丁。これが「昭和 6 年に至って、稀書複製会がその完本を大阪の某氏から

得た。」本であろう(26)。 

有坂与太郎が解説・翻刻し

発行された。この本について仙秀は「墨線だけを木版とし手彩色で行ってゐるので、原

本の趣きが少しも見出されない。」という(27)。有坂版は手彩色で色付けをしたから原本の

趣を失ったのだろうが、多色であることもその要因で、さらには玩具の顔つきも原本に比

べて下手である。本文は 13 丁(丁付けなし)、解説 9 丁。寸法タテ 18.5cm×ヨコ 13cm。解

説で有坂は「二色づゝ取り合わせて描かれた玩具の種々相こそ、実に本書の貴重視せられ

る所以である。享保時より安永までの児童生活を知るに唯一は無二の好資料であり、而も

その内の数種が、なほ今日まで残存される事を知れば、何人も覚えず微笑を禁ぜられぬで

あろう。」と記している(28)。                           



『うなゐの友』絵：清水晴風 (図 10) 

 

新後の 1891(明治 24)年玩具絵本『うなゐの友』の初編が刊行された。『うなゐの友』

の

』は清水晴風の死後、西沢笛畝(明治 22 年生。旧姓石川、本名昂一。日本

画

1－ ．おもちゃ絵を描いた人たち 

雑誌『鳩笛』創刊号に「玩具の絵について」(30)を書

き

7 年生。本名満明。画家、

号

維

初編のあとがきによれば、清水晴風(嘉永 4 年生。“玩具博士”と呼ばれた玩具研究家。)

が 1880(明治 13)年の春、竹内久遠(本名九一、号九遠。安政 4 年生。明治の彫刻家。東京

美術学校教授。)の向島の竹馬会に出席しそこで「手遊乃品」(筆者注：おもちゃ)を見て美

術に目覚め、友を通じあるいは自ら日本各地の手遊品を集め始めた。蒐集を始めてから 12

年、数は 300 点を超え、種類は 100 余種になった。それを眺め暮らしていたが、「木村ぬし」

(筆者注：木村仙秀か)に勧められ 1 人で楽しむよりも広く人々に知って欲しいと出版をし

たのである。 

『うなゐの友

家。大正昭和期の人形玩具の蒐集・研究家。)が引継ぎ、1914(大正 13)年に全 10 編をも

って完成した。『うなゐの友』は日本各地の郷土玩具を絵に描いて残そうとした仕事であり、

玩具絵の販売が目的ではない。なお『うなゐの友』の「うなゐ」とは、｢古語で子どもの髪

形(髫髪)をいう、ひいては子どもの意となり、「うなゐの友」とは、幼い子供の友、つまり

「おもちゃ」を指す言葉である。｣(29)           

 

5

巨泉は 1925(大正 14)年、郷土玩具

おもちゃ絵を描いた人たちに言及した。晴風の『うなゐの友』を評して世間が玩具の絵

に注目し始めたのはなんといっても『うなゐの友』が広がったことによること。『うなゐの

友』には「写生にものたりない処や、名称の間違っている処はあるとしても」晴風翁は「土

俗玩具の趣味を一般に紹介した第一人者」であるとしている。 

写生がものたりないと書かれた晴風であるが、久保田米所 (明治

米斎。米僊の長男。)によれば、晴風は自分の絵こそ「真の玩具の絵」と自負し、自分は
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具

は解説にも違いがある。晴風の『うなゐの友』を晴風版といおう。晴風

版

百種』、『おもちゃ千種』、巨泉自身のおもちゃ版画集、『おもち

ゃ

絵の作者として、晴風の他に人形を好んで描いたが世間であ

ま

島寒月は巨泉のおもちゃ絵版行に対する東京における最大の理解者であり協力者であ

画家ではないから技術は劣るが、玩具作者も絵を描く自分も素人だからお互い会い通じ合

って本物のおもちゃ絵ができる、玩具の絵に技術は反って邪魔をすると語ったという(31)。 

その後に名前が挙がるのは淡島寒月である。寒月のおもちゃ絵は「翁一流の俳書風の玩

絵」と紹介している。次に西沢笛畝の『雛百種』の書名を掲出し、その作品の価値を高

く評価している。ところが笛畝が引き継いだ『うなゐの友』の続編には名称の間違いが多

く作品考証に問題ありとし、出版社の意向では仕方がないが、晴風の『うなゐの友』とは

別個の物として出版したほうが良かったとした。この言葉は笛畝が晴風の折角の名著『う

なゐの友』を貶めたと言うことであろう。この巨泉の反感を深読みすると、晴風が画材に

した玩具の多くは晴風自ら多年に亘り蒐集・研究したものであるが、笛畝(笛畝は西沢家の

入婿)が描いた『うなゐの友』の玩具は養父西沢仙湖が蒐集した玩具を素材にしたものであ

り、笛畝自身が蒐集し研究したものではないから結局貴方のは付け焼刃だね、とこういい

たいのだろう。 

晴風と笛畝とで

はおもちゃ絵に簡単な解説が付してある。一方笛畝版は、おもちゃ絵とは別に巻頭に解

説ページを設け本格的なおもちゃ画譜を志向している。体裁を整えた笛畝版であったが巨

泉は気に入らなかった。 

そして寒月の『おもちゃ

千種』、「おもちゃ箱」、田中緑紅の「ステンシル版のおもちゃ絵」、山内神斧『壽壽』な

どは全て『うなゐの友』にヒントを得たもので、それは一般好事家の周知のことであると

いう。『うなゐの友』以降のおもちゃ絵集はすべて『うなゐの友』を親として生まれた子供

ということのようである。 

先の久保田米所はおもちゃ

り知られていないからと、京都の森寛斎と土佐派の画家名古屋の大石真虎の名を挙げて

いる。寛斎は御所人形を描き、真虎には名古屋地方の玩具を写した玩具絵巻があるという

(32)。また奥村寛純氏は復刻版『おもちゃ画譜』の解題「おもちゃ絵と川崎巨泉画伯」で

おもちゃ絵を描いた人として、清水晴風、淡島寒月、巌谷小波、川崎巨泉、清水桂月、西

沢笛畝、宮尾しげお、武井武雄の名前を挙げている。そして版画の中に郷土玩具を取り上

げた画家として棟方志功、徳力富吉郎、桝岡良といった人たちいると記している(33)。  

 

淡
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っ

雑記』の「編纂を終へて」で斉藤昌三が「大正末期に『椿岳漫画』の上梓があ

っ

絵集に『十二支画帖 犬乃巻』

(伊

正 15)年 2 月 23 日に寒月が没した後、同じ年の 9 月 19 日大阪の天下茶屋・楽園

で

や三田平

凡

た。巨泉にとってはおもちゃ絵の先達として、またその人柄と共に敬愛すべき人物であ  

っただろう。寒月の著書『梵雲庵雑記』に内田魯庵の「淡島寒月翁のこと」がある。それ

によれば寒月は晩年になって玩具を蒐集し始め、その数は 3000 点ほどあった、『オモチャ

千種』描いて頒布した、また、その蒐集範囲は外国のものが多く意外なものを所蔵したな

どと書かれている。「父親は、力の画家椿岳で、浅草絵と言ふのを描いて居たが、それを真

似て、天性の器用さから、翁も色々絵を描いて矢張バサラ絵と呼んで居た。元来落書が好

きで、家の中には、所きらはず落書したり紙を貼りつけていた。」と生前の様子を伝えてい

る(34)。 

『梵雲庵

た筈に記憶している。」と書いた、その『椿岳漫画』は大阪市南区にあった木村旦水（旦

水は巨泉のおもちゃ絵の同好の士）の出版社兼書店“だるまや”が 1919(大正 8)年 4 月 28

日付けで発行したものである。その絵の奔放な筆致には鳥羽絵風に手足の長いものもあり、

描線の長短、連続と断絶の複雑な直線と円弧の筆跡は、おもちゃ絵として整った描線を見

慣れた目には絵が画面から飛び出すようであり、椿岳の絵を見た後で寒月のおもちゃ絵を

見ると整い過ぎているという印象さえ受けるのである。  

淡島寒月が日本と外国の犬のおもちゃを描いたおもちゃ

勢辰商店 大正 10 年 12 月 11 日発行)がある。この本には寒月と親交があったシカゴ大

学の人類学者で日本では御札博士で通っていたフレデリック・スタールや、斉藤昌三がイ

ンドの王族と呼んだ Gureharn Singh の寄せ書きがある。以下はスタールの文章である。

“Kangetsu shows constant versatility , industry and skill in his dogs as in his 

earlier interesting works. May he long keep at his art. Taisho 10. 5.20. Frederick 

Starr” 

1926(大

追悼会が行われた(35)。主催したのは蘆田止水。蘆田は本名安一。大正から昭和前期の

大阪を代表する趣味家の 1 人。身辺雑記風の個人誌『和多久志』を発行した。 

『和多久志』は 1920(大正 9)年 11 月創刊、創刊号は秋の巻。これには淡島寒月

寺(趣味山平凡寺)が寄稿している。本名は安一と書いてヤスカズだと紹介し、「私の道楽」

で四酔山温学寺(これは三田平凡寺が開祖の趣味人の会「我楽他宗」の山号と末寺名。

1919(大正 8)年に会員を募集。会員はそれぞれ止水のように山号と末寺名を自称した。止

水の本尊は観世音菩薩。天下茶屋の蘆田別邸には「日本、支那、印度、その他各国に渉る
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あった。止水は同じ趣

味

久夢二とおもちゃを結びつける人はそう多くはないだろう。児童文化史研究家アン・

ヘ

年生まれ。2 人の共通点を挙げると

土俗玩具等の蒐集を以て堂内に充つ。」と書いている。当館はこの雑誌を 11 号夏の巻、

1928(昭和 3)年 8 月発行まで 11 冊所蔵するが、このタテ 15cm×ヨコ 11cm の小型の雑誌に

は、カットや表紙絵を大阪の竹久夢二とも称される大正期の抒情画家宇崎純一(ウザキ・ス

ミカズ)や大阪の女流日本画家木谷千種が描いている。これは止水の自慢かもしれない。そ

のスミカズについて、肥田晧三氏は「宇崎純一の画業」で「スミカズの画風は、従来の写

実的な日本画風の挿絵のしきたりを破った、自由と呼ぶのがふさわしいスケッチ風の大胆

な省筆に特色がある。」、またスミカズのエハガキは竹久夢二や加藤まさをの作品に「劣ら

ぬ魅力に富む出来ばえのものである。」と紹介されている(36)。我楽他宗仲間では河村目呂

二が止水の似顔絵や第 7 号のカット・表紙絵を描いている(37)。 

止水の実姉の夫である永田好三郎(有翠)も大阪の著名な趣味家で

人として有翠に好意を寄せた。有翠は巨泉のおもちゃ絵の同好の士でもあった。有翠は

巨泉の『おもちゃ千種』がまだ刊行中の 1921(大正 10)年 9 月に死去し、最大の理解者の１

人を亡くした無念を巨泉は『人魚』2 号に吐露している。さて止水は寒月をあらゆる趣味

家の最高峰の人物としてその全人間像を愛し尊敬した。それ故この追悼会を発案したので

ある。寒月追悼会の発起人は石割松太郎、濱忠次郎、友野祐三郎、渡辺虹衣、川崎巨泉、

高安月郊、伊達南海、中井浩水、南木萍水、山田新月、蘆田止水、木村旦水、三宅吉之助、

三好米吉である。ここに参加した虹衣・萍水・旦水・吉之助・米吉は皆巨泉のおもちゃ絵

の愛好者である。止水の「翁がどんなに広い趣味を持っていたか、どんなに深い造詣があ

ったか、どんなに高い人格者であったか」今更言うまでもないだろうと言う寒月を敬慕す

る言葉は、参加者全員の思いであろう。御札博士フレデリック・スタールも前橋通訳を伴

い参加している。当日の写真を見ると 24 名が会したようだ(38)。 

 

竹

リング氏は夢二が「郷土玩具、伝統玩具に対する一般の関心が最もうすかった時代に、

夢二は古くから伝わるおもちゃの価値を、明治の末期にすでに見直していた文化人の一人

であった。」とし、「巌谷小波、『うなゐの友』の清水晴風、西沢笛畝、有坂与太郎などと並

んで、竹久夢二を郷土玩具の再発見運動の先駆者の一人とみなすことは、十分可能である。」

と評価し、「夢二が子供のための挿絵などに伝統玩具を積極的に取り入れようとした点は、

もう少し評価してよさそうである。」という(39)。 

巨泉と夢二。夢二は巨泉より 7 歳下の 1884(明治 17)
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す

絵集に『十二支画帖 午

のが、広瀬菊雄編『十

二

まれ。郷土玩具研究家・郷土史家。)が 1925(大

正

れば、共にデザインに関わりおもちゃに関心を持ち、方法は違うが玩具を図画化したと

いうことだろう。また共通の知人に大阪・柳屋書店三好米吉がいたこともそうである。柳

屋は夢二の版画や絵封筒などを販売していた店であり、1921(大正 10)年頃夢二は柳屋に出

入りしていたというから、巨泉と相知る機会もあったかもしれない(40)。夢二が玩具に関

心を寄せそれを描いた行為は、おもちゃ絵による玩具の保存ではないし、巨泉のように玩

具を独立した作品として表現しようとしたものでもない。夢二が描こうとした世界に、愛

らしい小物・むかし・郷愁などのコードとして取り込まれたのではないだろうか。アン・

へリング氏が紹介している夢二の『夢二ヱデホン』に描かれた鳩や猿、雀はイラスト風で

大変可愛らしいものである。夢二をその先駆者とするなら、巨泉は運動には関わらないが、

結果として郷土玩具の再発見者の 1 人となったといってよい。 

 児童文学者巌谷小波もまたおもちゃ絵を描いた。馬のおもちゃ

の巻』(伊勢辰商店、大正 7 年 9 月 15 日発行)があるが、これはビルマ、インド、ロシア、

イギリス、フランス、ドイツ、東京、会津、京都など世界と日本各地の馬の玩具が描かれ

ているものである。横版の彩色木版画である。何故馬なのか。小波の四男巌谷大四が書い

た小波伝『波の跫音
あしおと

』によれば、小さい頃から蒐集癖があった小波は、自身が 1870(明治

3)年の午歳生まれのこともあり、1906(明治 39)年から午歳に因んで古今東西の馬の玩具な

どを集め始め、1918(大正 7)年には 1000 点を超えたという。蒐集品を展示する千里閣なる

建物を寄付で建て、無料で一般公開するという徹底ぶりであった。なお、小波は『巨泉お

もちゃ絵集』の第 11 巻から 15 巻の題僉を書いた人である(41)。 

吉田永光、久保佐四郎、島尻是空のおもちゃ絵が掲載されている

支画帖 亥子丑之巻』(伊勢辰商店 大正 11 年 12 月 8 日発行)である。吉田永光は亥(い

のしし)、久保佐四郎は子(ねずみ)、島尻是空は丑(うし)を描きそれを一帖にしたものであ

る。これも横版・彩色木版摺りである。 

永光については、田中緑紅(明治 24 年生

14)年 6 月発行『鳩笛』4 号の「おもちゃの蒐集(4)」で「東都に於ける羽子板師として

特に有名な方です。」「以前午年に百馬会を催し、小さい土俗玩具の馬を百種一ヶ年に渡っ

て配布され大変精巧で、佐四郎人形と陳び賞せられましたものであります。」と紹介してい

る。 



 

“「小型達磨」と「小型夫婦達磨」”(図 11)   “佐四郎氏の描きしもの［起上り 三種］”(図 12) 

 

久保佐四郎(明治 5 年生。明治から昭和期の人形作家。)が作った達磨が『巨泉玩具帖』

第 3 巻 8 号 15(インターネット「人魚洞文庫データベース」の巻・号・通し番号) に佐四

郎作の「小型達磨」と「小型夫婦達磨」として描かれている。小型達磨は画面中央右下の

目入りの達磨、夫婦達磨は画面左上のもの。また『玩具帖』第 12 号 18(インターネット「人

魚洞文庫データベース」の号・通し番号)には“佐四郎氏の描きしもの［起上り 三種］”

として巨泉の模写がある。上図の姉様人形に挟まれた小さな 3 体の絵がそれである｡ 

島尻是空は日本画家。有坂与太郎の著書、1926(大正 15)年、郷土玩具普及会発行の日本

玩具集『おしゃぶり』第一編の本の装幀者である。 

 

1－6．玩具と戦争 

 おもちゃ絵には古い玩具もあれば新しい玩具もある。その描き方も自由である。古玩を

描いたにしても古さをリアルに描いたものではない。それは過去の時代に出来たというこ

とであって、おもちゃ絵を見て古玩と判断することは出来ないし、またすることもない。  

晴風の絵は真面目な型崩れしない律儀な絵に見える。おもちゃ百種に見る寒月の絵は巨

泉の言う俳画風という味わいと、上手とか下手とか分別臭く見ることを嗤うが如く、ただ

そこにある絵を楽しむ、味わう、良寛の書を見るような気持ちにさせる。巨泉の肉筆画の

おもちゃ絵は丸みを帯びた柔らかな線、まるで網の上で焼かれている餅がふくっらと膨ら

んだ時のような味わいがある。版画になると、初摺のものだろうがその線はもっとしかっ

りしたものになる、それでも何処かはんなりした雰囲気がある。小波の絵になると、その

雰囲気は寒月の父椿岳の漫画のように元気、元気で絵が踊っている。 

 各人各様のおもちゃ絵を楽しむこと、これは玩具の楽しみ方とはまた違ったものであろ
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う。それは玩具とおもちゃ絵の用途の落差として現われてくる。その極端な例が太平洋戦

争時に現れた玩具の戦争協力というアジテーションであった。太平洋戦争が勃発し玩具運

動のリーダー有坂与太郎や日本民族玩具協会の有志たちは玩具も進んで戦争遂行に奉仕す

ることを訴えた。大東亜共栄圏の班主として南方アジアに侵攻して行く日本。日本の玩具

はもはや郷土玩具ではなく、日本民族の民族玩具となって戦争に奉仕する任務を進んで担

おうとした。また一方で民族玩具を唱道した彼らが見た夢は、アジア南方圏の人々の意識

を引き上げ、彼らに玩具を提供し、玩具を通じて相互交流を楽しむと言う観念的玩具ロマ

ンチシズムを抱き、日本とアジアの玩具楽土を夢みていたのである(42)。 

 1943(昭和 18)年当館が行った巨泉のおもちゃ絵と玩具の展覧会は、玩具を民族芸術とい

う名のもとに有坂の言う戦争遂行に奉仕する道具として展示したものであった。それが、

「〔1〕人魚洞文庫の展示」で紹介した玩具を神祇 (＝天皇・万世一系 )、武器 (＝武器 )、武者

人形 (＝兵隊 )、鬼退治 (＝鬼畜米英退治 )、軍用動物 (＝忠誠心 )、猛獣 (＝勇猛果敢 )、不倒 (＝

神国の負戦神話 )、経済力 (＝経済力 )、増産 (＝増産 )、海上輸送 (＝兵站線・支援 )、人形総動

員 (一億総動員 )、大東亜共栄圏及同盟国の 12 の主題(カッコ内が見立て)に別けて展示した

ものである。太平洋戦争下における玩具の模範的展覧会である。 

巨泉も玩具の南方進出を歓迎した。巨泉もまた南方進出が戦争によって生じていること

の是非を問うことはない。玩具を与えることによって現地の子どもたちを未開から「文明

の子ども」へと導きたいと願っていたのである(43)。ただし巨泉の共振を有坂と同じイデ

オロギー圏の響きと考える必要はないが、巨泉の根底には、日本固有の玩具への絶対的信

頼があり、それが玩具を絶大化させ、玩具による人間の啓蒙という玩具精神主義的考えを

呼び寄せたのであろう。戦争遂行を輔弼する玩具、一方おもちゃ絵は遊び心を映した玩び

品としてひたすら平和な時を待っていたのだろうか。 

 

1－7．おもちゃ絵の出版と販売  

巨泉が描いたおもちゃ絵は次ぎのような形態で出された。(1)販売形態は一般に書店を通

じて販売されたもの、事前に購入者を募り販売したもの、一種の会員制。(2)出版形態は自

費出版と出版者による出版(3)書籍の形態は洋装、和装、折帖、軸物など。(4)印刷形態は

機械印刷、木版摺り。それと肉筆があった。 

 

会員を事前に募っておもちゃ絵を売るというやり方が何時から始まったのかわからない
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が、大正時代には巨泉の他に人形師の久保佐四郎も同様のやり方で人形やおもちゃ絵を頒

布していた。1925(大正 14)年 10 月発行の柳屋画廊のカタログ『柳屋』28 号に、巨泉の「十

二月玩具絵の会」の案内記事と共に佐四郎の「御殿玩具」と「郷土玩具絵」の頒布会の記

事が掲載されている。 

巨泉につては「現代玩具絵界の権威巨泉川崎氏の肉筆十二ヶ月の玩具絵は諸氏の熱望す

るところであります今回我々の乞を入れての御揮毫。」とある。佐四郎のおもちゃ絵は、色

紙形絹地に原寸大で彩色もそのまま描いたもので、30 枚 1 組。毎月 3 枚宛頒布。入会費 5

円。10 回まで各 5 円で合計 55 円と記載されている。このように当時の玩具趣味家たちに

おもちゃ絵や人形を頒布する方法の 1 つとして会員制があった。大正時代のおもちゃ絵の

制作方法は木版又は肉筆が主であり、その形態は和紙の一枚ものや、佐四郎の色紙型絹地

に描くなど手作りの風合いを味わうもので高度に趣味的であった。だからおもちゃ絵を描

いた人たちには最初から石版や機械印刷で出版しようという考えは毛頭なかったと思われ

る。その意味からも一般書籍のように出版出来るものではなかったし、また趣味性が高く

購入層もそう広くはないおもちゃ絵を仮に出版依頼しても、受注しようという出版社は多

くはなかった筈である。巨泉のおもちゃ絵で自家版以外の出版は、1 冊を除いてすべて巨

泉の強い支援者であった木村旦水のだるまやが引き受けている。その形態は和紙和装本で

あった。 

購入者が限定されていたおもちゃ絵であるが、巨泉は 1919(大正 8)年に大阪三越で最初

のおもちゃ絵展(恐らくは即売もしたと思われる)を開催している。その後 1925(大正 14)

年にも展示会をしている。大正中期から昭和初期にかけてデパートを使ったおもちゃ絵や

人形、玩具の販売形態が定着して行き徐々におもちゃ絵が一般に浸透して行ったのであろ

う。 

 

1－8．巨泉の自家版 

ともかく巨泉はおもちゃ絵を肉筆や木版摺りで出すことに拘っている。例えば毎年干支

にちなんで制作したものに「土俗玩具の春懸け軸物会」があった。自筆であるだけに描き

きれないと巨泉を嘆げかせた肉筆掛軸頒布会である。 

考えてみれば、肉筆で 10 も 20 も同一のおもちゃ絵を描くという行為は写生の優れた技

術は言うに及ばず、精神的にも相当な負担であったろう。巨泉は肉筆おもちゃ絵集『おも

ちゃ千種』を書くに当たり、20 作以上は首がちぎれても描きませんと悲壮な決意表明をし



 42

ているからである(44)。 

巨泉の自費出版物（自家版）は彩色、紙の選定など何れも凝った作りになっているが、

それは購入者のためではなく、巨泉自身の謂わば自己満足のための作法であろう。自家版

を制作する意図について、文章になった巨泉の言葉はないが、版画家武井武雄の次のよう

な私刊本の哲学があったのだろうと想像する。「私刊本とは自分のために一冊を作るものだ。

しかし版画と同じように自然に複数出来ざるを得ないものだから、最も印刷効果製作効果

のいい部数だけを作って、自家一冊の外は同好の士に頒
わ か

つべきだ、というわけである。こ

れが本当の私刊本というものの面目だと思っている。」「読者にうける必要のない、評判な

どを全く気にしない、自分に飽くまで忠実なもの」これが「私刊本の背骨」でなければな

らない言う。そして「私刊本は個性的であるべきだ。従って独善的だという非難は甘んじ

て受けるべきである。」というのである(45)。 

巨泉が自家版『おもちゃ千種』(1921(大正 10)年)に書いた言葉がある。おもちゃ千種を

描く発意は、日本伝来の土俗玩具が西洋かぶれの模造品によって駆逐されていくのは日本

人として残念至極である、せめて土俗玩具、絵馬、縁起物を描いて残そうということにあ

った。 

巨泉のこの企てに賛同してくれる同好の士を全国に募り自家製作を開始したのであった

が、この企ては武井武雄が言う本来は「自分のための一冊」であり「自分に飽くまで忠実

なもの」を作品化しそれを頒布する行為であろう。作品の購入者は同時に金銭的支援者と

いう関係性も成立することになるのである。 

次のような例があった。巨泉の代表的自家出版物に『郷土の光』がある。これの刊行開

始が 1916(大正 15)年 9 月、完成が 1928(昭和 3)年 5 月で１年 9 ヶ月の間毎月刊行した。『お

もちゃ千種』も 2 年、巨泉の自家版は容易く出来るものではない。作品完成まではその作

業に心を砕くわけで、収入もままならないこともあったと思われる。『郷土の光』が第 9

集まで出たとき、巨泉は出版のための資金繰りに『巨泉漫筆おもちゃ箱』の購入依頼を会

員に申し出ている。おもちゃ箱は 200 部限定で頒布し若干残部があったのだろう。「一時払

い、分売ともに一方ならぬ御援助をお願ひした事を厚く御礼申し上げます。」と個人誌『人

魚』6 号の「郷土の光について」に書いている(46)。このように各地に散在する巨泉の同好

の士＝会員は篤く巨泉の芸術活動を支えたのである。 

 

1－9．巨泉自家版・おもちゃ絵集、おもちゃ箱、おもちゃ千種 
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自家版の 1 つに 1919(大正 8)年の『巨泉おもちゃ絵集』がある。毎月 5 枚づつ発表し、

20 ヶ月で 100 枚の作品となった。最終的には 5 帖にまとめられた。解説帖は序文を渡辺虹

衣が書き、残りの 4 帖の題簽は淡島寒月、巌谷小波、水落露石、中井浩水などが書いた。

寒月・小波・浩水は無論玩具趣味の人であるが、露石はどうなのか。巨泉が露石の聴蛙亭

を来訪したのが 1907(明治 40)年 3 月 17 日のこと。露石とは以前からの知人であった(47)。 

巨泉がおもちゃ絵に用いた用紙は錦絵の寸法を基準にしている。顔料も錦絵に用いたも

のを使用したと考えられる。この本の寸法は奉書二ツ切りで縦絵。タテ約 49cm×ヨコ約

24cm の大きさである。「木版色摺の画面の一部を、群青、緑青、朱、丹、胡粉等で加筆し」

「特に本金泥を用いて模様」などが描かれている(48)。これは木版印刷であったから印刷

部数は限定 300 部であった。事情を明かしていないが、巨泉はこの版木を叩き割って絶版

にした。巨泉の激しい性格の一端を物語る。絶版により古書の相場が上がったことを喜ん

でもいる。版画の場合、版木の保存が大変で彫師の 2 階を占領しているのを気の毒がって

いるし、また自宅に持ち帰っても保管ができない、結局処分して絶版にすることとなる。 

この絵本の頒布当初の価格は、おもちゃ絵 5 枚に解説付きで 1 部 1 円であった。合計 100

枚で総額 20 円である。当時の 1 円は現在の価格で 5000 円ほどになるのだろうか。すると

合計 10 万円である。これはまさに豪華本である。昭和初期に巨泉は『巨泉おもちゃ絵集』

の残部の 3 部の内 2 部を 1 部 35 円で手放しても良いといっている。手放すとは巨泉のいい

方に従えばお嫁入りさせるである。これは恐らく和装にして 5 帖にまとめた物を指すのだ

ろう。コーヒー一杯が 10 銭のころである。巨泉曰く「お安いか、お高いか、其れは望まれ

る方の思召し」であると(49)。 

  

『巨泉漫筆おもちゃ箱』(以下『おもちゃ箱』とする)は関東大震災後の 1914(大正 13)

年に刊行された。1913(大正 12)年 9 月の関東大震災により東京の玩具界と貴重な玩具は壊

滅的状態となった。しかもこの時代すでに外国製輸入玩具の日本への流入は時の勢いであ

った。外国製玩具の輸入の趨勢と失われ往く祖先が残した純日本の玩具。その危機意識が

『おもちゃ箱』を刊行した最大の動機であった。 

純日本の玩具と言うものは「我国民性を発揮したものであって、郷土風俗や、幾多の面

白い口碑伝説を取材として其れがいろいろの形ち
マ マ

のものに作りあげられて」いる。そして

玩具や縁起物には小さいながらも豊かな芸術味があり、色彩の調和、紋様には「純日本の

気分」が現れている。これら純日本の玩具が今後永続することは不可能であるし、復興す



るにしても「洋風を加味」したものになるだろう。だから巨泉は「多年日本玩具蒐集研究

の傍ら漫筆と言った風に殆ど日課のように」描いていた「玩具絵」の中から面白そうなも

のを選んで木版画としたのであった(50)。 

ここに述べられているのが巨泉の玩具観でありその立脚点であろう。巨泉にとって最も

理想的な玩具とは近世期の日本が生み出した純国産玩具であった。それが玩具の評価基準

の原点である。巨泉はこんなことを書いている。 

「古い我国の郷土玩具も、どうやら滅亡の時期に達して来ました。近い内には、其れ等

のものが、純骨董品になってしまって、目の前に見るものは何れも、西洋風のピカピカし

た、私等の嫌いなものゝみになってしまうだろうと思われてなりません。」(51) 

西洋風のピカピカとは評価基準の原点から最もマイナスの地点にある玩具であり、西洋

かぶれの模造品である。そのマイナス評価の範疇には、例えば上辺だけで内容のない文化

主義や名前だけの文化住宅そしてモダンガールの醜態もそうであり、巨泉に倣って敷衍す

れば、物質的欲望を求めるのに汲々として、趣味を忘れた人間たちと、物まねが横行し、

創造性を失った玩具を作って恥じない人びとも当然含まれるのである。それはまた都会と

田舎、キネマと玩具など前者を否定し後者を肯定する二つの対立軸として巨泉の中に意識

化されたのである。そして巨泉は時代の趨勢から半ばあきらめと新しい玩具への期待とい

う 2 つの極の間で揺れ動く自分を意識しながら、新旧の玩具を眺めていたのであった。 

 

 

 

 

 

 

『巨泉漫筆おもちゃ箱』(図 13)             巨泉の名刺(図 14) 

 

なお右上の写真は当館が所蔵する『おもちゃ箱』(一之二)のあそび紙に貼付された“奉

呈 川崎巨泉 大阪南区鰻谷西ノ町三十三”の名刺である。巨泉は『人魚』5 号の「玩具

研究資料献本」で 1915(大正 14)年 4 月に『おもちゃ箱』絶版の記念に『おもちゃ箱』100

枚箱入りを玩具資料として保存のため以下の施設に寄贈している。名刺はその時のもので

あろう。 
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東京帝室博物館、奈良帝室博物館、京都恩賜博物館、東京帝国大学付属図書館、東京帝

国図書館、東京早稲田大学図書館、京都府立京都図書館、大阪府立図書館、東京美術学校、

東京女子美術学校、京都高等工芸学校の 11 ヶ所であった。ただし某地の図書館に送ったが

何の便りもなくうやむやになって不明になってしまったのか物足らないが、「誰か玩具好き

の館員の手に渡って、窃かに研究材料になってゐるのでしょう。」とは巨泉の皮肉であろう

か(52)。図書館司書として耳の痛い話しである。なお施設の固有名詞は巨泉が書いたママ

とした。 

さてこの本は巨泉漫筆おもちゃ箱頒布会刊行の名前で頒布された。まず全国の趣味家に

趣意書を出し会員となってもらい、また書店に取り扱いを以来する形で本を捌いていった。

このおもちゃ絵の用紙は生漉厚口の大広奉書の四つ切型。生漉大奉書は「儀式用の包紙、

目録用紙」」として用い、「上品は純楮製」である(53)。無論巨泉は楮 100％を使用したであ

ろう。大広奉書の四つ切りは錦絵に使われ、その肉厚の紙は永年の保存に相応しいもので

ある。寸法はタテ約 22cm×ヨコ約 29cm である。木版着色摺り。「是は玩具を絵画化したの

で其物に応じた景物の花とか、又は器物」などを絵に配したものである(54)。またおもち

ゃ絵の落款には笛洲作の「人魚洞」、香迂作の「芳斎」・「碧水居主人」、「巨泉之印」、「碧」

の 5 つを使っている。限定 200 部のところ 130 部は捌けた。これも版木保管上の問題から

絶版としたが、その際版木オモ版のみで小箱を作って希望者に分けたいと洒落た提案をし

ている。オモ版とは主版と書き墨線版のことで「木版画の基本をなす版のこと」である(55)。

この『おもちゃ箱』のおもちゃ絵は羽二重友禅、封筒、ポチ袋などに使われたという。無

論巨泉は使用料を取っていたと思われるがそこまでは明かしていない。これも昭和初期に

30 円で販売すると宣伝している。 

 

『おもちゃ千種』は淡島寒月の『おもちゃ千種』に倣って巨泉が 1921(大正 10)年に企画

したものである。限定 20 部、毎月 15 枚を描いて頒布した。用紙は別漉大形奉書二つ折り。

タテ約 39cm×ヨコ約 26cm の大きさである。これは版画を用いず全てが手書きのおもちゃ

絵で、完成に 2 年を費やしたのである。 

 

1－10．巨泉を支えた同好の士というネットワーク 

結局『おもちゃ千種』を求めた同好の士は 18 名、巨泉は趣味家が多い東京から申し込み

がないと嘆いたが最終的には東京からもあったという。巨泉は『人魚』1 号で申し込み順
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に名前を列記したが、名古屋は早川、徳島は芝、長崎は松田、本山桂川、京都は山崎、六

甲の小澤と言った人たちと、大阪では永田有翠、木村旦水、三宅吉之助らが顧客だった。

この他にこの企てに協力したのは、淡島寒月、渡辺虹衣。販売に協力した店として柳屋書

店(三好米吉)、吾八(山内神斧)、郷土趣味社(田中緑紅)、おもしろや(東京にあった郷土玩

具店)などが挙げられる(56)。巨泉は協力者からは描くおもちゃの提供も受けた。だから巨

泉のおもちゃ絵はおもちゃ絵を描いたのは巨泉 1 人であるが、実は対象となった玩具を巨

泉に提供し、または寄贈した全国の玩具愛好家たちの協力なしには成立しなかったといっ

てよい。先に個人名を挙げた木村旦水、本山桂川は販売の方面でもだるまや、土の鈴会と

して協力している。 

巨泉のおもちゃ絵の頒布には巨泉を囲むおもちゃ絵ネットワークともいうべき同好の士

が存在していた。それが上記の人と店であったが、他にも大阪には青賢肇、青山一歩、南

木萍水、村松百兎庵、西田静波、梅谷紫翠、肥田渓楓らがいたし、京都の木戸忠太郎らも

巨泉のおもちゃ絵頒布を支援する核になった人たちであろう。ここに名前を挙げた人を簡

単に紹介すれば、青賢肇は本名青山賢肇、大阪朝日新聞社の調査部に勤務した人。『苔瓦堂

日録』という日記を残した。青山一歩は本名冬樹、放送局に勤務した。南木萍水は本名芳

太郎、郷土雑誌『上方』を主宰、南木コレクションが大坂城天守閣にある。村松百兎庵は

本名茂、大阪国文社に勤務した。西田静波は本名清次郎、職業は棕梠商。梅谷紫翠は本名

秀文、歯科医。木村旦水は本名助次郎、書店兼出版社“だるまや”を経営。三宅吉之助は

宇津保文庫主宰。書籍コレクター。本山桂川は長崎の民俗研究家。巨泉のおもちゃ絵展を

長崎で開いた。三好米吉は柳屋書店（後に屋号を柳屋画廊に変える）を経営。大阪で竹久

夢二の作品を販売した。山内神斧は本名金三郎、東京美術学校卒業、美術工芸品販売店吾

八や梅田書房を経営。永田有翠は本名好三郎、趣味人として著名、蘆田止水は義理の弟。

肥田渓楓は本名弥一郎。肥田家の宗家（本家）を継ぎ、虎屋銀行、虎屋信託の取締役、大

阪聚文社の監査役などを務めた趣味人。掬水庵と号し「楓文庫」を建て、個人の趣味誌『あ

のな』を発行した。渡辺虹衣は本名源三、骨董研究家。 

この人たちの他に小谷方明氏は巨泉を支えた「おもちゃ愛好家」として次の人たちの名

前を挙げている。小谷方明氏は大阪の民俗学者で子どものいない巨泉に可愛がられた人で

あった。田中亀文洞、鷲見東一、西村庄、林家染丸、西田亀楽洞、高畑案山子、河本紫香、

本田渓花坊、粕井豊誠、浪花贅六庵、山本芳夫、芳本倉多楼、大沢鯛六。そして「全国の

同人の人達との連絡誌として大正十年から昭和初年にかけて、「人魚」「人形筆」等の小雑



誌を発行していた。」と紹介している(57)。 

 

    

  『人魚』1 号～3 号(図 15)          『人魚』4 号～7 号(図 16) 

ここで巨泉の個人誌『人魚』について少しだけ紹介すると、『人魚』の創刊は 1921(大正

10)年 2 月。きまぐれにはじめたものだから何時どうなるか分からないと煙幕を張りつつ始

まった。この個人誌は巨泉の肉声を聞くことが出来る唯一のものであり大変貴重である。

ここには巨泉の気持ちが包み隠さず率直に語られている。悩み、苛立ち、喜びなんでも綴

っている。愛読者からの玩具に関する質問、巨泉の趣味家探訪記、玩具の民俗的説明、著

書の解説、その他詩があり戯れ歌ありで巨泉の世界に引き込んでくれる。当館には 1928(昭

和 3)年 8 月発行の 7 号まで所蔵している。注記に第 1 号から第 7 号までの出版年日と総ペ

ージ数を挙げておく(58)。 

さて上記の人たちと巨泉が属した趣味の会が幾つかあり、最盛期には全国にどれほどの

人が巨泉を支えたのだろうか。巨泉のおもちゃ絵は大正中期から昭和前期にかけて版行・

頒布されたわけであるが、おりしもこの時代はおもちゃが流行した時期でもあった。巨泉

のおもちゃ絵は一般には高額かもしれないが趣味家たちからすれば普通の買い物かもしれ

ない。巨泉が『おもちゃ絵集』を版行し始めた 1919(大正 8)年にはまだ関心も薄かったが、

大正末期から昭和前期はおもちゃの展示会がデパートで開催され人気で良く売れた時代で

もあったから、おもちゃ絵にも次第に関心が集まり、会員への頒布と一般への販売とで巨

泉夫婦が生活できた時代だったのであろう。 

 

1－11．『おもちゃ画譜』について  

巨泉の『おもちゃ画譜』は 1932(昭和 7)年に第 1 集が出て、1935(昭和 10)年第 10 集で

完結した。大和綴、石州和紙を使った半紙本である。石州和紙とは山口県産、楮 100％で

漉かれ丈夫で記録用、重要書類用紙に用いられる(59)。そこに描かれた玩具や縁起物は口

絵以外は単色で、1 点 1 点巨泉の解説付きである。これは『巨泉おもちゃ絵集』『巨泉漫筆

おもちゃ箱』『おもちゃ千種』とは明らかに違っている。おもちゃとタイトルにあるが、お
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もちゃ絵が主ではなく解説と共に読む本である。 

巨泉は 1920(大正 9)年辺りから郷土玩具について文章を書き始めた。それから 15 年ほど

の玩具に関する知見の蓄積がこの本に集大成されている。しかしそれは郷土玩具の民俗学

的な研究や詳論ではない。玩具を実地に見、調べた玩具論であり貴重な玩具文献の 1 つと

いえよう。だから「少なくも郷土研究家としてその地の玩具を調べ風俗を述べ他地方の同

傾のものと比較対称せんとする士は一読すべきだ。」(60)と書かれたり、「玩具蒐集研究家

は無論趣味家、郷土研究家の座右置くべきの書なり。」とする宣伝文句が和泉の民俗学者小

谷方明氏が主催した郷土和泉刊行会の会誌『郷土和泉』に掲載されたのである(61)。  

だが巨泉のおもちゃ絵が「郷土研究家の座右置くべき」と言われるところまで来てしま

ったことに異和を感じざるを得ない。巨泉のおもちゃ絵とはそもそも趣味の絵であって、

比較研究用などではなかった筈である。それが「歴史・特長・材料・製作方法にまでわた

り克明な解説を加えたもの」(62)となり、おもちゃ絵という自律した作品ではなく、それ

に付随した文字情報によって評価されたのであれば、それは“おもちゃの解説書”であっ

て巨泉の本道のおもちゃ絵とは別のジャンルに属す作品なのではないか。それが異和の根

拠である。したがって川口栄三氏がこの本を「清水晴風の“うなゐの友”に比すべき木版

玩具絵本」(63)という評価にも異和を感じざるを得ないのである。 

『うなゐの友』のおもちゃ絵は彩色が施されているが、『おもちゃ画譜』のおもちゃ絵は

木版・単色で、しかも詳細な解説付きである。『うなゐの友』には『おもちゃ画譜』のよう

な詳しい解説がない。そう見ると、『おもちゃ画譜』は『うなゐの友』の系列には属さない

と考えてよいのではないか。『おもちゃ画譜』以前に玩具の写真と解説が掲載された本はあ

るが、おもちゃ絵と共に詳しい解説を付した玩具絵本は巨泉の『おもちゃ画譜』が最初の

ものではないだろうか。その意味では画期的なおもちゃ絵本の誕生であったといえよう。 

ただし評価に関していえば石沢誠司氏は『おもちゃ画譜』よりも、寧ろ『うなゐの友』

に比すべき玩具絵本は『巨泉玩具帖』『玩具帖』との評価をされた。それは「『おもちゃ画

譜』とはまったく異なった精細な挿絵がここには展開されている。」ことを重視されたから

であるが、何を評価するのかによって判断が分かれるところである(64)。 

 

1－12．浪花おもちゃ学の鼻祖にしておもちゃ研究家巨泉 

我々は「これがおもちゃ絵だ！」展の図録に巨泉の年譜を掲載することにした。巨泉の

年譜についての底本は、1943(昭和 18)年当館作成の『川崎巨泉画伯遺墨 人魚洞文庫絵本
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展覧会目録』収載の「巨泉略年譜」以外にはなく、この年譜に加筆することとした。そこ

で年譜にはなるべく沢山巨泉の著作を掲載したいと調査を始めた。すると大正から昭和前

期に大阪の出版社が発行した郷土雑誌や大阪趣味の雑誌に巨泉の名前を続々と発見したの

である。 

これは我々の認識不足を露呈した格好になった。この時はまだ巨泉とは、おもちゃの絵

を描いた人という程度の認識しかなく、しかも参考にした当館の目録はおもちゃ絵を描い

た画伯巨泉を紹介するのが目的であったから、玩具研究家巨泉というもう一方の側面は全

く省かれていた。従って年譜には主要なおもちゃ絵集や若干の趣味の会などは掲載されて

いるが、雑誌等に発表した研究や随筆などは一切掲載されていなかった。  

こうして認識を新たにした我々は『郷土雑誌・上方』『郷土趣味・大阪人』『趣味と名物』

といった郷土大阪の雑誌から、更に『郷土研究』『旅と伝説』『鳩笛』『土の鈴』と郷土研究

や玩具関係の雑誌へと巨泉の著述探しの範囲を広げて行った。 

筆者などは恥ずかしい話であるが、民俗雑誌『旅と伝説』誌上で柳田国男や南方熊楠と

並んで巨泉の名前を見た時、もしかしたら巨泉は民俗学の視点から玩具を研究した人で民

俗学研究にも参加したのではないかと想像し、1913(大正 2)年に柳田国男が発行した雑誌

『郷土研究』に目を通し、巨泉の名前を探したものであった。無論巨泉は民俗学に関係し

たわけではないから名前はなかったのであるが。 

『旅と伝説』第 4 号、1928(昭和 3)年 4 月に玩具に関する記事が要求されていることを

編集後記に萩原正徳が書いている。そして早くも 1928(昭和 3)年 6 月発行の 6 号には、郷

土玩具の特集が組まれた。西沢笛畝「郷土玩具の種々相」、有坂与太郎「郷土玩具概説」が

掲載された。巨泉も翌 1929(昭和 4)年にはここに登場することになる(65)。 

斉藤良輔編『郷土玩具辞典』(東京堂出版 昭和 46 年)の「日本の郷土玩具－その歩みと

系譜－」におもちゃの世界に関心を持った 2 つのグループとして学者派と趣味派があって、

学者派は坪井正五郎・柳田国男・折口信夫らで趣味派は清水晴風・淡島寒月らだとの記述

がある。先の与太郎、笛畝、巨泉の 3 人は無論趣味派ではなく学者派であり、玩具研究家

としても位置付けられるだろう(66)。 

大正から昭和期にかけて、大阪の郷土趣味誌や郷土研究誌、あるいは大阪三越呉服店が

大正から昭和期に出版したコマーシャル誌『大阪の三越』(67)に 3 年半に亘っておもちゃ

を紹介する文章を掲載するなど、巨泉の執筆は民俗や玩具の専門誌から一般誌までに亘り、

大阪のおもちゃ博士としての地位を確立していった。大正中期から昭和戦中期におもちゃ
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を研究した巨泉は浪花おもちゃ学の鼻祖といってよいであろう。 

 

1－13．おもちゃ絵集の値段 

1923(大正 12)年 5 月発行の三好米吉編発行・柳屋画廊のカタログ『柳屋』22 号の「おも

ちゃ絵本」のコーナーに『おもちゃ千種』『巨泉おもちゃ絵集』などが掲載されている。以

下に巨泉のおもちゃ絵の書名と販売価格を挙げる。 

『おもちゃ千種』「片面絵目録付、三百枚」350 円。 

『巨泉おもちゃ絵集』「版画 百枚」35 円。 

『巨泉おもちゃ絵集』全 5 冊帙入 42 円。 

『巨泉おもちゃ十二支』1 冊 5 円 20 銭。 

巨泉のおもちゃ絵集と比較するために掲載されている他のおもちゃ絵集の書名と販売価

格を挙げておく。 

『うなゐの友』全 8 冊 各 3 円 10 銭。(京都のちどりやでは大正 14 年に全 10 冊 35 円) 

『雛百種』全 3 冊 8 円 40 銭。(京都のちどりやでは大正 14 年に全 3 冊 10 円) 

外国玩具『壽々』全 5 冊 7 円 62 銭。(山内神斧の私家版) 

淡島寒月筆『十二支画帳犬の巻』1 冊 2 円 90 銭。 

これを見ると巨泉のおもちゃ絵の相場がかなり高額だったことが分かる。特に『おもち

ゃ千種』は 300 枚のセット価が 350 円である。これは相当の高額である。当時の公務員の

給与を参考までに挙げると大阪商品陳列所の雇員は年俸 552 円、大阪府立図書館長が年俸

3100 円の時代である。おもちゃ千種には 18 名が購入したのだから、単純に 6300 円の売り

上げであった。これは 1923(大正 12)年当時の大阪府知事井上孝哉・土岐嘉平・中川望らの

年棒 6000 円を上回る額である(68)。 

 

1－14．おもちゃ絵を楽しむ 

巨泉が勧めるおもちゃ絵の遊び方、楽しみ方の例を『人魚』3 号の「巨泉漫筆おもちゃ

箱」から拾ってみる。おもちゃ箱の版画は全て横絵で、一枚の大きさが縦七寸五分、横九

寸五分。絵には干支の十二支、春夏秋冬の四季と 12 月の玩具があって、月々に関連する絵

を選んで額面に入れる、正月は鶯に梅、日向の羽子板、2 月は伏見や今戸の土狐といった

風に入れ替える。夏祭りや酉の市にはそれに関連する絵を入れて楽しむ。またこれを書帖

に仕立てて応接間などに置き来客に見てもらうのもよい。玩具絵巻に仕立てるのもよい。



何枚かを選んで枕屏風に貼ったり、二曲、六曲屏風に貼り

混ぜにすれば玩具屏風が出来上がる。当時の好事家・趣味

人もおもちゃ絵をこんな風に仕立てて楽しんだのかもしれ

ない(69)。こういった楽しみ方は和本仕立てや洋装本では

味わうことができない。一枚物の版画は応用がきき色々な

楽しみ方が出来た、巨泉はおもちゃ絵を購入した趣味人た

『巨泉おもちゃ箱』(図 17)    ちと交歓し、自分のおもちゃ絵を何時までも飽かずに楽しん

でもらいたい、しかも筐底に秘蔵するのではなく生活空間に掲げて趣味的生活の糧となる

ことを願っていたのである。 

自費出版などは全国の玩具蒐集家・趣味人に向けて販売され、巨泉の頭には一般家庭に

向けて販売しようという気持ちは当初はなかったようだ。それが少しずつではあるが、一

般家庭にも普及したいと思うようになった。それは巨泉の玩具教育観があったからだ。物

質主義を排し、玩具の力で自己本位でない人間、もっと無邪気、もっとウブな人間に作り

替えたい、それで初めて平和な世界、平和な家庭が作れる、と考えていた(70)。おもちゃ

絵もそれに役立つと考えてのことであろう。 

 

1－15.巨泉のおもちゃ絵作法 

「其れから人形や玩具を描くのに其人形や玩具の縁起や伝説も一と通り調べた上でなけ

れば筆を執る事は出来ません、沢山のものゝ中には呪禁や凶事に用ひるものもあります。

そんなものを祝ひ事の絵に描く事は出来ません。」「玩具其物が無邪気なものでありますか

ら、是を写す際には自分の心も無邪気にして描いて行くのであります」(71)  

「玩具の絵は蒐めて其れを研究しているものでなければ到底其真味を表現する事は不可

能であります。土俗玩具のいろいろのものには各地方に依って異なった特徴があって其れ

が色彩、紋様、形態当に顕れているのであります。是等のものが古き伝統を以て今日まで

其幾分かが残されて来たのであって其れが土俗玩具としての真の面白味のある貴き芸術品

であります。」(72) 

おもちゃを蒐集し、色彩、文様、形態を丹念に観察し邪念を棄て童心に返っておもちゃ

絵を描く。これが巨泉のおもちゃ絵作法であった。おもちゃを愛した巨泉は玩具に厳しい

目を向けた。巨泉の玩具の品定めは、新品だから悪いのではなく、古いものも一概に良い

とは限らない、「古いものでありさえすれば、（中略）色彩が面白いとか、雅味があるとか、
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世間なみに誉めて見る人もあるが、私はコンナのを好まない」といい、「拙作は何処までも

拙作として、一文の価値すらないものである」と言い切っている(73)。 

巨泉は犬張子とお伽犬を例に引き、「此二つのものは何れも写生より出でゝ図案化したも

のであって、到底一朝一夕に出来上がったものでは無いのである。」と書いている(74)。巨

泉にとっておもちゃとは人、物、動植物を写生によって図案化する創作物なのであった。 

巨泉がおもちゃに興味を持ち始めたのが 1903(明治 36)年 28 歳のころ、それから 12 年後

40 歳のとき、1916(大正 5)年 11 月に“おもちゃ絵の会”を始めた。42 歳の 1918(大正 7)

年 1 月、おもちゃ絵の処女出版『巨泉おもちゃ絵集』の第 1 集が発行された。この辺りか

ら本格的な巨泉のおもちゃ絵時代になって行くのである。  

 

 

＜参考資料 ①＞ 

  巨泉の紋章とマーク・(『人魚』4 号) 

右の角型は、趣味に用いる紋章。中央は人魚洞

のマーク。丸に鱗を描いたもので、「人魚の鱗の一

片を図案にしたもの」。左は巨泉が平生用いている

サインで、丸に巨の字。「納札又は略号として巨

の字の変名」を用いた。 

 

 

＜参考資料②＞ 

巨泉の印譜 『川崎巨泉印譜』[発行者・発行年不明]より抜粋。 

 【1】蝠亭作         【2】椿所作      【3】笛洲作 
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【4】香迂作  

 碧水居主人 

【1】北川蝠亭 名は藤太郎。大阪の人。陶印家として著名。朱泥とも号す。1916(大正 5)

年 2 月没す。76 歳。(出典：伊達俊光「北川蝠亭君」『大大阪の文化』金尾文淵堂 1942(昭和 17)年) 

【2】岡本椿所 名は義邦、あざ名は叔礼。津山の人。東京に住す。中井敬所門。昭和 8

年(1933)没す。(出展：水田紀久篇「続補日本印人伝」『日本の篆刻』1966 中田勇次郎編 二玄社) 

【3】河西笛洲 名は由また義弘。甲斐山梨の人。正しくは「かさい」と読む。その号も笛

吹川にちなむ。大阪谷町のち天満に住す。晩に奈良東大寺勧進所に疎開。昭和 22 年(1947)7

月 7 日没す。帰去来印譜・酔翁亭印譜あり。(出典：水田紀久篇「続補日本印人伝」『日本の篆刻』

1966 中田勇次郎編 二玄社) 

【4】橋本香迂 名は愷。字は三生。香迂又は栗佛と号す。加州金沢の人。大西金陽に就て

絵画及び篆刻の術を学ぶ。京都で園田湖城と平安印会を起す。晩年浪華に来て東区広小路

に住し印刻を業とする。大正昭和年間の人。(出典：『続大阪人物誌』 下巻 石田誠齋著 石田

文庫発行 柳原書店発売 昭和 11 年 ) 

 

 

注記  

原文の引用で、歴史的なか使いはそのままとし、漢字は新漢字とした。  

略歴の典拠：有坂与太郎・清水晴風・西沢笛畝―『郷土玩具辞典』東京堂出版 1971 年。竹内久遠―

『国史大辞典』9 吉川弘文館 1988。 久保田米所―『大日本書画名家大鑑・伝記上編』第一書房 1975  

木村仙秀・久保佐四郎―『新訂増補人物レファレンス事典/明治・大正・昭和(戦前編) 』 日外アソシ

エーツ 2000 年  

図１狗佛の蒐集品：「鯛車」藤野滋氏撮影 図２狗佛の蒐集品：「虎乗り加藤」藤野滋氏撮影 図 3 巨

泉画：「大阪製鯛車」『巨泉玩具帖』1 巻 4 号 図 4 巨泉画：「大阪張子製加藤清正虎のり」『巨泉玩具帖』

5 巻 2 号 図 5『これがおもちゃ絵だ！』展示図録 図 6 巨泉肖像(『鯛車 59』「故巨泉氏追悼號」) 

図 7「小摺りのおもちゃ絵」図 8「切小絵」図 9『江都二色』昭和 6 年版 稀書複製会 図 10『うなゐ
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の友』 巻 図 11「小型達磨」と「小型夫婦達磨」図 12「佐四郎氏の描きしもの［起上り 三種］」図

13『巨泉漫筆おもちゃ箱』の 55 番 「小芥子這子」 図 14『巨泉漫筆おもちゃ箱』貼付の巨泉の名刺 

図 15『人魚』1 号～3 号の表紙 図 16『人魚』4 号～7 号の表紙 図 17『巨泉漫筆おもちゃ箱』の 51

番「雉子車」  

 

(1)ＴＡＯ「大阪府マルチメディア・モデル図書館展開事業」について 

大阪府マルチメディア・モデル図書館展開事業は、通信・放送機構（ＴＡＯ：総務省所管の特殊法人、

平成 16 年 4 月から独立行政法人「情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）」へ統合）による、通信放送分野の

研究開発事業です。大阪府が平成 12 年 6 月、ＴＡＯの通信･放送研究成果展開事業「マルチメディア・

パイロットタウン構想（マルチメディアモデル博物館（図書館））」に協力申込をし、同年 9 月に採択

されました。平成 12 年 10 月から平成 16 年 3 月までＴＡＯの直轄型事業として、通信・放送分野の基

本的技術を組み合わせ、図書館サービスに有効な電気通信システムとして構築するための技術を開発し、

実証実験を行なってデータを収集し、評価しました。大阪府は、中之島・中央の府立２館を核に、大阪

府内の公共図書館、大学･専門図書館､学校等の協力のもとに、実験フィールドを提供し、事業運営に協

力しました。なお、実証実験は平成 15 年度をもって終了し、平成 16 年度からは大阪府独自の成果継承

事業としています。平成 18 年 5 月 25 日「人魚洞文庫データベース」をインターネットにて公開。大正

から昭和にかけて全国各地の郷土玩具を描いたおもちゃ絵画家・川崎巨泉（1877-1942）が遺した自筆

写生画帳をディジタル化し、一般公開した。(大阪府立図書館ホームページに掲載) 

(2) 藤野滋『高橋コレクションについて』『我楽他宗第五番札所玩雪山狗佛寺―高橋敬吉とそのコレク

ションについてー』（未発表）  

(3) 宮島久雄「大阪・「町の図案家」」ｐ201＜川崎巨泉＞『大阪における近代商業デザインの調査研究』

2000 年度サントリー文化財団研究報告書 2002．10 

(4)呼び名の漢字と別号は肥田晧三氏のご教示による。 

(5) 『川崎巨泉画伯遺墨 人魚洞文庫絵本展覧会目録』昭和 18 年 大阪府立図書館編発行 

 芳瀧入門の時期は巨泉の回想では 13 歳。当館作成の目録では 16 歳となっている。 

(6) 「人魚の蒐集」『人魚』3 号 大正 13 年。「人魚洞広告」『人魚』6 号 1927(昭和 2)年。 

(7) 島屋政一『日本版画変遷史』大阪出版社 1929(昭和 14)年  

島屋政一著の『本木昌造伝』を出版した東京の朗文堂のホームページが島屋政一を詳しく紹介してい

る。http://www.ops.dti.ne.jp/~robundo/Bmotogi.html 

(8) 上野晴郎、前川久太郎『江戸明治「おもちゃ絵」』 アドファイブ東京文庫 1976(昭和 51)年 
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(9) 肥田晧三「立版古つれづれ」、『立版古―江戸・浪花・透視立体紙景色』(INAX ギャラー、INAXBOOKLET)、

株式会社 INAX 1993 年 

(10) 『江戸明治「おもちゃ絵」』上野晴郎、前川久太郎著 1976(昭和 51)年 アドファイブ東京文庫  

(11) 権田保之助「玩具絵の話」『書画骨董雑誌』96 号 書画骨董雑誌社 1916(大正 5)年  

(12) 有坂与太郎『おしゃぶり 古代篇』1926(大正 15)年 10 月 郷土玩具普及会発行 

(13) 川崎巨泉「夏のおもちゃ」『にんぎょ』7 号 川崎巨泉  1928(昭和 3)年  

(14) 「1411 二代長谷川貞信 〔渡辺本〕生・嘉永元年十月 画系・初代貞信の長男 作画期・明治 大

阪の人、長谷川氏、俗称徳太郎、画を父に学び初め小信といひしが、明治九年父の隠居後貞信（二代）

と改む、役者似顔絵をよくし、大阪にて江戸風の芝居絵番附を興せり、明治四十三年春、長男（二代小

信）に家督をゆずりて隠居す。」（由良哲次『総校浮世絵類考』） 

「嘉永元年 10 月 18 日生まれ、昭和 15 年 6 月 21 日に長逝、享年 93。」「因に翁の葬儀は六月二十三日

天王寺六万体町天鷲寺に於て盛大なる告別式があり、本会より供花一対を贈った（南木生）」（「長谷川

貞信翁逝く」『上方』上方郷土研究会 昭和 15 年 7 月、115 号） 

芳瀧の実弟笹木嘉造(画号芳光)は巨泉の『芳瀧画集』(川崎末吉編発行 1931 年)によれば、1909(明

治 42)年 42 歳で没したという。暫定的ではあるが、笹木嘉造(画号芳光)の生没年は 1867(慶応 3)年～

1909(明治 42)年としておく。  

(15)「のぞきからくり、猫芝居、犬芝居、化物づくし、いろはかるた、単語図、植木鉢づくし、舞づく

し、五十三次、辻占、魚づくし、馬づくし、善悪見立、変り絵、朝日奈一代記、西郷戦争、小間物づく

し、団扇づくし、紋づくし、狐の嫁入り、狸金玉くらべ、芝居、毒婦梅次一代記、掛物天神づくし、猿

芝居、動物づくし、相撲取づくし、其他百般のものが描かれている。又甘酒屋、西瓜店、人力車、切子

灯蘢、神輿、布団太鼓、地車、鉾、御神灯、宝船の類は裏打ちをして其形ちに糊づけして作り上げるの

である、又相撲取は裏表合わせて弄ぶのである。」  

(16) 宮武外骨編『此花』第 15 枝 雅俗文庫 1910(明治 44)年 5 月 5 日発行 

(17) 奥村寛純「おもちゃ絵と川崎巨泉画伯」『おもちゃ画譜』 村田書店 1979(昭和 54)年 

(18) 山口昌男『NHK 人間大学「知の自由人たちー近代日本・市井のアカデミー発掘－」』日本放送協

会 1997(平成 9)年  

｢大供会 明治 42 年(1909)久留島武彦・西沢仙湖・林若樹・広瀬辰五郎らの人形愛好家たちによって結

成された。毎年一回各人が所持する人形類を持ち寄って展覧会を開催。その年内に入手した逸品を競い

合った。同四四年(1911)一一月東京神田の青柳亭で、西沢仙湖・清水晴風・林若樹を幹事に、人形を土

製・木彫・型抜き・雛の四部に分けて第一回人形一品会を開いた。その後、坪井正五郎、宮沢朱明・巌
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谷小波・淡島寒月・片岡平爺・栗島狭衣・松居松翁・市川三升・池田天釣居・内田魯庵・バーナード・

リーチ・平沼亮三・山村耕花・豊泉益三・水谷幻花・中村鷹次郎ら各界趣味家を加え、明治から大正期

の人形愛好運動に活躍した。」「大供とは「子供」に対する「大供」、子どもっぽい大人の意味であろう。

子供専用と考えられてきた玩具類・無邪気な遊び道具もおとながなお愛着と興味を持つテレくささと、

ひそかな回顧趣味とが同居した言葉で、当時の玩具に対する考え方がよく現れている。」（斉藤良輔『郷

土玩具辞典』東京堂出版 昭和 46 年） 

(19)「雑報」“巨泉玩具画会” 『日本印刷界』日本印刷界社 1916(大正 5)年 3 月号 

(20) 吉田漱『浮世絵の基礎知識』 雄山閣出版 1974 

(21)『稀書複製会刊行 稀書解説 第七編上』米山堂 昭和 7 年 「江都二色」の解説。なお第 3 期の

「江都二色」の解説は『稀書複製会刊行 稀書解説 第三編』大正 13 年発行にあり、これは樋口二葉

が書いた。木村仙秀が書いたものは、木村捨三著『木村仙秀集』青裳堂書店 1984(昭和 59)年 日本書

誌学体系 31 の第 4 巻に「『江戸二色』の編者」として収載されている。 

(22) 柳亭種彦『還魂紙料』 木村三四吾編校 出版者不明 1982 

(23) 大沼宜規「寛政の改革と文人ー「好事」「好古」観をめぐってー」 熊倉功編『遊芸文化と伝統』

吉川弘文館 2003 所収 

(24)山本陽史「解題 宝合会と『狂文宝合会』」 小林ふみ子[ほか]編著『『狂文宝合記』の研究』汲古

書院 2000 年 所収 

(25) 「略註『たから合の記』」松田高之、山本陽史、和田博通『江戸の文事』延廣眞治編 ぺりかん社 

2000 年 

(26) 木村仙秀「『江戸二色』の編者」『木村仙秀集』4 1984(昭和 59)年 

(27) 木村仙秀「『江戸二色』の編者」『木村仙秀集』4 1984(昭和 59)年 

(28) 有坂与太郎『江都二色』郷土玩具普及会 1930(昭和 5)年 

(29) 斉藤良輔編『郷土玩具辞典』東京堂出版 1971(昭和 46)年 「うなゐの友」の項目説明。 

(30) 川崎巨泉「玩具の絵について」『鳩笛』郷土研究社 1925(大正 14)年 

(31) 久保田米所『玩具叢書』人形作者篇 雄山閣 1926(昭和 11)年 

(32) 久保田米所『玩具叢書』人形作者篇 雄山閣 1926(昭和 11)年 

(33) 奥村寛純「おもちゃ絵と川崎巨泉画伯」『おもちゃ画譜』 村田書店 1979(昭和 54)年 

(34) 内田魯庵「淡島寒月翁のこと」  淡島寒月著 斉藤昌三編纂『梵雲庵雑記』 書物展望社 1933 

(35) 蘆田止水「故淡島寒月翁追悼会記」『和多久志』 第 10 号冬の巻 大正16
ママ

年 1 月発行  

(36) 肥田好三「宇崎純一の画業」 『幻の画家・宇崎純一～大正ロマンの残影～』小野市立好古館 
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1992(平成 4)年 

(36) 岐阜県立図書館ホームページに「岐阜県ゆかりの先駆者たち 第 25 回 生誕 120 年 猫の芸術家   

河村目呂二  （かわむら めろじ）1886-1959（明治 19 年－昭和 34 年）」がある。  

(38) 蘆田止水「故淡島寒月翁追悼会記」『和多久志』 第 10 号冬の巻 大正 16 年 1 月発行 

(39) アン・ヘリング「わらべうたの詩人」『夢二美術館』第 3 巻 学研 1985 

(40) 熊田司「三好米吉と「柳屋」のことなどー平野町時代を中心にー」『たまや』第 3 号 山猫軒 2006

年 

(41) 巌谷大四『波の跫音
あしおと

ー巌谷小波伝ー』新潮社 1974 

(42)「南方をさす民玩」『鯛車』53 6 巻 5 号 日本民俗玩具協会 1942(昭和 17)年 

(43) 川崎巨泉「民玩の南方進出」『鯛車』53 6 巻 5 号 日本民俗玩具協会 1942(昭和 17)年 

(44)「おもちゃ千種画報告」『人魚』創刊号 1922(大正 10)年 

(45) 武井武雄「私刊本・限定本」 『本とその周辺』 中央公論社 (中公文庫) 1975(昭和 50)年  こ

の他に、今村喬「武井武雄・私刊本」『これくしょん』吾八書房 1989(平成元)年にも一部転載されて

いる。 

(46) 川崎巨泉「郷土の光について」人魚 6 号 1927(昭和 2)年 

(47)『聴蛙亭来訪署名簿』中尾堅一郎氏蔵。露石を訪問した人たちの中には清水晴風もいた。晴風は

1909(明治 42)年 4 月 3 日に訪問した署名が残る。なお水田紀久氏が『混沌 大阪藝文研究』30 号 混

沌会編 中尾泉松堂書店 2006(平成 18)年 に「水落露石聴蛙亭来訪者名簿」を解題され、名簿の影印

も同時に掲載されている。 

(48)「巨泉おもちゃ絵集」『にんぎょ』7 号 1928(昭和 3)年 

(49)「巨泉おもちゃ絵集」『にんぎょ』7 号 1928(昭和 3)年 

(50) 川崎巨泉 『巨泉漫筆おもちゃ箱』自序 大正 13 年 「大日本大阪鰻谷人魚洞にて 筆者川崎巨

泉識」とある。 

(51) 「人魚第四号のはじめに」『人魚』4 号 1925(大正 14)年 

(52)「玩具研究資料献本」『人魚』5 号 1926(大正 15)年 

(53) 浜田徳太郎著『紙－種類と歴史－』ダヴィッド社 1958(昭和 33)年 

(54) 「巨泉おもちゃ絵集」『人魚』7 号 1928(昭和 3)年 

(55) 「墨線版のことである。つまり木版画の基本をなす版のことである。版下絵の最も貴重な、又最

初に描かれるものは線画であり、これが彫刻されて墨版と呼ばれ、摺刷されると校合摺と呼ばれ、これ

に彩色が施されるか、指定されるのである。従って、この線画が最も版画の基本となるものであるから、
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これを「主版」と呼ぶのである。」吉田暎二『浮世絵辞典』上 北光書房 1944(昭和 19)年 

(56)「おもちゃ千種画会報告」『人魚』1 号 1921(大正 10)年。「吾八」は 1912(明治 45)年当時、大阪

市西区新町一丁目にあり、美術工芸品販売店だった。（『此花』21 枝 明治 45 年 5 月 25 日発行の宣伝よ

り） 

(57) 「浪花おもちゃ風土記」の序 奥村寛純『浪花おもちゃ風土記』 村田書店 1987(昭和 62)年 

(58)『人魚』1 号 1921(大正 10)年 2 月 1 日、16 頁・第 2 号 1922(大正 11)年 9 月 25 日、34 頁・第 3

号 1924(大正 13)年 2 月 5 日、34 頁・第 4 号 1925(大正 14)年 3 月 1 日、34 頁・第 5 号 1926(大正

15)年 5 月 1 日、34 頁・第 6 号 1927(昭和 2)年 6 月 2 日、34 頁・『にんぎょ』第 7 号 1928(昭和 3)年

8 月 15 日、34 頁。第 7 号は誌名がにんぎょに変わった。 

(59) 加藤春治『和紙』産業図書出版 1958(昭和 33)年 

(60) 「郷土和泉」郷土和泉刊行会  小谷方明編集 14 号  1934(昭和 9)年 7 月発行 

(61) 「郷土和泉」郷土和泉刊行会  小谷方明編集 15 号 1934(昭和 9)年 9 月発行 

(62) 『おもちゃ画譜』の村田書店の宣伝。『郷土玩具界の先覚 川崎巨泉翁を偲ぶ』掲載広告 

(63) 川口栄三「著作解題」『郷土玩具界の先覚 川崎巨泉翁を偲ぶ』川崎巨泉翁供養会編発行 村田書

店製作 1979(昭和 54)年 

(64) 石沢誠司「玩具絵本の系譜～『江都二色』から『巨泉玩具帖』まで～」『これがおもちゃ絵だ！』

展図録 大阪府立中之島図書館 2006 

(65)『旅と伝説』の元本の発行は東京・三元社。複製は岩崎美術社。巨泉の初掲載は「浪華土俗漫談」

（『旅と伝説』第 2 年第 4 号）であった。 

(66) 「日本の郷土玩具－その歩みと系譜－」の「二つの流れ」の解説。斉藤良輔編『郷土玩具辞典』

東京堂出版 1971(昭和 46)年 

(67)『大阪の三越』の編者は白石民憲、発行は三越呉服店大阪支店、東区高麗橋 3 丁目 63。大正モダニ

ズムの香りと純和風も加味した大正の百貨店文化雑誌である。 

(68) 『大阪府統計書』大正 12 年 大阪府 1925(大正 14)年 

(69) 「巨泉漫筆おもちゃ箱 版画・頒布画会」『人魚』3 号 1924(大正 13)年  

(70) 「大供と玩具」『人魚』3 号 1924(大正 13)年 

(71) 「玩具の絵について」『人魚 3 号』1924(大正 13)年 

(72) 「巨泉漫筆おもちゃ箱 版画・頒布画会」『人魚』3 号 1924(大正 13)年 

(73)「新品だから悪い」『にんぎょ』7 号 1928(昭和 3)年 
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川崎巨泉年譜（稿） 
 年  歳        備      考 

明治10 年 (1877) 1歳 6月2日、川崎源平の三男として堺市神明町御坊ノ前で生まれる。兄は『住吉・堺名所并

ニ豪商案内記』の著者兼出版者の川崎源太郎。（『堺の文化財』17号） 

22年（1889） 13歳 堺市甲斐町西六軒筋 浮世絵師中井芳瀧に門に入る。(巨泉の回想による) 

25年（1892） 16歳 堺市甲斐町西六軒筋 浮世絵師中井芳瀧の門に入る。(当館展示目録・巨泉略年譜) 

27年（1894） 18歳 ポチ袋（祝儀袋）画を描く。 

29年（1896） 20歳 この年上京。 

30年（1897） 21歳 芳瀧住居を大阪市南区鰻谷に移す。 

巨泉、東京より帰阪し芳瀧方に寓居する。 

31年（1898） 22歳 芳瀧女ハマ子と結婚。(ハマという説もあるが、巨泉は自家版『芳瀧画集』のあとがきで

濱子と書いている。) 

36年（1903） 28歳 この頃より漸く「おもちゃ」に趣味を持つ。 

40年(1907) 31歳 3月17日、水落露石邸(聴蛙亭)を訪問した。(『聴蛙亭来訪署名簿』) 

44年（1911） 35歳 3月、木彫着色「角雛」創作。 

春、大阪十合呉服店で雛人形と古代人形の展観があったとき角雛を出品。（「おもちゃ画譜」

第５集） 

11月、『図案小品集』第1集自費出版。（大正元年10月第3集完成） 

＊この頃の住まいは大阪市南区鰻谷西之町33番地。 

  45年（1912） 36歳 3月、『図案小品集』第2集自費出版。 

大正2年（1913） 37歳 2月、模範図案（其一）（『大阪印刷界』2月号） 

10月、『図案小品集』第3集自費出版。 

3年（1914） 38歳 3月、半切百福会を書籍集会所に開く。 

4年（1915） 39歳 1月、小品画会を書籍集会所に開く。 

  5年（1916） 40歳 1月、絵画研究会「甍社」結成。会員には行岡紫雲、粕井豊誠、川崎紫鳳、井上麗泉、山

田墨泉、大森豚子、永井霞帆、峰崎米齊（『人魚』１号） 

3月、玩具画会を大阪市西区南堀江の書籍商事事務所に開く。その折巨泉着色の伏見焼“笑

い雛”を後援者に配る。（『おもちゃ画譜』第9集） 

「巨泉玩具画会 川崎巨泉氏道楽的になる同画会は去る十二、十三両日大阪南堀江木綿

屋橋西詰北書籍商事務所にて開催、両日とも同好者の来会多数を極め盛会なりき」（『日

本印刷界』3月号 3月10日発行） 

11月、土焼着色「笑雛」創作。 

同月、おもちゃ絵の会 

6年（1917） 41歳 6月、玩具絵額画と小屏風の会 

7年（1918） 42歳 1月、『巨泉おもちゃ絵集』第1集刊行。（大正8年8月、『巨泉おもちゃ絵集』完成） 

5月、類聚おもちゃ絵の会 

同月、3日～5日全国絵馬展覧会に出品（郷土趣味社主催 於京都府立図書館） 

12月、『おもちゃ十二支』だるまや刊行。 

8年（1919） 43歳 5月、百福画会 

10月、おもちゃ絵と人形陳列会。おもちゃ絵集完成記念展を大阪三越で開催。 

9年（1920） 44歳 6月、『土の鈴』創刊。「摂津住吉のおもちゃ」を寄稿。 

8月、“土鈴三種木版”、「里山の紙鯉」、「祇園のおけら祭」（『土の鈴』2輯） 

同月、「但馬城崎の麥稈絵馬」『郷土趣味』19号 

9月、「大阪に無くなった絵馬」『郷土趣味』20号 

10月、鶏の玩具絵軸物頒布会、爾後毎年10月、11月に十二支に因み軸物頒布会を催す。

同月、『肉筆おもちゃ千種』第1集頒布（大正10年9月完成） 

同月、「和泉堺市白蔵主稲荷」『郷土趣味』21号 
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10年（1921） 45歳 2月、個人誌『人魚』第1号頒布（昭和3年8月第7号刊完結） 

同月、“大阪七福会記念宝船”（ｺﾛﾀｲﾌﾟ）、「大阪の七福会」（『土の鈴』5輯） 

4月、「京都北野の子貰人形」『郷土趣味』23号 

7月、「<絵馬と玩具>土人形に顕われたる模様と着色」『郷土趣味』25号 

8月、“三宅島ﾈｻﾞﾝﾊﾞ”（木版）、「三宅島ﾈｻﾞﾝﾊﾞ」（『土の鈴』8輯） 

同月、「<絵馬と玩具>和泉堺の玩具と縁起物」『郷土趣味』26号 

10月、「<口絵> 雷に関する玩具（木版）」、「雷に関する玩具」『郷土趣味』27号 

11月5日～7日、本山桂川の斡旋で長崎商業会議所にて玩具絵300枚を展覧。玩具絵は桂

川の所蔵品（『人魚』2号） 

11年（1922） 46歳 2月、「お萬さんお嫁入り」（『土の鈴』11輯） 

4月、「蛸地蔵の絵馬」、「大阪瀬戸物の造り物と地蔵祭」（『土の鈴』12輯） 

5月11日、同行七人、紫丸で高松へ。金毘羅参詣で師父中井芳瀧の師匠中島芳梅の絵馬を

発見。（『人魚』2号） 

7月、「堺の久の弁財天の祝い餅」『郷土趣味』31号 

8 月、「<資料短編>河内枚岡神社の晴雨占い」「<資料短編>相馬妙見社のみだらし紙」『郷土趣味』

32号 

10月、「琴平詣り」（『土の鈴』15輯） 

11月、「燈籠西瓜」『郷土趣味』35号 

12年（1923） 47歳 1月、「大阪の子供の悪戯」『郷土趣味』37号 

2月、“ふとまがり”（ｺﾛﾀｲﾌﾟ）、「住吉ふとまがり」（『土の鈴』17輯） 

3月、「大阪の節分」『郷土趣味』39号 

4月、「堺のひろあみ売」、「紀伊比井崎村のキチハナ石」（『土の鈴』18輯） 

5月、雑誌『柳屋』22号の表紙絵。この号は浪花「道楽宗の巻」。 

6月、「大阪の売り声」、「大阪おでんやの売り声」（『土の鈴』19輯） 

9月、「宇治名物の張り抜き茶摘人形」（『名物及特産』2巻9号） 

10月、獅子頭の絵の会 

12月、「昔の千日前」『郷土趣味』48号 

13年（1924） 48歳 1月、『巨泉漫筆おもちゃ箱』刊。同月、「鼠の玩具」（『趣味と名物』3巻1号） 

2月、「遠起物」、「会津辺りの宮参り奉納羽子板と弓矢」（『趣味と名物』3巻2号） 

3月、「縁起もの」、（『趣味と名物』3巻3号） 

6月、『起上小法師画集』木戸氏版第1輯刊（大正14年5月完成） 

7月、娯美会 

11月、口絵“神農祭りの虎と奈良土産の鹿”（『難波津』10号） 

？月 柳屋画廊１５周年記念のポスターを描く。奥村政信筆「短冊色紙売り」を模写した

もの。 

12月、「奈良大阪名士の南都名物観」の回答者の一人(『趣味と名物』3巻12号) 

14年（1925） 49歳 1月、「干支に因み丑の展覧会」（大阪三越開催）に協力。 

同月、“木牛”表紙口絵、巨泉談「干支に因む土俗牛の玩具」（『趣味と名物』4巻1号） 

2月、『土俗玩具展覧会』刊。 

同月、「おもちゃ箱」版画と玩具絵色紙短冊展を大阪三越に開く。 

3月、『鳩笛』（ちどりや刊・京都市堺町通三條入ル）創刊。表紙の鳩笛の版画は巨泉の画

彫。「玩具の絵について」（『鳩笛』創刊号に掲載） 

同月、“琉球の紙雛“表紙口絵（『趣味と名物』4巻３号） 

3月15日～4月30日、大大阪記念博覧会（大阪毎日新聞社主催）開催。「大大阪人の信仰

を語る七十種の縁起もの」コーナーに、巨泉は生国魂神社の“獅子頭”など4点を出品。

他に西田静波、高橋好劇、村松百兎菴らが出品した。 

4月、『土俗玩具展覧会』、『おもちゃ箱』（百枚入り）を東京帝室博物館、帝国図書館、東

京美術学校、大阪府立図書館等11ヶ所へ寄贈。（『人魚』5号） 
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同月、「伏見人形に就いて」（『鳩笛』2号） 

5月、「信仰の大阪」（『鳩笛』3号） 

6月、蒐集趣味人魚の第1回展観。おもちゃ画絵馬百趣展を大阪堀江の書林倶楽部に開く

（14日）。巨泉着色の土焼人魚200個（伏見の大西氏作）を観覧者に贈呈。（『おもちゃ画

譜』第4集） 

同月、「雉子車の話」、「浪華の娯美会と土俗会」（『鳩笛』4号） 

7月、「スリコミ型」、「人魚雑話」（『鳩笛』5号）  

同月、「人魚の会・人魚洞主催」（エス生）の記事が載る。（『遊覧と名物』4巻7号） 

8月、「風流の真似」(『あのな』大正14年8月号) 

9月、十二ヶ月玩具絵の会（各月々に因む玩具絵は甲種1組13幅、乙種1組12幅 何れ

も無表装 甲種絹本 会費一幅25円、乙種絹本 会費一幅15円） 

同月、「天神と天神」(『あのな』大正14年10月号) 

10月、「日本土俗玩具と縁起物(35)」『大阪の三越』 

11月、「日本土俗玩具と縁起物(36)」『大阪の三越』 

12月、「日本土俗玩具と縁起物(37)」『大阪の三越』 

15年（1926） 50歳 1月、「日本土俗玩具と縁起物(38)三都の虎(干支に因みて)」『大阪の三越』 

2月、「日本土俗玩具と縁起物(39)」『大阪の三越』 

3月、「日本土俗玩具と縁起物(40)」『大阪の三越』 

同月、夫婦で9日間の旅をする。道後、松山、別府、大分、宇佐耶馬溪、博多、筥崎、香

椎、二日市、大宰府、岩国、宮島を巡った。（『人魚』5号） 

4月、「日本土俗玩具と縁起物(41)」『大阪の三越』 

5月、『おもちゃ十二月』だるまや刊行。 

同月、「日本土俗玩具と縁起物(42)」『大阪の三越』 

5月6日～9日、玩具絵展覧会を大阪三越呉服店8階会堂に開く。 

6月、「日本土俗玩具と縁起物(43)」『大阪の三越』 

7月、「日本土俗玩具と縁起物(44)番外 ちんわんの唄」最終回『大阪の三越』 

 

「此日本土俗玩具と縁起物の画と解説は、大正十一年十月三越ｶﾚﾝﾀﾞｰ第一年第一号より掲

載し初めまして、茲に四十四回、三年半あまりの長いものになってしまいました。其間に

解説を試みたものが百種あまり、今後是等のものを掲載して居りますと幾年かゝるか際限

がありませんので一時此稿を打ち切り他日又後編を掲載する機会がある事と思います。永

らく御愛読下さいました事を厚く感謝申し上げます。著者 川崎巨泉」 

 

9月、『郷土の光』第1輯刊（第20輯昭和3年5月完結） 

同月、『人魚の家』第1号（ちどりや刊）表紙は巨泉自画彫の人魚。「巨泉随筆（1）」掲載。

同月、「幽霊の一軸について」(『あのな』大正15年9月号) 

10月～12月、『郷土の光』第2、3、4集発行。 

12月、「巨泉随筆（2）」（『人魚の家』2号） 

＊個人誌『人魚』5号に“後継者を貰い受けたし”と養子を迎えたい切実な訴えを書く。

昭和2年（1927） 51歳 1月、『絵本おもちゃ集』ちどりや刊。1月～5月、『郷土の光』第5～9集発行。 

4月、「巨泉随筆（3）」、「故淡島寒月翁追悼遺墨展観」（『人魚の家』3号） 

6月、「人魚」6号の巻頭に「再生の日」を書く。50歳になり再生したと、新たな誓いの言

葉を記す。 

8月16日、第57回「娯美会」に川崎はま参加。(『あのな』昭和2年9月号) 

9月9日、「幽霊供養怪談会」三遊亭志ん蔵・芳本倉太郎主宰。於東区・洞泉寺。巨泉・旦

水・好劇らが参加。(『あのな』昭和2年10月号) 

10月、宝船の絵の会 

同月、「幽霊供養怪談会」(『あのな』昭和2年10月号) 
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11 月、『柳屋』（柳屋画廊）11 月号に巨泉画「諸国羽子板絵四十趣」祝儀袋 四十種一袋

2円20銭の広告が掲載される。 

同月、11月26日、「土曜会」発会。娯美会員有志に絵の手ほどきをする。(『あのな』昭

和3年1月号) 

3年（1928） 52歳 2月、玩具絵展覧会を名古屋松坂屋に開く。 

3月、『十二支会・おもちゃ創作会』大阪大丸で開く。(『あのな』昭和3年11月号) 

会員：染丸、円馬、円若、蔵の助、小春団治、吉之助、紫翠、一蝶、巨泉など。 

4月、「変り雛について」(『あのな』昭和3年4月号) 

8月、『人魚』7号に『郷土の光』の詳細な解説を載せる。 

9月23日、『娯美会』久しぶりの会で盛り上がる。(『あのな』昭和3年11月号) 

＊天下茶屋に転居・西成区有楽町21番地（昭和2年8月以降のこと） 

4年（1929） 53歳 1月、『人形筆誌』第1号刊（4月2号完結）。 

2月、浪華宝船会発起。巨泉、粕井豊誠、芳本倉多楼、梅谷紫翠、三宅吉之助、木村且水、

高橋好劇ら。（『大阪人』昭和5年3号） 

3月、「浪華土俗漫談」（『旅と伝説』第2年第4号） 

5月、浪速玩具絵納札会を天王寺公園小宝亭に催す。 

6月9日、「浪華趣味道楽宗開宗拾周年紀年 臨時併合大宝事」下寺町二丁目光明寺で開催。

(『あのな』昭和4年7月号) 

8月、「電車の中の滑稽」（『あのな』昭和4年8月号） 

9月、大阪面茶会同人誌『面茶』発刊（7年1月まで5冊刊行） 

「大阪のおもちゃと縁起物」（『大阪人』創刊号） 

11月22日、大阪人社主催行事、“近松遺跡広済寺の一日”に参加。（『大阪人』12月号）

5年（1930） 54歳 1月、大阪人主催、郷土趣味新町の会に参加。（『大阪人』2号） 

2月、大阪人主催、郷土趣味大阪落語の会に参加。（『大阪人』3号） 

3月、「続浪華土俗漫談」（『旅と伝説』第3年第3号） 

同月、「続大阪のおもちゃと縁起物」（『大阪人』3号） 

同月、大阪人社主催、文楽座鑑賞会に夫婦で参加（『大阪人』4号） 

同月、「縁喜物馬の玩具」(『あのな』昭和5年3月号) 

6月、「業平さん」（『大阪人』6月終刊号） 

10月、「絵馬蒐集漫談」（『旅と伝説』第3年第10号）  

6年（1931） 55歳 1月、「羊の玩具」（『旅と伝説』第4年第1号）、「大阪の郷土玩具」（『上方』創刊号） 

2月、「絵馬と節分のボテ鬘」（『上方』2月号） 

3月、「天王寺に因む玩具と縁起物」（『上方』3月号） 

5月、『土俗紋様集』だるまや刊。 

6月、自家版『芳瀧画集』(大阪国文社)刊。 

9月、「街頭の呼び声」（『上方』9月号） 

12月、「街頭の呼び声（追補）」（『上方』12月号） 

7年（1932） 56歳 1月、「猿の玩具と縁起物」（『旅と伝説』第5年第1号） 

8月、「堺辺の盆踊唄」（『上方』8月号） 

9月、『おもちゃ画譜』第1輯刊（10年10月第10輯完結） 

10月、「駅伝東海道玩具案内‐米原～大阪‐」（『旅と伝説』第7年第11号） 

12月、「繰り人形と郷土玩具の首人形」（『旅と伝説』第7年第12号） 

8年（1933） 57歳 3月、「大阪の雛祭」(『郷土玩具』3月号：1巻3号 建設社：有坂与太郎編集) 

9月、「堺の怪談」（『上方』9月号） 

12月、「大阪の春のおもちゃ」（『旅と伝説』第6年第12号） 

＊“三番叟の土鈴”を考案、伏見の大西氏が発売。（『おもちゃ絵画譜』第8集） 

9年（1934） 58歳 1月、「大阪の春のおもちゃ」（『郷土玩具大全』一誠社 所収）、「上方の水を語る」（『上方』

1月号） 
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1月～6月、「人魚洞漫筆①～⑥」（『旅と伝説』） 

4月、浪速面茶会主催観桜会 

8月～11月、「人魚洞漫筆⑦～⑫」（『旅と伝説』） 

12月、肉筆人形絵小品頒布会 

10年（1935） 59歳 1月、百鈴会展観 

3月、「大阪玩具の変遷」（『上方』3月号） 

4月、浪速面茶会主催観桜会 

7月、「大阪市内の神社に関する土俗信仰と縁起物その他」（『上方』7月号） 

8月、「京阪庫の玩具一束」（『旅と伝説』第8年第8号） 

10月、「アサヒビールと情歌」（『上方』10月号） 

＊この年、大阪市天王寺区逢坂上ノ町93番地に転居。 

11年（1936） 60歳 1月、「凧の話」（『上方』1月号） 

3月、「阿波の郷土人形」（『上方』3月号） 

4月、「子供遊びの悪口」（『上方』4月号） 

6月、「伏見人形の西行法師」（『上方』6月号） 

7月、「大阪の目無し達磨」（『上方』7月号） 

8月、「時鳥のおとしぶみ」（『上方』8月号） 

9月、「上方自慢」（『上方』9月号） 

11月、「滑稽は自然の中に」（『上方はなし』8集） 

12月、『おもちゃ博覧会』（だるまや刊・大阪市南区南炭屋町25） 

12年（1937） 61歳 1月、「牛の玩具、朝風呂讃」（『上方』1月号） 

4月、人形玩具絵の会 

5月、「魚じまと鯛」（『上方』5月号） 

9月、「思い出すことゞも」（『上方はなし』18集）、 

同月、「日清戦争のポンチ絵」（『上方』9月号） 

13年（1938）  1月、「上方地方の虎の縁起物と玩具」(『上方』1月号) 

2月、「瓢箪山稲荷の辻占」(『上方』2月号) 

4月、「話の上手下手」（『上方はなし』25集） 

同月、「桜と玩具」(『上方』4月号) 

6月、「<随想>ゲテモノの流行」(『鯛車』6号) 

8月、「昔にもどる」（『上方はなし』29集） 

9月、「物には馴れる」（『上方はなし』30集） 

10月、「名画の幽霊」（『上方はなし』31集） 

同月、「<随想>貯金玉」(『鯛車』10号) 

11月、｢高松の嫁入人形｣(『上方』11月号) 

12月、「徳利帳」（『上方はなし』32集） 

「影燈籠と友引人形（堺）」(『上方』12月号) 

14年（1939） 63歳 1月、「公演会所感」（『上方はなし』33集） 

同月、「兎の玩具」(『上方』1月号) 

3月、吾八の「コレクション」誌上にて雛絵色紙展観。 

4月、「百足と土瓶の手」(『上方』4月号) 

7月、「太郎平さん」（『上方はなし』38集） 

8月、「中井芳瀧」(『上方』8月号) 

8月、「南仙酢（なんせんす）」（『上方はなし』39集） 

10月、「話題二ﾂ」（『上方はなし』40集） 

15年（1940） 64歳 1月、「深草の駒女（『上方女性鑑』の諸相）」(『上方』1月号) 

3月、「<郷土玩具再吟味>流し雛（有坂与太郎・吉村蕪生）」(『鯛車』27号) 

4月、「<随想>大阪会談（有坂与太郎）」(『鯛車』28号) 
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5月、「<随想>こけし模様」(『鯛車』29号) 

6月、「上方郷土玩具、上方玩具（目次カット）」(『上方』2月号) 

7月、「伏見人形の伝説、廻り燈籠（目次カット）」(『上方』7月号) 

  「<随想>幸右エ門型」(『鯛車』31号) 

9月、「<郷土玩具再吟味>こけし（有坂与太郎・木戸忠太郎）」(『鯛車』33号) 

16年（1941） 65歳 1月、「<論説>第二の国民」(『鯛車』37号) 

2月、「住吉の土俗信仰」(『上方』2月号) 

4月、「<随想>一銭九厘屋」(『鯛車』40号) 

6月、「<随想>思い出す儘」「<随想>こけし十句」(『鯛車』42号) 

9月、「<随想>人形玩具絵」(『鯛車』45号) 

10月、「<随想>小物玩具」<随想>静波の光り(『鯛車』46号) 

17年（1942） 66歳 1月、「上方地方の馬に因む玩具（目次カット）」(『上方』1月号) 

同月、「<論説>玩具の出陣」「<随想>大阪と戦争玩具（梅谷紫翠）」(『鯛車』49号) 

2月、「< 扉絵>松阪版木」(『鯛車』50号) 

3月、「虎岩の硯」(『上方』3月号) 

4月、「<随筆>玩具異変」(『鯛車』52号) 

5月、「< 論説>民玩の南方進出」「<愛玩拾遺>川崎巨泉」(『鯛車』53号) 

7月、「<随想>みなとこけし」「<こけし集覧>こけし楽可讃」(『鯛車』55号) 

8月、「中井芳瀧の片影」(『上方』8月号) 

9月15日、午前7時55分逝去。法号「幽谷院芳雲巨泉居士」。墓所は堺の大安寺。 

9月17日、午後2時阿倍野斎場で葬儀が行われた。（『鯛車』59号） 

10月1日、有坂与太郎宅で日本民族玩具協会の評議員有坂与太郎、田畑豊太郎、小山彰、

田中野狐禅、秀島孔、平岩富士蔵、増永隆により、9月15日を巨泉忌と定める。（『鯛車』

59号） 

11月、「<随想>見当らぬ玩具」（『鯛車』59号） 

 
参考文献：「柳屋」三好米吉編 柳屋画廊発行（728.2-319N）、「郷土玩具の先覚者 川崎巨泉翁を偲ぶ」川崎巨泉翁供養会 村田書店製作 昭

和54年（759.9-27N）、「大大阪記念博覧会誌」大阪毎日新聞社編発行 大正14年（807-203）、「鳩笛」第1号～8号（完結）：5号欠 ちどり

や発行 大正14～15年（949-22）、「旅と伝説」復刻版 岩崎美術社発行 1978（雑2619）、「第一回巨泉忌」奥村寛純編 村田書店製作 川

崎巨泉翁供養会 昭和54 年（759.9-26N）「おもちゃ画譜」1 輯～10 輯 川崎末吉発行 昭和7 年～昭和10 年（949-6）、「難波津」第1～第

10集 だるま屋発行 大正13年～大正14年（雑687）、「大阪人」木谷正之助編 大阪人社発行 昭和4年～昭和5年（雑814）、「郷土玩具

大全」萩原正徳編 一誠社発行 昭和9年（949-103）、「土の鈴」（復刻版）1輯～19輯（大正9年－大正12年）村田書店発行 1979（雑3423・

中央図書館蔵）、「趣味と名物」大正12年～大正14年、名物及特産社発行（Ｐ60-18N）、「遊覧と名物」、「名物及特産」名物及特産社発行（雑

3634）、「鯛車」日本民族玩具協会発行、「人魚の家」大正15年～昭和2年 ちどりや発行、「大阪印刷界」(雑354)、「大阪の三越」（1925～1928）
三越呉服店発行（雑2617）  
＊年譜は大阪府立図書館作成の「川崎巨泉画伯遺墨 人魚洞文庫絵本展覧会目録」昭和18年9月発行をもとに、上記の参考図書から府立図書

館作成の年譜にない項目を追加して作成した。また１部、文字の訂正も「郷土玩具の先覚者 川崎巨泉翁を偲ぶ」を基に行ったところがある。 

 
凡例：9 月、「宇治名物の張り抜き茶摘人形」（『名物及特産』2 巻9 号）は、発表月、「」は文章題、（『 』）は掲載雑誌名、

巻号 
著作：「上方」誌：上方地方の馬に因む玩具（目次カット）（1）、虎岩の硯（3）、中井芳瀧の片影（6）、タイトルの後の（ ）内の数

字は雑誌の月号。 
 
＜参考＞雑誌「郷土趣味」、「郷土雑誌 上方」、「鯛車」掲載の川崎巨泉の論考・随筆・カット等 
 
「郷土趣味」郷土趣味社発行 （雑2839） 
大正 号 タイトル 大正 号 タイトル 

9年 19 但馬城崎の麥稈絵馬 10年 27 <口絵> 雷に関する玩具（木版）、雷に関する玩
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具 

 〃 20 大阪に無くなった絵馬 11年 31 堺の久の弁財天の祝い餅 

 〃 21 和泉堺市白蔵主稲荷  〃 32 <資料短編>河内枚岡神社の晴雨占い、相馬妙見

社のみだらし紙 

10年 23 京都北野の子貰い人形  〃 35 燈籠西瓜 

 〃 25 <絵馬と玩具>土人形に顕われたる模様と着色 12年 37 大阪の子供の悪戯 

 〃 26 <絵馬と玩具>和泉堺の玩具と縁起物  〃 39 大阪の節分 

「郷土研究 上方」上方郷土研究会編 創元社発行 （雑468） 
昭和 号 タイトル 昭和 号 タイトル 

 6年 創刊 大阪の郷土玩具 12年 9 日清戦争のポンチ絵 

 〃 3 天王寺に因む玩具と縁起物 13年 １ 上方地方の虎の縁起物と玩具 

 〃 9 街頭の呼び声  〃 2 瓢箪山稲荷の辻占 

 〃 12 街頭の呼び声（追補）  〃 4 桜と玩具 

 7年 8 堺辺の盆踊唄  〃 11 高松の嫁入人形 

 8年 9 堺の怪談  〃 12 影燈籠と友引人形（堺） 

 9年 1 上方の水を語る 14年 1 兎の玩具 

10年 3 大阪玩具の変遷  〃 4 百足と土瓶の手 

 〃 7 大阪市内の神社に関する土俗信仰と縁起物その他  〃 8 中井芳瀧 

 〃 10 アサヒビールと情歌 15年 1 深草の駒女（『上方女性鑑』の諸相） 

11年 1 凧の話  〃 6 上方郷土玩具、上方玩具（目次カット） 

 〃 3 阿波の郷土人形  〃 7 伏見人形の伝説、廻り燈籠（目次カット） 

 〃 4 子供遊びの悪口 16年 2 住吉の土俗信仰 

 〃 6 伏見人形の西行法師  〃 7 水饅頭 

 〃 7 大阪の目無し達磨 17年 1 上方地方の馬に因む玩具（目次カット） 

 〃 8 時鳥のおとしぶみ  〃 3 虎岩の硯 

 〃 9 上方自慢  〃 6 中井芳瀧の片影 

12年 1 牛の玩具、朝風呂讃    

 〃 5 魚じまと鯛    

「鯛車」有坂与太郎編 日本民族玩具協会発行 
昭和 通号 タイトル 昭和 通号 タイトル 

13年 6 <随想>ゲテモノの流行 16年 46 <随想>小物玩具 

 〃 10 <随想>貯金玉  〃 46 <随想>福達磨 

15年 27 <郷土玩具再吟味>流し雛（有坂与太郎・吉村蕪生）  〃 〃 <随想>静波の光り 

 〃 28 <随想>大阪会談（有坂与太郎） 17年 49 <論説>玩具の出陣 

 〃 29 <随想>こけし模様  〃 〃 <随想>大阪と戦争玩具（梅谷紫翠） 

 〃 31 <随想>幸右エ門型  〃 50 < 扉絵>松阪版木 

 〃 33 <郷土玩具再吟味>こけし（有坂与太郎・木戸忠太郎）  〃 52 <随筆>玩具異変 

16年 37 <論説>第二の国民  〃 53 < 論説>民玩の南方進出 

 〃 40 <随想>一銭九厘屋  〃 〃 <愛玩拾遺>川崎巨泉 

 〃 42 <随想>思い出す儘  〃 55 <随想>みなとこけし 

 〃 〃 <随想>こけし十句  〃 〃 <こけし集覧>こけし楽可讃 

 〃 45 <随想>人形玩具絵  〃 59 <随想>見当らぬ玩具 

「鯛車」59 は“故巨泉氏追悼号”（昭和17年11月1日発行）    （注）随想等の分類名は、「鯛車」の索引に従った。 
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「子どもの本を読む会」を中心とした 

大阪府立図書館児童サービス関連年表 

 

子どもの本を読む会３６年史記念誌編集委員会 

編集責任 稲垣 房子 

 大阪府立図書館の「子どもの本を読む会」は 2004(平成 16)年 3 月に解散し 36 年間の活

動の幕を閉じた。この 36 年間の活動の記録として、2006 年 3 月発行の「大阪府立図書館

紀要第 35 号」に「『子どもの本を読む会』の果たした役割」（前田千慧・大西登貴子・前

野貞子・脇谷邦子共著）を掲載した。この小稿では、前稿を補足するものとして児童サー

ビスの関連年表をまとめた。併せてお読みいただきたい。 

大阪府立図書館の児童サービスが本格的に動き出したのは大阪府立夕陽丘図書館で

1975（昭和 50）年に開室した児童室からといえる。大阪府立図書館本館に、第二次大戦後

に設けられた家庭室（児童閲覧室）はわずか数年で閉室され、児童へのサービスは中断さ

れてしまっていた。1960 年代後半に入り日本の公共図書館では、児童サービスの重要性が

認識され始めていたが、その動きに呼応するように、府広域へのサービス展開をしていた

巡回文庫（自動車文庫）においても児童書の利用が増えていった。 

そうした中で 1968(昭和 43)年 2 月に「子どもの本を読む会」が発足した。児童書の合

評会や紹介リスト作成等の活動を続ける中で、大阪府内の児童サービスに関わる図書館員、

保育者、文庫の人たちとの繋がりも生まれた。会員を中心とする地道な活動は府立図書館

における児童サービスの必要性を確認することになり、夕陽丘図書館児童室、府立中央図

書館子ども資料室へと発展していく上で、それなりの役割を果たしたと考えている。今回

「子どもの本を読む会」の歴史をたどるうちに、おのずと大阪府立図書館と大阪府内の児

童サービスの関連年表となったのはそのためであろう。 

この小稿が戦後の大阪府立図書館児童サービス史を記録する一助となれば幸いである。 

 

なお、子どもの本を読む会３６年史記念誌編集委員会では 2007 年 1 月に『子どもの本を

読む会 36 年の記録－大阪府立図書館児童サービスの歩みとともに』を発行した。「子ども

の本を読む会」の活動を物語る多くの資料を収録した。あわせてご覧いただきたい。 
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凡例 

☆収録年は 1947（昭和 22）年に大阪府立図書館（現在の中之島図書館）に家庭室を開設し、 

天王寺別館で児童サービスを開始した時期から 2006(平成 18)年までとした。 

☆大阪府内の児童サービスにかかわる補足資料として、「大阪府内児童サービスの高まり－

図書館員・文庫関係者・保育士達の自主勉強会が発足―児童図書館研究会会報や図書館

問題研究会支部報や紹介ビラ等に見る足跡」も掲載した。 

☆年表の構成と注記 

★「子どもの本を読む会」について 

 (1) 会の発足から、解散を経て、当編集委員会を立ち上げるまでを記録した。 

★「大阪府立図書館児童奉仕を中心に」について 

 (1) 大阪府立図書館の状況を児童サービスの変遷を中心に記録した。 

(2) 大阪府図書館職員研修・大阪府図書館司書セミナーは児童奉仕に関連あるもののみ

を掲載した。 

(3) 子どもゆめ基金事業は「わんぱく文庫」等、関連民間団体との共同事業である。 

★「大阪府内の動き」について 

(1) 府内の図書館網が充実していく状況を記録することを目的とした。 

(2) 府内自治体の図書館建設に関しては、新館建設を中心とし、中央図書館の建て替え

は記載し、分館・分室および大阪市の地域館建て替えは省略した。 

(3) 府内家庭文庫・地域文庫については、「子どもの本を読む会」に直接関わりのある

文庫の記述に限った。 

★「関連事項」 

(1)全国の児童サービスの関連事項を記録した。 

 

☆追記 

(1) 子どもの本を読む会３６年史記念誌編集委員：稲垣房子 榎倉執子 大塚直代 大西登貴子 前田

千慧 前野貞子 松岡澄子 門前房子 脇谷邦子（五十音順） 

(2)「子どもの本を読む会 36 年の記録－大阪府立図書館児童サービスの歩みとともに」についての 

問 い 合 わ せ 先  脇 谷 邦 子 方  〒 591-8032  堺 市 北 区 百 舌 鳥 梅 町 1-17-10-102  Tel & Fax：

072-250-0933 
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子どもの本を読む会関係年表 (1947年～2006年）
年 月 日 子どもの本を読む会 大阪府立図書館  児童奉仕を中心に 大阪府内の動き 関連事項

昭和22
1947

4
長野町立図書館開館

10 家庭室（現在の中之島図書館内）を開設、　天王寺
別館で児童サービス開始

11
布施市立図書館開館

昭和24
1949

5 6 大阪市立図書館児童室開設（４月に図書館条
例・同施行細則を制定施行）

9
泉大津市立図書館開館

昭和25
1950

4 30
天王寺別館を天王寺分館と改称 図書館法　公布

6 大阪市立育英図書館が桜宮公会堂へ移転、
大阪市立図書館と改称

昭和26
1951

10
家庭室を児童閲覧室に改変

12 自動車文庫開設　―従来の貸出文庫・巡回文庫を
拡充

昭和27
1952

12 大阪市立天王寺図書館(天王寺区茶臼山町)
開館　（桜宮は分館に）

茨木市・枚方市にブックステーション開設 「図書館ハンドブック」　日図協

昭和28
1953

1
大阪公共図書館協会　発足

3
日本児童図書出版協会　設立

4
中学生の特別閲覧室を児童室に付加

5
狭山町立図書館開館

8
学校図書館法　公布

10
児童図書館研究会(児図研)　発足

12
「岩波の子どもの本」　岩波書店　　刊行開始

古市町・泉佐野市にブックステーション開設

昭和29
1954

5
自動車文庫事務室、天王寺分館に移転

第40回全国図書館大会　（東京）
戦後初めて児童図書館問題が討議される
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昭和30
1955

5
図書館問題研究会(図問研)　発足

8
「日本児童文学」　日本児童文学者協会　創刊

11 全国公共図書館研究集会　児童に対する図書館奉
仕 (神戸)       参加者から都道府県立図書館児童
奉仕不要論発言がでる

昭和31
1956

3
「こどものとも」　福音館書店　刊行開始

10 自動車文庫広報誌「図書あんない」創刊
⇒昭和３５.１２以降「わだち」と改題

11 日本図書館協会(日図協)　　公共図書館部会に児
童図書館分科会を設置

｢年鑑こどもの図書館1956年版」　児図研
⇒1969年版から｢年報こどもの図書館」　日図協

昭和32
1957

2
大阪府自動車文庫友の会　創立

8 家庭文庫研究会　発足　　⇒昭和４０に児図研に合
流

10 「本・子ども・大人」ポール・アザール　紀伊国屋書
店

昭和33
1958

「日本の児童図書館　1957ーその貧しさの現状」
日図協

10
児童閲覧室閉鎖

児童図書日本センター　発足　　　⇒昭和４９にＪＢＢ
Ｙに引き継ぐ

昭和34
1959

6
「こども図書館の手引き」　日図協

11 日図協児童図書館分科会主催第1回児童に対する
図書館奉仕全国研究集会(岡山)

府内市町村立図書館数：１３市町　１５館

昭和35
1960

4
「子どもと文学」石井桃子他　中央公論社

5 鹿児島県立図書館「母と子の２０分間読書運動」開
始

昭和36
1961

6
大阪市立中央図書館新規設置。従来の本館を
「天王寺図書館」分館を「桜宮図書館」と改称。

11 1 大阪市立中央図書館開館　小中学生室・児童
読物相談室設置。

77



年 月 日 子どもの本を読む会 大阪府立図書館  児童奉仕を中心に 大阪府内の動き 関連事項

昭和37
1962

1 大阪市立図書館、図書選定委員会組織、こど
もの本の選定事業開始

2 主題別開架閲覧制度実施　　中・高校生を対象に、
学習参考室設置

8
池田市立図書館開館

昭和38
1963

3
「中小都市における公共図書館の運営」　日図協

6
茨木市立図書館開館

10
天王寺分館改築計画委員会　発足

11
「児童図書館ハンドブック」　日図協

昭和39
1964

4
「児童文学論」L.H.スミス　岩波書店

6 2 大阪市立中央図書館小中学生室・児童読物相
談室に松岡享子着任（1966年7月末まで）

11
貝塚市立図書館開館

昭和40
1965

5
「子どもの図書館」石井桃子　岩波書店

9
日野市立図書館  BMひまわり号　貸出業務開始

昭和41
1966

1
「絵本とこども」瀬田貞二　福音館書店

5
職員研修制度始まる

8 多摩平児童図書館　開館（日野）　都電の廃車を利
用

10
「児童図書館への道」ハリエット・Ｇ・ロング　日図協

「あなたの読書のために」第1集刊行

昭和42
1967

2
吹田市立図書館開館

4
日本親子読書センター　設立

6
河内長野市立図書館開館

「シリーズ図書館の仕事　児童図書館」小河内芳子
編　日図協

10
日本子どもの本研究会　発足

昭和43
1968

2 10
子どもの本を読む会　発足
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5 国立国会図書館の児童図書の公開を要請する会
発足　　　「子どもと本の世界に生きて」Ｅ・コルウェ
ル　福音館書店

6
高槻市立図書館開館

7 「わだち」no.123に”子ども達に楽しい
読書を！”掲載

9
科学読物を読む会（⇒科学読物研究会）　発足

10 19 鴨の子文庫(神戸・代表大月ルリ子)見
学

10 26
各自の役割分担と会費徴収を決定

合評会・児童書紹介文のストックづく
り・児童文学(史)についての学習・府立
の児童室の変遷調査・巡回文庫課の
状況把握・府内図書館等の見学・子ど
もと接する機会を持つ・関連資料の収
集保存　等々をおこなう。

府内市町村立図書館数：１４市町１８館

昭和44
1969

4
「子どもの本の世界」B・ヒューリマン　福音館書店

6
ねりま地域文庫読書サークル連絡会（東京）　発足

7
「児童読みもの案内」　発行

8 第１回全国子どもの本と児童文化講座　日本子ども
の本研究会　（熱海）

9
児童図書館員研修セミナー　第１回　開催　日図協

9 29 府立図書館職員池長執子、府内図書館員によ
びかけ児童サービスについて話合う　於：箕面
市立図書館

10 20 児童書を読む会 第１回 会合 （補足資料参
照）　　　　　　　　　　　　　　　同時期にストーリー
テリングの会わらべも発足

茨木市・枚方市のブックステーション廃止
寝屋川市・能勢町にブックステーション開設

昭和45
1970

1 「子どもの本棚」(月刊)　日本子どもの本研究会　創
刊

4 17 読む会　司書部長に挨拶　ＯＬＡや児
図研との関わりなど将来の希望を話
す。

4
親子読書・地域文庫全国連絡会　発足
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4
子どもの読書の自由協議会　発足

5 2 松原市・中川徳子さん宅訪問　家庭文
庫開設の相談を受ける

5
寝屋川市立図書館(後の東図書館）開館 「市民の図書館」　日図協

6 渡辺茂男著「ふたごのでんしゃ」を全国の市長に送
る会　発足

7
雨の日文庫 開設 　(代表：中川徳子・松原市)

7

「児童読みもの案内」　発行
8 10 第1回「本とこども」の研究集会　本とこどもの会

（大阪）
8 17 第２回全国子どもの本と児童文化講座

(熱海)　参加　（～１９日）

8 24
高槻千種の子ども会で読み聞かせ

10 11
くすのき文庫(富田林市) 開設

10 「図書館をみんなのものにする会」(大阪市)発
足　11月　BM増車等を大阪市議会に請願(採
択)

12 「大阪府立図書館基本構想に関する報告書」　まと
まる

12 9
館内研修「児童図書について及び公共図書館にお
ける児童奉仕について」　講師西田博志氏ほか

６月に、司書部長から、会議室を使用
してよい、読む会の規約をつくり館長
決裁を受けておいてはどうか、という２
点が、また９月には研修委員会にくみ
こむ話がでる⇒会の目的を再確認、自
主サークルとして現状どおりでやること
とする。
この年から、読み聞かせの練習に積極
的に取り組む

オルコット会 発足（補足資料参照）

昭和46
1971

4
　 大阪市立図書館「こどものほんだな」発行開始

社会教育審議会、｢急激な社会構造の変化に対処
する社会教育のあり方について」　答申

5
豊中子ども文庫連絡会　発足
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6 ももやまぶんこ開設（阿倍野区昭和町の桃山学
院の一室　出資は桃山学院）代表：根岸伴子
⇒2004年3月末閉室

「国立国会図書館所蔵児童図書目録　上巻」

7
「児童読みもの案内」発行

堺市立（現中央）図書館（新館）開館
「季刊子どもの本棚」　日本子どもの本研究会　創
刊

8 「親子読書」　親子読書・地域文庫全国連絡会　創
刊

9 7
館内研修「日本児童文学史」講師三宅興子氏

11 9
館内研修「英米児童文学史」講師三宅興子氏

11
吹田市立（現中央）図書館（新館）開館

12 13 「図書館をみんなのものにする会」と図問研大
阪支部会員が話合い

泉佐野市・羽曳野市(旧古市)のブックステーション
廃止　門真市・藤井寺市にブックステーション開設

この頃から府内各地で文庫連絡会が結成され
る。７月に第1回家庭文庫連絡会がひらかれ、９
月の２回目の会合で　「大阪府家庭文庫・地域
文庫を育てる会準備会」が発足。府立図書館
の図書費増額等の請願運動をおこなうことを決
定

この頃、ストーリーテリング勉強会「あまんじゃ
く」発足。(補足資料参照）

昭和47
1972

1 14
館内研修「絵本について」講師中川雅裕氏

1
「大阪府立図書館紀要」８号（『大阪府立図書館の子
どもの本を読む会と児童書を読む会のこと』西沢千
慧）

1 18
図問研大阪支部例会（吹田）で「[大阪府立図
書館天王寺]分館改築問題対策委員会」発足

1 24
図問研大阪支部　住民交流会開催　　大阪府
立図書館天王寺分館改築問題にむけての請
願運動開始決定　　「大阪の図書館をよくする
会」（よくする会）発足

2 「地域家庭文庫の現状と課題ー文庫づくり運動調
査委員会報告」　日図協

4 日本図書館協会が４月３０日を「図書館記念日」、５
月中を「図書館振興の月」と決定

4 天王寺分館改築のため阿倍野区昭和町に臨時館
を設ける

「みんなに本を　図書館白書　1972」　日図協
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6
「よくする会」知事に要望書

7
枚方子どもの本をひろめる会 発足

7
大阪市立中央図書館、小中学生室を児童図書
室に改称。大阪市立東住吉（現平野）図書館、
西淀川図書館開館

8 リスト作成が職員研修事業として位置
づけられる。

寝屋川子ども文庫連絡会　発足

9
松原子ども文庫連絡会　発足

10 「としょかんで借りて読むどうぶつの本」
発行

天王寺分館改築工事　着工

12
図問研大阪支部　大阪府内の図書館政策作
成をめざして「政策委員会準備会」発足

12 11
児童図書館研究会（児図研）大阪支部発会式
（大阪外の会員から近畿支部結成の要望があ
り拡大することに決定）

この年、分館での児童奉仕について、
会員間で、具体的な話し合いを開始

この頃より府内各図書館で自動車文庫巡回開
始。

寝屋川市・能勢町のブックステーション廃止
近畿子どもの本連絡会(近子連)　発足　(昭和５
２年解散)

国際図書年　スローガン　Books for All
７月東京で記念大会開催

昭和48
1973

1
天王寺分館運営計画　明らかになる 茨木市立図書館（新館）開館

昭和48
1973

1 13
くすのき文庫　地域文庫に移管

1 23
児童図書館研究会 （児図研）近畿支部発足

2 このころから分館での児童奉仕につい
て、副館長や分館長との話し合いを何
回かもつ

2 17 「日刊ペチカ」に"新分館で直接児童
奉仕を"連載(全5回）　（～22日）

3 2
図問研大阪支部　「政策委員会」第1回会議開
かれる　　　委員には住民も参加

3 8
図書館問題研究会大阪支部が問題別集会開
催　　－府立図書館児童室問題について
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4
南河内府民センター図書室開室（職員出向） 枚方市立枚方図書館開館

5 館内研修のひとつとして、児童書リスト編集委員会
ができ、リスト作成が巡回文庫課の業務となる。

7 7 六甲保養所で秋のリスト作成のための
合宿・会議(～８日）

7 12
「大阪府家庭文庫・地域文庫を育てる会準備
会」　要望書提出　　府教委等と交渉

7
くすのき文庫のお母さんとの話し合い 大阪市立城東図書館開館

公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準
（案）発表　　社会教育審議会施設分科会　公示せ
ず

8 交野市立図書館の児童書購入リスト作
りのお手伝い

8 秋のリスト作成について、巡回文庫課
長や分館長と話し合い（８月末～９月
初）

府教育委員会「自動車文庫設置補助金」交付
開始

9
「大阪府家庭文庫・地域文庫を育てる会」（育て
る会）発足　要望書提出。　府立図書館副館長
や知事との話し合いを重ねる。

10
「こどものための１００冊の本　1973」発行

11 16
大阪府立砂川厚生福祉センターの職
員から、団体貸出や寮生への読み聞
かせ等について相談を受ける

ふきのとう文庫第１号　北海道小樽の病院に開設
⇒昭和５７．６に札幌市に（財）ふきのとう子ども図書
館開館

11 南海保育専門学院（高石市）で　子ど
もの本について講義（～12月）

「児童のための図書館奉仕」Ｌ・マッコルビン　日図
協

松原市やくすのき文庫などのお話会に
参加。四條畷でお母さんに向けた本の
紹介をしたりもする。ストーリーテリング
の練習も本格的に開始

「民話の手帖」日本民話の会、「詩とメルヘン」サンリ
オ出版、「月刊絵本」盛光社、「子どもの館」福音館
書店、「月刊絵本の世界」らくだ出版デザイン、「詩
と童謡」すばる書房盛光社　創刊
児童書専門店「メルヘンハウス」（名古屋）開店

昭和49
1974

1
東京子ども図書館　財団法人に

1 20 大阪府立砂川厚生福祉センター こん
ごう寮見学

2 26 大阪府立砂川厚生福祉センター職員
との話し合い
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3
松原市自動車図書館発足

3 22 「育てる会」要望書提出　　夕陽丘図書館に児
童室を

4 1 夕陽丘図書館一部開館　　　巡回文庫課が読書振
興課に課名変更。中之島との機能分担開始

4
品川区立図書館　さわる絵本貸出開始

4 「図書館白書　1974  子どもは本がだいすき」日図
協

4 読む会会員の大半が夕陽丘図書館へ
異動となる。
府立の児童奉仕のあり方について討
議を重ねる

5 13 「こっぺぱん」　０号　発行

5 27 「こっぺぱん」　創刊号　発行 夕陽丘図書館開館記念式典　２９日より全面開館

6 1 館より「こっぺぱん」　創刊号について
クレームがつく

「児童書資料コーナー」を読書振興課に設置
「読書振興課に置く児童書資料」の取り扱い方針制
定「児童書資料整理方法」制定

6 8 館長・副館長・司書部長・司書部各課
長と読む会会員　9名が「こっぺぱん」
創刊号をめぐって話し合い

6
「育てる会」要望書提出

6 11 分会ニュースNo。10　『こっぺぱん』よその子には食
べさせるな！

6 12 黒田了一大阪府知事発言"夕陽丘に主婦や児
童のための部屋を設ける"

6 15 「こっぺぱん」　１．５号　発行

7 1 「児童書資料コーナー」の設置、運営方針制定

7 9 大阪府議会議員を訪問、議会での様
子を訊く

昭和49
1974

8
自動車文庫５台になる

8 15 「こっぺぱん」　２号　発行

9 7 「こっぺぱん」　３号　発行
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9 22
図問研全国大会　富山　第五分科会
て゛事例発表(～24日）

9 「こっぺぱん」　４号　発行（9月末）

10
館報「ゆうひがおか」　創刊

10 4 夕陽丘図書館　部課長会議で、昭和５０．４　から児
童室設置　の予算要求をする旨決定

10 8 夕陽丘図書館　部課長会議で　児童奉仕構想決定

10 21 ”イギリスの話を聞く会”（スライド付き）
講師三宅興子

10 28 箕面市の西河氏より児童書約６８００冊(５００万円相
当)寄贈

「えほんのもくろく」児図研編　日図協

10 30
「生涯教育の観点から見た社会教育施設のあり
方――市町村立図書館の役割とその振興方策
について（建議）」大阪府社会教育委員会議

10 「こっぺぱん」　５号　発行（10月末）

11 1
「府民のくらしに図書館をー大阪府の図書館政
策を考える」　図書館問題研究会大阪支部

11 7
会と司書部長　話し合い

11 19
「こっぺぱん」　特別号　発行

11
南海保育専門学院（高石市）で　子ど
もの本について講義（～12月）

夕陽丘図書館館長、司書部長、庶務課長と職員の
意見交換会（～12月）

国際児童図書評議会日本支部（ＪＢＢＹ）発足←児
童図書日本センターの事業をひきつぐ⇒昭和６０．
３に日本国際児童図書評議会となる

12 23
「こっぺぱん」　６号　発行

児図研近畿支部の会員として「えほん
のもくろく」の作成にかかわる

藤井寺市、門真市のブックステーション廃止
大阪市立中央図書館　「あっぷるコーナー」(⇒
ヤング・コーナー)　開設
府内市町村立図書館数：１９市町　２８館

昭和50
1975

3 18
「こっぺぱん」　７号　発行

4 16 「大阪府立夕陽丘図書館児童室用図書収集方針」
「児童室用図書整理方法」制定

4
大阪市立旭図書館開館
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5 9
児童室設置工事着手

5 24 町の子文庫 開設　（昭和５４．４末まで⇒以降
地域文庫に移管）

5
岸和田市立図書館（新館）開館

6 大阪府自動車文庫友の会が、大阪府読書団体友の
会と改称

7 14
「こっぺぱん」　８号　発行

7 15 児童室設置工事完了
「児童書資料整理方法」一部改正

7
部課長会議で児童室運営方針決まる

7 18
夕陽丘図書館　児童室開設

7 児童書資料コーナー　第一閲覧室に移管　　利用
規則に基づき、児童室の利用について（貸出冊数
等）定める

豊中市立庄内図書館開館

9 13
「こっぺぱん」　９号　発行

9 14 図問研全国大会　(神戸)に参加(～15
日）

10 絵本の合評会を毎週１回昼休みに始
める

大阪市立阿倍野図書館開館

11 大阪府立夕陽丘図書館館外貸出事務取扱規程（内
規）制定

11
読書講演会「お母さんのための子どもの本の研究」
来栖良夫氏

「大阪府子ども文庫連絡会準備会」発足

児童文化講座「本・子ども・・大人」を開講（全７
回　府教委後援）

伊藤忠記念財団　子ども文庫助成事業　開始

昭和51
1976

1 7
映画とブックトークの会　 (第１回)

2
吹田子どもの本研究会（正置友子主宰）発足

3 15
「こっぺぱん」１０号　発行

4 1
貸出図書延滞料徴収を廃止、貸出停止制度に変更

       ＜夕陽丘図書館児童室＞

職員：２名（専任）
面積：９０㎡　　開架冊数：４，０００冊
開室時間：13:00～17:00
　　　　　　（春夏休みは10:00～17:00）
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6 29
大阪府子ども文庫連絡会(大子連)　発足

6 大阪市立図書館、学習室を縮小し、ヤング・
コーナーをよみもの部に移す

6 大阪市立東成図書館開館、　富田林市立図書
館開館

7 1
児童室の図書貸出冊数2冊を3冊に

7
児童室開室１周年記念展「世界の民話・昔話絵本」

8 24
紙芝居・お話会開催　(第１回)

9
児童書　見計らい制に移行 日図協　児童図書センター　開設

9 30
「児童室用図書選択基準」制定

9 児童資料コーナーおよび児童室について話し合い
(閲覧課)

11
「障害者」差別の出版物を許さない！まず「ピノキ
オ」を洗う会　全面回収をもとめるアピール発表

12
「としょかんでかりてよむこどもの本　１９７６」　発行 大阪市立鶴見図書館開館

秋ごろ、大阪で最初の児童書専門店「木馬館」
開店

昭和52
1977

1
あかちゃんえほんリスト作成

1 21 読者のつどい　お母さんのための読書研修会　「子
どものための読書の普及と振興」間崎ルリ子氏

2 9 読者のつどい児童図書研修会「児童文学の今日的
な展望」三宅興子氏

4 ストーリーテリング　第一回（月１回、後
に月２回）

府教委が家庭（地域）文庫、読書友の会の活動
費補助事業を開始

4
門真市立図書館開館、松原市民図書館開館

5
赤ちゃんから楽しめる絵本展（5/11～30） 狭山町立図書館（新館）開館
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5 絵本について研究会　講師前田章夫
絵本の歴史・形態・マンガとの違い（～
９月）

7 「大阪新聞」　　”夏休み図書案内”　掲
載（７月～8月）

8
復刻資料展「名著復刻日本児童文学館」（8/8～30） 「みんなの図書館」　図問研　創刊

11
寝屋川市立中央図書館開館

11
クリスマスの絵本展（11/21～12/17） 大阪市立此花図書館、住之江図書館開館

 児童資料コーナー・児童室・読書振興課の資料の
収集整理について集書業務検討会　(整理課)

さわる絵本の会つみき　発足

昭和53
1978

1
八尾市立図書館開館

2  児童資料コーナー・児童室・読書振興課の資料の
収集整理について 整理課と閲覧課討議

3 31 南河内府民センター図書室閉鎖。図書備品は南河
内地域の各自治体に譲渡

4 豊中市立千里図書館、吹田市立千里図書館
開館

5
柏原市立図書館開館 衆・参両院議員　図書議員連盟　設立

7 「府立図書館における将来構造と夕陽丘図書館の
事務事業」検討計画作成

大阪市立都島図書館開館

8
「パリで紹介された日本の絵本」展（8/14～30）

9
島本町立図書館開館

11 「大阪府立図書館将来構想（試案）」中之島図書館
将来構想委員会　まとまる
復刻資料展「復刻絵本絵ばなし集」（11/1～22）

和泉市立図書館開館

昭和54
1979

1
大阪市立東住吉図書館開館

5 児童室資料展示「海外で受賞した日本の絵本」展
（5/1～30）

枚方市立香里ヶ丘図書館開館
JLA昭和54年度定期総会「図書館の自由に関する
宣言　1979年改訂案」承認

7 11
「児童室用図書整理方法」一部変更

8 8 人形劇の勉強会開始（毎週水曜日昼
休み）

9 人形劇団　”こっぺぱん座”結成、以
降、昭和63年まで府内での活動が続く
本編参照

羽曳野市立古市図書館開館
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10 27 鳥越コレクション大阪府に寄贈決定

10 28 一日緑陰図書館開催　於：豊能町

11 10 図書館問題研究会から「会」の沿革史
の原稿依頼　「みんなの図書館」に掲
載のため

12 28 来年の年計画、運営方法について話
し合い

「児童奉仕に関する調査報告書　大阪府下公
共図書館における児童奉仕の現状」大阪公共
図書館協会

国際児童年

昭和55
1980

1
「なつかしの少年読物」展（1/5～30） 「読書・公共図書館に関する世論調査報告」総理府

2
日図協　児童図書館員養成講座（第１回）開催

3 大阪市立桜宮図書館閉館

4 大阪市立東淀川図書館開館 「子どもと本」　子ども文庫の会　創刊

5 日本児童文学史の勉強会開始（～１２
月）

池田市立図書館（新館）開館

6 児童室資料展示「復刻世界の絵本館オズボーン・コ
レクション」展（6/2～28）

7 1 財団法人大阪国際児童文学館設立　事務所を
夕陽丘図書館に置く　　大阪府事務職員と司
書を財団法人に派遣

7
松原市民松原図書館開館

8 大阪国際児童文学館育てる会発足

11 1 夕陽丘図書館館外貸出事務取扱規程の一部改正
研究用児童書貸出可

「職員時報」”ｼﾘｰｽﾞ児童文学のすす
め”　昭和57まで21回掲載

府内市町村立図書館数：２８市町　５３館

昭和56
1981

1
大阪市立中央図書館児童室別室へ移転

3 「大阪新聞」　”この本読んでごらん”
掲載（3月・４月）

高石市立図書館開館

4 24 「児童室用図書選択基準」一部改正
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5 大阪市立生野図書館開館、松原市立天美図
書館開館、四条畷市立図書館開館.
視覚障害児のためのわんぱく文庫　　盲人情
報文化センターに開設⇒平成８年６月から府立
中央図書館こども資料室に移設

6 児童室のリストづくりが年度計画に組み込まれ、定
例化

7 児童室紙芝居会 開始（毎月第二水曜）　　以降定
例化

堺市立新金岡図書館開館

7 20 　「なつのほんだな'81」 発行　（以降1995年まで毎
年発行）

8 和泉市立図書館主催「としょかんサマーキャラバン」
にＢＭ協力参加

藤井寺市立図書館開館

10 児童室「わたしのほんだな－あき」（次号より「あきの
ほんだな」に改題（～1993年）

10 児童室資料展示「子どもに空想とやさしさをおくる絵
本作家」（10/1～30）

国際障害者年

昭和57
1982

4
さわる絵本連絡協議会　発足

5 大阪市立港図書館開館、枚方市立楠葉図書
館開館、松原市民恵我図書館開館

「図書館年鑑　1982」　刊行開始

6 児童室資料展示「ラテン5ヶ国の絵本」（6/1～29）
児童室お話会開始　定例化（毎月第一木曜）

(財)ふきのとう子ども図書館　開館(札幌)

8 和泉市立図書館および茨木市立図書館主催「としょ
かんサマーキャラバン」にＢＭ協力参加

8 18 夏休み行事開催（紙芝居・手袋人形劇等）以降「夏
休みおたのしみ会」として毎年定例開催

9 児童室資料展示「復刻世界の絵本館ベルリン・コレ
クション」展（9/1～29）

10 大阪市立住吉図書館開館

10 21 読者のつどい「北欧圏の絵本の現状」木村由利子
氏

12 8
「クリスマス会」開催。以後毎年定例開催

「職員時報」”読書フリータイム”
昭和５９まで２４回　掲載

以降も、合評会は昼休憩時に定期的
に開く（2交代制勤務のため、同一資料
について会合を２回もつなど工夫）
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昭和58
1983

2
おもちゃの図書館全国連絡協議会　発足

4 富田林市立金剛図書館開館

6
児童室資料展示「マザーグースの世界」（6/1～29）

泉大津市立図書館（新館）開館、羽曳野市立
陵南の森図書館開館

7 堺市立泉ヶ丘図書館開館

8
児童室資料展示「アルファベットの絵本」（8/1～30） 枚方市立菅原図書館開館

9 27 学習会「夕陽丘図書館における児童
資料奉仕の現状とあるべき姿及び大
阪国際児童文学館の構想とあるべき
姿」（出席11名）

10 大阪市立淀川図書館開館

12 図書館連絡車　試行開始　府内15市立図書館へ協
力貸出

第４回児童図書館員養成講座（大阪開催）に自費参
加：稲垣房子
児童書の選書会議はじまる

この頃、金金（ごんごん）の会（大阪市立図書館
員のおはなし勉強会）発足

昭和59
1984

3 2 読者のつどい「現代に生きる子どもとおはなし」大月
ルリ子氏

3
児童室資料展示「絵本の可能性」展（3/1～30）

4 点訳絵本の会、岩田文庫　開設
⇒平成３年４月にふれあい文庫と改称

4
金子幸子氏よりOHPの寄贈を受ける

大阪市立浪速図書館開館、泉南市立図書館
開館、

5 東京子ども図書館の十周年記念事業
に募金
こっぺぱん座について話し合い

中之島―主題別閲覧室とサービス体制の再編成
学習参考室閉室

大阪国際児童文学館開館（大阪府事務職員と
司書の派遣継続　⇒平成4年3月まで）、松原市
民三宅図書館開館

7 1 「大阪府立夕陽丘図書館館外貸出事務取扱規程」
一部改正　　洋絵本の館外貸出可となる

7 児童室資料展示「こんな家に住みたいナ　絵本にみ
る住宅と都市」展（7/2～30）

摂津市民図書館開館

8
大阪市立大淀（現北）図書館開館

「子どもの豊かさを求めて　全国子ども文庫連絡会
等調査報告書」　　日図協

昭和60
1985

2 12 「はらっぱ」大阪府立夕陽丘図書館じどうしつだより
創刊

3 児童室資料展示「グリムｰメルヘンの世界」展（3/4～
29）

大阪市立西成図書館開館
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3 29 「はらっぱNO.2」発行

4 大阪市立天王寺図書館　天王寺区上之宮町
に移転開館

5 松原市民松原南図書館開館、忠岡町図書館
開館、枚方市立山田図書館開館

7 児童室資料展示「復刻世界の絵本館オズボーン・コ
レクション　II 」展（7/1～30）

8
学校図書館問題研究会　発足

11 25
「はらっぱ　NO.3－今、子どもの本を考える－」発行

12 豊能町立図書館開館

第６回児童図書館員養成講座（東京開催）に児童室
担当者自費参加：大西登貴子

昭和61
1986

2 28
読者のつどい「幼年文学をめぐって」上田由美子氏

3
「図書館サービスのネットワークのあり方について
第４年次（最終）報告書」大阪府教育委員会・大阪
府図書館ネットワーク検討委員会

3 31
「はらっぱ　NO.4－幼年文学をめぐって－」発行

4
新府立図書館建設プロジェクトチーム　発足

5 大阪市立大正図書館開館、箕面市立東図書
館開館、枚方市立蹉だ図書館開館

7
児童室資料展示「しかけ絵本」展（7/21～8/29）

8 26 フィリッパ・ピアス講演会「なぜ子どもを書くの
か」主催：大阪国際児童文学館　後援：大阪府
教育委員会

9
イトーヨーカ堂堺店こども図書室開館

10 サンケイ新聞社発行月刊誌『くらしの
百科』に「最近児童書がおもしろい」を
掲載

東京子ども図書館　児童室を開設

12 10 「はらっぱ　NO.５－１９８６年子どもの本の世界大
会ー」発行

府内市町村立図書館数：３３市町　８４館

昭和62
1987

3 30 児童書整理規定全面改定　児童書読みものＮＤＣ８
版３桁分類に
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3 31 「はらっぱ　NO.6-今、考えよう、性の問題と生きるこ
との意味－」発行

4 大東市立図書館開館、吹田市立山田図書館
開館

5 大阪市立福島図書館開館、枚方市立御殿山
図書館開館

8 児童室資料展示「子どもの絵本カレンダー」展（8/1
～29）

9
「公立図書館の任務と目標」最終報告発表　日図協

11 16 府内図書館へアンケート「児童奉仕における行事に
ついて」

昭和63
1988

2 20
「はらっぱ　NO.7-子どもと行事・おはなし会－」発行

2 25 読者のつどい　シンポジウム「こどもの読書ばなれを
考える」

3 児童室資料展示「子どもの世界をひろげる　布の絵
本」展（3/1～30）

3 30 「はらっぱ　N.８－子どもの読書ばなれを考える－」
発行

3 31
児童書整理規定一部改定　カード配列

4
おはなし会毎週水曜日に変更 高槻市立小寺池図書館開館

5
枚方市立牧野図書館開館

6 松原市民天美西図書館開館、豊中市立野畑
図書館開館

9 児童室資料展示「おいしいもの大好き！子どもの本
いろいろ」展（9/1～29）

11 17 ８８’おおさか"図書館"フェスティバル　於：松坂屋
府社会教育課、大阪２１世紀協会等共催（～22日）

箕面市立中央図書館開館

12
岩波書店 絵本「ちびくろさんぼ」絶版

1 25
「はらっぱ　NO.9－韓国・朝鮮の児童文学－」発行

2 16 学習会「新府立図書館での児童奉仕
のあり方―府下公立図書館での児童
奉仕部門におけるセンター的機能を果
たすために」（出席８名）

昭和64/
平成1
1989
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3 13
読者のつどい「児童奉仕の可能性を探る」

3 31 「はらっぱ　NO.10－子どもと本をつなぐ試み－」発
行

3 ヤング・アダルト・サービス研究会発足（補足資
料参照）

「公立図書館の任務と目標　 解説」　日図協

4 24
昼休みに職員向けお話会開催 貝塚市民図書館開館、堺市立鳳図書館開館

6
「子どもの豊かさを求めて　２　全国子ども文庫連絡
会等調査報告書」　　日図協

9 大阪市立島之内図書館開館

11 貝塚市民図書館の依頼により読書会
用　　”冒険リスト”を作成

阪南町立（現市立）図書館開館

12
児童室資料展示「外国のクリスマス絵本」展（12/13
～27）

平成2
１９９０

1
児童室資料展示「カルタあれこれ」展（1/5～30）

2 28 「はらっぱ　NO.11－アジアを知ろう児童文学２・中
国－」発行

3 22
読者のつどい「私の中のアジアを語る」しかたしん氏

3 22
「おりがみの楽しみ」展（3/1～30）

3 31 夕陽丘図書館自動車文庫廃止
「はらっぱNO.12－アジアを知ろう児童文学３－」発
行

4
読書振興課廃止　　業務は閲覧課に引き継ぐ

5 枚方市立津田図書館開館

8
児童室資料展示「アジアの絵本」展（8/1～9/28）

12 11 読者のつどい「府立図書館における新しい児童奉
仕のあり方を探る」シンポジウム

第１０回児童図書館員養成講座（東京開催）前期・
後期　　児童室担当者公費出張で受講（脇谷邦子）

府内市町村立図書館数：３５市町　９３館

平成3
１９９１

1
学校図書館を考える会・近畿　発足

2
「クレヨンハウス　大阪店」吹田市に開店

3 児童室資料展示「絵本からとびだしたキャラクターた
ち」展（3/1～4/6）
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3 20 「はらっぱ　NO.13・1４合併号－府立図書館児童奉
仕を考える－」発行

子どもの本の品切れ絶版を考える会　発足

4 3 春休みおたのしみ会（人形劇等）以降毎年開催定
例化。これにより、春夏・冬休みに子ども向けイベン
トの開催が定着し、、現在に至る。

5
『ホビットの会十年誌』（会長：正置友子）発行

公立図書館の設置及び運営に関する基準（案）　発
表　　文部省

5 21 新金岡子どもの本を読む会発足（補足資料参
照）

6
箕面市立桜ヶ丘図書館開館

大子連　「新府立図書館建設についてのお願
い」府へ提出

平成4
１９９２

1 31 平成３年度近畿公共図書館協議会児童奉仕部門
研究集会開催（夕陽丘図書館担当）

3 図書館ウオッチング「新中学生図書館利用ガイダン
ス」

3 31 「はらっぱ　NO.15－子どもの権利条約と図書館－」
発行

4 府教育委員会社会教育課内に新府立図書館準備
室設置

茨木市立中央図書館開館

6 東大阪市立花園図書館開館

7 摂津市立鳥飼図書センター開館

8 貸出冊数（3冊→4冊）、期間（2週間→3週間）に変
更

平成5
１９９３

2
箕面市立萱野南図書館開館

2 19 読者のつどい「科学の本っておもしろい！」西村寿
雄氏講演

3 22
「はらっぱ　N.16－科学の本っておもしろい！－」

3 31 「はらっぱ　NO.17－アジアを知ろう児童文学４－」
発行

3 「公立図書館におけるヤング・アダルトサービス実態
調査報告」　日図協

4 四条畷市立田原図書館開館

6 新府立図書館こども資料室の設計について、打ち
合わせ開始。以降開館まで打ち合わせが続く

岸和田市立山直図書館開館

7 吹田市立さんくす図書館開館
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8 守口市生涯学習情報センター開館、羽曳野市
立羽曳が丘図書館開館

9 17
ＭＭの会発足（補足資料参照）

11 豊中市立庄内幸町図書館・豊中市立東豊中図
書館開館、松原市民情報ライブラリー開館

12 子どもと本の議員連盟　結成

平成6
１９９４

東京子ども図書館の二十周年記念事
業に募金

3 「はらっぱ　N.18－特集：レファレンス－」発行

4 高槻市立中央図書館開館 子どもの権利条約　日本が批准

7 堺市立中図書館開館

10 岸和田市立春木図書館開館

11 熊取町立熊取図書館開館

平成7
１９９５

1 17 阪神・淡路大震災により中之島図書館も被災

3 16 読者のつどい「子どもの心絵本の世界」佐々木宏子
氏

3 31
「はらっぱ　NO.19－絵本と子ども－」発行

5 茨木市立水尾図書館開館

10 夕陽丘図書館は新府立への移転準備のため、中之
島図書館はリニューアルのため休館

11 27
シンポジウム「府県立図書館のサービスを考え
る　ー開館近い新・大阪府立図書館に望む」
日図協、図問研大阪支部、図書館分会主催

11 「本はともだちー公立図書館の児童サービス実践例
集」　文部省

12 「子どもの豊かさを求めて　３　全国子ども文庫調査
報告」　日図協

平成８
１９９６

3
夕陽丘図書館廃止

4 吹田市立江坂図書館
交野市立倉治図書館開館

5 10 大阪府立中央図書館開館　　中之島図書館リ
ニューアル開館

　　＜中央図書館こども資料室＞
職員：３名（専任）　１名（嘱託）
面積：６２７㎡（内おはなし室２８．２６㎡）
開架冊数：２０，０００冊
児童書蔵書冊数：７５，０００冊
開室時間：9:00～17:00
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5 22 協力車運行開始　　図書館未設置地域含む府内全
４４市町村に

6 八尾市立山本図書館開館、
視覚障害児のためのわんぱく文庫　府立中央
図書館へ移設

7
こども資料室　課題図書の返却期限短縮

大阪市立中央図書館（新館）開館
島本町立図書館（新館）開館

7
子ども用AV資料の予約受付を当分の間中止

8 羽曳野市立丹比図書館開館

9 こども資料室　おはなし会（毎月１・３土）復活

9 こども資料室　わんぱく文庫おはなし会（毎月２・４
土）

10 資料展示「絵本　is　ワンダーランド」展(10/27～
11/29)

11 八尾市立志紀図書館開館

中央図書館開館後は実質的な活動は
休止

府内市町村立図書館数：３５市町　１０５館

平成９
１９９７

1 枚方市立菅原図書館開館、東大阪市立旭町
図書館開館

3
学校図書館を考える全国連絡会　結成

4
「地域社会教育活動振興費補助金（文庫援助
金）」廃止と「家庭教育振興費補助金」の予算
化決定（大阪府）

5 11 「みる・きく・うたう　マザーグースの世界」開催（児童
文学館等と共催）、　資料展示「マザーグースの世
界」（5/1～30）

6 学校図書館法　改正　司書教諭の配置

11 21 大阪府図書館職員研修・講演会「国立国際子ども
図書館のめざすもの」　　パネルディスカッション「子
どもへの図書館サービス―21世紀への可能性を探
る」

12
資料展示「わくわくサンタクロース」展（12/16～27）

平成10
１９９８

2
池田市立石橋プラザ開館

3 31 「はらっぱ　NO.20－こどもの図書館サービス－２１
世紀への可能性をさぐる」発行

開室時間：9:00 17:00
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4 茨木市立庄栄図書館開館

7 平成１０年度文部省委嘱事業「子どもの心を育てる
図書館活動推進事業」実施のための大阪府図書館
活動推進実行委員会設置

10
こども資料室　絵本と紙芝居の会（毎日曜）

文部省委嘱事業「子どもの心を育てる図書館活動
推進事業」

 　・子ども科学遊び「音と振動のなぞ」(8月）

　 ・モザイクの国カナダこどもと文化展 in Osaka
（10～11月）

 　・０・1・2歳と楽しむ絵本の講座（10～11月）

 　・学校図書館セミナー 「いきいきした学校は図書
館から」（1999/2/16)

・「多文化の国カナダを語る講演会」（松居直氏・コ
ピソン・珠子氏）（1999/2/18)、　関連展示（1999/2
月）
　・春の親子コンサート「木管五重奏のひびき
（1999/3/27)

平成11
１９９９

1
豊中市立服部図書館開館

7
「ブラジル絵本と原画」展（7/1～18）

9 こども資料室　乳幼児のためのおはなし会「おはな
しゆりかご」開始（毎木曜、平成14からは毎月２回木
曜）

11 資料展示「スペイン語ポルトガル語圏の子どもたち」
展（11/2～14）

11 少子化対策臨時特例交付金事業「親と子のわくわく
絵本講座（～1月）

平成12
２０００

2 4 大阪府図書館職員研修「公立図書館と学校図書館
の連携ー羽曳野市の事例に学ぶー」

3
「よんで　よんでー３・４・５歳と楽しむ絵本のリスト」発
行

「公立図書館児童サービス実態調査報告」「子ども
の読書振興に係わる図書館活動に関する調査報告
書」　日図協

4 松原市民新町図書館開館、堺市立北図書館
開館、美原町立図書館開館

5 13 講演会「子どもの本の100年の時間（とき）」（共催）三
宅興子氏・向川幹雄氏、　資料展示「子どもの本の
100年」（共催）（5/9～21）

国立国会図書館国際子ども図書館開館　（平成１
４．５全面開館）
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6 豊中市立高川図書館開館

7
ストーリーテリング勉強会「あまんじゃく」解散

10 20 大阪府図書館職員研修「子どもと本をつなぐ」三宅
興子氏講演

「ひらいてごらんひみつの扉ーいま、これからの子ど
も図書館」日図協

11 5 シンポジウム「絵本で赤ちゃんをそだてよう　イギリス
のブックスタート　ブックトラスト運動に学ぶ」（共催）

12 資料展示「イギリスの乳幼児絵本」展（共催）（12/15
～24）

12 17 「講演会と子どものためのワークショップ」飛鳥童氏
（カナダ領事館共催）

子ども読書年

平成13
２００１

1 箕面市立西南図書館開館、羽曳野市立中央
図書館開館

4 22 児童文学作家による国際シンポジウム「子どもの本
から世界が見える」（共催）　資料展示

4
茨木市立穂積図書館開館

6
わんぱく文庫「２０周年記念コンサート」

7 公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準　告
示　　　文部科学省

8 大阪府子ども読書活動支援事業実行委員会（こども
夢基金応募のため）設立

ブックスタート支援センター　設立

9 21 ボランティア養成連続講座「子どもと本をよむ」（共催
児童文学館）（～10/26)

9 こども資料室　就学前幼児のためのおはなし会「お
はなしぶらんこ」開始（毎月２・４水）

10

12
子どもの読書活動の推進に関する法律　公布

子どもゆめ基金事業
・ようこそ絵本の世界へ「講演会と子どものための
ワークショップと絵本原画展」みやざきひろかず氏
（11/25）
・さわる絵本をつくりましょう（2002/2/6～3/6)
・おはなしボランティア養成講座（2002/2/15～3/15)
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平成14
２００２

1 23
大阪府図書館司書セミナー「学校図書館と情報」

4 23
子どもの読書推進活動実践優秀図書館として文部
科学大臣表彰

「大阪府子ども読書推進会議」（大阪府・市教
育委員会、公共図書館、学校図書館関係者、
民間読書活動団体関係者等）設置

4
資料展示「形　いろいろ絵本展」（4/20～5/12）
こども資料室　親と子の広場　たんぽぽ　開始（毎月
１・３金）、英語お話会開始（毎３土）（～平成16）

7 河内長野市立図書館（新館）開館、羽曳野市
立東部図書館開館

10 11 大阪府図書館司書セミナー「読書－朝の10分間読
書のもたらしたもの―」

10
絵本原画展「田島征彦の世界」（10/27～11/20）

子どもゆめ基金事業
・「大阪こどもの読書フェスティバル『本の世界へい
ざなうために』」　人形劇上演と富安陽子氏講演会
（9/1）、てづくり絵本展示（8/20～9/1）
・おはなしボランティア養成講座（９～2003/３月）
・ともに生きる　ザ・ワールド・オブ・ストーリー（7・12・2
月）

平成15
２００３

1 会費よりこども資料室のお話室用に冷
風扇を寄贈

「大阪府子ども読書推進計画」策定

2 5 図書館地区別研修・演習「アニマシオン」佐藤涼子
氏

3 高石市立図書館（新館）開館
児童書専門店「木馬館」閉店（中央区上本町西
５丁目３－１３）

4 和泉シテイプラザ図書館開館
平成１５年度子どもの読書活動優秀実践団体と
して「わんぱく文庫」が文部科学大臣表彰

5 豊中市立蛍池図書館開館

6 子ども用AV資料の予約点数　音響・映像の別なく１
人２点まで

7 高槻市立芝生図書館開館

11 19
大阪府図書館司書セミナー「在住外国人の子どもた
ちの暮らしと図書館」 小島祥美氏講演

12 12
大阪府図書館司書セミナー「有害情報と子どもた
ち」中村百合子氏講演
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年 月 日 子どもの本を読む会 大阪府立図書館  児童奉仕を中心に 大阪府内の動き 関連事項

子どもゆめ基金事業
・「おいでよおはなしの森へ」（7・12・2月）
・おはなしボランティア養成講座入門編（10～12
月）、ステップアップ編（2004/1～2月）
・ようこそ絵本の世界へ　末崎茂樹氏講演会、　ワー
クショップ、　絵本原画展（10～11月）
・大阪こども読書フォーラム「本との豊かな出会いを
育むために」　朗読コンサート、　記念講演（たつみ
や章氏）、　子どもの読書フォーラム、　青少年読書
感想画展（2004/1/17）、YAブックメニュー「おもしろ
い本さ・が・そ！」作成（2004/1月）

平成16
２００４

3 31 解散　会費の残金で絵本を購入、中央
図書館へ寄贈

3
大阪府子ども読書活動推進連絡協議会　協力事業
「よんで　よんで」（改訂版）「だっこでよんで」（改訂
版）　編集：こども資料室　発行：大阪府教育委員会

5 吹田市立千里山・佐井寺図書館開館

10 8
OLA受託研修　児童奉仕実務研修　開始(～12/2)

11 14 JBBY（日本国際児童図書評議会）創立３０周年記念
行事「子どもの本は世界をむすぶ」（共催）

11 24 大阪府図書館司書セミナー「事例報告とワークショッ
プ子どもの読書活動推進計画づくり・シンポジウム地
域に根ざした図書館サービスを」

11 高槻市立阿武山図書館開館

12 柏原市立国分図書館開館

子どもゆめ基金事業
・子どもの読書フェスティバル「本との豊かな出会いを育む
ために」　絵本ライブトークショー　絵本原画展等（4月）
・おいでよおはなしの森へ（6・7・12月）
・おはなしボランティア養成講座入門編・ステップアップ編
・マスター編（9～2005/2月）
・おはなしサークル支援事業（10～11月）
・中高生おはなしボランティア養成セミナー（8～2005/1月）

平成17
２００５

4 堺市立東図書館開館、枚方市立中央図書館
開館

4 28 筒井悦子さんの豊かな世界を楽しむ（共催）

7
「文字・活字文化振興法」施行

9 16 大阪府図書館司書セミナー「調べ学習徹底研究」赤
木かん子氏講演
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年 月 日 子どもの本を読む会 大阪府立図書館  児童奉仕を中心に 大阪府内の動き 関連事項

10 25 児童奉仕実務研修「選書」（3回講座）(～12/15)
特別講座「わらべうた・あそびうた」（1/25)

11 ピーターパン関連資料展示

子どもゆめ基金事業
・子どもの読書フェスティバル「出会い、発見、絵本
の魅力！」　作って、歌って、声に出して楽しむ
のはらうた版画展（4月）
・「おいでよお話の森へ」（12月・2006/3月）
・おはなしボランティア養成講座入門編・ステップ
アップ編・マスター編（9月～2006/3月）
・中高生おはなしボランティア入門セミナー（9月～
12月）

平成18
２００６

1

3
大阪府立図書館紀要　３５号（『「子どもの本を読む
会」の果たした役割』　前田千慧、大西登貴子、前野
貞子、脇谷邦子）

4
記念誌編集委員会発足（以後月1～2
回のペースで編集会議開催）

大東市立西部図書館開館

7
こども資料室「なつのほんだな　２００６」復刊
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大
阪
で
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
勉
強
を
し
て
い
る
集
り
が
あ
る
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

大
阪
で
の
集
会
、
一
応
成
功
で
し
た
。
九
月
二
九
日
の
箕
面
市
立
図
書
館
に
は
、
十
八
名
も
集
ま
っ
た
の
で

す
。
京
都
の
木
下
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
し
、
家
庭
文
庫
を
開
き
た
い
と
い
う
方
も
一
人
、
も
ち
ろ
ん

大
阪
市
立
の
人
達
も
…
。
け
れ
ど
、
組
織
云
々
、
児
図
研
の
支
部
云
々
…
。
こ
れ
は
、
大
阪
に
あ
っ
て
は
時
期

尚
早
の
感
が
多
分
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
よ
り
は
、
大
方
の
関
心
は
勉
強
の
場
を
持
ち
た
い
と
い
う
こ
と
に
集
ま

り
、
結
局
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
会
と
、
児
童
書
を
読
む
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。
後
者
は
、
十
月
二
〇
日

に
第
一
回
の
会
を
持
つ
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
日
に
は
、
清
水
さ
ん
や
森
崎
さ
ん
が
来
ら
れ
る
と
か
聞

い
て
お
り
ま
す
。 

   

絵
本
を
読
む
こ
と
、
お
話
を
す
る
こ
と
を
中
心
に
、
図
書
館
員
や
お
母
さ
ん
た
ち
が
あ
つ
ま
り
、
さ
さ
や
か

「
子
ど
も
の
本
を
読
む
会
」
を
中
心
と
し
た
大
阪
府
立
図
書
館
児
童
サ
ー
ビ
ス
関
連
年
表 

補
足
資
料 

大
阪
府
内
児
童
サ
ー
ビ
ス
の
高
ま
り
ー
一
九
六
九
年
以
降 

図
書
館
員
・
文
庫
関
係
者
・
保
育
士
達
の
自
主
勉
強
会
が
発
足 

児
童
図
書
館
研
究
会
会
報
や
図
書
館
問
題
研
究
会
支
部
報
や
紹
介
ビ
ラ
等
に
見
る
足
跡 

  

「
こ
ど
も
の
図
書
館 

十
六
巻
七
号 

一
九
六
九
十
月
」-

地
方
だ
よ
り-

 

 

九
月
末
に
大
阪
府
下
の
児
童
室
関
係
の
人
達
と
集
ま
り
を
持
つ
予
定
で
す
。（
出
来
れ
ば
京
都
の
方
に
も
連

絡
し
ま
す
。
）
た
と
え
二
人
で
も
集
ま
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
府
下
は
月
曜
休
館
の
所
が
多
い
の

で
、
月
曜
日
の
昼
す
ぎ
か
ら
月
曜
日
に
開
館
し
て
い
る
箕
面
市
立
図
書
館
の
児
童
室
へ
集
合
し
て
も
ら
う
予

定
で
い
ま
す
。
児
童
室
の
な
い
私
た
ち
で
も
、
皆
さ
ん
の
仲
間
入
り
を
し
て
、
お
話
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
府
下
で
ど
う
い
う
形
に
す
る
か
、
そ
の
時
に
話
し
あ
う
予
定
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

池
長 

執
子
（
大
阪
府
立
図
書
館
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
こ
ど
も
の
図
書
館 

十
六
巻
八
号 

一
九
六
九
年
十
一
月
」-

地
方
だ
よ
り-

 

  

府
立
の
子
ど
も
の
本
を
読
む
会
も
、
活
動
の
充
実
を
計
る
べ
く
、
合
評
会
に
力
を
入
れ
る
こ
と
、
府
下
の
児

童
室
の
現
状
を
知
る
こ
と
、
子
ど
も
に
接
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
な
ど
に
、
目
を
向
け
は
じ
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
有
志
三
人
で
「
児
童
文
学
論
」
の
読
み
合
わ
せ
を
は
じ
め
ま
し
た
。
来
春
ぐ
ら
い
に
は
一
日
文
庫
ぐ
ら

い
開
き
た
い
な
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。
児
童
室
を
持
た
な
い
知
ら
な
い
も
の
の
悩
み
？
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

お
は
な
し
勉
強
会 

「
わ
ら
べ
」
へ
の
お
さ
そ
い 

「
こ
ど
も
の
図
書
館 

十
七
巻
七
号 

一
九
七
〇
年
十
一
月
」-

地
方
だ
よ
り-
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西
沢 

千
慧
（
大
阪
府
立
図
書
館
） 



 

大
阪
に
児
童
書
を
読
む
会
が
出
来
て
、
こ
の
十
月
で
満
二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
会
の
始
ま
り
は
、
大

阪
府
立
図
書
館
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
池
長
さ
ん
（
現
在
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
勤
務
）
が
大
阪
府
下
の
公
共
図

書
館
児
童
室
担
当
の
人
達
と
児
童
書
に
興
味
あ
る
人
が
数
名
集
ま
り
こ
れ
か
ら
毎
月
定
期
的
に
例
会
を
も
た

な
い
か
と
誘
い
が
あ
っ
た
の
が
一
昨
年
の
十
月
で
し
た
。 

 
 

 
 

大
川
悦
生
文 

箕
田
源
二
郎
絵 

ポ
プ
ラ
社 

 
 

 
 

松
谷
み
よ
子
文 

瀬
川
康
男
絵 

講
談
社 

 
 

 

松
居
直
文 

赤
羽
末
吉
絵 

福
音
館
書
店 

 

こ
の
会
も
一
年
た
つ
と
、
今
ま
で
の
児
童
司
書
・
児
童
書
に
興
味
の
あ
っ
た
人
達
だ
け
で
な
く
、
家
庭
文
庫
、

地
域
文
庫
の
お
母
さ
ん
た
ち
、
又
幼
稚
園
の
保
母
さ
ん
又
大
学
で
児
童
文
学
専
攻
の
人
達
も
つ
ぎ
つ
ぎ
参
加
し

て
い
た
だ
き
今
ま
で
の
メ
ン
バ
ー
が
少
し
ず
つ
か
わ
り
は
じ
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
こ
れ
ま
で
行
っ

て
い
た
形
式
も
か
え
て
み
て
は
な
ど
と
い
う
意
見
も
出
始
め
、
始
め
て
の
総
会
を
昨
年
十
月
に
も
ち
、
各
自
そ

れ
ぞ
れ
の
意
見
を
出
し
合
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
三
ヶ
月
間
民
話
を
と
り
あ
げ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
民
話
と
い
っ
て
も
幅
が
広
い
の
で
、
あ
る
主
題
を
き
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

会
費
は
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
会
場
費
を
全
員
が
分
担
し
て
い
る
程
度
で
す
。 

 

〈 

桃
太
郎
絵
本 

〉 

 
 

 
 

那
須
田
稔
文 

福
田
庄
助
絵 

盛
光
社 

な
が
ら
勉
強
し
て
い
る
の
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
は
児
図
研
会
員
に
限
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
く

こ
じ
ん
ま
り
し
た
気
楽
な
会
で
す
の
で
、
興
味
を
お
も
ち
の
方
、
ご
一
緒
に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。 

 

毎
月
一
回 
月
曜
日 

午
後
一
時
～
五
時 

場
所
は
太
融
寺 

く
わ
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は 

大
阪
市
立
中
央
図
書
館 

よ
み
も
の
室
栗
本
さ
ん
ま
で
（
電 

大
阪
○
○

○
・
・
・
） 

 

「
こ
ど
も
の
図
書
館 

十
八
巻
七
号 

一
九
七
一
年
十
二
月
」 

児
童
書
を
読
む
会
が
出
来
て
二
年
目 

 

最
初
の
頃
、
低
学
年
向
き
（
主
に
絵
本
）
・
中
・
高
学
年
向
き
図
書
に
わ
け
、
な
る
べ
く
新
刊
書
の
中
か
ら

話
題
作
・
問
題
作
・
利
用
度
の
高
い
図
書
、
科
学
も
の
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
い
く
つ
か
の
ジ
ャ
ン
ル
に
わ

け
て
毎
月
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
会
に
は
、
大
谷
女
子
大
学
講
師
三
宅
興
子
さ
ん
を
招
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
提
起
し
て
も
ら
い
、
そ

れ
ら
に
つ
い
て
会
員
の
人
達
で
意
見
を
交
換
し
て
、
約
二
時
間
程
批
評
し
あ
う
わ
け
で
す
。 
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そ
こ
で
日
本
の
五
大
昔
話
の
中
で
、
誰
に
で
も
親
し
ま
れ
て
い
る
桃
太
郎
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
ず
桃
太
郎
に
関
し
て
の
あ
ら
ゆ
る
資
料
収
集
を
し
、
各
公
共
図
書
館
所
蔵
の
桃
太
郎
、
三
宅
さ
ん
個
人
で
収

集
し
て
い
る
も
の
、
又
会
員
が
も
っ
て
い
る
桃
太
郎
図
書
・
国
定
教
科
書
か
ら
書
店
の
前
に
並
べ
て
あ
る
一
〇

〇
円
絵
本
ま
で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
桃
太
郎
の
本
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
、
集
ま
っ
た
点
数
（
絵
本
の
み
）

三
二
点
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
総
合
的
な
観
点
か
ら
五
点
選
び
、
各
そ
れ
ぞ
れ
の
批
評
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
一
応
五
点
の
桃
太
郎
は
あ
げ
て
お
き
ま
す
が
批
評
は
又
の
機
会
に
し
ま
す
。 



 

第
五
回 

チ
ャ
ー
リ
ッ
プ
「
よ
か
っ
た
ね
ネ
ッ
ド
く
ん
」 

 

第
四
回 

バ
ー
キ
ン
ス
「
ド
リ
ト
ル
先
生
と
か
い
ぞ
く
」 

 

第
八
回 

若
山
け
ん
「
き
つ
ね
や
ま
の
よ
め
い
り
」 

 

第
七
回 

古
田
足
日
「
ぽ
ん
こ
つ
ロ
ボ
ッ
ト
」
、
来
栖
良
夫
「
お
ば
け
雲
」 

 

第
六
回 

ラ
シ
ェ
ル
「
ち
び
く
ろ
お
じ
さ
ん
」
、
チ
ム
ニ
ク
「
ク
レ
ー
ン
」 

 

以
上
で
簡
単
に
ま
と
め
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
ま
で
取
り
あ
げ
た
作
品
を
あ
げ
て
お
き
ま
す
。 

 

桃
太
郎
に
つ
い
て
は
、
一
応
三
ヶ
月
に
し
て
お
き
、
木
下
順
二
の
民
話
、
Ｓ
Ｆ
、
な
ど
も
取
り
あ
げ
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

与
田
準
一
文 

三
好
碵
絵 

偕
成
社 

 

第
一
回
（
昭
和
四
四
年
十
月
二
〇
日
） 

  

第
九
回 

斉
藤
隆
介
「
花
さ
き
山
」
、
寺
村
輝
夫
「
消
え
た
二
ペ
ー
ジ
」 

 

第
三
回 

ド
ク
タ
ー
・
ス
ー
ス
「
ふ
し
ぎ
な
５
０
０
の
ぼ
う
し
」 

 

第
二
回 

安
野
光
雅
「
さ
か
さ
ま
」 

 
 

 
 

 
 

 

今
後
の
会
の
運
営
を
ど
の
よ
う
に
す
す
め
る
か
と 

第
二
二
回
～
第
二
三
回 

Ｓ
Ｆ
に
つ
い
て
ー 

第
二
一
回 

「
三
ね
ん
ね
た
ろ
う
」
の
絵
本
に
つ
い
て 

第
十
九
回
～
第
二
十
回 

木
下
順
二
の
民
話
の
学
習
会 

第
十
五
回
～
第
十
八
回 

桃
太
郎
学
習
会 

第
十
四
回 

臨
時
総
会
―
参
加
者
二
一
名 

第
十
三
回 

今
江
祥
智
「
あ
い
つ
と
ぼ
く
ら
」 

第
十
二
回 

ビ
シ
ョ
ッ
プ
「
シ
ナ
の
五
人
き
ょ
う
だ
い
」 

第
十
一
回 

松
岡
洋
子
「
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
は
お
ま
わ
り
さ
ん
」 

第
十
一
回 

浜
田
広
介
「
む
く
ど
り
の
夢
」 

古
田
足
日
「
宿
題
ひ
き
う
け
株
式
会
社
」 

松
谷
み
よ
子
「
龍
の
子
太
郎
」
読
み
比
べ 

大
石
真
「
教
室
二
〇
五
号
」 

松
田
道
雄
「
恋
愛
な
ん
か
や
め
て
お
け
」 

吉
田
と
し
「
ま
が
っ
た
時
計
」 

ノ
ー
ト
ン
「
魔
法
の
ベ
ッ
ド
過
去
の
国
へ
」 

古
典
も
の
の
Ｓ
Ｆ
作
品
と
比
較
的
新
し
い
Ｓ
Ｆ
作
品
の
読
み
比
べ 

広
島
テ
レ
ビ
編
「
碑
―
い
し
ぶ
み
」 

湯
浅
厚
作
「
生
き
て
い
る
民
話
」 

横
谷
輝
「
や
が
て
大
人
に
な
る
君
達
に
」 

同
時
に
一
年
間
の
反
省 
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第
二
四
回 

こ
ぐ
ま
社
の
佐
藤
英
和
氏
を
囲
ん
で
、
絵
本
に
つ
い
て
の
問
題
と
、
最
近
出
た
本
で
「
ぐ
ろ
う
」

「
き
み
ほ
ん
と
の
わ
に
か
い
」
こ
の
２
冊
の
絵
本
の
で
き
る
裏
話
ま
た
合
評
会
を
行
い
、
参
加

人
数
も
二
五
名
程
集
ま
り
盛
会
で
し
た
。 

第
二
五
回 

十
一
月
の
例
会
は
、
小
河
内
芳
子
氏
を
招
い
て
会
員
と
の
懇
親
会
を
持
つ
予
定
で
す
。 

以
上
が
こ
れ
ま
で
と
り
あ
げ
た
作
品
な
ら
び
に
今
後
の
活
動
で
す
。
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
会
を
永
続

さ
せ
、
一
人
で
も
多
く
の
人
達
に
児
童
書
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
同
時
に
、
我
々
が
自
信
を
も
っ

て
え
ら
ん
だ
図
書
を
す
べ
て
の
子
供
に
あ
た
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
一
児
童
室
担
当
者
と
し
て
今
後
課

せ
ら
れ
た
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。 

又
こ
の
会
を
基
礎
に
児
童
図
書
館
研
究
会
の
大
阪
支
部
を
組
織
す
る
こ
と
を
念
願
と
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

文
責 

町
野 

正
彦
（
豊
中
市
立
図
書
館
） 

 

「
こ
ど
も
の
図
書
館 

二
六
巻
七
号 

一
九
七
九
年
十
二
月
」 

あ
ま
ん
じ
ゃ
く 

 

（
連
絡
先 

吹
田
市
津
雲
台
・
・
・
・ 

大
久
保
萬
知
子
） 

① 

お
は
な
し
の
勉
強
会
の
指
導
者
氏
名 

 

な
し 

② 

勉
強
会
を
行
う
日
時 

 

毎
月
第
一
火
曜
日 

六
時
三
〇
分
か
ら 

③ 

勉
強
会
の
参
加
者
人
数 

 

約
十
名 

 

 
 

 
 

他
に
観
客
と
し
て
、
一
般
の
人
の
参
加
も
あ
り
ま
す
。 

 
 

 
 

毎
回
十
名
前
後
、
夏
休
み
な
ど
は
三
〇
名
を
超
え
ま
す
。 

④ 

勉
強
会
の
内
容
を
な
る
べ
く
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。 

こ
ど
も
の
本
の
専
門
店
「
木
馬
館
」
で
会
場
を
借
り
て
い
ま
す
。
勉
強
会
の
案
内
を
し
て
も
ら
っ
て
、

観
客
と
し
て
の
参
加
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
お
は
な
し
を
す
る
人
は
、
毎
回
三
～
六
名
で
約
一
時
間
あ

ま
り
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
観
客
も
含
め
講
評
を
行
い
ま
す
。
約
一
時
間 

⑤ 

参
加
者
へ
の
呼
び
か
け
を
し
て
い
ま
す
か
。 

 
 

 
 

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
④
を
参
照
く
だ
さ
い
。 

⑥ 

今
後
の
抱
負 

 
 

 
 

新
し
い
人
（
図
書
館
員
）
の
参
加
を
募
り
、
養
成
の
助
け
と
な
り
た
い
。 

 

わ
ら
べ 

 

（
連
絡
先 

大
阪
府
堺
市
新
金
岡
町
・
・
・
・
・
・
・
・ 

矢
野
明
子
） 

④ 

七
月
と
十
二
月
は
、
文
庫
も
ち
ま
わ
り
の
、
「
お
は
な
し
会
」「
子
ど
も
会
」
的
な
も
の
に
な
り
、
子
供
を

前
に
し
て
の
実
演
の
場
で
す
。
そ
れ
以
外
の
月
は
、
各
自
語
っ
た
の
ち
、
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
で
各
々
の

③ 

構
成
人
員
は
多
数
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
毎
月
の
実
演
者
は
ほ
ぼ
十
名
余
。 

② 

毎
月
第
四
月
曜
日 

一
時
四
五
分
か
ら
（
八
月
は
休
会
） 

① 

な
し 
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感
想
・
質
問
・
意
見
交
換
ｅ
ｔ
ｃ 

参
加
し
て
は
じ
め
の
六
ヶ
月
間
は
、
絵
本
を
よ
ん
で
も
か
ま
わ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
人
前
で
声
を
出
す
の
に
慣
れ
れ
ば
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
に
な
り
ま
す
が
、

初
回
参
加
以
外
は
か
な
ら
ず
実
際
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
見
学
は
な
し
で
す
。 
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⑤ 

口
コ
ミ
で
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
中
ダ
ル
ミ
を
ふ
せ
ぐ
の
が
精
一
杯
で
、
抱
負
と
い
っ
た
も
の
は
特
に
あ

り
ま
せ
ん
。
で
き
れ
ば
、
ず
っ
と
続
け
て
中
味
の
濃
い
も
の
に
し
た
い
。
東
京
子
ど
も
図
書
館
の
出
張
講

義
を
う
け
た
い
な
ど
。 

 

「
大
阪
支
部
報
（
図
書
館
問
題
研
究
会 
大
阪
支
部
）
一
七
五
号
一
九
八
二
・
十
一
月
」 

サ
ー
ク
ル
め
ぐ
り 

オ
ル
コ
ッ
ト
会 

 
 

文
学
愛
好
会
と
し
て
は
め
ず
ら
し
く
な
い
で
し
ょ
う
が
、
私
達
も
英
米
児
童
文
学
を
原
書
で
読
も
う
と
い

う
会
で
す
。
か
れ
こ
れ
十
余
年
も
前
に
生
ま
れ
た
由
緒
あ
る
会
で
、
当
時
は
大
谷
短
大
の
三
宅
興
子
先
生
、

池
長
さ
ん
、
谷
田
さ
ん
、
西
沢
さ
ん
と
い
う
美
人
ば
か
り
四
人
で
始
め
た
と
聞
き
ま
す
。
そ
れ
が
オ
ル
コ
ッ

ト
会
の
名
称
の
も
と
だ
っ
た
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
多
く
の
図
書
館
員
、
教
師
、
保
母
、
学
生
（
三

宅
さ
ん
の
生
徒
）
も
入
会
し
、
短
編
集
と
絵
本
一
冊
を
、
毎
月
の
テ
ー
マ
に
読
ん
で
い
っ
て
い
ま
し
た
。
特

に
絵
本
は
ま
だ
日
本
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
取
り
あ
げ
て
、
先
入
観
な
し
に
意
見
を
述
べ
あ
う
の
で
、

あ
る
意
味
で
自
分
の
目
を
試
す
楽
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
セ
ン
ダ
ッ
ク
の
『
ま
よ
な
か
の
だ
い
ど
こ
ろ
』
も

そ
の
一
つ
で
し
た
。
人
が
多
く
な
り
す
ぎ
た
せ
い
で
し
ょ
う
か
、
絵
本
を
も
っ
と
や
り
た
い
人
と
、
一
冊
の

本
を
じ
っ
く
り
読
み
た
い
人
に
分
れ
る
よ
う
に
な
り
、
中
心
で
あ
る
三
宅
先
生
ご
自
身
御
多
忙
に
な
り
、
と

う
と
う
現
在
の
三
人
だ
け
が
、
ほ
そ
ぼ
そ
オ
ル
コ
ッ
ト
会
を
続
け
て
い
ま
す
。 

 
 

 

何
回
か
休
憩
し
な
が
ら
、
丸
三
年
か
か
っ
て
『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
『
鏡
の
国
の
ア
リ
ス
』
を
終

え
ま
し
た
。
語
学
力
の
乏
し
い
我
々
が
、
の
た
り
の
た
り
進
む
の
も
、
学
校
に
は
な
か
っ
た
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
気
分
で
誰
に
制
限
さ
れ
る
で
も
な
く
、
原
語
そ
の
も
の
を
た
の
し
み
な
が
ら
や
っ
て
き
て
る
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
ア
リ
ス
が
す
ん
で
目
下
休
憩
中
で
す
が
、
こ
の
十
一
月
か
ら
『
楽
し
い
川
辺
』
を
始
め
ま
す
。T

h
e
 

W
i
n
d
 i
n
 t
h
e
 W
i
l
l
o
w
s
 

ケ
ネ
ス
・
グ
レ
ア
ム
著 

M
e
t
h
u
e
n

社
。
今
が
入
会
の
チ
ャ
ン
ス
！ 

場
所
は
現
在
、

豊
中
駅
下
車
、
メ
ン
バ
ー
の
井
下
宅
（
独
居
）
歩
い
て
三
分
。
連
絡
先
は
吹
田
市
立
中
央
図
書
館 

児
童
室

の
沢
谷
ま
で
（
〇
六
・
・
○
○
○
） 

月
一
回
土
曜
の
夜
、
目
下
独
身
女
性
三
人
の
集
ま
り
で
す
。
ヨ
ロ
シ
ク
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

沢
谷 

と
し
子
（
吹
田
市
立
図
書
館
） 

 

「
大
阪
支
部
報
（
図
書
館
問
題
研
究
会
大
阪
支
部
）
一
七
六
号 

一
九
八
二
年
十
二
月
」 

サ
ー
ク
ル
め
ぐ
り 

あ
ま
の
じ
ゃ
く 

 

子
ど
も
の
本
の
専
門
店
『
木
馬
館
』
で
行
っ
て
い
る
お
は
な
し
（
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
）
の
勉
強
会
で
す
。

お
店
の
お
客
さ
ん
に
公
開
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
無
料
で
場
所
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
参
加
費

は
不
要
。
お
は
な
し
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
、
一
度
や
っ
て
み
た
い
と
お
思
い
の
方
な

ら
、
ど
ん
な
方
で
も
大
歓
迎
。
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
、
図
書
館
員
が
中
心
で
す
が
、
（
か
な
ら
ず
し
も
児
童
室



「
こ
ど
も
の
図
書
館 

三
六
巻
十
二
号 

一
九
八
九
年
十
二
月
」 

担
当
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
な
か
に
は
企
業
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
お
兄
さ
ん
と
い
っ
た
変
わ
り
種
も
い
ま
す
。
最

近
は
男
の
人
も
増
え
つ
つ
あ
り
、
い
さ
さ
か
女
の
園
的
な
感
が
な
く
も
な
か
っ
た
こ
の
会
に
も
、
新
た
な
展
開

が
見
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

月
例
の
勉
強
会
は
、
毎
月
第
一
火
曜
日
の
午
後
六
時
三
〇
分
か
ら
八
時
頃
ま
で
。
お
店
の
お
客
さ
ん
や
メ
ン

バ
ー
た
ち
ー
こ
れ
を
楽
し
み
に
来
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
す
。
―
の
前
に
一
人
ひ
と
り
出
て
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
お
は
な
し
を
し
た
後
、
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
の
話
し
合
い
の
時
間
を
持
ち
ま
す
。 

 

以
前
、
小
児
病
棟
の
看
護
婦
さ
ん
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
ひ
ょ
ん
な
事
か
ら
、
長
期
療
養
中
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
の
お
誕
生
会
に
、
絵
本
と
お
は
な
し
を
ひ
っ
さ
げ
て
行
っ
て
、
と
て
も
楽
し
い
経
験
を
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
と
ら
わ
れ
な
い
フ
リ
ー
な
立
場
で
の
勉
強
会
で
あ
る
だ
け
に
、
今
後

は
こ
の
よ
う
な
活
動
も
時
間
が
ゆ
る
す
限
り
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

会
の
活
動
そ
の
も
の
は
十
年
以
上
続
い
て
い
ま
す
が
、
会
場
が
木
馬
館
に
移
っ
た
翌
年
か
ら
始
め
た
事
に

“
新
年
お
は
な
し
大
会
”
が
あ
り
ま
す
。
木
馬
館
の
近
く
の
喫
茶
店
『
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
』
を
借
り
切
っ
て
の
年

に
一
度
の
お
祭
り
で
す
が
、
客
演
や
ら
人
形
劇
や
ら
、
普
段
と
は
ち
が
っ
た
趣
向
を
こ
ら
し
た
楽
し
い
も
の
で
、

毎
年
こ
の
日
だ
け
顔
を
お
見
せ
に
な
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
来
年
は
一
月
十
一
日
（
火
）
に
行
う
予
定
。

参
加
者
は
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
先
着
三
〇
名
で
す
。
必
ず
あ
ら
か
じ
め
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

参
加
費
：
五
〇
〇
円
（
飲
み
物
と
お
菓
子
代
） 

連
絡
先
：
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
児
童
室 

矢
野
明
子 

 
 

 
 

 
 

木
馬
館 

 

〇
六 

七
六
八 

一
五
六
三 

 

（
南
区
上
本
町
五
の
二
六 

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ビ
ル
二
階
）
―
地
図
の
記
載
あ
り
ー 

（
矢
野 

明
子
）  

ヤ
ン
グ
・
ア
ダ
ル
ト
・
サ
ー
ビ
ス
研
究
会
（
仮
称
）
が
で
き
ま
し
た 

沢
谷
と
し
子 

 

大
阪
に
ヤ
ン
グ
・
ア
ダ
ル
ト
・
サ
ー
ビ
ス
研
究
会
（
仮
称
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。
月
一
回
の
集
ま
り
で
、
府

下
の
公
共
図
書
館
の
人
達
や
京
都
府
立
の
高
校
司
書
の
方
な
ど
も
参
加
さ
れ
な
か
な
か
盛
況
で
す
。
発
起
人
は
、

ア
メ
リ
カ
の
Ｙ
Ａ
の
本
に
詳
し
く
、
ま
た
毎
夏
ボ
ス
ト
ン
へ
行
っ
て
情
報
を
仕
入
れ
て
く
れ
る
井
上
靖
代
さ
ん

と
、
帰
国
時
に
Ｙ
Ａ
本
を
百
冊
以
上
仕
入
れ
て
来
た
け
れ
ど
、
ム
チ
打
た
れ
な
い
と
読
み
そ
う
も
な
い
ナ
マ
ケ

モ
ノ
の
私
と
で
す
。 

 

今
は
、
ヤ
ン
グ
・
コ
ー
ナ
ー
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
図
書
館
の
状
況
や
、
発
行
し
て
い
る
と
い
う
ブ
ッ
ク
リ

ス
ト
等
の
交
換
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
方
向
は
ま
だ
模
索
中
で
、
で
き
れ
ば
形
に
な
る
も
の
、
例
え
ば
、
ヤ

ン
グ
・
コ
ー
ナ
ー
に
置
き
た
い
基
本
図
書
リ
ス
ト
の
作
成
な
ん
か
で
き
る
と
良
い
な
あ
（
夢
み
た
い
な
話
だ
け

れ
ど
）
と
か
、
公
共
図
書
館
の
こ
の
層
へ
の
停
滞
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
活
気
つ
か
せ
る
た
め
の
刺
激
剤
に
な

れ
ば
良
い
と
か
等
の
意
見
が
で
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
全
国
の
会
員
に
お
願
い
し
た
い
の
は
、
ヤ
ン
グ
層
へ
の
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
図
書
館
の
情
報
を
お
寄
せ
頂
き
た
い
の
で
す
。
コ
ー
ナ
ー
の
展
示
の
良
い
館
と
か
、
ブ
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「
子
ど
も
の
本
を
読
む
会
」
が
休
止
状
態
の
時
、
同
会
会
員
有
志
の
呼
び
か
け
で
開
始
。
呼
び
か
け
人
の

頭
文
字
を
と
っ
て
「
Ｍ
Ｍ
の
会
」
と
す
る
。
メ
ン
バ
ー
は
大
阪
府
立
・
大
阪
市
立
・
堺
市
立
・
府
立
高
校
図
書

館
員
、
主
婦
な
ど
。
第
一
回
は
『
ナ
ル
ニ
ア
国
も
の
が
た
り
』
を
と
り
あ
げ
、
『
Ｃ
・
Ｓ
・ 
ル
イ
ス
の
秘
密

の
部
屋
』
ア
ン
・
マ
ー
ノ
ッ
ト
著
、
『
よ
う
こ
そ
ナ
ル
ニ
ア
国
へ
』
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
シ
ス
リ
ー
著
を
参
考
に
し

た
。
現
在
も
隔
月
に
開
催
。 

  

Ｍ
Ｍ
の
会 

 

一
九
九
三
年
九
月
十
七
日
発
足 

新
金
岡
子
ど
も
の
本
を
読
む
会 

一
九
九
一
年
五
月
二
一
日
発
足 

 

大
阪
府
立
図
書
館
で
の
「
子
ど
も
の
本
を
読
む
会
」
の
意
義
を
感
じ
た
一
会
員
が
、
地
元
堺
市
立
新
金
岡

図
書
館
＝
現
北
図
書
館
を
拠
点
に
始
め
た
。
児
童
書
担
当
職
員
の
協
力
を
得
て
、
定
評
の
あ
る
名
作
を
読
み
進

め
る
。
今
も
Ｙ
さ
ん
を
中
心
に
続
け
ら
れ
て
い
る
。 

ッ
ク
リ
ス
ト
と
か
、
も
ち
ろ
ん
活
動
に
つ
い
て
の
情
報
と
か
で
す
。
こ
ち
ら
か
ら
の
情
報
と
し
て
は
そ
の
う
ち

に
会
の
ニ
ュ
ー
ス
と
か
、
ど
の
館
が
何
を
発
行
し
て
い
る
の
か
の
リ
ス
ト
、
そ
の
入
手
方
法
な
ど
を
ま
と
め
る

な
ど
し
て
お
送
り
す
る
つ
も
り
で
す
。
申
し
込
み
者
に
は
コ
ピ
ー
等
の
実
費
と
郵
送
料
を
請
求
す
る
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
ち
ら
の
資
料
を
受
け
取
っ
た
時
は
、
お
互
い
の
帳
消
し
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。 

＊ 

編
集
者
注 

そ
の
後
も
府
内
に
多
く
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
発
足
し
た
が
、
そ
の
内
、
「
子
ど
も
の
本
を
読
む
会
」
会
員
の

関
係
し
た
グ
ル
ー
プ
は
以
下
の
ふ
た
つ
で
あ
る
。 

（
以
下
、
資
料
紹
介
と
連
絡
先
・
略
） 

 
 

 
 

 

（
さ
わ
た
に 

と
し
こ
） 
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中之島図書館所蔵 一枚摺仮目録 

大阪府立中央図書館 閲覧第二課 人文系資料室 佐藤敏江 

 

中之島図書館で所蔵している近世資料の中に一枚摺がある。一部はカー

ド目録を作成（枚記号）し閲覧に供しているが、中には貼交ぜの冊子とし

て目録をとり、内容細目が作成されていないものもある。今回紹介する保

古帖もそうした資料の一つであるが、その全容はほとんど知られていない。

保古帖の存在をご存知の方々からは、「興味深い資料」、「いつか時間が

できればじっくりと見たい」という声を頂いてきた事もあり、以前から目録の

有効性を認識しつつも、内容が多岐にわたる事、出版物の一部分だけの

資料が多く、資料の同定には膨大な知識と時間を要する事等により、目録

作成には至っていない。今のままでは死蔵となってしまう事もあり、あえて

目録作成を試みた。取り敢えず内容の推測できるものからとりかかり、今

後これらの資料を利用される方々への手がかり、更には、正式な目録を作

成するための仮目録としてまとめることとした。とはいえ圧倒的な知識不足、

更には時間的な制約の中で大量の資料群を処理した事もあり、調査が不

充分である事はお許し願いたい。 

今回は全 20 冊（約 1800ｐ）の中から、日本十進分類法でいうところの芸

術部門に関する資料を、歌舞伎・浄瑠璃（番付、役者絵、周辺資料）、見世

物引札、書画・展観、その他の娯楽に分類、一覧表を作成した。こうした資

料の常であるが、資料の摺りの状態や保存状態がよくない事等により、判

読不可能なものがある点、また資料の部分のみが残されていて元の資料

の特定ができないものもある点お断りしておく。 

保古帖 （甲雑－５８）は、大阪の古書店鹿田松雲堂の旧蔵資料で、資

料の痛みが甚だしいこともあり、保存を考えて白黒の写真版（030－160）

での閲覧となっている。前述した様に、折本にいわゆるよみうり等の一枚

ものを張り込んで簿冊にした、今日でいうところのスクラップブックで、張り

込まれている資料は、ちらし・絵びら、各種番付、当時の噂話・流行ものに

関する摺物、外国船の到来による騒動や、火事・地震等の災害の被害や

お救い小屋の場所等の状況を記した報道的なもの、名所や寺院を描いた

絵画、絵図類等々、内容は多岐にわたる。 

全 20 冊の構成となっているが、各冊ごとに、内容或は時代にまとまりを

もたせようとしたあとが窺える。気がついた特徴は以下の通り。 

３巻  詩文類  

４巻  引札・絵びら（人形からくりを含む） 

５巻  時事（オロシア船） 噂・流行もの 

６巻  引札 八代目団十郎死絵 

７巻  全冊役者絵（中村歌右衛門・嵐璃寛／橘三郎 半数以上） 
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８巻  〔文政十三年〕お蔭参り （約半数） 

９巻  絵図（寺社等） 

１４巻 見世物引札（六点） 

１５巻 長者番付／引札・切手 

１６巻 歳旦・詩文等／歌舞伎関係資料 

１７巻 全冊芝居番付 

19、19／20巻 各種番付  

 

凡例 

題名のないものに関しては、〔 〕を付して記載した。 

刊記のない場合は、資料中の参考となる年月日を記載した。 

例）行事の開催日・でき事の等の起こった年月日を記載等 

６巻４９  森祖先翁猿之書画展観  閏三九日十日 

６巻１９６ 八代目市川団十郎白猿  嘉永七寅年八月六日往生 

出版年が不明であるが年代が推定できる資料は、〔 〕を付して参考となる

年月日を補記した。 

例）歌舞伎の番付に関しては上演年月日を補記等 

19巻32 中村座 「興九重弥生花道」 〔天保四年三月〕三日より 

先人による年代の書込みの内、妥当と思われるものは〔 〕で補記した。 

原則として旧字体はそのままで表記した。 

歌舞伎の外題等、一部活字のない漢字は平仮名で表記した。 

角書等は活字を小さくし、一行書とした。 

不鮮明な摺り、汚損・破損等により、判読できない文字は「□」で表記した。

一部資料には、「縦×横」（0.5cm毎の切上げ）でサイズを付した。 

各冊の巻数・頁付けは写真版によった。 

全20巻の内19／20巻は、便宜上２０巻で表記した。 

現物にあり、写真版に欠けているものは、現物の巻数を付して表記した。 

刊本の一部分と思われるものの、資料名の特定できない資料は、収載さ

れている資料の題名を（ ）で補記した。 

  例）12 巻 60～82 〔簿冊部分〕（寛永九年申十二月重開板江戸絵図跋

言／江戸絵図／明暦江戸絵図跋・・・ 

 

参考文献 

かわら版物語  小野秀雄著 雄山閣刊 （070／297） 

かわら版新聞江戸明治三百年 全４巻 平凡社刊 （070.2／6） 

歌舞伎年表 全８巻 伊原敏郎著 岩波書店刊 （774／4） 

錦絵のちから 富澤達三著 文生書院刊 （721.8／210N） 

かわら版新聞江戸明治三百年 全4巻 平凡社刊（070/687） 
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　　芝　居　番　付 （芝居小屋別／年代順）

巻－頁 劇場/場所　　　狂　　言　　演　　目 　　上　演　年　月　日 　　絵　師・座　元（本）・版　元　等 　　大きさ

　　16-36
道頓堀
中の芝居

顔見世役者極り附 〔文政三年〕霜月吉日より巳 座本: 浅尾与三郎　内茶屋板
　
絵入

5-63
道頓堀
中の芝居

二の替り  「けいせい曽我鎌倉集」 [ 嘉永元年〕申正月吉日より 座本：中村駒之助　　ヒイキヨリ
46×34
絵入

  　　　16-39
道頓堀
中の芝居

顔見世極り役者付 〔天保二年ヵ〕霜月吉日より辰年
座本: 中村鶴三郎　内茶屋板　和多
正筆

　
文字

16
道頓堀
中の芝居

顔見世極り役者付
〔天保三年〕巳年霜月吉日より巳
年

座本：嵐竹治郎　和多正筆　内茶屋
板　道頓堀大西芝居前：藤川屋印

　
文字版

　　　19-49
道頓堀
中の芝居

 二の替り 「けいせい染分總」 〔天保五年正月十六日〕 座本：嵐三津橘　ヒイキヨリ
　
絵入

　  　　16-42
道頓堀
中の芝居

顔見世極り役者付 「天保六年〕霜月吉日より申
座本：嵐橘蔵　わた正筆　内茶屋板
道頓堀大西芝居前：藤川屋印

　  11- 5
道頓堀
中の芝居

「けいせい遊山桜」 亥の正月十一日より 座本: 嵐吉之助  内茶屋板
24×34
文字版

　　4-80
道頓堀
中の芝居

大芝居歌舞伎/ 続狂言根元新役者付 〔亥の霜月吉日より〕 内茶屋板
　
絵入

　 4-74
〔道頓堀
角之芝
居〕

「千集萬勢知筥賜」 〔安永八年十一月二日より〕 座本: 芳沢いろは 25×34.5

１9-18 ～20
道頓堀
角之芝居

「遖傾城花大矢数」「湖水の花筏」　湖水の花筏文付
二の替り

〔文政七年正月１４ヵ〕
けいせい花鳥：沢村国太郎　ゆきへ之
助：市川団蔵

23×32
3枚

　  11- ４
道頓堀
角之芝居

「けいせい遊山桜」「春陽三獅頭」 〔文政十年〕正月吉日（１１） 座本: 中村以上  内茶屋板 22×34

6ｰ27
道頓堀
角之芝居

〔顔見世番付〕「加賀見山廓写本」　「玉うん宝蔵入」
〔文政十一年十一月十五日〕丑
歳顔見世

綿新印 座元:　片岡嶋丸
35.5×49
絵入

　    　16-40
道頓堀
角之芝居

顔見世極り役者付 〔天保三〕閏霜月吉日巳
座本: 中村梅松  内茶屋板　和多正
筆

　
絵入

16
道頓堀
角之芝居

新極り役者附 〔天保九年〕霜月吉日より亥年
座本：中村福蔵　和多正筆　内茶屋
版
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　　芝　居　番　付 （芝居小屋別／年代順）

巻－頁 劇場/場所　　　狂　　言　　演　　目 　　上　演　年　月　日 　　絵　師・座　元（本）・版　元　等 　　大きさ

6ｰ98
道頓堀
角之芝居

尾上多見蔵口上書　「菅原傳授手習鑑」（一世一代）
「ひらかな盛衰記」

〔嘉永三年〕戌年霜月十五日より 座本：市川亀太郎　ヒイキヨリ
46.5×33.5
絵入

　  　　16-38
道頓堀
角之芝居

新役者極り附　絵入 霜月吉日より 内茶屋板
　
絵入

　　  19-51
道頓堀
角之芝居

顔見極り役者番付 霜月より巳歳 座本：中村梅松　内茶屋板
　
絵入

　　　15-91
道頓堀
角之芝居

「彦山権現誓助釼」「菅原傳授手習鑑」「双蝶々曲輪
日記」

申9月 座本: 市川猿松　ヒイキヨリ
44×31.5
絵入

　    　16-41
道頓堀
筑後芝居

顔見世極り役者付 〔天保四年〕霜月吉日より午歳
和多正筆　内茶屋板　道頓堀大西芝
居前：藤川屋印

　
絵入

6ｰ23
道頓堀
筑後芝居

初櫓豊歳三番叟 子八月
座本：片岡政次郎　嵐離ぎょく浪花
本清板　中村屋印あり

34×24
絵入

6ｰ68
道頓堀
筑後芝居

顔見世極り役者附「座付狂言おかげまいり伊勢物語」　絵
入双六風

卯之歳見霜月吉日 座本：浅尾□之助
35.5×48.5
絵入

  　　　16-62
道頓堀
〔角ヵ〕

顔見世極り役者付 丑歳霜月吉日より寅歳 座本: 中村玉蔵　内茶屋板
　
絵入

　　　19-50
北堀江市
の側

「近江源氏先陣舘」「金門五三桐」「ひらかな盛衰記」 霜月廿一・廿二日
座本：市川龍蔵　あみだ池裏西：末吉
板

　
絵入

16
若太夫芝
居

顔見世極り役者附 〔文政三年〕霜月吉日より巳 座本：中村福之助

   5-107 「花競争名所二樹 」 酉の年盆替新狂言 書　酉年盆
※暁鐘成翁風詞の当時自書画の筆
書有

34×24
絵入

  　　　16-37
道頓堀角
の芝居

顔見世極り役者附 文政六年霜月より申 座本: 中村かづま 内茶屋板
　
文字版

　  　19- 8
堺北の芝
居

「刈萱桑門筑紫いえづと」「染模様妹背門松」「男作五
鴈金」「千里の竹田□□」座付引合せの段

〔嘉永六年〕丑十一月廿三日より
　
絵入
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　　芝　居　番　付 （芝居小屋別／年代順）

巻－頁 劇場/場所　　　狂　　言　　演　　目 　　上　演　年　月　日 　　絵　師・座　元（本）・版　元　等 　　大きさ

       4- 5
四條大和
大路大芝
居

かわり狂言番付  「甲陽軍記今様姿」 〔享保元申九月〕
大和屋甚兵衛・沢村権十郎　いずみ
や又兵衛

14.5×52

1-31
四條通北
側西角

大芝居根本極　未之年役者附 「不老門珠階」 元文三
名代：蛭子屋吉郎兵衛　座本：姉川東
十郎

16×51.5

1-18上
四條通北
側東角大
芝居

「けいせい歌仙桜」「初午繁昌肆 」 〔延宝年中〕 座本：嵐三右衛門倅嵐松之丞 １５×４７

1-18下
四條通北
側東角大
芝居

「けいせい歌仙桜」 〔延宝年中〕 座本：嵐三右衛門倅嵐松之丞 １５×４７

　　　17-13 市村座 江戸大芝居始元祖新役者附 文政十二年霜月朔日より
絵師:鳥居清満筆　板元：福地茂兵衛
売出所：山本重五郎板　座元：市村羽
左衛門

絵入

　　　17- 6
市村座
ふきや町

「曽我評判比翼男」「爰奥野記殿狩衣」「色直肩毛氈」
「雅栄花大臣」

〔天保元年正月〕十三日より 福地茂兵衛

　　　19-22
市村座
ふきや町

「仮名手本忠臣蔵」「旅路の嫁入」 〔天保元年四月〕九日より
座元：市村羽左衛門　板元：福地茂兵
衛

　
絵入

20-74
市村座
ふきや町

「隅田川花御所染」「助六由縁江戸櫻」 〔天保三年三月〕十二日より
座元：市村羽左衛門　板元：山本重太
郎・福地茂兵衛

　
絵入

　　  19-43
市村座
ふきや町

「増補筑紫いへづと」「ひらかな盛衰記 むけんの鐘のだ

ん」
〔天保三年八月〕朔日より 板元：福地茂兵衛

　
絵入

　　　19-30
市村座
ふきや町

「姿花後雛形」（信田館貢物船諷第二番目大切） 〔天保三年九月〕十五日より 板元　福地茂兵衛
　
絵入

　　　19-33
市村座
ふきや町

「信田館貢物船諷」 〔天保三年九月〕十五日より 板元：山本重五郎・福地茂兵衛
　
絵入
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　　芝　居　番　付 （芝居小屋別／年代順）

巻－頁 劇場/場所　　　狂　　言　　演　　目 　　上　演　年　月　日 　　絵　師・座　元（本）・版　元　等 　　大きさ

　　　19-28
市村座
ふきや町

「妹背山婦女庭訓」「五大力恋緘」「兜軍記」 〔天保四年三月〕九日より
　
絵入

　  　16-43 市村座 「月雪花歌再夕市(所作事)」「壽亀荒木新舞臺」 〔天保十三年九月ヵ〕十七日より
座元：市村羽左衛門　板元：福地茂兵
衛

　
絵入

16 市村座 「壽亀荒木新舞臺」 〔天保十三年九月ヵ〕十七日より 板元：福地茂兵衛　□□□□□
　
絵入

　　20-66
市村座
ふきや町

〔芝居番付部分〕 二日より 板元：山本重太郎 　　　　　　　　

　　　17-37
市村座
猿若町

「花和讃新羅伝記」「三羽靏中吉田屋」 〔嘉永五年十月〕霜月廿六日より 村山源兵衛正・山本重五郎 絵入

　　　17-15
市村座
猿若町

「意東絵懸額」「名己菊初音道行」 〔嘉永六年五月〕廿一日より
福地茂兵衛・山本重五郎座元：市村
羽左衛門

絵入

　　　17-19 市村座
「仮名きょうだい（□姉）娘復讐」「小栗判官車街道」
「戀中富室楓」

〔嘉永六年九月〕十五日より 福地茂兵衛 絵入

　　　17- 8
市村座
猿若町

「御所桜堀河夜討」 〔嘉永六年十一月〕七日より 福地茂兵衛・山本重五郎 絵入

　　　17
市村座
猿若町

「女達出入港」 〔嘉永六年十一月〕十二日より 福地茂兵衛・山本重五郎 絵入

　　　17-17
市村座
猿若町

一世一代二中村富十郎相つとめ申候

「仮名手本忠臣蔵等」「恋女房染分手綱」「梅濡驛花
婿」

〔安政元年五月〕十三日より 福地茂兵衛・山本重五郎 絵入

　　　20-75
市村座
申若町

「一谷嫩軍記」「六歌仙體綵」 〔安政元年五月〕十三日より
座元：市村羽左衛門　板元：山本重太
郎・福地茂兵衛

　
絵入

17
市村座
猿若町

「六歌仙體綵」「一谷嫩軍記（仮名手本忠臣蔵）」
中村歌右衛門三周忌追善狂言

〔安政元年五月〕十三日より
福地茂兵衛・山本重五郎　　座元：市
村羽左衛門

　　　17-18 市村座 「絵本更科譚」「双蝶々曲輪日記」「歌俤栞名所繪合」 安政元年閏七月十五日より 福地茂兵衛・山本重五郎 絵入
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　　芝　居　番　付 （芝居小屋別／年代順）

巻－頁 劇場/場所　　　狂　　言　　演　　目 　　上　演　年　月　日 　　絵　師・座　元（本）・版　元　等 　　大きさ

　　　17- 3
市村座猿
若町

「青砥稿」「潤色□りすで源氏」「邯鄲」「拙詫菘種蒔」 〔安政元年十月〕六日より
福地茂兵衛・山本重五郎　　座元：市
村羽左衛門

　　　17-42
市村座
猿若町

「八陣守護城」「奥州安達原」「妹背山婦女庭訓」「拙
宅菘種蒔」

〔安政元年十一月〕五日より 福地茂兵衛・山本重五郎 絵入

　　　17-34 〔市村座〕 「五人男誧謄たて侠」「伊勢音頭戀寝刃」 〔安政二年五月〕三日より 福地茂兵衛・山本重五郎 絵入

　　　17- 2
市村座
猿若町

「三幅対戯場彩色ー所作事番組寛活鞘當/宮之鋼打/
執着鴛鴦」

〔安政二年五月〕三日より

　　　17-26
市村座
猿若町

「木下陰硯伊達染」「菊競艶相肩」 〔安政二年九月〕五日より 福地茂兵衛・山本重五郎 絵入

　　　17-27
市村座
猿若町

「鶴松扇曽我」「姿替霞假宅」「夢結蝶鳥追」「梅柳戀
道連」

〔安政三年〕三月三日より 福地茂兵衛・山本重五郎 絵入

　　　17-30
市村座
猿若町

「義経千本桜等」 「花市座初音の旅」 〔安政三年七月〕十四日より 福地茂兵衛・山本重五郎 絵入

　　　17-29
市村座
猿若町

「蔦紅葉宇津谷峠」「芦屋道満大内鑑」「心中玉露白
小出」

〔安政三年九月〕十七日より 福地茂兵衛・山本重五郎 絵入

　　　17-31
市村座
猿若町

倡女誠長田忠孝」「恩愛瞔関守」「松竹梅雪曙」「封文
戀書置」

〔安政三年十一月〕七日より 福地茂兵衛・山本重五郎 絵入

　　　17-43
市村座
猿若町

「鼠小紋東君新形」　「偐諺緑笑遠山」 〔安政四年正月〕十一日より 福地茂兵衛・山本重五郎 絵入

　　　17-32
市村座
猿若町

「敵討噂古市」「時鳥酒杉本」 〔安政四年五月〕九日より 福地茂兵衛・山本重五郎 絵入

  16-45/47 市村座 「正写加賀観姿画根本」　表紙/二立目 板元: 福地茂兵衛 正名：山本重五郎
17.5×20.5
2枚

16-46/48 市村座
「浄瑠璃仇桜夢夜あらし根本 」　　序幕目返し～四幕
目

17.5×20.5
2枚
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　　芝　居　番　付 （芝居小屋別／年代順）

巻－頁 劇場/場所　　　狂　　言　　演　　目 　　上　演　年　月　日 　　絵　師・座　元（本）・版　元　等 　　大きさ

　　　17- 7
河原崎座
猿若・木
挽

「義経千本桜」「道行初音旅」 〔天保元年二月〕廿日より 小川半助 絵入

　  　19-41
河原崎座
こびき町

「小野道風青柳硯」 〔天保三年正月〕七日より 板元：小川半助
　
絵入

　　　20-71
河原崎座
こびき町

「道行丸い字」「京鹿子娘道城寺（子）」 〔天保三年正月〕七日より 板元：村山源兵衛正
　
絵入

　　　19-34
河原崎座
こびき町

「伊達競阿国歌舞伎」「隅田堤恋衣からげ」 〔天保三年三月〕十一（３）日より 座元：河原崎権之助
　
絵入

　　　19-42
河原崎座
こびき町

「昔語黄鳥墳」「染幟菖蒲の彩色」 〔天保三年五月〕七日より 座元：市村羽左衛門　板元：小川半助
　
絵入

　　20-66
河原崎座
こびき町

「天竺徳兵衛韓噺」 〔天保三年八月〕二日より
坂東三津五郎　岩井　板元：小川半
助正

絵入

　　　19-37
河原崎座
こびき町

「仮名手本忠臣蔵」「旅路の花婿」 〔天保四年三月〕五日より 板元：小川半助
　
絵入

8-106～110
河原崎座
木挽町

菅原伝授手習鑑絵入根本　五丁 16×23　5枚

　　　17- 9
河原崎座
猿若町

「柳糸（絲）引御摂」「霞色連一群」 〔嘉永六年二月〕１七日より 小川半助正　座元：河原崎権之助 絵入

　　　17-22
河原崎座
猿若町

「しらぬひ譚」「樹闇恋曲者？」 〔嘉永六年二月〕廿日より 小川半助 絵入

　　　17-21
河原崎座
猿若町

「怪談木幡小平次」「碁石太平記白石噺」「乱菊枕慈
童」

〔嘉永六年九月〕十六日より 絵入

　　　19-27
河原崎座
猿若町

「碁太平記白石噺」「怪談木幡小平治」「乱菊枕慈童」 〔嘉永六年九月〕十六日より 板元：小川半助
　
絵入

　　　17-14
河原崎座
猿若町

「容競出入湊」「鬼一法眼三略巻」「姫小松子日の遊」 〔嘉永六年十一月〕七日より 小川半助正  座元：河原崎権之助 絵入
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　　芝　居　番　付 （芝居小屋別／年代順）

巻－頁 劇場/場所　　　狂　　言　　演　　目 　　上　演　年　月　日 　　絵　師・座　元（本）・版　元　等 　　大きさ

　　　17-11
河原崎座
猿若町

「会稽殿下茶屋聚」「雲艶女鳴神」 〔安政元年六月〕十日より 小川半助正　座元：河原崎権之助 絵入

　　　19-46
河原崎座
こびき町

「仮名手本忠臣蔵」 〔安政元年霜月朔？〕五日より 座元：河原崎権之助
24.5×33
絵入

　
17

河原崎座
猿若町

「鏡模様比翼花鳥」「逢見愛井子ヵ」 〔安政二年二月〕廿八日より 小川半助 絵入

　　　17-46
河原崎座
猿若町

「児雷也後日譚話」「真似三舛姿八景」 〔安政二年〕五月二日より 小川半助正 座元：河原崎権之助 絵入

　　　17-47
河原崎座
猿若町

「蝶もやう亀山染」「袖浦故郷錦」 〔安政二年七月〕丗日より 小川半助正 絵入

　　　17-20
河原崎座
猿若町

御祭礼 二十六日より 小川半助 絵入

　17-45
河原崎座
猿若町

「仮名手本忠臣蔵」 霜月朔日より 小川半助正 絵入

　　　19-29
中村座
さかい町

「桜々清水清玄」 十五日より 板元: 村山源兵衛正
　
絵入

　　20-148 □□□の賀　新役者附 文政酉
座元：中村勘三郎　板元：村山源兵衛
絵師：鳥居清満

　
絵入

　　　17- 5
中村座
さかい町

「虎石想曽我」「通俗妓容三國志」 〔天保元年正月〕廿七日より 村山源兵衛正

　　　19-23
中村座
さかい町

「桜々（時）清水清玄」 〔天保元年三月〕九日より
　
絵入

　　　19-24
中村座□
□□

「第二番目九変化」　二編 〔天保元年三月〕九日より 板元: 村山源兵衛正
　
絵入

　　　19-29
中村座
さかい町

「真寫いろは日記」 〔天保元年五月〕十五日より
座元：中村勘三郎  板元: 村山源兵衛
正

　
絵入
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　　芝　居　番　付 （芝居小屋別／年代順）

巻－頁 劇場/場所　　　狂　　言　　演　　目 　　上　演　年　月　日 　　絵　師・座　元（本）・版　元　等 　　大きさ

　　　19-40
中村座
さかい町

「花鳥魁曽我」朝日影霞の隈取」「隠裏紅絹晒」 〔天保三年正月〕廿五日より 板元: 村山源兵衛正
　
絵入

　  　19-39
中村座
さかい町

「櫻時女行列」「彌生（花）浅草祭」 〔天保三年三月〕七（８）日より 座元：中村勘三郎　板元:村山源兵衛
　
絵入

20- 73
中村座
さかい町

「菅原傳授手習鑑」 〔天保三年五月9ヵ〕日より 板元：〔村山源兵衛正〕
　
絵入

　  20-67
中村座
さかい町

近江源氏先陣館 〔天保三年八月〕十六日より
〔座元：〕中村勘三郎　板元：村山源兵
衛

　
絵入

　　　19-36
中村座
さかい町

「源平布引瀧」「廓文章」「関取二代勝負附」 〔天保三年九月〕十二（５）日より
座元：中村勘三郎　板元:村山源兵衛
正

　
絵入

　　　19-32
中村座
さかい町

「興九重彌生花道」 〔天保四年三月〕三日より
座元：中村勘三郎  板元: 村山源兵衛
正

　
絵入

20-69
中村座
さかい町

「櫻時花吉原」 〔天保四年三月〕三日より 板元：村山源兵衛正 　　　　　　　　

　　　19-31
中村座
さかい町

「ひらかな盛衰記」「三銀杏御存知地染」 〔天保四年五月〕十五日より
座元：中村勘三郎　板元: 村山源兵衛
正

　
絵入

　　　17-23
中村座
猿若町

「花みます宿初役」「与話情浮名の横ぐし」「嶋廻色為
朝」

〔嘉永六年三月〕九日より 村山源兵衛正 絵入

　　　17-12
中村座
猿若町

「与話情浮名横櫛」「嶋廻色為朝」 〔嘉永六年ヵ〕五月朔（３）日より 村山源兵衛正 絵入

　　　17-25
中村座
猿若町

「花野嵯峨猫魔稿」「胡蝶夢栄華玉枕」「色美語」 〔嘉永六年九月〕十五日より 村山源兵衛正 絵入

　　　17- 4
中村座
猿若町

「意舛手向花川戸」「魁源平躑躅」「積戀雪関戸」
六代目松本錦舛追善

〔嘉永六年十一月〕四日より 村山源兵衛正

　　　17- 1
中村座
猿若町

「仮名手本忠臣蔵」「廓文章」 〔安政元年〕五月朔日より 村山源兵衛正
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　　　17-10
中村座
猿若町

「旅雀相宿（好）噺」「連方便茲大津画（繪）」 〔安政元年〕七月朔日より 村山源兵衛正 絵入

　　　17-24
中村座
猿若町

「初紅葉小倉色紙」「戀飛脚大和往来」「道行故郷の
初雪」

〔安政元年八月〕廿日より 村山源兵衛正 絵入

　　　17-44
中村座
猿若町

「花舞臺團若曽我」「邯鄲枕物狂」「松櫻隅田兼言」 〔安政二年三月〕廿八日より 村山源兵衛正？ 絵入

　　　17-35
中村座
猿若町

「名高手毬諷実録」 〔安政二年七月〕七日より 村山源兵衛正 絵入

　　　17-38
中村座
猿若町

「報讐自来也説話」「繒本太功記」「造物楳咲分」 〔安政二年九月〕十七日より 村山源兵衛正 絵入

　　　17-33
中村座
猿若町

「一曲奏子寳曽我」「藪椿誰轉寝」「浅緑露玉川」 〔安政三年四月〕十四日より 村山源兵衛正 絵入

　　　17-36
中村座
猿若町

「猿廻門出の一諷」「増補鈴鹿合戦」「三世相縁の緒
車」「仇結他夕月」

〔安政三年八月〕十三日より 村山源兵衛正 絵入

　　　17-28 中村座 「初雪三舛蔵景清」「伊勢名所業土産」 〔安政三年九月〕五日より 村山源兵衛正 絵入

　　　17-41
中村座
猿若町

「歳徳曽我松島臺」「浮拍子五町明映」 〔安政四年正月〕九日より 村山源兵衛正 絵入

　　　17-39
中村座
猿若町

「富賀岡戀山開」「金龍山千本初花」「助六姿裏梅」 〔安政四年三月〕三日より 村山源兵衛正 絵入

　  　　16-44
中村座
さかい町

「義経腰越状」「姫小松子の日遊等」 四日より
座元：中村勘三郎　板元: 村山源兵衛
正

　
絵入

　　　17-16 中村座 江戸大芝居始元祖新役者附 霜月朔日より
絵師:鳥居清満筆　板元：村山源兵衛
売出所：山本重五郎　座元：中村勘三
郎

絵入

　　　17-40
森田座
猿若町

「初時雨浮名讐弾」「還結柏政武飾駒」「今様望月」 〔辰十月〕十三日より 小川半助正 絵入
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　 8-43
勢州中の
地蔵町常
芝居

極り役者附 寅三月中旬より
名代：豆腐屋源蔵　太夫本：播磨屋亦
兵衛　座本：嵐寛之助

34×43

　　　19-47 [七月定日興行役者番付] 七月十二・十六・十八・二〇日 歌右衛門・歌六・歌七・芝蔵 12×42.5

　　　19-44 芝居番付 [部分] 付）梅玉俳諧　「汲みてしれ・・・」
17×24
絵入

     4-75
浄瑠璃
北新地西

「世話言漢楚軍団」　「大切邯鄲四季寿」「時代世話新う
すゆき物語」

〔文久三年〕戌十二月二十八日
より

座本: 竹田萬治郎　太夫: 竹本染太
夫　桐竹門三・吉田文五郎

23×31.5
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歌　舞　伎　／　浄　瑠　璃 　関　係　

巻-頁 　分　類 　　　資　　料　　名 　　出　版　年　月　日 　　発　行　所　等　備　考 　　大きさ

　 16-65/66 給金付 三都役者一年中当り芸給金附位定并ニ家号俳名安政五年午之正月改正大新板 大坂心斎橋通り塩町角: 綿屋喜兵衛板 31×56

　　19-6/7 給金付 三ケ津大芝居・浜芝居・子供芝居役者相場定并ニ位嘉永三戌ノ正月改正大新版 35×60

20-96 給金付
三都大芝居/濱芝居/子供芝居役者雪月花給金
附

安政五年午年正月大新版 浪花〔西田〕益猛作　大坂板元：河直改尾張屋松五郎 38.5×52

4-108/109 位付 [歌舞伎狂言位付　東方/東方] 天明六年午八月
於）道頓堀西芝居　勧進座元: 嵐市松 　狂言撰者：西
方近松徳叟　東方：並木五瓶　 板元：正本屋清兵衛

16×62.5　2枚

　　4- 7～
12

評判
〔役者評判記部分ヵ〕　（十二調子恵子宝柳山
座三番続〔舞台図〕　京三芝居役者目録）

京三芝居役者目録　万太夫座　惣巻軸　柳山四郎十
郎　座本：沢村長十郎　　　（版心の書名：京若ヵ）

14×21

1-26 評判 [役者評判記]   ２丁 〔延宝〕

立役之部: 上上吉  姉川鮒四郎・市山助五郎・中村十
蔵・中山新九郎　岩井半四郎　嵐三十郎　女形　大上
上吉吉沢あやめ　上上吉嵐小六　実悪　上上吉　嵐七
五郎　藤川半三郎　敵役　上上吉　三舛大五郎

30×36

20-104 評判 役者あたり狂言銘々出世魁　初編 嘉永五子年二月台新板 38×49

20-105 評判 役者あたり狂言銘々出世魁　弐篇 嘉永五子年二月台新板 38×49

20-138 評判 中芝居忠臣蔵并評判附　かちまけ評判記
座本：中村駒二郎　中村□□門一周忌追善二人道成
寺・・・

18×37

20-141 評判 角芝居忠臣蔵并評判附　かちまけ評判記 座本：中村玉三郎 18×48

20-90 評判 名代役者/評判記蝶花形八ッ首抜文句 子五月大新板 36×23

4 評判 〔評判記部分ヵ〕役者図
中村勘三郎・中村傳九郎・大和屋甚兵衛・森田勘弥・
都傳内・森田勘弥等

14×21.5

6ｰ101 評判 五拾三駅宿々見立役者評判記 嘉永五子歳代新板 柳おとけ作 35.5×49

　　10-40 　 見立 中角若太夫三社文句見立  〔文化十一年戌正月〕

株元：河内や太助　綿屋喜兵衛　はりまや□兵衛　安
田□□□　李冠阿曾二郎：こへすみよしの/李冠みて
いる女中：よろこびありや　芝翫茶ののふれん：あま川
小屋ねに　芝翫の娘道成寺：ひやうしそろへておもしろ
や

34×46.5

  16-59/60 見立 三都大芝居浜芝居子供芝居惣役者大見立
安政五年午之正月極々細吟大
新版

大坂板元：八文舎森文渕　弘所：尾張屋松五郎 34×60
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巻-頁 　分　類 　　　資　　料　　名 　　出　版　年　月　日 　　発　行　所　等　備　考 　　大きさ

19- 5 見立 三ケ津役者浪花繁栄名物見立 弘化五申年二月大新版 ざこば魚市：中村歌右衛門　住吉蛤：嵐吉三郎 35×46.5

20-102 見立
素人の看巧者ハ浄波璃鏡青田の画餅口ハ見眼齅鼻

いろは譬阡陌噂　前編　四十八番続
冨士屋菊治郎板 37×51　彩色

20-103 見立 大新板役者見立とりづくし　上・下 中村歌右衛門・嵐吉三郎・嵐離寛・中村富十郎等
21×27　21×15（２
枚）　　計３枚

20-87 見立 信仰/神佛三都役者名人集 伊勢：海老蔵　住吉：嵐離寛　春日：中村歌六 40.5×50.5

20-87 見立 信仰神佛三都役者名人集 後編予告 38×49

20-92・93 見立
三都大芝居/濱芝居/子供芝居役者見立大
相撲

天保七申の年改正新版
板元：浪華河内屋直〔助〕　同北堀江市場綿屋喜兵衛
播磨屋五兵衛

37.5×60

20-94/95 見立
三都大芝居/濱芝居/子供芝居惣役者大見
立

安政五午之正月極細吟 大新
版

和田正兵筆　大坂心斎橋通り塩町角綿屋喜兵衛 37×61

6ｰ45 見立 三都大芝居浜芝居子供芝居役者見立水滸伝 勧進元：片岡仁左衛門　頭取：松本幸四郎 45×33

　 8-40 見立 三ヶ津大芝居役者見立おかげ参りのあなもんく 文政十三年寅年大新板 株元：はり五　わた喜板 33.5×47.5

6ｰ221 紋尽くし 市村羽左衛門〔等役者紋尽くし〕 板元正銘　福地茂兵衛　山本九郎 20×24

　  　16-50 役者 大当り狂言尽役者家形手引草　彩色 中山文七　片岡我童　尾上多見蔵等 34.5×48

　　　20-16 役者 大新板絵本太功記十段目抜文句見立
あっぱれ高名手がらして芝翫ヒイキノれん中/さすがの
武智もぎょうてんし　芝翫のりこみくんじゅ

35.5×46.5

　  5-70 役者 [成田や仏事案内] 八月六日　於一心寺 18.5×25

　　20-162 役者 江戸みやげ嵐璃寛不知火 辰の年二の替り角の芝居 玉村芝楽述　中村新三郎調　嶺琴八十助作者 18×23

　　20-163 役者 成駒屋丈江　当狂言中村歌右衛門 浪花町中ヒイキより 19.5×26.5

　　20-18 役者 當時流行忠臣蔵九段目見立 文政八年酉六月大新板 ※芝翫一世一代　嵐橘三郎　をかじまやのかげを・・・ 36×48

　　20-18 役者 當時流行忠臣蔵九段目見立 文政八年酉六月大新板 芝翫一世一代　嵐橘三郎　をかじまやのかげを・・・ 36×48.5

　 4-41 役者 （五代目市川団十郎白猿が事）口演 文政十一年子四月下旬 南瓦屋町百足屋三郎兵衛より金木先々あて 17.5×34.5

　　4-43 役者 市川白猿中村座にて口上 国政画　生年五十八歳 36.5×25.5   彩色
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巻-頁 　分　類 　　　資　　料　　名 　　出　版　年　月　日 　　発　行　所　等　備　考 　　大きさ

　13-12 役者
江戸成田やさん見物が不動妙応ナリ開帳宝納
目録

丑五月ヨリ 於）大阪中之芝居　浪花ヒイキ：三筋廼屋蔵板 32.5×46

20-88 役者 銀杏靏二葉首引 廣貞画　　（我当・延若） 35.5×47　

20-89 役者 〔我童・延三郎すもう図〕 菊詠作 35.5×25.5

6ｰ24/25 役者 三都大芝居浜芝居子供芝居役者師弟系図 文政十年改正大新板
大坂北ほりへ市場：和多屋嘉兵衛板 浪花　文金堂株
元　筆者：綿正書

34.5×63.5

13-22 役者 江戸のぼり尾上菊五郎のりこみむかひの次第 〔文政八年酉十一月七日〕 北新地　綿徳 30.5×36

    　14- 1 役者芝翫
中村芝翫丈江餞別目録（卯十月十七日江戸
出立の節）

卯十月十七日 芝神明前　蔦屋忠五郎板元 31×44

   　　20-6 役者芝翫 芝翫たな紫桜　 金房麿戯作　　大阪：河内屋太助板 31×42

　　　20-27 役者芝翫 芝翫大名人一生一代名残木像　略縁起 利新印 35×46.5

6ｰ57/58 役者芝翫 贔屓重宝芝翫年代記大成 文政三庚辰歳早春大新版 浪華　文金堂刊 34×64

6ｰ59 役者芝翫 芝翫だな紫櫻 大阪：河内屋太助板 34×44

6ｰ60 役者芝翫 芝翫ひいき道中記 刊 45×34　　彩色

　    13-11 追悼摺物 嵐璃寛さいご物語　 天保八酉年六月十三日往生 辞世付　靱常源寺 23.5×30.5

　  　16-49 追悼摺物 歌成院翫雀日光信士 [追悼摺物]　 子年二月十七日 辞世：ねはん会や浪花をあとに西のそら　歌右衛門 33.5×48　彩色

　　　19-12 追悼摺物
さいご物がたり　稲華院園夏日慈信士( 俗名:
三枡稲丸)

安政五午年四月廿七日命佟 26×37　　彩色

　　　5-25 追悼摺物 〔浅草に八代三桝の再生猫図〕
いたきあけよく似た猫とながむれはにゃふとなくもおま
れかわりか　チトセ

24×37.5   彩色

　19-9/10 追悼摺物 さいご物がたり 市川小団次我童事・片岡仁左衛門・市川団蔵 48×32.5

　　20-168 追悼摺物 中村芝翫辞世 未霜月二日
妙法をあけしくせいの舟に乗蓮華座付くいそく霜月中
寺町：正法寺

18×15

19-13～15 追悼摺物 追善口上せりふ(五代目松本幸四郎) 　 嘉永三年三月狂言 一陽斎豊国画 板元: 小川半助正 26×98　　彩色

20-124 追悼摺物 本てうし　八代目〔市川団十郎〕 〔嘉永七寅年八月六日往生〕

作：登加く　調：坂東定次郎なま中にちょと三舛の柿若衆まっ
たしばらくとめる間もなく音をつぐる夕がらすかわいかわいのこゑご
ゑに西ゆく雲ともろともにぐせいの母ののりこえハなんのこったつが
もねへ

18.5×2.5
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巻-頁 　分　類 　　　資　　料　　名 　　出　版　年　月　日 　　発　行　所　等　備　考 　　大きさ

6ｰ188 追悼摺物 八代目市川団十郎事市川白猿死絵 嘉永七甲寅八月六日 24.5×33

6ｰ190 追悼摺物 八代目〔市川団十郎死絵〕 嘉永七甲寅八月六日 国晴画　北豊印　児雷也姿 26×19.5　　彩色

6ｰ192 追悼摺物 江戸八代目市川団十郎事市川白猿〔死絵〕 嘉永七甲寅八月六日 辞世付 35×48

6ｰ193 追悼摺物
八代目団十郎名残太功記十段目ぬき文句見
立

〔嘉永七寅年八月六日往生〕 35×41

6ｰ194 追悼摺物 義士銘々伝 〔嘉永七寅年八月六日往生〕 19×26　　彩色

6ｰ196 追悼摺物 八代目市川団十郎白猿 嘉永七寅年八月六日往生 23×18.5

6ｰ197 追悼摺物 八代目白猿死出噂太功記十日目口合文句 〔嘉永七寅年八月六日往生〕 18×24.5

6ｰ198/201 追悼摺物 書のこしの事 〔嘉永七寅年八月六日往生〕 辞世付八月六日　御旦那様宛 16×82.5

6ｰ199 追悼摺物 猿白院成清日田信士 嘉永七甲寅年八月六日往生 26×18.5　彩色

6ｰ20 追悼摺物 嵐橘三郎置みやげ狂言附 〔文政四年五月以降〕 心斎橋筋南：加賀屋宇兵衛板 34.5×48

6ｰ200 追悼摺物
八代目市川団十郎事市川白猿行年三十二
歳乗込図

〔嘉永七寅年八月六日往生〕 24×19.5　　彩色

6ｰ203 追悼摺物
忠臣蔵四段目抜文句　市川白猿さいごものが
たり

嘉永七寅年八月 ３５×48

6ｰ21 追悼摺物 嵐橘三郎置五十日献立 〔文政四年五月以降〕 34.5×48

　　20-168 追悼摺物
中村芝翫未霜月二日めいどの旅へ乗込の辞
世

梅龍院玩玉日輝信士　行年三
十九才　中寺町：正法寺

妙法（帆）をあけしくせいの舟に乗蓮華座付くいそく霜
月

  　 4-59 文書 行かれぬ月 書 芝居のやけのうらめしや・・大西・・ 17.5×46

 4-19/20 文書 乍恐口上( 三勝半七相対死届) 元禄八年亥十二月七日
下難波村領墓所□□□庄兵衛千兵衛より辻弥□右衛
門宛

22×63.5

1-82 文書
御町内様江御願申上候口上    不景気に付き
座敷代銀前借の上顔見世元手に仕度・・・

四条北川芝居名代：布袋屋梅之丞　世話人：西石垣
町　丁子屋新四郎より御年寄様

15×89

20-164/5 文書 片岡我童書状之写 十一月十一日
御旦那様宛　当二日夜地震・七日ゆりかえし時の知合
いの近況報告・吉原焼失

19×93

8-85/86 文書 翫雀大名人所作王の御事 16×84

8-85/86 文書 翫雀大名人所作王の御事 16×48　16×36
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　　 8-122 その他
[能登守教経・曽我五郎時教・佐藤四郎兵衛
忠信・和田息女舞鶴図]

11.5×10.5　4枚　彩
色

8-68 その他 権太妹お里 [絵]　　 11.5×10.5　　彩色

　　　 4-35 その他 竹田大からくり芝居〔絵びら〕 木札十文　桟敷一間弐百廿文 21.5×32.5

12ｰ60～82 その他

〔簿冊部分〕１　（寛永九年申十二月重開板
江戸絵図跋言／江戸絵図／明暦江戸絵図
跋／延宝九辛酉年堺町・葺屋町之図／延宝
天和の頃操座小芝居名代看板/　19丁同頃さ
かい町さるわか勘三郎座役者附　ふきや町市
村竹之丞座役者附／寛永江戸絵図・明暦江
戸絵図・宮古路豊後の名古屋心中等説明文
／市村座七種磐曾我/曽根崎心中付り観音
巡り/名古屋心中下之巻／延宝三年吉原細
見の内／享保十三年出板役者芸評の写／26
丁初暦商曾我　・楪根元曾我／子路負米曾
我五郎せりふ／夕霧文章額之図並外箱/同
襠模様之図／延宝三年出版の年代記の写）

〔文政十三年〕 簿冊の１□丁～３□丁と推測される 23×32.5

1-33 その他 [手妻人形通札] 　松本治太夫　 手妻人形：大蔵善左衛門 8.5×7

1-80 その他 [延宝京芝居通札]
立役：大和屋甚兵衛　作者：富永平兵衛　村山平右衛
門

8×6

4-13/14 その他
〔天保九年御評判の心中番付（部分）並びに
墓碑建立の由緒書〕

子正月　文政十一戌子年三月
座本：岩井半四郎　浪華　黄葉園主人〔野里梅園なり〕
誌

23.5×30

4-16/17 その他 [赤根や( 半七) 豆腐看板裏表写] 39×21

　　    16-
48

浄瑠璃
仇桜夢夜あらし根本 (浄瑠璃)　序幕～四幕
目

17.5×20.5　　2枚

　　　10-15 浄瑠璃 三都太夫三味線人形改名附録
天保十二丑之歳九月改正大新
板

竹本津太夫・竹本綱太夫・鶴沢寛次・鶴沢燕三等 34×46

　　　10-27 浄瑠璃 浪花素人浄瑠璃一本語 天保十一年子之六月大新板 わた正筆 34.5×47
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　　 4-61 浄瑠璃 より正あふぎの芝〔部分〕 太夫：豊竹上野小掾 23×33

　　10-23 浄瑠璃 浪花素人浄瑠璃評判記 天保十一年子之五月改正新板 浪花：わた正筆 45×34.5

　 4-24/25 浄瑠璃 村山平十郎さいご物がたり名残玉子酒〔部分〕
元文三初演（歌舞伎年表によ
る）

大坂順慶町心斎橋筋：河内屋権右衛門板（宮古路豊
後正本）　一等蓮舟元文三年午八月廿九日

21×57

 19-20/21 浄瑠璃 浄瑠璃五行抜本目録 天保四巳年 大坂西横堀船町：加嶋屋清助板
27.5×40　27×33.5
2枚
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　　見　世　物　引　札　・　絵　び　ら

　巻－頁 　分　類 　　　資　　料　　名 　開　催　年　月　日 　　　　発　　行　　所　　等　　備　　考 　大きさ

　　  19-67 曲芸 [見世物] 嘉永六年丑三月 太夫: 早竹寅吉　一瀬亭芳倍画　於）堺新地 36×47

　　　15- 6 曲芸 [軽業等興行] 申正月吉日 太夫元: 桜綱幸吉　□靏　於）難波新地能場 34×48

　　20-156 曲芸
〔太夫早竹虎吉軽業・極駒〕　　付）い
よぶしかゑうた

23.5×16

　　　20-29 曲芸 〔早竹虎吉〕 〔安政五年六月〕 □川国□画　於）なんば新地興業 27×39

　　20-31・32 曲芸 早竹虎吉 25×34

20-153/154 曲芸
〔太夫早竹虎吉〕　　　付く）るさめか
ゑうた

23.5×16

20-135 曲芸 太夫早竹虎吉〔軽業等〕 一□亭芳□画　順慶町　山中　於）難波新地野側 36×47

　　　15-10 曲芸 [軽業曲独楽曲手鞠興行]
太夫元: 山本□□□　増鏡小仙　廣貞門人廣国画　於）難波新地
松尾南山

33.5×42

　　　 4-22 曲芸 馬士団重郎 馬をうでにてたもちうへにてハ大の男さまざまのきょく事 29.5×21

　　10-49 曲芸 舞子大曲馬 於）道頓堀中の芝居隣り　　太夫本：渡辺勝治　女騎方・女出囃子 19.5×28

　　　 4-38 曲芸 江戸のぼり女太夫曲持曲ざし 於: なんば新地　太夫元: 北浜伊三郎　女太夫：東つな菊・東つなよ 34×24

　　　10-50 曲芸 大力曲持  新工夫 丑之五月上旬ﾖﾘ　 於）難波新地野側 　太夫本：石割伊之助   いづ卯板 22×33

　　　10-51 曲芸 浪花子供力曲持 卯之正月九日　 於）道頓堀法善寺境内　太夫本：明ぼの吉右衛門 22×34

　　　10-48 曲芸 新登り江戸力持 戌の三月中旬より 於）難波新地野側 20.5×30

　  　　14-48 曲芸 [一世一代御名残興行〕 鉄割弥吉　鉄割音吉  於）難波新地野側　音吉二代目弥吉と改名 46×31.5

　　　4-81 からくり
[人形放業等からくり細工]乍恐御披
露

丑正月吉日より
筑後産京都住田中近江大掾源久重倅弥三郎  人形師：飯田甚作
大工：後藤恵七於なんば新地

35.5×48.5

　　　19-11 からくり 江戸登り新工夫水大がらくり（破損） 五月五日より 於）西横ほり 24×33

　　 8-119 からくり [からくりについて]乍恐口上 仁徳天皇１０年午八月太平元：美世蔵 24.5×26.5
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　　見　世　物　引　札　・　絵　び　ら

　巻－頁 　分　類 　　　資　　料　　名 　開　催　年　月　日 　　　　発　　行　　所　　等　　備　　考 　大きさ

　　 8-120 文書 [大乱多細工ヱキレイスについて] 午八月 21×7.5

　　 8-12９ 文書 [穂喜星のからくりについて] 菊月吉日 太平元：見世蔵 24.5×26

　　　 4-82 細工物 [細工物] 丑正月吉日より
桜綱駒司  桜綱幸吉　安堂寺町南へ入：越田摺　於なんば新地松
の尾南山

36×48.5

　　　 4-97 細工物 [府中細工発売] 口上 浪速堂嶋さくらばし: 蝙蝠堂廓 17×23

  　　5-67 細工物 [見世物引札]
孝信？楼：英左画　摺物師　安堂寺町：越田　於四天王寺細工人:
大江忠兵衛　　道具：大津市兵衛　竹田亀吉

49×34.5

　　　10-21 細工物 [菊人形]
浪花：泉宇板　　菊細工人：植木屋巳之助　竹東軒寿楽　於: 難波
新地野側

34×445.5

　　　10-4 細工物 倭国名所七瀧の涼景 六月上旬 細工人: 谷川金蔵　於） 難波新地野側 31×43

　　　10-45 細工物 大鯨 未二月六日より　 於）難波新地野側　浪花：いづ宇〔版〕（昨年極月中旬平戸云々） 34×44

　　　15- 5 細工物 [鯨細工見世物興行] 正月吉日より
細工人: 大江忠兵衛　鯨細工人：市田□定　道具細工人：竹田亀吉
一□亭芳倍画　博労町三休橋　板木摺物師中沢直七　　於）難波
新地能場　昨年天王寺開帳時大象・・

34×48

　19-63/64 細工物
六代目松本錦舛追善
〔聖徳太子御年忌御開帳に付追善〕

酉二月拾二日より
細工人: 大江忠兵衛　孝伝楼：英佐画  於）四天王寺　摺物師　安
堂寺町さのや橋南へ入：越田

45×35

　　    14-47 細工物 [聖徳皇太子御年忌開帳見世物] 細工人: 大江忠兵衛　孝信（伝）楼英左画 43×31.5

　　　15- 9 細工物 ｷﾞﾔﾏﾝﾋﾞｲﾄﾞﾛ細工七福神宝の入船 戌正月二日より
人形細工人: 柳文三　太夫元：増多伊三郎　孝□楼英イ左画　於）
難波新地野側

33×48

　　　15-48 細工物 丸竹大細工 太夫元　 播州姫路船場：玉川藤兵衛  於）難波新地松の尾南山 34×48

　　　15-98 細工物 植木・焼物細工 二月吉日より
植木細工: 金井作平  人形細工人: 都文亭　太夫元：天野久富　孝
葉英イ左画　末吉板　於）難波新地松尾北山

33.5×46

　　　19- 3 細工物 硝子細工 酉二月吉日 太夫本: 春の谷市水  細工人: 大江和助 於）四天王寺石之鳥居前 33×44.5
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　　見　世　物　引　札　・　絵　び　ら

　巻－頁 　分　類 　　　資　　料　　名 　開　催　年　月　日 　　　　発　　行　　所　　等　　備　　考 　大きさ

　　10-11 細工物 かいさいく 当三月上旬より
於）難波新地□□　細工人: 大塚看造　京都スケ：花生軒　浪花人
形師：大江和助

34×46

4-70 細工物 〔寅・唐人等〕籠細工 細工人：浪花　一田庄七郎　応需：五渡亭 32×25彩色

6ｰ97 細工物 乍恐口上
細工人：大江忠兵衛　麦藁細工人：保川春貞　太夫本：武田亀之助
難波新地　於：松の尾南山

33.5×48

　　20-167 異国趣味 天王寺象のみせもの 付）伊予ぶしかへうた　生瀬戯作 18×24.5

　    　14-45 異国趣味 [天王寺象の見世物]象図付 嘉永二酉二月より 生瀬戯作 18×27

　  　　14- 3 異国趣味 紅毛来船ハルシヤ国産駱駝 未年六月下旬 於）難波新地野側  伏見町：順意堂・玉屋□兵衛刊 31.5×45

　  　14- 4 異国趣味
剛猪山嵐　蘭名ステーケルハルケン
といふ

〔天保三年六月〕 31.5×44.5

  　　4-131 異国趣味 唐土・天竺・紅毛珍物目録 天保六未四月より 於：浪花とかく座しき 25.5×35.5

　　20-167 その他 〔興行案内〕 前講：由井とうろ車　後評：鎌倉大問答 18×24.5
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＜保古帖１４巻 紅毛来船ハルシヤ国産 駱駝〔見世物引札〕＞
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　　書　画　関　係

巻－頁 　　　資　　料　　名 　　発　行　年　等 　　　　発　　行　　所　　等　　備　　考 　大　き　さ　等

  　　 4-45 絵 [新年若殿参賀図〕 あらたまのはるたちかえるとしの御ゐとく・・・ 10×16

  　　4-151 絵 釋瑞浄 [追悼画]
安政五年午九月二
日

行年五十三才  国員画　　辞世：わくらばにとふ
ひとあらはかの国の池の蓮の露とこたえむ

38×25.5　彩色

　　　 4-73 絵 [肥後熊本御手舩一力丸大新艘図]           
八月十九日～九月
中旬

江の子嶋東町にて作りおろし、木津川停泊 24×34.5

　　　 4-79 絵 忠臣蔵見立人形 橘蝶樓貞房戯画　　　　　　 句）　さなきだにおもきがう
への小夜衣わがつまならでつまなかさねそ

37×26　　彩色

　　　 4-95 絵 清人画 棠湖 18.5×33　彩色

　   5-107 絵 花競争名所二樹  酉の年盆替新狂言 書 ※暁鐘成翁風詞の当時自書画の筆書有 34×24　　彩色

　　　20-28 絵 新吉原地震并出火之図
安政二卯年十月二
日夜四ッ時

38×52　　彩色

　　　4-159 絵 貞信団扇図 蓮/蛙 21.5×22

　　　5-11 絵 月瀬尾山梅渓道の栞
浪華：前鐘成晩晴翁作  松川半山画  井上治兵
衛彫

35×48.5　彩色

　　 5-114 絵 [太古将帥並ニ太古婦人図] 刊 32.5×47.5

　　　5-12 絵 月瀬尾山梅渓真景之図
浪花：松川半山（霞居）書  井上治兵衛彫  浪花：
積玉圃・松雲堂刊

36×48.5　彩色

　　　5-62 絵 スト－ンボ－ト之図 写真之梓新奇発行 32×46　　彩色

　　10-63 絵 和州生駒山宝山寺境内絵図
東都顕真斎一純写　一荷堂半水誌  田中忠治
謹刻　宝山寺蔵板

34×46　　彩色

11-36 絵 [Vicemde groote Sｃhip図]　 44.5×32　彩色

1-38 絵 [職人尽絵断片  足袋職人之図] , 銅版画等 7.5×5

1-38 絵 ＫＥＫ（Ｒ）ＥＩＦＤ 5×8

1-38 絵 〔銅板人物図〕　　2枚 9×4　5.5×8.5
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　　書　画　関　係

巻－頁 　　　資　　料　　名 　　発　行　年　等 　　　　発　　行　　所　　等　　備　　考 　大　き　さ　等

1-40 絵 [肉筆  風俗画]　
22.5×32.5
彩色

1-84 絵 [奈良絵本  一部]　　 20×18　　彩色

2ｰ７ 絵 〔元禄板刑罰獄門図〕　　 しんせいがくび 22×16.5　彩色

3ｰ20 絵 [紫銅皿図] 13×21.5

3ｰ65 絵 [画像] 27.5×38.5

3ｰ67 絵 [西洋人嬉遊之図]　　 38×58.5　彩色

3ｰ81 絵 [帆掛け舟之図] 28×39.5

3-40/41 絵 〔軍配図〕 道勝敵至善為兵温然一挙望風咸平 82×30

4-76～78 絵 源頼光公舘土蜘作妖怪図　　三枚組　　 一勇當（ヵ）国芳画 37×25.5　彩色

6ｰ148 絵 奈良絵 16.5×24　彩色

6ｰ22 絵 〔仙獣〕白鹿之図 27×34.5

6ｰ71 絵 髷鯨之図 文政十亥年春より 浪華の浦 35×49.5

　　 5-106 絵 [畝日山東北陵図] 付解説
20×21　12.5×
9

9-16 絵 大坂下寺町孔雀茶屋図 丹羽桃渓画 36×48

　　　15 画家 浪華画工佳室標（画人名/住宅の方角） 嘉永元年 竹亭散人誌　活版 16.5×22

　　　15-71 画家 完瑛翁七回忌法要案内状
〔明治三十六年〕十
二月十二日

祭主: 武部秋畦・武部白鳳　於）博物場衆楽殿 18.5×21.5

15－72/73 画家 [竹田煎餅引札]
北区此花町弐町目第十一番地屋敷: 直入堂御
門製　活版

14×２３

6ｰ129 画家 半山奥復旧姓披露 安政二乙卯年暮 鶏鳴舎（暁晴翁）・節堂等誌 19.5×52.5

6ｰ137 画家 先師遺業雪操後嗣　千里謹白 14×5
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　　書　画　関　係

巻－頁 　　　資　　料　　名 　　発　行　年　等 　　　　発　　行　　所　　等　　備　　考 　大　き　さ　等

6ｰ18 画家 浪花画家名流 弘化二年夏 晴華嶋藍水　上田耕沖 33.5×47

6ｰ226 画家 直入山下人田癡撰併書　小虎　青湾茶 文久二年任戌春日 14×11.5

6ｰ26 画家 浪華画人組合三幅対 卯の年改大新板 勧進元：蘭皐斎是信　差添人：法眼周峯 34.5×48.5

6ｰ67 画家 帝京画家給銀住定 嘉永新板 勢州山田　雲根流虹誌作　版元：浪華 36.5×48.5

　　　　1-46
書画
家

[海内書画人名録之内  摂津・武蔵]
篠崎長左衛門・大塩平八郎・森文平・岡田彦兵
衛／谷文晁・市川米庵　」有

6ｰ138 書 墨林春秋（黄坡印) 庚申新暦 松宇山人赤石必刀 36×14

3ｰ21 書 〔佩文並書画譜巻四十四・書家伝二十三明五抜粋〕 戴笠子曼公の項 16×14

3ｰ79 書 〔資料部分ヵ〕　（奉模弘法大師真蹟] 般若波羅蜜多心教） 明治十六年二月 鳩居堂熊谷直行謹識 18×59.5

3ｰ82 書 〔資料部分ヵ〕　（御幸宮  文禄元年三月十一日秀吉） [伏水一古寺所伝襲模刻豊臣太閤真蹟] 36×49

3ｰ84 書 〔資料部分ヵ〕　（源二位頼政真蹟　平等院切） 
明治十二年六月追
福

古筆了仲模 31.5×19

3ｰ90 書  〔資料部分ヵ〕　（慶滋保胤真蹟）    平安  宝古堂珍蔵  井蛙堂模刻 34.5×68

2ｰ55 肖像 キハダンスアナン之像　　 欽差大臣国王副使海軍統帥右督 27.5×21彩色

2ｰ56 肖像 大合衆国人上官〔アーダムス〕肖像之写   彩色 嘉永七寅孟春 [アダムス肖像]　 神風舘紀於呂香図 27.5×20.5

3ｰ66 肖像 [奥善院法印良勝筆宗祇画像]
元禄十一寅歳七月
二十九日

宗祇公為二百年忌追福令千句連歌興行・・・
能順

28×38

8-111 肖像 人物像 関月写（南岳悦山書十萬堂額図有）   22×16.5

6ｰ16 書家 本朝今人書合
行司：頼山陽　貫名海屋　頼杏坪　篠崎松竹
岡敬安　小田百谷　北小路竹窓

37×28

3ｰ 拓本 〔双龍図〕 大阪生駒氏蔵 17.5×15.5

6ｰ131 拓本 〔御太刀甲冑刀剣修復図〕 安政五 山田屋安右衛門印 12.5×12.5
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　　書　画　関　係

巻－頁 　　　資　　料　　名 　　発　行　年　等 　　　　発　　行　　所　　等　　備　　考 　大　き　さ　等

6ｰ143 拓本 〔安政第五戌午年歴作古鍔之図〕 司天官中　浪華　福田氏蔵 19×9.5

      5-76 展観 先考公長七周忌追薦諸先生新書画帖展観
会主: 上田公圭（公長兄）　補助：社仲　集所：
文麗堂・松月堂・玉芝堂

18×25

　    13-37 展観 唐土天竺紅毛珍物目録    天保六未四月より 於）浪花　とかく座しき 24.5×34

　　  15-99 展観 勤皇志士遺墨拝覧券
七月十二日～十六
日

高倉通錦小路: 尊鶴堂
10.5×6.5
活版

　　　15-64 展観 風俗史料翫物会〔入場券〕　
明治廿七年六月廿
四日

会主：生田百斎　於）東上之宮神社生田百斎片
14.5×7.5
活版

　　　15-68 展観 集古会出品課題
明治三十六年三月
一日

東京麹町区四番町十三番地林方：集古会事務
所

14×22　活版

　　　15-75 展観 浮世絵展覧会案内
明治廿五年十一月
六日

浅草駒形町小林文七より鹿田清七宛
於）上野三橋松源楼

19×24

　　　15-95 展観 書画展観并席上揮毫〔案内状〕 四月十四日
会主: 魚住荊石　書画集所：文麗堂　松月堂
森川　玉芝堂　於） 登加久

22×14.5

3ｰ78 展観 珠玉奇石并古雅物類集会      ２枚 戌二月 会世話人: 菊居事次吉楼社中 14.5×39　

6ｰ113 展観 蒹葮堂遺物會廣告
十月十五日至卅一
日

於：大阪博物場　同志幹事　鹿田松雲堂等４名 17×25.5

6ｰ136 展観 先師雪操翁追福新書画遺墨展観 四月廿日
祭主：但馬千里等六名　幹事：魚住荊石・田能
村小虎等四名

18.5×21

6ｰ15 展観 洛陽本能寺什物目録 36×49

6ｰ77 展観 先考菅松峰翁追薦書画展観会引札
安政戌午四月十五
日

幹事　松川半山安信　於）浮無瀬 20×26

6ｰ79 展観 淡島榎並賢光精舎展観書画大会 三月四日
執事　浪華書林　松雲堂　文鹿堂　玉芝堂　会
主：藤河亭　潮桑孤　三都並阿賛播

17×21

6ｰ91 展観 森祖仙翁猿之書画展観 　閏三九日十日
森末弟：梅民清水□幾　於）下寺町孔雀茶屋店
南向　光明寺

15.5×11.5
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　　諸　芸　・　娯　楽

　巻　－　頁 　分　類 　　　資　　料　　名 刊行年等 　　　発　　行　　所　　等　　備　　考 　　大　き　さ

　　20-158 音曲 いよぶし 寅ノ春 豊竹津磨太夫作 16×23

　8-97～99 音曲 はうた尽し 16×44　6枚

6ｰ140 音曲 よしこの　梅笑等十二首八名 辛亥初春 稲雲社　欣雀　 13×35.5

6ｰ142 音曲 安政四丁巳年□まくらよしこの五色のし 21×8

　　　15-96 音曲 嘉永二巳酉とし大小よしこの 嘉永二年 花山人/桃人/桃枝等 29×16

　　20-159 音曲 新板大津恵ぶし「きられ与三郎お富妾宅場」 松福亭松鶴作　 18×25

6ｰ189 音曲 大津絵ぶし 暁晴翁 8.5×19

　　20-161 音曲 大津恵ふし　下の巻 卯の年 慶枝改四代目桂文治作 18.5×22.5

　20-157/160 音曲 十二月大津恵ふし　上の巻 〔安政二〕卯年〔二月五日〕 慶枝改四代目桂文治作 18.5×24.5

6ｰ70 音曲 音曲語様口授秘傳改正両節弁 大坂天満市の側：麩屋源右衛門板 34×48

　　20-42・43 音曲 江戸唄三味鳴物見立角力 48×31

20-133 音曲 改/正浪花素人哥三味線見立相撲番附
集者：猪飼呉工樓　大坂□筋かハら町　和泉屋
卯作板

35×48

  　 5- 57 音曲 一札之事 [乱曲伝授之事] 明治二年四月
福井松太郎義知より観世三十郎後見大西寸松
宛

33.5×24

　　　5-23 狂言 〔狂言流行番付〕 嘉永四年大新刻 34.5×48.5

　  　16-57 狂言 狂言組 三月七日 於) 鮒卯宅 18×44

　　　16-57 狂言 狂言組 三月廿六日 於) 登加久 16.5×42

20-44・45 狂言 今様の狂言　　絵入 安政五年午正月吉日
太夫元：林寿三郎　濱田屋印　於：新地玉沢小
家

50.5×36.5

　　　5-22 能 〔謡番付〕　 嘉永元年開板　 日吉蔵版　 34.5×48
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　　諸　芸　・　娯　楽

　巻　－　頁 　分　類 　　　資　　料　　名 刊行年等 　　　発　　行　　所　　等　　備　　考 　　大　き　さ

　　　15- 4 能 [謡曲番付]   　 嘉永元戌申歳開板 日吉蔵版  於）大近亭 34×46

　　 5- 52 能 願成就日吉幸能  願主林馬 23.5×11

　　　5-78 能 勧進能場之図 刊 25×34

6ｰ7 能 勧進能興業場所全図 弘化五申年二月従
開板所　瀬戸物町：文花堂 宝生蔵板　於）筋違
橋御門外

38.5×51.5

6ｰ40 能 〔鷺源右衛門追善能伏栗興行案内状〕 刊 16.5×18.5

6ｰ120 能 [能興行］口演　 〔別紙欠〕 17×21

 　　16-58 能 能組 四月五日 於：猶村常舞台 16.5×48

 　16-58 能 能組 四月六日 18×48

6ｰ6 神楽
御神楽略番組・御神楽略縁起・御神楽御
参詣御年印

緒方末流大神惟正勤誌
18×48
16.5×47.5

 15-76/77 舞踊 浪花をとり　題：行幸の賑ひ 蟹乃屋左文作　　北新地歌舞練場 19×42　　活版

　　  19-45 舞踊 [踊図] 15×26.5　彩色

　　20-152 引札 〔昔語り興行〕口上
語り：竹本津賀太夫　竹本大和太夫　三味線：野
沢吉兵衛　席元：野沢吉太郎

16.5×25

　　　10-34 娯楽 浪華素人はなし見立角力 文政元寅十一月改大新板 行司：二代目桂紋治 45×34.5

　　　10-26 蹴鞠 浪花打鞠駈くらべ　  文政十年正月大新版 天喜板 46×34

2ｰ33 相撲 〔勧進大相撲番付 〕 申五月
勧進元: 鏡山佐兵衛  行司: 木村森之助　　於）
難波新地境　〔板元万五郎〕

17×30
17×21.5

2ｰ39 相撲 相撲番付 勧進元: 楠岩五郎    行司: 岩井左右間 18×34

1-13 相撲 [雷電為右衛門手形] 25×20

1-14 相撲 [谷風梶之助掌形] 23.5×22
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　　諸　芸　・　娯　楽

　巻　－　頁 　分　類 　　　資　　料　　名 刊行年等 　　　発　　行　　所　　等　　備　　考 　　大　き　さ

1-15 相撲 [小野川喜太郎手形] 23×20

1-16 相撲 [九紋竜清太夫手形] 25×22

1-43/44 相撲 [相撲番附] 〔安永三年午六月〕嘉永四年
北久太郎町:板元万兵衛　勧進元: 陣幕長兵衛
行事：岩井又七・新七等

15.5×61

1-43/44 相撲 [相撲番附]
北久太郎町一丁目西ﾍ 入　板元万兵衛　行事：
岩井弁蔵・亀之助等

15.5×53

　　　13-15 相撲 三ヶ津大相撲故實由来書 京都：叶屋喜太郎　大坂：麩屋源右衛門 32.5×46

　　　13-16 相撲 三ヶ津大相撲古今大男集 文化十二亥九月改 京都：叶屋喜太郎　大坂：麩屋源右衛門 32.5×46

　　　13-13 相撲 〔相撲番付東方〕
於）難波新地　行司：木村平之助　大関：谷風梶
之助　関脇：雷電為右衛門

30.5×44

　13-14 相撲 〔相撲番付西方〕 寛政五癸丑年六月吉祥日
大坂北久太郎町栴檀の木筋西へ二軒目北側：
板元万右衛門

30.5×44

20-147 相撲 戊子/納会大すもう 文政十一年十二月六日
行事：柏樹園　車堂　聴風軒　於９大近亭　和合
連

39×28

3ｰ83 茶道 [茶道許状] 灘屋弥七郎宛　右長板袋棚之習法不残伝授畢 34.5×34

　　　4-132 茶道 急焼　（又名宜興鑵キイヘンクワン）図 丙子冬十月 高芙蓉検出  大雅堂印施) 梅園記 14.5×17.5

　    　14-46 茶道 高遊外翁所持茶具図 [表書]   浪速兼葭堂蔵梓 20×13.5

6ｰ226 茶道 直入山下人田癡撰併書　小虎　青湾茶 文久二年任戌春日 14×11.5

　　　4-132 茶道 急焼　（又名宜興鑵キイヘンクワン）図 丙子冬十月 高芙蓉検出  大雅堂印施) 梅園記 14.5×17.5

　　　4-107 娯楽 ほたるがり〔案内〕 　 難波新地: 住之江　土鳥画 17.5×24

　　　10-43 娯楽 つり天狗　　　　　 文政八の年大新板 大坂日本橋南詰一丁東：本屋安兵衛板 34×45

  　　4-104 娯楽 揚弓御稽古所 [引札] 　　 平野町神明宮御社内: 湖月　志保山印有 19×26
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　巻　－　頁 　分　類 　　　資　　料　　名 刊行年等 　　　発　　行　　所　　等　　備　　考 　　大　き　さ

 　　4-117 娯楽 揚弓御稽古所再建披露
京町堀一丁目新中橋南詰東へ入ル南側: 永寿
堂一箕

33.5×50

　　20-46・47 娯楽 界府拳相撲 嘉永元年申八月改 勧進元：鳳靏軒　桐亀印　　 53×38

　20-48・49 娯楽 界府拳相撲 嘉永三戌七月改正 勧進元：鳳靏軒　桐亀印　　　 48×36

　20-50・51 娯楽 界府拳相撲 嘉永四亥歳九月改刻 勧進元：若組　桐亀印　　　　　 53.5×36

　　　4-115 娯楽 講釈場新設披露 来ル三日より 安堂寺町ほねや町角　 燕林「夜太平記」 17×24

　　　20-52 娯楽 左海将棋鑑 天保九戌九月改正 勧進元：柳雪　　 48×33

       4-96 　 娯楽 扇角力大会興行引札 文化十四年丁丑七月  角力場: 難波新地四季茶屋 15×16

6－17 娯楽 双六 34.5×24.5

　　　19-68 娯楽 大坂町づくし絵かんがへ よみうりでんじゅ別にあり 36×46
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　　　役　　者　　絵　　（３６×２４ｃｍ）

　巻-頁 　　　役　　者　　名　：　役　　名 　　　画　　家　　名 　　発　行　所　等

　　  7-1 梅玉：浅間左衛門　市紅：富士太郎　常磐：なみ路　□□：富士右門 春好斎北州画

　　  7-2 誠忠義士伝　（富守祐右衛門正固）　一筆□誌 一勇斎国芳画 堀江町：海老林

　　  7-3 誠忠義士伝　（角野重平次次房）　一筆□誌 一勇斎国芳画 堀江町：海老林

  　   7-4 京四條北側於芝居大當　二枚続　中村歌右衛門：宇治常悦 柳斎重春画 心斎橋通菊屋町：天喜

  　   7-4 嵐璃寛：登井谷五郎 国廣画 心斎橋通菊屋町：天喜

　   7-5 中村歌右衛門：石川五右衛門　　玉と呼ぶ声や石川の濱ちとり　四海 春好斎北州画

　　  7-5 浅尾勇治郎：岩木當馬　　こからしの岩木にあたる音たかし　二俵 春好斎北州画

　 7-6/7 中村歌右衛門：捨若丸 春江斎北英画 綿喜

　 7-6/7 尾上多見蔵：三浦常陸 春江斎北英画 綿喜

　7-6/7 松江改中村富十郎：きをん於かじ 春江斎北英画 綿喜

　7-6/7 板東□□郎：斉藤蔵之助 春江斎北英画 綿喜

　  7-8 嵐璃寛：小栗判官兼氏 玉柳亭貞秀画 天喜

　　 7-8 岩井紫若：天照の姫 柳斎重春画 天喜

　  7-9 中村歌右衛門：狩野四郎次郎　　　よしｙしぶし：梅玉調 国廣画 天喜

　　7-10 嵐璃光：岩城屋お見津 国廣画 天喜

　　7-11 松江改中村富十郎：小ゆき 国廣画 天喜

　　7-12 浅尾国五郎：番頭庄八/関三十郎：道具屋甚三 春曙斎北須画 本清

　　7-12 中村歌右衛門：法界坊/小川吉太郎：手代要介実ハ吉田とのい之介助 春曙斎北須画 本清

　 7-13 岩井紫若：仲居おみや 春江斎北英画 本清
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　　　役　　者　　絵　　（３６×２４ｃｍ）

　巻-頁 　　　役　　者　　名　：　役　　名 　　　画　　家　　名 　　発　行　所　等

　　7-14 板東寿太郎：不破伴左衛門 春江斎北英画 本清

　　7-15 中村松江：かつらき太夫 春江斎北英画 本清

　　7-16 嵐橘三郎：ふか草ノ茂助 戯画堂芦ゆき画 綿喜

　　 7-17 市川鰕十郎：ぞろの八八 戯画堂芦ゆき画 綿喜

　　7-18 嵐璃寛：□浪七画 春江斎北英画 本清

　　 7-19 岩井紫若：女房ふじ 春江斎北英画 本清

　　7-20 市川白猿：七役之内  道てつ・かつえ・より兼 春江斎北英画 天キ　傳印

  　 7-21 市川白猿：七役之内  荒獅子勇之助・仁木たん正
縁側に男之助やてつせん花/其日其日出来不出来あり旅日記

春江斎北英画 天キ　傳印

　　7-22 市川白猿：七役之内  八しを  絹川谷蔵 春江斎北英画 天キ　傳印

　　 7-23 嵐璃寛： 宮本無三四 春江斎北英画 本清

　　7-23 浅尾與六：国倉傳五右衛門内匠事 春江斎北英画 本清

　　7-24 市川鰕十郎 ：児福丸 　　　付）三下り：芝翫・新舛 春好斎北州画 利新

　　 7-24 中村歌右衛門：児雷丸　　　付）三下り：新舛・芝翫 春好斎北州画 利新

　　7-25 中村歌右衛門：浅間左馬衛門照連 玉柳亭重春画

　　7-25 浅尾額十郎：富士右門 玉柳亭重春画 天喜

　　7-55 坂東彦三郎：村上新衛門/中村歌十郎：最上林平 春松斎北寿画 唐伊：本清

　　7-55 浅尾奥治郎:船頭徳蔵/嵐吉三郎:尼子房丸 春江斎北英画 本清

　　7-26 嵐徳三郎：三国小女郎 春江斎北英画 本清

　　 7-26 中村鶴助：吉川橋之助/市川白蔵：長崎四郎左衛門 春松斎北寿画 本清
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　　　役　　者　　絵　　（３６×２４ｃｍ）

　巻-頁 　　　役　　者　　名　：　役　　名 　　　画　　家　　名 　　発　行　所　等

　　 7-27 市川森之助：宮本無三四 春好斎北州画 河治

　　7-28 中村千之助：娘  糸はき 春江斎北英画

　 7-29 嵐璃寛：団七九郎兵衛 玉柳亭重春画　柳斎印

　　 7-29 岩井紫若：おたつ 玉柳亭重春画　柳斎印

　　7-30 尾上多見蔵：五化ノ内　子もり   付）松朝句 春江斎北英画

　　 7-31 尾上多見蔵：五化ノ内　石橋 春江斎北英画

　　7-32 尾上多見蔵：五化ノ内　唐人 春江斎北英画

　　 7-33 尾上多見蔵：五化ノ内　あづま男権立 春江斎北英画   堀工：加助 本清

　　 7-34 嵐橘三郎：佐々木丹右衛門 国廣画 天喜

　　 7-35 嵐璃寛：人形屋幸右衛門/市川助十郎：手代久七 春江斎北英画 本清

　　 7-36 中村歌右衛門：矢口ノ渡鳥頓兵衛 春梅斎北英画 本清

　　 7-37 尾上梅幸：菅相々 哲斎信勝画 天喜

　　 7-38 嵐璃寛：宮本無三四 春好斎北洲画　彫：加助 本清・河治

　　7-38 嵐璃寛：宮本無三四/中村友三：坊主岩松 春江斎北英画 本清

　　 7-40 嵐璃寛：小野伝内 春江斎北英画 本清

　　7-41 尾上多見蔵：まむし治郎吉 春江斎北英画 本清

　　 7-42 あらし璃寛：娘おそめ 玉柳亭重春画 天喜

　　7-43 嵐橘三郎：斉藤太郎左衛門 柳斎重春画 ハタキ
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　　　役　　者　　絵　　（３６×２４ｃｍ）

　巻-頁 　　　役　　者　　名　：　役　　名 　　　画　　家　　名 　　発　行　所　等

　　7-44 中村歌右衛門：座頭城住実ハ美濃の庄九郎 春好斎北洲画

　　7-45 中村歌右衛門：柿ノ木金助/中村東蔵：摺針の岩 春江斎北英画 天喜

　　 7-46 市川市紅 ：自来也 京ノ長秀門人：浪花  長国画 綿喜板

　　7-47 関□堂の芝翫？　二月之内　しはす月 　付）芝翫の句 国廣画 草紙屋（貝図）水

　　7-48 中村歌右衛門：狐忠信 玉柳亭重春画 本清

　　7-49 尾上菊五郎：静御前 玉柳亭重春画 本清

　　7-50 〔団扇当世競〕〔中村歌右衛門　〕 春好斎北州画

　　7-51 〔団扇当世競〕市川蝦十郎：一寸徳兵衛 春好斎北州画　カスケ□印

　　7-52 浅尾鬼丸：渋川藤馬 国平画 天喜

　 7-53 岡嶋屋：姜平 国廣画 天喜

　　 7-54 嵐吉三郎：惟喬親王/　中村歌右衛門： 加藤正清 春好斎北州画
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田
久
老
、
後
芝
山
持
豊
、
本
居
大
平
、
本
居
春
庭
に
学
び
、
本
居
学
派
の
中
心
的
存
在
で

も
あ
っ
た
、 

翻
刻 

〔
畿
内
巡
り
歌
日
記
〕 

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館 

大
阪
資
料
・
古
典
籍
課 

 
 

 
 

大
北
智
子 

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課 

 
 

 
 

 
 

高
萩
綾
子 

企
画
情
報
課 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
田
瑞
穂 

大
阪
府
立
中
央
図
書
館 

 

第
二
閲
覧
課 

人
文
系
資
料
室 

 

小
笠
原
弘
之 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
藤
敏
江 

  

は
じ
め
に 

底
本
は
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
（
二
二
三
・
六
／
一
四
六
） 

一
冊
（
二
六
・
五
×
十
九
・
五
ｃ
ｍ
） 

台
簽
の
書
名 

「
大
和
め
く
り 

吉
野 

高
野
山 
和
哥
の
浦 

和
泉
路
か
ら
大
坂
纏
八
幡 

京
都
迄
」 
 

表
・
裏
表
紙
各
一
、
本
文
十
六
丁
、
更
に
、
「
松
葉
氏
女 
松
雪
集 

 

右
（
破
損
）
廻
行 

 

（
破
損
）

嘉
永
迄
」
と
書
か
れ
た
台
簽
が
貼
付
さ
れ
、
そ
の
裏
に
は
十
二
支
の
一
覧
の
メ
モ
書
き
の
あ
る
表
紙
が
付

さ
れ
て
い
る
。
文
政
七
年
（
一
八
二
四
） 

足
代
（
権
太
夫
）
弘
訓
写 

本
書
は
、
書
者
が
足
代
権
太
夫
弘
訓
で
あ
る
事
、
本
書
と
共
に
綴
じ
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る｢

松
雪

集｣

が
一
族
で
あ
る
松
葉
い
ぬ
の
著
作
で
あ
る
事
等
か
ら
、
伊
勢
山
田
の
度
会
一
族
の
先
人
（
安
永
頃
）
の

作
品
を
、
後
代
の
足
代
弘
訓
が
書
き
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

凡
例 

本
文
は
底
本
の
忠
実
な
翻
刻
を
原
則
と
し
た
が
、
通
読
の
便
を
考
慮
し
て
返
り
点
、
句
読
点
を
施
し
た
。 

反
復
記
号
「
ゝ
」
「
ゞ
」
「

〱
」
は
底
本
の
ま
ま
で
表
記
し
た
。 

旧
漢
字
は
新
字
体
に
改
め
た
。 

弘
訓
先
生 
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三
輪
の
山
神
の
め
く
み
は
杉
の
葉
の
み
と
り
つ
き
せ
ぬ
い
く
よ
ろ
つ
と
し 

 
 

心
し
て
あ
ら
し
な
吹
そ
山
桜
あ
と
よ
り
こ
ゆ
る
人
も
あ
る
ら
し 

 
 

尋
来
て
あ
ふ
く
も
け
ふ
を
初
瀬
寺
聞
し
よ
り
猶
い
と
も
か
し
こ
き 

 
 

急
つ
ゝ
伊
勢
路
も
よ
そ
に
分
過
て
猶
遠
さ
か
る
古
郷
の
空 

 
 

む
か
し
思
ふ
井
筒
の
水
は
そ
れ
な
か
ら
む
す
ひ
し
人
の
面
影
も
な
し 

 
 

朝
熊
の
高
根
も
遠
く
成
ま
ゝ
に
見
な
れ
ぬ
山
の
ち
か
く
な
り
ぬ
る 

四
日 

阿
保
を
立
て
行
程
に
、
此
道
に
山
川
多
く
岩
こ
す
浪
の
を
と
岸
の
松
風
い
と
面
白
く
、
旅
の
う
さ
を
し
ば

し
わ
す
れ
て
急
く
程
に
、
初
瀬
の
山
に
さ
し
か
ゝ
れ
は
、
正
木
の
か
つ
ら
永
き
日
も
く
る
ゝ
比
に
成
ぬ
、
や
う

〱

山
を
越
て
初
瀬
の
町
を
見
お
ろ
せ
は
、
立
な
ら
ひ
た
る
家

〱
の
け
し
き
た
ぐ
ひ
な
く
、
わ
す
れ
か
た
か
り
き
。
頓

て
初
瀬
の
町
に
着
し
か
は
、
折
ふ
し
観
音
開
帳
と
聞
て
も
ふ
で
侍
る
に
、
入
相
の
鐘
し
つ
か
に
ひ
ゝ
き
て
い
と
か
し
こ

く
ぞ
覚
へ
侍
る
。
其
夜
初
瀬
の
町
に
宿
り
し
か
は
、
山
お
ろ
し
は
け
し
く
吹
て
夢
も
む
す
は
さ
り
き
。 

大
和
め
く
り 

吉
野 

高
野
山 

和
哥
の
浦 

和
泉
路
か
ら
大
坂
纏
八
幡 

京
都
迄 

安
永
き
の
と
の
未
の
と
し
四
月
二
日
、
山
田
原
を
立
出
て
宮
川
を
打
渡
る
時
人
々
に
わ
か
れ
行
。
名
残
つ
き
せ
さ

れ
は
、
し
ば
ら
く
流
を
手
に
む
す
ひ
て
内
外
の
神
垣
を
ふ
し
拝
む
程
に
、
夜
も
や
う

〱
明
わ
た
り
ぬ
。
夫
よ
り
急

き
て
、
午
ノ
刻
と
お
ぼ
し
き
時
松
坂
を
過
、
大
和
の
道
に
お
も
む
け
は
、
卯
月
の
は
し
め
に
て
春
の
お
も
か
け
ま
だ

残
る
野
山
の
け
し
き
面
白
く
過
行
程
に
、
日
も
や
う

〱
か
た
ふ
き
侍
れ
は
、
田
尻
と
い
ふ
所
に
泊
り
侍
る
。
此

宿
り
よ
り
見
渡
せ
は
、
未
に
山
か
さ
な
り
て
、
見
な
れ
し
古
郷
の
朝
熊
山
も
こ
ひ
し
け
れ
は 

三
日 

田
尻
の
宿
を
立
出
て
急
行
は
、
阿
保
山
と
い
ふ
山
有
。
峯
の
あ
ら
し
谷
の
水
音
す
さ
ま
し
く
思
ひ
て
過
ゆ

け
は
、
道
の
程
三
里
と
い
へ
と
も
す
ゑ
と
を
く
覚
ゆ
。
此
山
に
杉
の
林
有
、
其
中
に
石
地
蔵
ま
し
ま
す
。
此
地
蔵
は

弘
法
大
師
の
御
作
の
よ
し
、
其
里
の
者
に
聞
て
ふ
し
拝
み
行
は
、
む
か
ふ
高
根
の
青
葉
の
中
に
一
木
の
遅
桜
さ
か

り
な
る
を
見
て 

か
く
な
ん
口
す
さ
み
て
急
く
程
に
、
伊
賀
伊
勢
の
境
有
。
是
よ
り
す
ゑ
は
伊
賀
の
国
に
な
ん
な
り
侍
る
と
人
の
言

け
れ
は 

折
ふ
し
雨
降
た
れ
は
、
く
ら
き
木
の
下
道
を
行
程
に
阿
保
と
い
ふ
宿
に
つ
き
て
泊
り
侍
る
。 

五
日 

朝
又
々
観
世
音
に
も
ふ
で
ゝ
和
歌
一
首
奉
納
し
侍
る
。 

夫
よ
り
三
輪
の
明
神
に
も
ふ
て
侍
る
に
、
木
立
も
の
ふ
り
て
神
さ
び
た
る
け
し
き
と
ふ
と
く
覚
て
拝
み
め
く
れ
は
、

瑞
垣
ち
か
き
辺
に
根
は
壱
ツ
、
末
は
弐
つ
に
わ
か
れ
た
る
杉
有
。
さ
れ
ど
壱
本
は
た
ふ
れ
壱
本
は
其
ま
ゝ
也
。
所
の

人
に
尋
け
れ
は
、
是
な
ん
ふ
た
も
と
の
杉
成
よ
し
聞
て 

あ
た
り
の
茶
店
に
し
は
ら
く
や
す
ら
ひ
、
在
原
寺
に
い
た
る
。
此
寺
は
在
五
中
将
の
旧
跡
成
よ
し
、
堂
の
う
し
ろ
に

む
か
し
の
井
筒
の
水
と
て
苔
む
し
た
る
井
あ
り
。 
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此
寺
に
て
様

〱
宝
物
を
拝
み
、
夫
よ
り
帯
解
寺
の
地
蔵
に
も
ふ
て
、
其
ほ
と
り
の
茶
店
に
し
は
ら
く
や
す
ら
へ
は
、

是
よ
り
程
ち
か
き
寺
に
開
帳
あ
る
よ
し
言
け
れ
は
、
則
も
ふ
て
侍
る
に
い
と
賑
は
し
き
事
な
り
き
。
か
く
て
日
も
く



 
 

す
が
は
ら
や
伏
見
の
里
に
か
り
ね
し
て
し
は
し
結
は
ん
古
郷
の
夢 

 
 

を
の
つ
か
ら
涙
こ
ほ
る
ゝ
夏
衣
心
す
ゝ
し
き
法
の
御
声
に 

 
 

八
重
桜
に
ほ
ひ
も
嘸
と
い
に
し
へ
の
な
ら
の
都
の
春
そ
こ
ひ
し
き 

 
 

旅
衣
つ
ゆ
に
も
ぬ
れ
ぬ
三
笠
山
さ
し
て
祈
し
神
の
恵
に 

折
ふ
し
高
根
に
さ
す
朝
日
を
見
る
に
も
、
秋
の
月
影
見
ま
ほ
し
く
思
ひ
て
過
行
程
に
大
仏
に
い
た
る
。
夫
よ
り
二

月
堂
、
興
福
寺
に
い
た
る
。
此
興
福
寺
は
い
に
し
へ
大
伽
藍
の
地
な
れ
ど
も
、
焼
し
後
其
お
も
か
げ
も
な
き
よ
し
聞

て
、
か
ゝ
る
寺
の
か
わ
り
は
て
し
は
、
飛
鳥
川
の
渕
瀬
に
は
か
ぎ
ら
さ
り
け
り
と
覚
ゆ
。
夫
よ
り
猿
沢
の
池
に
い
た
る
。

③
わ
き
も
こ
る
ぬ
く
た
れ
か
み
を
猿
沢
の
と
よ
み
し
哥
を
思
ひ
出
ら
れ
て
、
あ
た
り
の
茶
店
に
し
は
ら
く
や
す
ら
へ

は
、
其
辺
に
む
か
し
の
八
重
桜
な
り
と
て
垣
ゆ
ひ
ま
わ
し
た
る
一
木
の
桜
有
。 

④
い
か
る
か
や
冨
の
小
川
の
た
え
は
こ
そ
と
返
歌
せ
し
所
と
ふ
し
拝
み
、
夫
よ
り
中
将
姫
蓮
の
糸
染
給
ひ
し
所
と

て
染
寺
と
い
う
寺
有
。
染
井
水
、
糸
掛
桜
な
と
を
見
て
当
磨
寺
に
い
た
る
。
僧
に
案
内
を
頼
て
、
所
々
ふ
る
き
跡

を
拝
み
め
く
り
、
夫
よ
り
程
ち
か
き
ご
せ
と
な
ん
い
ふ
所
に
泊
る
。 

夫
よ
り
橘
寺
に
い
た
る
。
こ
ゝ
は
い
に
し
へ
九
重
の
地
成
よ
し
、
右
近
橘
左
近
の
桜
有
。
其
外
さ
ま

〱
旧
跡
を
見

る
に
も
い
と
ゝ
む
か
し
こ
ひ
し
く
思
ひ
侍
る
。
夫
よ
り
土
佐
と
な
ん
い
ふ
所
に
や
す
ら
ひ
、
程
ち
か
き
龍
蓋
寺
に
も

ふ
て
ゝ
、
夫
よ
り
多
武
峯
に
の
ぼ
る
。
此
山
の
麓
に
石
つ
み
か
さ
ね
し
塚
有
。
里
の
者
に
と
へ
は
、
推
古
天
皇
の
陵
成

七
日 

郡
山
の
さ
き
に
小
い
づ
み
と
い
ふ
所
有
、
其
所
に
庚
申
の
開
帳
あ
り
と
聞
て
も
ふ
て
、
夫
よ
り
法
隆
寺
、
龍

田
の
宮
に
い
た
る
。
此
龍
田
宮
は
い
に
し
へ
の
龍
田
ノ
宮
に
あ
ら
す
。
是
よ
り
壱
里
計
山
に
む
か
し
の
宮
の
跡
わ
つ
か

に
ま
し
ま
す
よ
し
聞
侍
れ
と
、
程
遠
け
れ
は
は
る
か
に
拝
み
て
片
岡
山
の
達
磨
寺
に
い
た
る
。
か
の
飢
人
の 

此
ほ
と
り
に
様

〱
名
所
旧
跡
あ
り
と
聞
し
か
と
、
末
遠
き
旅
な
れ
ば
尋
ゆ
か
で
法
花
寺
、
西
大
寺
、
招
提
寺
、

薬
師
寺
な
と
に
も
ふ
て
ゝ
過
行
程
に
、
菅
原
と
い
ふ
村
有
。
其
所
に
天
神
の
社
有
。
此
所
は
か
の
菅
原
の
伏
見
の

里
に
な
ん
侍
る
と
聞
て 

れ
か
ゝ
る
比
奈
良
に
つ
き
て
、
先
元
興
寺
に
も
ふ
て
侍
る
に
、
堂
な
と
焼
失
の
よ
し
、
塔
の
み
そ
見
え
し
。
は
や
日
も

く
れ
た
れ
は
、
春
日
の
宮
に
も
参
候
て
奈
良
の
町
に
泊
る
。 

日
も
西
に
か
た
ふ
き
た
れ
は
、
郡
山
と
い
ふ
所
に
泊
る
。 

八
日 

ご
せ
を
立
て
壷
坂
、
南
法
花
寺
に
も
ふ
で
侍
る
に
、
此
比
打
つ
ゝ
き
空
晴
た
れ
は
、
日
影
あ
つ
く
覚
て
、
山

を
の
ぼ
れ
は
し
げ
る
木
陰
に
蝉
の
声
ひ
ゞ
く
に
も
、
古
郷
は
い
か
な
ら
ん
と
思
ひ
て
急
く
程
に
、
頓
て
本
堂
に
い
た

り
ぬ
。
此
寺
に
て
法
の
声
と
ふ
と
く
聞
え
て
、
か
ゝ
る
天
気
よ
ろ
し
き
折
し
も
も
ふ
て
侍
る
は
、
い
か
な
る
契
り
に
や

と
と
ふ
と
く
拝
み
て 

六
日 

朝
春
日
宮
に
も
ふ
て
侍
る
に
、
古
郷
に
見
な
れ
ぬ
鹿
の
む
ら
か
り
ゐ
る
か
（
こ
）
そ
、
秋
は
い
か
な
ら
ん
と
覚

ゆ
。
所
々
拝
み
め
く
り
て
若
宮
八
幡
宮
に
い
た
る
。
此
所
の
山
は
②
菅
家
の
ぬ
さ
も
取
あ
へ
す
手
向
山
と
よ
ま
れ
し

手
向
山
な
り
と
聞
侍
れ
と
、
さ
し
た
る
言
の
葉
も
な
け
れ
は
神
に
手
向
を
も
セ
ざ
り
き
。
夫
よ
り
過
行
程
に
三
笠

山
の
ふ
も
と
に
い
た
る
。
聞
し
よ
り
も
う
る
は
し
き
山
な
れ
は
春
秋
の
な
が
め
い
か
な
ら
ん
と
ゆ
か
し
く
思
ひ
ぬ
。 
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麓
ま
て
青
葉
に
成
り
ぬ
よ
し
の
山
花
の
形
見
の
雲
も
残
ら
て 

十
一
日 

洞
川
に
龍
泉
寺
と
い
ふ
寺
有
。
此
寺
に
も
ふ
て
ゝ
吉
野
の
宿
り
に
い
た
り
て
し
は
ら
く
や
す
ら
ひ
、
夫
よ

り
一
ノ
蔵
王
堂
ノ
前
を
過
て
吉
野
山
を
く
た
り
、
六ム

ツ

田
と
い
ふ
里
に
い
た
る
。
此
所
に
川
有
、
六
田
の
淀
と
い
へ
る

は
此
所
に
や
。
川
を
越
て
過
行
は
岩
多
き
川
有
。
面
白
き
け
し
き
な
れ
は
し
は
ら
く
や
す
ら
ひ
、
流
を
手
に
む
す

ひ
て
過
行
は
、
鵜
野
と
な
ん
い
ふ
里
有
。
は
や
日
も
く
れ
た
れ
は
こ
ゝ
に
な
ん
泊
り
侍
る
、 

十
日 

横
雲
棚
引
比
よ
り
吉
野
の
宿
を
出
て
、
先
鷲
尾
大
明
神
に
も
ふ
て
侍
る
に
、
其
辺
に
古
き
鐘
あ
り
。
そ
こ

を
過
て
金
精
大
明
神
と
い
ふ
社
有
。
此
社
を
拝
み
て
蹴
抜
の
塔
に
い
た
り
、
夫
よ
り
安
禅
寺
の
奥
ノ
院
に
い
た
る
。

此
所
よ
り
ち
か
き
山
の
麓
に
苔
清
水
と
て
西
行
の
旧
跡
有
よ
し
聞
侍
れ
と
、
大
峯
の
未
遠
け
れ
は
尋
も
せ
て
山
に

さ
し
か
ゝ
れ
は
、
聞
し
よ
り
さ
が
し
き
事
限
な
し
。
花
は
あ
れ
と
こ
ゝ
か
し
こ
の
谷
の
桜
今
さ
か
り
な
れ
は
、
前
大
僧

正
行
尊
の 

⑧
諸
と
も
に
哀
と
思
へ
山
桜
と
よ
ま
れ
し
は
、
か
ゝ
る
所
に
や
と
打
詠
ゆ
け
は
、
猶

〱
道
け
わ
し
く

雲
ふ
か
し
、
所
々
に
や
す
ら
ひ
、
や
う

〱
雲
を
し
の
ぎ
て
本
堂
に
い
た
れ
は
、
岩
の
上
に
聊
な
れ
と
ま
た
雲
残
る

を
見
る
に
、
い
と
ゝ
深
き
山
と
覚
ゆ
。
本
堂
の
ほ
と
り
の
寺
に
や
す
ら
ひ
、
夫
よ
り
山
を
く
た
れ
は
日
も
西
に
か
た

ふ
き
ぬ
。
此
大
峯
に
坐
窟
、
三
重
瀧
な
と
い
ふ
所
あ
れ
と
、
其
所
い
つ
く
と
い
ふ
事
を
知
ら
す
。
夕
く
れ
の
比
洞ド

ロ

川

と
い
ふ
所
に
下
り
て
こ
ゝ
に
泊
る
。 

⑤
九
日 

冬
野
よ
り
山
を
く
だ
る
に
朝
日
影
さ
し
の
ぼ
り
て
、
高
取
の
城
に
う
つ
ろ
ふ
け
し
き
面
白
く
、
又
谷
を

見
れ
は
山
吹
さ
か
り
に
て
、
此
け
し
き
い
わ
ん
か
た
な
し
。
夫
よ
り
吉
野
に
い
た
る
。
吉
野
山
を
の
ほ
り
て
見
れ
と

も
花
は
散
は
て
ゝ
青
葉
の
み
也
。
此
花
を
見
ま
ほ
し
く
思
ひ
し
に
、
其
比
に
も
あ
わ
さ
り
け
る
か
（
こ
）
そ
、
い
と
本

意
な
き
事
に
思
ひ
て
、
か
の
新
古
今
集
に 

⑥
ち
る
花
の
わ
す
れ
か
た
み
の
峯
の
雲
そ
を
た
に
残
せ
春
の
山
風
と
い

ふ
哥
思
ひ
出
ら
れ
て 

夫
よ
り
蔵
王
権
現
に
も
ふ
て
ゝ
吉
水
院
に
も
ふ
て
侍
る
に
、
折
ふ
し
大
峯
へ
参
詣
の
人
多
け
れ
は
、
人
々
大
峯
へ
も

の
ぼ
ら
ん
と
い
ふ
に
つ
け
て
、
い
ま
た
未
ノ
刻
な
か
ら
吉
野
の
し
る
べ
の
方
に
泊
り
、
此
宿
の
あ
る
し
伴
て
竹
林
院
に

も
ふ
て
さ
ま

〱
宝
物
を
拝
み
侍
る
。
、
此
宿
の
う
し
ろ
の
方
に
如
意
輪
寺
と
い
ふ
わ
づ
か
の
庵
あ
る
よ
し
あ
る
じ

に
聞
に
も
、
む
か
し
後
醍
醐
天
皇
と
聞
ゆ
る
み
か
ど
世
の
み
だ
れ
に
此
如
意
輪
寺
に
て
む
な
し
く
成
給
ひ
し
よ
し

聞
侍
る
か
、
陵
も
此
辺
に
有
ら
ん
と
思
ひ
て
袖
ぬ
る
ゝ
は
か
り
な
り
き
。
此
宿
の
辺
の
谷
を
見
渡
し
て 

十
二
日 

鵜
野
を
立
て
行
は
い
み
し
き
家
居
有
。
里
の
名
を
と
へ
は
五
條
と
な
ん
い
ふ
よ
し
、
そ
こ
を
過
て
三
軒
茶

屋
と
い
へ
る
所
に
て
し
は
ら
く
や
す
ら
ひ
、
未
ノ
刻
と
お
ぼ
し
き
時
高
野
山
の
ふ
も
と
紙
谷
に
い
た
る
。
高
野
山
を

か
の 

⑦
よ
し
野
の
里
に
ふ
れ
る
白
雪
と
い
ふ
哥
思
ひ
出
ら
れ
て
、
此
山
々
の
雪
の
詠
い
か
な
ら
ん
と
い
と
う
ら
や

ま
し
く
そ
覚
ゆ
。 

よ
し
い
ふ
。
此
辺
に
崇
峻
天
皇
の
陵
有
よ
し
聞
侍
る
か
是
に
て
や
有
ら
ん
、
お
ぼ
つ
か
な
し
。
や
う

〱
多
武
峯
に

の
ほ
り
て
見
れ
は
、
い
づ
れ
も
さ
い
し
き
に
し
て
、
其
う
る
わ
し
き
事
筆
に
も
つ
く
し
か
た
し
。
か
な
た
こ
な
た
拝
み

廻
り
て
寺
内
を
出
れ
は
、
は
や
日
も
西
に
か
た
ふ
き
ぬ
。
夫
よ
り
七
八
町
過
て
冬
野
と
い
へ
る
所
に
泊
る
。
此
所
山

の
高
根
な
れ
は
夜
半
の
あ
ら
し
は
げ
し
く
て
夢
も
む
す
は
さ
り
き
。 
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ゆ
ふ
く
れ
は
哀
も
そ
ひ
て
高
野
山
嶺
の
あ
ら
し
に
鐘
ひ
ゝ
く
也 

十
五
日 

朝
和
歌
の
浦
権
現
に
も
ふ
て
ヽ
其
辺
を
見
る
に
、
芦
の
村
立
に
鷺
な
と
立
た
る
に
も
、
あ

し
へ
を
さ
し
て
た
つ
杼
わ
た
る
と
よ
み
し
は
此
あ
た
り
の
事
を
ヤ
言
つ
ら
ん
と
覚
ゆ
。
夫
よ
り
西
の

か
た
を
見
れ
は
海
の
面
は
れ
て
沖
の
嶋
山
帆
を
あ
け
し
船
な
と
も
み
え
た
り
。
予
敷
嶋
の
道
に
あ
そ

ひ
ぬ
れ
と
此
和
歌
ノ
浦
に
は
今
は
し
め
て
ぞ
も
ふ
て
侍
る
。 

夫
よ
り
玉
津
嶋
に
も
ふ
て
侍
る
に
、
瑞
垣
な
と
神
さ
ひ
た
る
け
し
き
也
。
予
と
し
比
此
玉
津
嶋
に
も

ふ
て
ん
事
を
望
侍
る
に
、
こ
と
し
は
し
め
て
思
ワ
す
も
こ
ヽ
に
い
た
り
ぬ
る
を
と
ふ
と
く
覚
て
、
露

は
か
り
の
手
向
を
な
ん
し
侍
る 

見
れ
は
、
夏
木
立
の
折
ふ
し
に
け
ふ
は
時
々
雨
そ
ゝ
ぎ
た
れ
ば
、
木
々
の
葉
の
み
ど
り
猶
ふ
か
し
。
今
や
ほ
と
ゝ
ぎ

す
の
初
音
を
聞
つ
ら
ん
と
思
へ
と
、
一
声
も
な
け
れ
は
急
て
高
野
山
に
さ
し
か
ゝ
る
。
は
じ
め
に
の
ぼ
る
坂
を
不
動

坂
と
い
ふ
よ
し
、
則
不
動
堂
あ
り
。
此
坂
を
こ
ゆ
れ
は
雨
も
少ス

コ

し
や
み
て
の
ぼ
り
や
す
け
れ
は
、
程
な
く
峯
に
い
た

り
ぬ
。
五
明
院
と
い
へ
る
寺
に
立
よ
る
事
あ
れ
は
、
此
寺
に
泊
り
侍
る
に
、
入
相
の
鐘
こ
ゝ
か
し
こ
に
き
こ
へ
け
れ
は
、 

十
四
日 

是
よ
り
和
歌
の
浦
へ
程
近
し
と
き
け
は
、
、
此
慈
尊
院
よ
り
河
船
に
打
乗
和
歌
山
さ
し
て
ゆ

け
は
、
此
比
の
山
路
に
か
わ
り
て
川
の
け
し
き
面
白
く
、
心
も
は
れ
て
打
な
が
め
ゆ
け
は
左
の
市
に

面
白
き
山
有
。
此
船
の
う
ち
に
和
歌
山
の
人
も
乗
侍
れ
は
尋
し
に
船
岡
山
と
い
ふ
よ
し
、
此
所
左
右

に
山
あ
り
て
中
を
船
よ
く
過
行
侍
る
に
、
下
り
船
な
れ
は
水
に
し
た
が
ひ
て
其
行
事
は
や
し
。
此
船

の
う
ち
に
軽
舟
已
ニ
過
ク
万
重
ノ
山
と
詩
を
な
ん
吟
す
る
人
有
。
ま
こ
と
に
か
ゝ
る
所
を
や
い
ふ
成

へ
し
。
又
左
の
か
た
に
い
と
面
白
き
家
居
有
。
人
に
尋
侍
れ
は
紀
伊
の
国
主
に
つ
か
ふ
る
人
の
別
業

成
と
い
ふ
、
内
ぞ
ゆ
か
し
く
思
ひ
て
過
行
は
岩
出
と
い
へ
る
所
に
船
を
こ
ぎ
よ
せ
て
、
こ
ゝ
に
し
は

ら
く
や
す
ら
ひ
給
へ
と
船
人
い
ふ
。
此
岩
出
と
い
へ
る
所
に
て
皆

〱
食
事
な
と
し
て
又
船
に
打
乗

ゆ
け
は
、
未
ノ
刻
と
お
ぼ
し
き
時
和
歌
山
に
つ
き
ぬ
。
い
み
じ
き
家
居
な
ら
び
た
れ
は
は
や
都
に
つ

き
た
る
心
地
し
て
、
こ
ゝ
を
打
過
頓
て
和
歌
の
浦
に
い
た
り
ぬ
れ
と
、
早
日
も
く
れ
た
れ
は
、
玉
津

嶋
に
は
翌
日
こ
そ
も
ふ
て
ん
と
て
和
歌
の
浦
の
町
に
宿
る
。 

こ
ヽ
を
過
て
い
も
せ
の
明
神
に
い
た
る
。
此
道
の
ほ
と
り
の
山
、
又
海
の
面
の
け
し
き
た
く
ひ
な
し
。

十
三
日 

夜
あ
け
侍
れ
は
弘
法
大
師
の
御
廟
所
に
も
ふ
て
侍
る
に
、
道
の
程
聞
し
よ
り
も
遠
し
、
様

〱
霊
仏
を

拝
み
て
宿
り
し
寺
に
い
と
ま
を
こ
ひ
、
夫
よ
り
花
坂
に
下
り
て
旧
跡
を
見
、
夫
よ
り
天
野
と
い
ふ
所
に
く
だ
り
て
天

野
宮
に
参
り
、
夫
よ
り
又
山
に
の
ほ
れ
は
吉
野
川
の
な
か
れ
見
え
て
、
此
な
が
め
よ
ろ
し
。
山
を
く
た
り
て
過
行
は

い
み
し
き
寺
有
。
里
の
人
に
と
へ
は
龍
利
寺
と
い
へ
る
寺
成
よ
し
、
こ
ゝ
を
過
て
慈
尊
院
と
い
へ
る
寺
に
い
た
る
。
こ
ゝ
は

弘
法
大
師
の
母
公
の
御
影
ま
し
ま
す
よ
し
、
堂
の
う
し
ろ
に
は
ゝ
き
み
の
御
廟
あ
り
。
又
堂
の
む
か
ひ
に
七
社
大
明

神
と
い
へ
る
社
も
ま
し
ま
す
。
い
つ
れ
も
拝
み
て
其
ほ
と
り
の
家
に
宿
り
侍
る
。 

国
の
風
た
え
せ
ぬ
御
世
は
い
く
と
せ
も
立
帰
り
見
ん
ワ
か
の
う
ら
浪 

言
の
葉
に
聞
し
木
陰
を
尋
来
て
今
立
な
る
ヽ
和
歌
の
浦
雲 
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十
六
日 

信
達
を
出
て
か
い
づ
か
と
い
ふ
所
へ
行
道
に
木
ふ
か
き
宮
あ
り
。
蟻
通
ノ
明
神
成
よ
し
聞

て
も
ふ
て
侍
る
に
、
む
か
し
貫
之
此
所
に
而 

あ
ま
雲
の
立
か
さ
な
れ
る
夜
半
な
れ
は
と
よ
み
し
に

は
引
か
へ
て
空
も
く
も
り
ぬ
。
朝
日
影
に
あ
け
の
玉
垣
い
と
と
ふ
と
く
覚
ゆ
。 

廿
二
日 

い
ま
た
空
晴
や
ら
さ
れ
と
も
、
い
つ
か
晴
る
と
も
知
れ
か
た
け
れ
は
、
大
坂
の
宿
り
を
立

出
な
か
ら
、
伏
見
の
川
船
も
此
比
の
大
水
に
て
出
さ
れ
は
陸
を
行
侍
る
に
、
道
の
あ
し
き
事
甚
し
。

や
う

〱
日
の
く
れ
か
た
に
橋
本
と
い
へ
る
所
に
つ
き
て
宿
る
。
さ
れ
と
も
雨
晴
や
ら
す
。
是
よ
り

外
に
旅
の
う
き
は
あ
ら
し
と
思
ふ
に
も
、
故
郷
の
か
た
恋
し
く
な
り
ぬ
。 

此
所
よ
り
紀
見
井
寺
へ
の
渡
し
船
あ
り
。
打
乗
て
紀
三
井
寺
に
も
ふ
て
ヽ
和
歌
の
浦
を
見
お
ろ
せ
、

浜
辺
に
塩
屋
の
け
ふ
り
見
え
て
、
難
波
わ
た
り
の
春
の
け
し
き
な
ら
ね
と
、
心
あ
ら
ん
人
に
見
せ
ば

や
と
思
ひ
侍
り
き
。
夫
よ
り
山
口
と
い
ふ
所
に
し
は
ら
く
や
す
ら
ひ
て
信
達
と
い
ふ
所
に
宿
り
侍
る

に
、
折
し
も
十
五
夜
の
月
す
み
の
ぼ
り
た
れ
は
皆

〱
庭
ち
か
く
出
て
ね
も
や
ら
ず
、
あ
た
り
さ
や

か
な
る
月
な
れ
は
か
く
な
ん
。 

日
も
く
れ
侍
れ
は
急
き
行
に
、
頓
て
大
坂
に
つ
き
ぬ
。
し
は
ら
く
と
ゞ
ま
り
て
こ
ゝ
か
し
こ
を
見
ん

と
、
其
夜
し
る
べ
の
家
を
尋
て
大
坂
に
な
ん
と
ゞ
ま
り
侍
る
。 

こ
ゝ
を
過
て
一
心
寺
よ
り
こ
ゝ
か
し
こ
の
開
帳
に
も
ふ
て
ゝ
、
さ
ま

〱
の
宝
物
を
拝
て
生
玉
明
神

に
い
た
れ
は
、
は
や
日
も
か
た
ふ
き
た
れ
は
宿
に
帰
る
。 

廿
一
日 

け
ふ
し
も
ま
た
空
晴
や
ら
さ
れ
と
も
、
い
つ
ま
て
い
た
つ
ら
に
日
を
送
る
へ
き
や
は
と
て
、

御
城
の
辺
よ
り
天
満
宮
、
南
本
願
寺
な
と
い
へ
る
所
少
し
見
廻
り
て
宿
に
帰
り
侍
る 

廿
日 

十
九
日
に
同
じ
。 

十
七
日 

先
故
郷
へ
の
文
な
と
し
た
ゝ
め
て
後
、
天
王
寺
に
も
ふ
て
侍
る
に
、
五
重
塔
す
く
れ
て
い

み
し
く
見
え
た
り
。
あ
た
り
な
る
亀
井
の
水
に
て 

十
八
日 

き
の
ふ
に
か
わ
り
て
空
か
き
く
も
り
雨
し
き
り
に
降
け
る
ゆ
へ
、
い
づ
く
を
も
見
す
し
て

い
た
つ
ら
に
日
を
く
ら
し
侍
る
。 

か
い
づ
か
に
て
や
す
ら
ひ
、
急
き
ゆ
け
は
程
な
く
境
の
町
に
い
た
る
。
妙
国
寺
と
い
ふ
寺
に
よ
の
つ

ね
に
か
わ
り
た
る
蘇
鉄
あ
り
と
聞
て
是
を
見
、
又
其
辺
の
家
に
⑨
面
白
き
松
あ
る
よ
し
聞
て
立
寄
、

夫
よ
り
住
吉
に
も
ふ
て
侍
る
に
、
木
立
神
さ
ひ
て
岸
の
松
風
浪
の
音
い
つ
れ
も
殊
勝
な
り
き
。
此
神

も
敷
嶋
の
道
を
守
給
ふ
と
き
け
は
と
ふ
と
く
思
ひ
て 

十
九
日 

猶

〱
空
晴
や
ら
さ
れ
は
、
け
ふ
も
い
た
つ
ら
に
日
を
く
ら
し
侍
る
。 

幾
よ
ろ
つ
汲
と
も
尽
し
名
に
し
あ
ふ
亀
井
の
水
の
は
て
し
な
け
れ
は 

住
吉
の
き
し
の
姫
松
と
こ
と
ハ
に
守
つ
き
せ
ぬ
敷
嶋
の
道 

神
垣
の
恵
す
く
な
る
み
し
め
な
わ
な
か
き
旅
路
の
う
き
を
祈
ら
ん 

う
き
旅
の
心
も
は
れ
て
草
枕
む
す
ふ
も
お
し
き
夜
は
の
月
影 
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此
ほ
と
り
に
妓
王
寺
と
い
へ
る
尼
寺
あ
り
。
是
は
む
か
し
妓
王
、
妓
女
、
仏
御
前
と
聞
え
き
し
人
々

の
、
世
を
の
が
れ
て
こ
ゝ
に
住
給
ふ
所
成
よ
し
。
さ
び
た
る
け
し
き
い
と
あ
は
れ
に
覚
ゆ
。
こ
ゝ
を

過
て
愛
宕
山
に
の
ほ
る
道
の
程
け
わ
し
く
思
ひ
侍
れ
と
、
や
う

〱
の
ぼ
り
て
日
の
く
れ
か
た
清
瀧

と
い
ふ
所
に
く
だ
り
ぬ
。
此
清
瀧
と
い
へ
る
所
に
宿
り
侍
る
に
、
う
し
ろ
に
清
瀧
川
な
が
れ
て
岸
の

山
た
か
し
。
し
げ
る
木
々
の
葉
の
み
ど
り
水
に
う
つ
ろ
ひ
て
き
よ
く
、
岩
に
せ
か
る
ゝ
水
の
音
た
ぐ

ひ
な
く
思
は
れ
て 

廿
六
日 

雨
し
け
く
降
け
れ
と
も
、
嵯
峨
の
方
ゆ
か
し
け
れ
は
、
梅
宮
よ
り
松
尾
社
に
も
ふ
て
ゝ
過

行
に
川
あ
り
。
い
か
な
る
川
そ
と
尋
侍
れ
は
大
井
川
と
答
ふ
。
経
信
の
哥
に 

ち
り
か
ゝ
る
紅
葉
な

か
れ
ぬ
大
井
河
い
つ
れ
井
せ
き
の
水
の
し
か
ら
み
と
あ
れ
は
、
秋
の
け
し
き
ゆ
か
し
く
思
ひ
て
過
ゆ

け
は
、
野
々
宮
に
い
た
る
。
さ
び
た
る
黒
木
の
鳥
居
、
こ
し
ば
垣
、
む
か
し
の
し
る
し
は
か
り
な
る

は
、
い
と
あ
は
れ
に
む
か
し
こ
ひ
し
く
成
ぬ
。
こ
ゝ
を
過
て
天
龍
寺
よ
り
清
涼
寺
に
い
た
り
て
、
其

ほ
と
り
に
て
し
は
ら
く
や
す
ら
ひ
、
二
尊
院
に
い
た
る
。
此
う
し
ろ
の
山
は
小
倉
山
な
る
よ
し
、
定

家
の
山
荘
の
跡
あ
り
と
聞
て
立
寄
見
れ
は
、
露
し
げ
き
夏
木
立
の
中
に
む
か
し
の
山
荘
の
し
る
し
は

か
り
な
る
庵
あ
り
。
此
所
よ
り
見
れ
は
都
の
外
迄
見
お
ろ
し
、
又
あ
ら
し
山
も
程
ち
か
く
し
て
そ
の

け
し
き
よ
ろ
し
け
れ
は
、
む
か
し
の
家
居
い
か
な
ら
ん
と
な
つ
か
し
く
思
ひ
て 

 

廿
五
日 

仏
光
寺
よ
り
東
西
の
本
願
寺
に
い
た
り
、
夫
よ
り
東
寺
に
も
ふ
て
ゝ
北
野
の
か
た
に
い
た

り
侍
る
に
、
け
ふ
は
天
満
宮
の
御
縁
日
と
て
参
詣
の
人
甚
し
。
天
満
宮
に
も
ふ
て
侍
る
に
い
と
と
ふ

と
く
思
ひ
て 

廿
四
日 

因
幡
堂
よ
り
誓
願
寺
に
い
た
り
て
夫
よ
り
清
水
寺
に
も
ふ
て
侍
る
に
、
南
都
興
福
寺
の
開

帳
此
所
に
て
あ
れ
は
わ
き
て
賑
ふ
事
甚
し
。
是
よ
り
東
山
の
方
残
り
な
く
拝
み
侍
る
に
、
い
つ
れ
も

心
の
残
ら
ぬ
所
は
な
し
。
南
禅
寺
、
真
如
堂
、
黒
谷
な
と
は
わ
き
て
殊
勝
に
覚
ゆ
。 

廿
三
日 

橋
本
を
出
て
男
山
八
幡
宮
に
も
ふ
て
ゝ
夫
よ
り
山
を
く
た
り
、
伏
見
の 

稲
荷
社
に
い
た

り
て
稲
荷
の
瀧
も
見
ま
ほ
し
け
れ
と
、
其
所
を
知
ら
さ
れ
は
む
な
し
く
過
て
東
福
寺
に
い
た
り
、
夫

よ
り
大
仏
三
十
三
間
堂
な
と
に
も
ふ
て
ゝ
日
も
か
た
ふ
き
た
れ
は
、
し
る
べ
の
家
を
尋
て
し
は
ら
く

都
に
と
ゝ
ま
り
ぬ
。 

夫
よ
り
平
野
社
に
い
た
る
。
神
さ
ひ
た
る
木
立
に
て
、
瑞
垣
な
と
の
朽
た
る
を
見
る
に
も
、
む
か
し

は
い
み
し
き
社
に
な
ん
侍
る
と
き
け
は
、
か
ゝ
る
社
の
末
を
思
ひ
て
、
伏
見
の
里
な
ら
ね
と
あ
れ
ま

く
お
し
く
覚
ゆ
。
こ
ゝ
を
過
て
金
閣
寺
に
い
た
り
、
夫
よ
り
等
持
院
の
あ
た
り
を
見
廻
り
て
、
日
も

か
た
ふ
き
ぬ
れ
は
宿
り
に
帰
る
。 

け
ふ
も
ま
た
雨
に
し
ほ
れ
し
旅
衣
か
た
し
く
夜
半
を
い
か
に
あ
か
さ
ん 

小
倉
山
む
か
し
を
し
の
ふ
我
袖
の
な
み
た
に
木
々
の
露
も
ま
さ
ら
し 

か
し
こ
し
な
北
野
の
道
の
末
遠
く
神
の
恵
の
か
き
り
な
け
れ
は 
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月
日
の
め
く
る
事
夢
の
こ
と
く
に
し
て
、
早
五
月
朔
日
に
成
ぬ
。
け
ふ
も
空
晴
た
れ
は
比
叡
山
に
の

ほ
ら
ん
と
、
朝
ま
た
き
に
宿
り
を
立
出
て
行
に
、
高
き
山
な
ら
び
た
り
。
此
山
道
け
わ
し
く
暗
ふ
し

て
、
谷
水
道
に
流
れ
た
れ
は
、
の
ぼ
り
か
た
く
く
だ
り
か
た
し
。
や
う

〱
越
は
て
ゝ
や
せ
の
村
に

し
は
ら
く
や
す
ら
ひ
、
夫
よ
り
比
叡
山
に
の
ぼ
る
。
や
う

〱
に
の
ぼ
り
て
寺
あ
り
。
黒
谷
青
龍
寺

と
い
ふ
、
い
と
殊
勝
に
見
え
た
れ
は
、
こ
ゝ
に
も
ふ
て
ゝ
過
行
に
、
伝
教
大
師
の
廟
あ
り
。
こ
ゝ
を

過
て
根
本
中
堂
の
方
を
さ
し
て
の
ほ
る
に
、
折
ふ
し
村
雨
降
来
り
。
又
も
や
空
の
け
し
き
か
わ
る
ら

ん
と
思
ふ
比
ほ
と
ゝ
き
す
杼
わ
た
り
ぬ
。
さ
つ
き
な
れ
と
も
旅
立
し
よ
り
今
を
は
し
め
な
れ
は 

廿
七
日 

清
瀧
の
宿
り
を
立
出
て
廣
沢
の
池
に
い
た
る
。
廣
沢
の
池
の
鴛
と
り
と
は
聞
し
か
と
、
似

た
る
鳥
も
見
え
す
。
池
の
ほ
と
り
に
し
は
ら
く
や
す
ら
ひ
、
仁
和
寺
よ
り
妙
心
寺
、
大
徳
寺
に
い
た

り
、
こ
ゝ
を
過
て
加
茂
ノ
社
に
も
ふ
て
侍
る
に
、
五
月
ち
か
き
比
な
れ
と
も
か
み
山
の
ほ
と
ゝ
き
す

一
声
も
な
し
。
此
社
も
神
さ
ひ
た
る
け
し
き
い
と
殊
勝
な
り
き
。
是
よ
り
し
ゝ
か
谷
、
法
然
院
に
も

ふ
て
ん
と
い
ふ
人
あ
れ
は
、
又
東
山
の
方
に
お
も
む
き
法
然
院
に
い
た
る
に
、
し
つ
か
に
ひ
ゝ
く
鉦

の
を
と
の
み
し
て
人
音
ま
れ
な
れ
は
、
を
の
つ
か
ら
心
す
み
て
、
世
を
の
が
れ
住
へ
き
は
か
ゝ
る
所

に
こ
そ
と
思
ひ
侍
る
。 

山
を
越
て
鞍
馬
山
に
い
た
る
。
先
僧
正
谷
に
い
た
り
て
見
る
に
社
有
。
い
か
な
る
神
そ
と
と
へ
は
、

大
天
狗
ノ
宮
と
答
ふ
。
此
所
に
牛
若
丸
の
か
く
れ
石
、
学
問
石
、
月
侍
石
な
と
い
ふ
石
有
。
奥
之
院

不
動
堂
に
い
た
り
て
し
は
ら
く
や
す
ら
ひ
、
夫
よ
り
本
堂
に
い
た
る
道
に
、
牛
若
丸
せ
く
ら
べ
石
と

い
ふ
石
あ
り
。
扨
本
堂
に
い
た
れ
は
は
や
日
も
か
た
ふ
き
ぬ
。
是
よ
り
比
叡
山
へ
程
遠
し
と
き
け
は
、

宝
物
な
と
拝
み
て
鞍
馬
山
の
麓
の
町
に
宿
り
侍
る
に
、
此
宿
の
前
に
高
き
山
見
え
た
り
。
翌
日
な
ん

此
山
を
こ
ゆ
る
と
聞
て
、
か
の
家
隆
の 

明
は
ま
た
こ
ゆ
へ
き
山
の
峯
な
れ
や
空
行
月
の
末
の
し
ら

雲
と
よ
ま
れ
し
言
の
葉
は
、
か
ゝ
る
所
の
事
に
て
や
あ
る
ら
ん
と
ぞ
覚
ゆ
。 

殊
に
此
宿
り
の
あ
る
じ
の
女
情
あ
る
人
に
て
、
誰
々
も
此
宿
り
を
立
出
ん
か
た
も
な
き
こ
ゝ
ち
ぞ
せ

し
。 

廿
九
日 

宇
治
の
方
も
見
ま
ほ
し
け
れ
と
、
故
郷
の
方
に
急
く
事
あ
れ
は
、
都
の
宿
り
を
立
出
て
先

香
堂
の
辺
よ
り
貴
布
称
の
明
神
に
も
ふ
て
侍
る
に
、
物
さ
び
た
る
瑞
垣
な
と
と
ふ
と
く
そ
見
え
し
。 

廿
八
日 

故
郷
へ
送
る
物
あ
れ
は
い
と
ま
な
ふ
し
て
、
六
角
堂
へ
も
ふ
で
し
は
か
り
に
て
日
は
く
れ
。 

大
講
堂
よ
り
根
本
中
堂
に
い
た
り
て
山
を
す
こ
し
く
た
れ
は
、
鳰
の
海
ち
か
く
見
え
て
、
辛
崎
の
辺

よ
り
船
こ
ぎ
出
す
け
し
き
面
白
し
。
此
坂
を
く
た
り
て
山
王
権
現
に
も
ふ
て
、
辛
崎
の
松
も
見
ま
ほ

し
け
れ
は
、
立
寄
て
木
陰
に
し
は
ら
く
や
す
ら
ふ
に
、
酒
な
と
を
売
者
あ
れ
は
求
て
各

〱
ゑ
ひ
を

き
ふ
ね
川
幾
世
に
こ
ら
て
行
水
の
ふ
か
き
恵
を
聞
も
頼
も
し 

手
に
む
す
ふ
影
も
濁
ら
て
名
に
し
あ
ふ
清
瀧
川
の
瀬
々
の
白
波 

待
わ
ひ
し
山
ほ
と
ゝ
き
す
一
声
に
ぬ
れ
て
か
ひ
あ
る
村
雨
の
そ
ら 
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三
日 

土
山
の
宿
を
立
て
鈴
鹿
川
を
越
て
鈴
鹿
の
関
に
さ
し
か
ゝ
れ
は
、
此
比
雨
す
さ
ま
し
く
降
し

と
覚
て
谷
の
水
音
高
し
。
峯
に
の
ほ
れ
は
や
う

〱
雲
は
れ
て 

越
は
て
ゝ
関
の
宿
に
い
た
れ
は
、
雨
し
き
り
に
降
来
り
て
旅
衣
ほ
す
隙
も
な
し
。
此
関
の
宿
に
む
か

し
蝦
夷

ヱ

ゾ

人
桜
を
枝
に
し
来
て
、
此
所
に
さ
し
侍
り
け
れ
は
根
つ
き
ぬ
。
是
を
ゑ
ぞ
さ
く
ら
と
い
ふ
よ

し
、
関
ノ
地
蔵
堂
の
う
し
ろ
西
の
方
に
あ
り
と
或
書
に
見
え
た
れ
は
、
尋
侍
る
に
桜
の
木
は
あ
れ
と

も
む
か
し
の
桜
は
枯
た
る
に
や
、
古
き
桜
の
木
は
見
え
ざ
り
き
。
こ
ゝ
を
過
て
関
川
を
わ
た
れ
は
、

は
や
故
郷
に
帰
り
た
る
こ
ゝ
ち
し
て
急
く
程
に
、
津
の
町
に
つ
き
ぬ
。
日
も
く
れ
か
ゝ
る
比
な
れ
は

こ
ゝ
に
な
ん
宿
り
侍
る
。 

す
ゝ
め
侍
る
。 

か
く
な
ん
口
す
さ
み
て
や
す
ら
ふ
程
に
、
三
井
寺
へ
の
便
船
あ
り
と
聞
て
打
乗
大
津
に
い
た
る
に
、

折
ふ
し
三
井
寺
の
観
音
開
帳
な
れ
は
、
も
ふ
て
ゝ
膳
所
に
し
は
ら
く
や
す
ら
ひ
、
瀬
田
の
宿
に
泊
る
。 

四
日 

空
は
ま
だ
曇
た
れ
と
も
津
の
宿
り
を
立
出
ぬ
。
三
日
の
夜
雨
し
き
り
に
降
り
し
か
は
、
雲
津

川
の
水
多
く
し
て
渡
し
船
も
な
し
と
聞
し
か
と
、
河
の
辺
ま
て
い
た
る
に
渡
し
船
あ
り
と
き
ゝ
て
其

嬉
し
さ
か
ぎ
り
な
し
。
此
河
を
や
う

〱
渡
り
て
松
坂
の
辺
に
て
し
ば
ら
く
や
す
ら
ひ
、
夕
く
れ
の

比
宮
川
に
つ
き
ぬ
。
水
多
く
見
え
た
れ
と
も
さ
は
り
な
く
渡
り
た
る
そ
う
れ
し
き
。
此
旅
路
に
誰
々

も
さ
は
り
な
く
帰
り
侍
る
は
偏
に
内
外
の
神
の
恵
と
と
ふ
と
く
思
ひ
て 

○
高
遠
白
衣
に
成
て
病
気
は
何
と
か
わ
た
ら
せ
給
ふ
と
念
比
に
尋
ら
れ
し
時
そ
し
り
た
る
人
々
道
を
は
か

く
こ
そ
と
ふ
へ
き
儀
な
れ
と
又
か
ん
じ
あ
へ
り
と
云
々 

 

十
干 

十
二
枝 

同
異
名
付 

以
下
略 

さ
ゝ
波
の
汀
の
風
も
な
つ
の
日
に
木
陰
す
ゝ
し
き
志
賀
の
浦
雲 

二
日 

瀬
田
の
宿
を
出
て
草
津
に
而
し
は
ら
く
や
す
ら
ひ
、
土
山
の
宿
に
泊
る
。 

五
月
雨
の
降
し
鈴
鹿
の
峯
は
れ
て
木
ふ
か
く
見
ゆ
る
伊
勢
の
神
垣 

榊
葉
の
み
と
り
か
は
ら
ぬ
世
々
か
け
て
恵
も
ふ
か
き
伊
勢
の
神
垣 

文
政
七
年
仲
夏 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

足
代
権
太
夫
弘
訓 

注
記 

① 

表
紙
裏
に
貼
紙 
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甲
閼
ア
ツ
逢
ハ
ウ 

 

乙
□
セ
ン
蒙
モ
ウ 

丙
柔
ジ
ウ
兆
テ
ウ 

丁
強
キ
□
ア
ウ
イ 

戌
著
チ
ョ
雍
ヤ
ウ 

巳
屠
ド
維
イ 

庚
上
ジ
ャ
ウ

敦
ト
ン 

辛
重
ヂ
ウ

光
カ
ウ 

壬
玄
ケ
ン
□
ヨ
リ 

癸
昭
セ
ウ

陽
ド
ウ 

子
困
敦
コ
ン
ト
ン

夜
半
九
ツ

事 
 

丑 

赤
□
若
セ
キ
フ
ン
シ
ャ
ク 

 

寅 

摂
提
格
セ
ッ
テ
イ
カ
ク

平
旦
七
ッ 

 

卯 

単
閼
日
出
六
ツ 

辰 

執
徐
シ
ツ
チ
ョ 

 

巳 

大
荒
落
ク
ワ
ウ
ラ
ク 

禺
中
四
ツ 

 

午 

敦
□
ソ
ン
ヤ
ウ 

 

未 

協
昳
ケ
ン
ソ
ウ
日
昳

八
ツ 

 

申 

□
□
ク
ン
ダ
ン

□
時
七
ツ 
 

酉 

作
□
サ
ク
カ
イ
日
入
六
ツ 

戌 

ヱ
ン
ボ
ウ 

黄
昏
五
ツ 

  

亥 

天
□
献 

ヱ
ン
ケ
ン 

人
定
四
ツ 



大
阪
府
立
図
書
館
で
は
中
之
島
図
書
館
が
古
典
籍
を
所
蔵
し
て
い
る
事
も
あ
り
、
長
年
に
わ
た
り
様
々

な
か
た
ち
で
休
み
時
間
等
を
利
用
し
て
職
員
有
志
間
で
近
世
の
資
料
に
親
し
み
、
所
蔵
資
料
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
に
勉
強
会
を
実
施
し
て
い
る
。
今
回
は
勉
強
会
の
成
果
を
公
表
す
る
こ
と
で
、
勉
強
の
励
み

に
な
る
と
共
に
、
広
く
図
書
館
の
所
蔵
資
料
を
紹
介
す
る
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
有
志
で
翻
刻
に
臨
ん
だ
。 

④ 

い
か
る
か
や
冨
の
小
川
の
た
え
ば
こ
そ
わ
が
大
君
の
御
名
を
わ
す
れ
め
／
拾
遺
和
歌
集 

哀

傷
」
「
日
本
霊
異
記 

上
」
「
和
漢
朗
詠
集 

巻
下 

雑 

親
王
」
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説 

片
岡
岡
説

話 
 

③ 

わ
き
も
こ
か
ぬ
く
た
れ
か
み
を
猿
沢
の
池
の
玉
藻
と
み
る
ぞ
か
な
し
き
／
柿
本
人
麻
呂
「
拾
遺

和
歌
集 

哀
傷
」 

『
大
和
物
語
』
に
関
係
の
話
あ
り
。 

② 

こ
の
た
び
は
幣
も
と
り
あ
へ
ず
手
向
山
も
み
じ
の
錦
神
の
ま
に
ま
に
／
菅
原
道
真
「
古
今
和
歌

集 
羇
旅
」 

小
倉
百
人
一
首 

⑤ 

付
箋
あ
り 

反
古
の
内
ニ 

千
本
桜
弥
助
す
し
珍
ら
敷
御
送
り
請
ふ
て
千
本
桜
す
し
の
風
味
は
よ
し
の
山
名
に
そ
昔
し
の
花
そ
残
ら
ん 

名
も
高
き
風
味
よ
し
野
ゝ
弥
助
鮨
花
の
お
里
か
残
る
名
物 

⑥ 

ち
る
花
の
わ
す
れ
が
た
み
の
峯
の
雲
そ
を
だ
に
残
せ
春
の
山
風
／
藤
原
雅
経
「
新
古
今
和
歌
集 

春
」

 
 

 
 

 
 

⑦ 

あ
さ
ぼ
ら
け
有
明
の
月
と
見
る
ま
で
に
吉
野
の
里
に
ふ
れ
る
白
雪 

坂
上
是
則
「
古
今
和
歌
集 

冬
」 

小
倉
百
人
一
首 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑧ 

も
ろ
と
も
に
哀
れ
と
思
へ
山
桜
花
よ
り
外
に
知
る
人
も
な
し
／
前
大
僧
正
行
尊
「
金
葉
集 

雑
上
」 

小
倉
百
人
一
首 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑫ 

ち
り
か
か
る
紅
葉
な
か
れ
ぬ
大
井
河
い
つ
れ
井
せ
き
の
水
の
し
か
ら
み
／
大
納
言
経
信
「
新
古
今
和

歌
集 

冬
」 

⑭ 

明
ば
ま
た
こ
ゆ
べ
き
山
の
峯
な
れ
や
空
行
月
の
末
の
し
ら
雲
／
藤
原
家
隆
「
新
古
今
和
歌
集 

覉
旅
」 

⑬ 

廣
沢
の
池
の
鴛
と
り 

⑪ 

雨
雲
の
立
ち
重
な
れ
る
夜
半
な
れ
ば
あ
り
と
ほ
し
と
も
思
ふ
べ
き
か
は 

 

紀
貫
之 

⑩ 

若
の
浦
に
潮
満
ち
来
れ
ば
潟
を
な
み
岸
部
を
さ
し
て
鶴
鳴
き
渡
る
／
山
部
赤
人
「
万
葉
集 

巻
六
」 

⑨ 

住
吉
名
物 

難
波
や
の
松
（
傘
松
）
を
さ
す
か 

   

今
後
も
様
々
な
機
会
を
捕
え
て
府
立
図
書
館
の
資
料
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

お
わ
り
に 
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④ ①

⑤

③ ②

 

【
図
版
】 

① 
外
表
紙
裏
／ 

内
表
紙
台
簽 

②
外
表
紙
台
簽 

③
付
箋
（
注
⑤
） 

④
本
文 

⑤
末
尾 
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【表の見方】左から訪れた日にち、番号、訪問地をあらわす。文政七年（1824）出発。

4/2

1 山田原

4/6

21 猿沢池

4/9

41 吉野山 4/14 61 岩出

4/23

81 東福寺

4/26

101 清涼寺 5/1 121 瀬田

2 宮川 22 法花寺 42 蔵王権現

4/15

62 和歌の浦権現 82 大仏 102 ニ尊院
5/2

122 草津

3 松坂 23 招提寺 43 吉水院 63 玉津島 83 三十三間堂 103 小倉山 123 土山

4 田尻 24 薬師寺 44 竹林院 64 妹背明神

4/24

84 因幡堂 104 妓王寺

5/3

124 鈴鹿の関

4/3
5 阿呆山 25 菅原寺

4/10

45 鷲尾大明神 65 紀三井寺 85 誓願寺 105 清滝 125 関

6 阿呆 26 郡山 46 金精大明神 66 山口 86 清水寺

4/27

106 広沢の池 126 津

4/4
7 初瀬山

4/7

27 小泉庚申 47 安禅寺 67 信達 87 南禅寺 107 仁和寺
5/4

127 松坂

8 初瀬 28 法隆寺 48 大峯

4/16

68 貝塚・蟻通明神 88 真如堂 108 妙心寺 128 宮川

4/5

9 三輪明神 29 龍田宮 49 洞川 69 堺・妙国寺 89 黒谷 109 大徳寺

10 在原寺 30 達磨寺

4/11

50 龍泉寺 70 難波屋の笠松

4/25

90 仏光寺 110 加茂社

11 帯解寺 31 染寺 51 六田 71 住吉 91 本願寺 111 法然院

12 元興寺 32 当麻寺 52 鵜野

4/17

72 天王寺 92 東寺 4/28 112 六角堂

4/6

13 春日宮 33 御所

4/12

53 五條 73 一心寺 93 北野天満宮

4/29

113 香堂

14 奈良

4/8

34 壺坂寺 54 三軒茶屋 74 生玉明神 94 平野社 114 貴船

15 春日宮 35 南法花寺 55 紙谷

4/21

75 大阪城 95 金閣寺 115 鞍馬山

16 若宮八幡宮 36 橘寺 56 五明院（高野山） 76 天満宮 96 等持院

5/1

116 八瀬村

17 三笠山 37 土佐

4/13

57 花坂 77 南本願寺

4/26

97 梅宮 117 比叡山

18 大仏 38 龍蓋寺 58 天野 4/22 78 橋本 98 松尾社 118 黒谷青龍寺

19 二月堂 39 他武峯 59 天野宮
4/23

79 男山八幡宮 99 野々宮 119 山王権現・辛崎

20 興福寺 40 冬野 60 慈尊院 80 伏見稲荷 100 天竜寺 120 三井寺

ｈ

10～25

ｈ

31・32

39・40

41～47

ｈ 48～50

34～38

54不明

ｈ
58・59

7・8

62～65

ｈ
ｈ

72・73

74～77

ｈ

97・98

ｈ ｈ
99～106

80～96
107～113

78・79

ｈ

114・115

117：比叡山

3、127

2、128

ｈ

5・6

56：高野山

70・71

奈良県

滋賀県

京都府

大阪府

和歌山県

三重県

【地図の見方】
小さな　 ひとつが下表の訪問地一か所に対応し
ている。同じ地域で複数の場所を訪れたときは大
きな●に下表に対応した番号を付した。

畿内巡り歌日記　～全行程～
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翻
刻
『
浪
華
奇
談
』
怪
異
之
部

田
野

登

１

解
題

１

『
浪
華

奇
談
』
の
別
本

本

稿

の
標

題

に
「
浪

華

奇

談

」
を
当

て
る
の
は
、
テ
キ
ス
ト
と
す

る
大

阪

府

立

中

之

島

図

書

館

所

蔵

二

冊

本

の
外

題

が
「
浪

華

奇

談

」
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
書

物

の
別

本

の
標

題

に
は
、
「
浪

速

奇

談

」
「
浪

花

奇

談

」
「
難

波

奇

談

」
が
当

て
ら

れ
て
い
る
が
、
本

稿

に
お
い
て
は
、
原

則

と
し
て

「
浪

華

奇

談

」
に
統

一

す

る
。
「
浪

華

奇

談

」
に
は
、
二

冊

本

・
四

冊

本

・
八

冊

本

が
現

在

、
確

認

さ

れ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
写

本

で
あ
り
、
版

本

あ
る
い
は
活

字

本
と
し
て
刊

行

さ

れ
て
は
い
な
い
。

テ
キ
ス
ト
と
し
た
二

冊

本

「
浪

華

奇

談

」
の
他

、
四

冊

本

は
大

阪

府

立

中

之

島

図

書

館

に
所

蔵
す

る
も
の
で
、
こ
れ
の
外

題

に
は
「
浪

花

奇

談

」
と
記

さ

れ
て
い
る
。
（
以

下

、
「
四

冊

本

」
と
表

記

す

る
。
）
八
冊
本

は
大
阪

市
立

中
央
図

書
館

に
所
蔵

す
る
も
の
で
、
こ
れ
の
外
題

に
は
「
浪

速
奇
談

」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
（
以
下
、
「
四
冊

本
」
と
表
記
す
る
。
）

こ
れ
ら
の
別

本

は
、
二

冊

本

が
六

巻

七

三

話

、
四

冊

本

が
一

二

巻

一

三

六

話

、
八

冊

本

が
二

四

巻

二

六

一

話

か
ら
な
り
、
本

文

お
よ
び
巻

頭

目

録

の
異

同

が
あ
る
も
の
の
、
〈
３

解

説

〉
の

項

の
付

表

〈
浪

華

奇

談

怪

異

之

部

目

録

〉
に
も
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
こ
れ
ら
の
別

本

の
記

事

内

容

は
、
ほ
ぼ
対

応

が
み
ら
れ
る
。
以

下

、
八

冊

本

に
所

載

す

る
話

の
順

番

に
従

っ
て
各

話

に
番

号

を

振
る
。

２

別
本
の
成
立
過
程

こ
れ
ら
の
別
本

の
う

ち
、
テ
キ
ス
ト
と
す

る
二

冊

本

と
四

冊

本

の
関

係

は
、
二

冊

本
に
所
載

す

る
話

（
六

九

話

～

一

三

六

話

）
は
四

冊

本

（
一

話

～

一

三

六

話

）
に
全

て
含

ま
れ
、
二

冊

本

は
四

冊
本
の
後
半
分
に
当
た
り
、
当
初
は
、
前
半
分
も
存
在
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
（
注
１
）
。

二

冊

本

と
四

冊

本

お
よ
び
八

冊

本

の
関

係

に
つ
い
て
考

え
る
の
に
、
こ
れ
ら
の
別

本

本

文

に
お

け
る
異

同

の
う

ち
、
殊

に
重

要

と
考

え
る
の
は
、
本

文

の
途

中

に
「
敬

典

再

考

」
か
ら
は
じ
ま
る

記

事

が
四

冊

本

に
だ
け
見

ら
れ
な
い
点

で
あ
る
。
こ
の
点

か
ら
は
、
四

冊

本

が
二

冊

本
お
よ
び
八
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冊

本

に
対

し
、
先
行

し
て
記
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
最

初

の
写

本

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ

ら
に
四

冊

本

に
所

載

す

る
話

は
、
一

組

の
入

れ
替

え
を
除

い
て
八

冊

本

に
も
含

ま
れ
（
注

２
）
、

四
冊
本
（
一
話
～
一
三
六
話
）
は
八
冊

本
（
一
話
～
二
六
一
話
）
の
前
半
分
に
当
た
る
。

こ
れ
ら
の
別

本

の
成

立

過

程

を
考

え
る
場

合

、
手

が
か
り
に
な
る
の
は
、
四

冊

本

の
三

冊

目

で

あ
る
「
浪

花

奇

談

上

一

二

三

続

編

」
の
巻

頭

に
序

文

と
し
て
の
「
題

難

波

奇

談

後

」
を
「
天

保

六

年

初

夏

笠

嶠

」
と
し
て
載

せ
、
「
六

巻

名

曰

難

波

奇

談

」
と
あ
る
点

で
あ
る
（
注

３
）
。
こ
の

序

文

は
八

冊

本

の
一

冊

目

で
あ
る
『
浪

速

奇

談

一

前

編

上

』
に
も
載

せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
す

れ
ば
「
浪
華

奇

談
」
は
、
天

保

六
（
一

八

三
五

）
年

に
は
正

編

六
巻

で
成

立
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
八

冊

本

第

一

冊

目

「
永

久

年

中

石

碑

」
に
「
年

暦

を
考

ゆ
る
に
当

天

保

五
年
迄
七
百
廿
年

の
古
碑
也
」
と
「
当
天
保
五
年
」
が
見
え
る
こ
と
と
付
合
す
る
（
注
４
）
。

と
こ
ろ
が
、
八

冊

本

の
記

述

に
は
、
「
京

橋

の
ぎ
ほ
う

珠

の
銘

に
曰

元

和

九

年
癸

亥

四
月

吉

日

天

保

十

三

年

迄

二

百

二

十

年

に
及

ぶ
」
（
注

５
）
、
「
然

る
に
今

年

天

保

十

三

年

甚

だ
凶

年

な
る

に
…

」
（
注

６
）
な
ど
「
天

保

十

三

年

」
が
見

え
、
さ

ら
に
天

保

一

三

年

の
記

事

の
後

に
「
…

三

年

の
後

に
病

死

す

」
と
も
あ
り
（
注

７
）
、
弘

化

二

（
一

八

四

五

）
年

に
及

ぶ
ま
で
書

き
続

け
ら
れ
て

い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
「
浪

華

奇

談

」
は
、
天

保

六

（
一

八

三

五

）
年

に
は
正

編

六

巻

が
成

立

し
、
そ
の
後

、
続

編

六

巻

が
書

き
足

さ

れ
て
一

二

巻

四

冊

本

と
な
り
、
本

稿

テ
キ
ス
ト
と

す

る
二

冊

本

は
、
そ
の
う

ち
の
続

編

に
位

置
す

る
第

七

巻

か
ら
第

一
二

巻

に
「
敬

典

再

考

」
な
ど

が
加

筆

さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
八

冊

本

は
、
弘

化

二

（
一

八

四

五

）
年

頃

ま
で
の
一

〇

年

間

に
増

補

し
、
四

冊

本

の
二

倍

の
分

量

の
話

を
所

載

す

る
に
至

っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
八

冊

本

に
は
異

な
る
筆

跡

が
認

め
ら
れ
る
が
、
本

文

の
記

述

内

容

か
ら
し
て
「
敬

典

」
が
直

接

関

与

し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
、
別

人

の
意

向

が
は
た
ら
い
て
書

き
継

い
だ
と
は
み
な
さ

れ
な
い
。
書

誌

目

録

に
記

載

さ

れ
る
浪

華

奇

談

は
、
「
八

巻

、
写

本

」
（
注

８
）
、
「
写

本

八

冊

」
（
注

９
）
と
あ

っ

て
、
八

冊

本

は
未

刊

行

の
写

本

で
あ
る
も
の
の
、
通

行

本

と
み
な
さ

れ
、
二

冊

本

、
四

冊

本

は
八

冊

本

以

前

に
書

写

さ

れ
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
二

点

は
通

行

本

で
あ
る
八

冊

本

に
対

す

る
別

本

と

す
る
の
が
正
し
い
位
置
づ
け
で
あ
る
。

３

翻
刻
箇
所
の
書
誌
的

位
置

こ
れ
ら
の
別

本

は
、
い
ず
れ
も
部

立

て
と
し
て
の
「
旧

跡

之

部

」
「
人

物

之

部
」
「
怪

異
之

部

」
が

目

録

の
前

に
付

さ

れ
て
い
て
、
本

稿

に
お
い
て
翻

刻

の
対

象

と
す

る
の
は
、
テ
キ
ス
ト
と
す

る
二

冊

本

『
浪

華

奇

談

』
所

載

の
「
怪

異

之

部

」
で
あ
る
。
話

数

に
し
て
一

七

話

で
あ
り
、
八

冊

本

『
浪

速
奇
談
』
所
載
の
全
て
の
話
が
二
六
一
話
か
ら
す
れ
ば
、
わ
ず
か
な
部
分
で
あ
る
。
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以

上

が
本

稿

に
お
い
て
翻

刻

の
対

象

と
し
た
箇

所

に
関

す

る
浪

華

奇

談

に
お
け
る
書

誌

的

位

置

で
あ
る
が
、
「
浪

華

奇

談

」
の
書

誌

的

価

値

を
如

実

に
示

す

部

分

で
あ
る
と
考

え
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
〈
３

解
説
〉
の
項
に
詳
し
く
論
じ
る
。

解
題
注

（
注

１
）
二

冊

本

目

録

の
前

丁

に
「
未

新

改

な
か
ら
弐

百

拾

五

ば
ん
改

四

冊

全

部

四

冊

」
の
書

込

が
あ
る
。

（
注

２
）
『
浪

花

奇

談

』
（
四

冊

本

）
第

一

冊

に
あ
る
「
東

成

の
堺

」
と
『
浪

速

奇

談

』
（
八

冊

本

）
第

一
冊
に
あ
る
「
居
酒
を
売
る
酒
肆
」
が
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
。

（
注

３
）
『
浪

花

奇

談

』
（
四

冊

本

）
三

冊

目

『
浪

花

奇

談

上

一

二

三

続

編

』
の
巻

頭

に
序

文

の

「
題

難

波

奇

談

後

」
に
「
小

倉

敬

典

君

者

以

博

覧

宏

才

陸

沈

于

士

間

嘗

輯

此

地

事

蹟

以

六

巻

名
曰
難
波
奇
談
…
」
と
記
し
、
当
初
六
巻
で
あ
っ
た
と
伺
わ
れ
る
。

（
注

４
）
『
浪

華

奇

談

』
（
二

冊

本

）
第

二

冊

の
「
下

福

嶌

の
碑

」
に
は
「
当

天

保

六

年

ま
て
三

百

四

歳
を
歴
し
古
物
也
」
（
５
ウ
）
と
あ
る
。

（
注
５
）
『
浪
速
奇
談
』
七
の1

1

オ
。

（
注
６
）
（
注
５
）
八

の
８
オ
。

（
注
７
）
（
注
５
）
八
の
９
ウ
。

（
注
８
）
二

〇
〇

二

年
『
大

阪

市
史

史

料
第

五

十

九
輯

』
（
大
阪

市

史
編

纂
所
）
七

三
頁
。
同

書
の

原

名

は
「
大

阪

市

史

引

用

書

解

題

」
で
幸

田

成

友

が
明

治

三

四

（
一

九

〇

一

）
年

か
ら
四

二

（
一

九
〇

九

）
年
頃

ま
で
筆
写

作

業

を
行

っ
た
と
さ

れ
る
が
、
未

刊
行

に
終

わ
っ
て
い
る
。
：
同

書
一

一

二
～
一
一
五
頁

（
注
９
）
高
木
利
太

一
九
三
〇
年
『
家
蔵
日
本
地
誌
目
録
』
続
編

一
二
九
頁

２

翻
刻

続
五
（
以
下1

4

オ
）

怪

談
槩
論

く
わ
い
だ
ん

が
い
ろ
ん

世

人

論

語

に
子

不

語

怪

力

乱

神

と
見

へ
た
る
拠

と
し
て
怪

談

す

る
を
大

ひ
に
捐

斥

す

。
是

一

よ

ひ

と

ろ

ん

ご

し
は
ず
か
た
ら

く
わ
い
り
よ
く

ら
ん
し
ん

え
ん
せ
き

辺

に
抱

滞

し
て
事

物

に
通

ぜ
ざ

る
見

識

也

。
論

語

の
言

は
孔

夫

子

門

人

に
対

し
て
ハ
詩

書

を
講

か
う
た
い

ろ

ん

ご

こ
と

こ

う

ふ

し

た
い

し

し

ょ

か
う
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じ
、
礼

を
の
べ
、
扨

は
六

芸

の
話

に
及

び
玉

ふ
が
常

な
る
ゆ
へ
、
我

輩

ら
の
見

聞

の
見

聞

せ
ざ

る

り
く
げ
い

わ

わ
が
と
も
が

を

も

つ
て
推

量

を

用

ひ

て
子

不

語

怪

力

乱

神

と

い
ひ

た

る

迄

に
て
、
実

に
聖

人

自

ら

我

す
い
り
や
う

じ
つ

せ
い
じ
ん

み
づ
か

わ
れ

不

語

怪

力

乱

神

と
ハ
の
た
ま
わ
ず

、
子

の
云

玉

わ
ざ

る
所

な
り
。
あ
る
ひ
ハ
怪

異

な
り
と
て
廃

ず
か
た
ら
く
わ
い
り
よ
く

ら
ん
し
ん

く

わ

い

い

は
い

せ
バ
易
経

な
ど
も
第

一
に
廃
す

べ
き
や

。
夫

に
て
ハ
聖
人
の
心

に
そ
む
く
に
も
い
た
ら
ん
（
以
下1

4

え

き

き

や

う

は
い

せ

い

じ

ん

ウ
）
か
。
詩
書

礼

楽
の
ミ
訓

導

し
玉

ふ
ハ
さ

し
あ
た
つ
て
、
今
日

の
世

務

に
資
益
多

き
を
以
て
の
義

し

し

よ

れ
い
が
く

こ
ん
に
ち

せ

い

む

し

え

き

な
り
。
此

所

を
よ
く

貼
翫

味

す

べ
き
也

。
さ

れ
ハ
孔

子

に

怪

を
問

し
條

々

す

く
な
か
ら
ず

。

く
わ
ん
み

こ

う

し

く
わ
い

と
い

じ
や
う
じ
や
う

土

の

怪

ハ羵

羊

防
風

氏
の
骨

一

疋

鳥

の
鼓

舞

、
江
中

の
萍

実

、
木

石

の

怪

ハ羵

魍

魎

水

の

怪

ハ

く
わ
い

ふ
ん
や
う

ぼ

う

ふ

う

し

こ
つ
い
つ
ひ
き
て
う

こ

ぶ

こ
う
ち
う

へ
い
じ
つ

も
く
せ
き

く
わ
い

き
も
う
り
や
う

く
わ
い

龍

罔

象

粛

慎

の
石

砮

な
ど
い
わ

迪
い
づ
れ
も

怪

に
あ
ら
ず

と
い
ふ
事

な
し
。
然

れ
ど
も
い
つ

り
や
う
も
う
し
や
う
し
く
し
ん

せ

き

と

く
わ
い

に
て
も
た
ま
わ
ず

。
早

速

問

に
答

へ
玉

ふ
。
聖

人

ハ
博

物

な
れ
ハ
此

外

に
も
御

心

中

に
記

せ
ら
れ

さ

つ

そ

く

と
ふ

こ
た

せ
い
じ
ん

は
く
ぶ
つ

き

し
奇

怪

の
品

々

も
あ
る
べ
し
。
ま
し
て
書

経

詩

経

易

経

左

氏

伝

な
ど

怪

な
ど

怪

に
か
ゝ
る
の

き
く
わ
い

し
な

し
よ
き
や
う

し
き
や
う

え
き
き
や
う

さ

し

で

ん

く
わ
い

く
わ
い

語

な
し
と
い
ふ
べ
か
ら
す

。
よ
つ
て

怪

を
か
た
る
も
窮

理

の
其

一

ツ
と
思

ふ
也

。
さ

れ
ハ
野

狐

の

ご

く
わ
い

き

う

り

や

こ

人

物

（
以

下1
5

オ
）
に
変

じ
た
る
ハ
手

腕

を
握

つ
て
知

り
、
老

狸

の
人

に
化

し
た
る
ハ
衣

装

の
文

彩

へ
ん

う

で

に
ぎ

ろ

う

り

け

い
し
や
う

を
も
つ
て
是

を
知

る
。

龍

の
人

に
迫

る
時

ハ
頭

髪

を
た
き
て
去

ら
し
め
、
或

ひ
ハ
食

物

の
空

中

し

り
や
う

せ
ま

づ

は

つ

さ

し
よ
く
も
つ

く
う
ち
う

を

と
ぶ
ハ
蝦

蟇

の
所

存

也

と
。
斯

の
ご
と
き

理

を

究

め
ハ
時

に
臨

ん
で

惑

す

怖

れ
す

。
よ
つ
て

が

ま

し
よ
ぞ
ん

り

き
わ

の
ぞ

ま
ど
わ

お
そ

奇

怪

の
談

を
記

臆

す

る
も
実

ハ
心

得

と
も
成

べ
き
事

ど
も
な
り
。
是

予

が
一

家

の
怪

談

の
総

論

き
く
わ
い

だ
ん

き

お

く

じ
つ

よ

け

く
わ
い
だ
ん

そ
う
ろ
ん

な
り
。
右
件
の
狐
狸
龍
蟇
の
弁
ハ
後
の
條
下
に
つ
ま
び
ら
か
な
り
。

う

け

ん

こ

り

り
や
う
ま

べ
ん

ぜ

う

か

医
生
野
狐
を
呵
る

い

せ

い

や

こ

し
か

曽

根

崎

村

に
予

が
相

識

の
医

生

卜

居

せ
ら

れ
し
が
、
文

化

年

間

予

か
の
人

の
許

へ
い
た
り
し
に

そ

ね

さ

き

よ

な

じ

み

い

せ

い

ぼ
く
き
よ

よ

も
と

夜

陰

に
お
よ
ん
で
外

よ
り
（
以

下1
5

ウ
）
柴

の

扉

を
た
ゝ
く
者

あ
り
。
内

よ
り
い
づ
か
た
よ
り
ぞ

や

い

ん

し
ば

と
ぼ
そ

と
問

ハ
、
大

仁

村

庄

屋

方

よ
り
来

れ
り
。
内

室

急

病

に
候

あ
い
だ
御

見

舞

下

さ

れ
よ
と
い
ふ
。

な
い
し
つ

き
う
び
や
う

み

ま

い

亭

主

さ

つ
そ
く
戸

を
ひ
ら
く
と
見

へ
し
が
、
卒

然

と
が
め

使

を
叱

し
て
、
に
く
き
野

狐

の
し
わ
ざ

て
い
し
ゆ

と

そ
つ
ぜ
ん

つ
か
ひ

し
つ

や

こ

か
な
。
今

宵

ハ
ゆ
る
す

と
も
再

度

来

ら
ハ
や

わ
か
無

事

に
帰

し
ハ
せ
ま
じ
と
立

蹴

に
け
た
お
し
、

こ

よ

ひ

ふ
た
た
び

ぶ

じ

た

ち

け

戸

を
閉

て
座

に
即

れ
け
る
に
ぞ
。
予

一

円

合

点

行

す

、
今

の
在

様

は
何

事

に
や

と
尋

れ
ハ
、
あ
る

と

と
ぢ

ざ

つ
か

よ

え
ん

が

て

ん

あ
り
さ
ま

じ

曰

只

今

来

り
た
る
ハ
人

に
は
あ
ら
で

狐

の
我

を
あ
ざ

む
く
也

。
凡

村

邑

の
医

者

ハ
是

を
覚

悟

い
わ
く

た
た
い
ま

き
つ
ね

い

し

や

か

く

ご

せ
ざ

れ
ハ
、
し
ば

貼
彼

に
魅

惑

せ
ら
る
ゝ
也

。
さ

れ
バ
夜

に
入

て
人

の
入

来

す

る
時

ハ
は
や

く
其

か
れ

み

わ

く

よ

じ
ゆ
ら
い

者

の
手

腕

を
握

り
て
見

る
に
、
掌

中

に
た
と
へ
バ
（
以

下1
6

オ
）
竹

の
筒

を
握

る
が
如

く
丸

く
覚

も
の

し
ゆ
わ
ん

に
ぎ

し
や
う
ち
う

た
け

つ
つ

に
ぎ

ゆ
れ
ハ
こ
れ
ま
さ

し
く
狐

狸

の
変

化

に
て
あ
れ
バ
大

ひ
に
精

力

を
は
げ
ま
し
て
今

の
ご
と
く
ふ
る

こ

り

へ

ん

げ

せ
い
り
き

ま
ふ
也
。
さ
す
れ
バ

再

び
来
ら
ざ
る
也
と
申
さ

れ
し
。

ふ
た
た
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小
坊
主

ぼ

う

ず

予

が
第

三

の
男

子

膝

行

松

の
辺

り
に
於

て
夜

中

小

児

一

人

た
た
ず

む
を
見

る
。
傍

近

く
す

ゝ
み

よ

な

ん

し

い

ざ

り

ま
つ

ほ
と

や

ち

う

せ

う

に

そ
ば
ち
か

て
見

れ
ハ
知

れ
る
者

の
子

也

。
此

方

よ
り

詞

を
か
く
れ
ど
も
か
の
童

べ
返

答

も
な
さ

で
た

迪
笑

し

こ
と
ば

わ
ら

へ
ん
と
ふ

わ
ら

ふ
て
ば
か
り
居

る
。
然

る
に
其

衣

服

の
嶋

筋

鮮

明

に
あ
た
か
も
白

昼

の
ご
と
く
見

ゆ
る
に
ぞ
。
是

い

い

ふ

く

し
ま
す
じ

あ
ざ
や
か

ひ

る

父

が
平

生

告

る
所

の

狸

の

怪

な
る
べ
し
と
匕

首

を
抜

う

ち
に
斬

つ
け
け
る
に
、
（
以

下1
6

ウ

）

へ
い
ぜ
い

つ
ぐ

た
ぬ
き

く
わ
い

く
び

ぬ
き

き
り

少

し
ハ
手

ご
た
へ
も
せ
し
か
ど
も

忽

ち

狸

の
本

相

を

顕

し
て
堵

墻

に
掻

の
ぼ
り
逃

亡

し
け
る

た
ち
ま

た
ぬ
き

あ
ら
わ

と
し
や
う

か
き

と
う
ぼ
う

と
な
り
。
予
謂
ら
く
白
虹
鞘

を
抜
事
今
少
し
お
そ
く
バ
大

白
眼
を
見
る
べ
し
。

よ

い
へ

は
く
こ
う

さ
や

ぬ
く

だ
い
は
く
が
ん

龍
巻

去

し
文

化

十

一

年

八

月

、
予

難

波

を
西

の
方

へ
出

船

す

。
ふ
と
北

の
方

を
見

る
に
黒

雲

一

群

予

よ

し
ゆ
つ
せ
ん

く
ろ
く
も

む
れ

よ

が
乗

れ
る
船

方

へ
降

り
来

る
を
見

る
。
船

頭

あ
わ
た

迪
し
く
下

知

し
て
、
す

ハ
龍

巻

な
り
。
用

意

の

く
だ

せ
ん
ど
う

げ

ぢ

た
つ
ま
き

の
物

を

火

中

せ
よ
と

罵

る
程

し
て
あ

れ
、
水

主

共

一

物

を

取

出

し
火

中

に
投

じ
け
る
が
、
其

く
わ
ち
う

の
ゝ
し

か

こ

と
う

悪

臭

は
な
は
だ
し
く
然

る
に
、
か
の
雲

気

今

や

船

に
迫

る
と
見

へ
し
に
忽

ち
翩

飜

と
し
て
東

方

へ

あ
く
し
う

う

ん

き

せ
ま

へ
ん
ぽ
ん

奔

走

し
て
初

め
て
（
以

下1
7

オ
）
安

穏

に
な
り
に
き

。
乗

合

の
旅

人

船

頭

に
様

子

を

尋

ね
け
る

ほ
ん
そ
う

あ
ん
お
ん

の
り
あ
い

り
よ
じ
ん

せ
ん
ど
う

よ

ふ

す

に
、
船

頭

い
ふ
や

う

只
今

の
黒

雲

ハ
龍
巻

と
な
づ
け
て
龍
の
海

上

を
往

来
を
せ
る
に
て
、
も
し
此

く
ろ
く
も

た
つ
ま
き

か
い
し
や
う

船

の
あ
た
り
へ
近

づ
く
と
き
ハ
い
か
な
る
大

船

に
て
も
空

中

に
釣

揚

る
事

ま
ゝ
あ
り
。
そ
れ
ゆ
へ
人

た
い
せ
ん

く
う
ち
う

つ
り
あ
げ

の
毛

髪
を

薫

ふ
れ
バ
龍
ハ
神
物
に
て
こ
の
臭
気
を
い
ミ
て
避
去
も
の
也
と
か
た
り
し
。

も
う
は
つ

く
す
ぼ

し
ん
ぶ
つ

し

う

き

さ
け
さ
る

蝦
蟇

が

ま

玉

造

り
伊

勢

町

武

家

の
縁

側

に
盆

中

に
乾

菓

子

を
盛

置

け
る
が
、
風

も
な
き
に
自

然

と
前

栽

の

え
ん
が
わ

ぼ
ん
ち
う

ひ

ぐ

わ

し

方

へ
飛

け
り
。
家

内

の
人

是

を
見

て
あ
や

し
ミ
ひ
そ
か
に
菓

子

の
行

末

を
見

る
に
、
庭

上

に
大

て
い
し
や
う

ひ
な
る
蝦

蟇

あ
り
て
居

な
が
ら
口
を
（
以

下1
7

ウ
）
ひ
ら
き
是

を
喰
ふ
に
て
ぞ
あ
り
け
る
。
こ
れ

ひ
き
が
い
る

い

く

ハ
煉

気

の

術

に
て
蟇

ば
か
り
に
も
あ
ら
ず

、
蟒

蛇

な
ど
居

な
が
ら

獣

を
挽

寄

の
む
も
同

じ
。
あ

れ

ん

き

じ
ゆ
つ

ひ
き

う
わ
ば
め

い

け
も
の

ひ
き
よ
せ

る
ひ
ハ
鴨
居
の
上
を
行

鼠

を
下

纏
猫
の
白
眼
て
落
し
取
る
も
似
た
る
事
也
。

し

き

い

ゆ
く

ね
づ
み

ね
こ

に

ら

み

お
と

狐

和
歌
を
感
す

き
つ
ね

わ

か

か
ん

大

坂

に
近

き
同

国

平

野

の
郷

に
道

具

屋

藤

八

と
い
ふ

翁

あ
り
。
家

業

の
い
と
ま
に
ハ
折

々

和

歌

お
き
な

か
ぎ
や
う
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を
詠
し
て
た
の
し
み
と
す
。
斎
号
を
好
古
斎
と
い
ふ
。
嘗
て
和
州
へ
よ
ぎ
つ
て
狐
火
を
見
て

さ
い
ご
う

こ

う

こ

さ

い

き
つ
ね
火
ハ
夜
ば
か
り
な
り
は
か
な
し
や

／
人
の
ほ
の
ふ
は
昼
も
も
へ
け
り

か
く
詠

じ
つ
つ
其

後

平

野

へ
帰

宅

し
け
る
に
、
あ
る
日

（
以

下1
8

オ
）
尼

壱

人

入

来

り
て
好

古

に

の
ち

き

た

く

あ
ま

こ

う

こ

対

面

し
頃

日

の
狐

火

の
歌

御

染

筆

頼

ミ
ま
い
ら
す

と
い
ふ
に
ぞ
。
藤

八

即

座

に
書

付

て
あ
た
へ
け

こ
の
こ
ろ

き
つ
ね
び

そ
め
ふ
で

そ

く

ざ

れ
ハ
、
か
た
じ
け
な
し
と
厚

く
礼

謝

し
て
戸
外

へ
出
て
、
又

引

返
し
犬
の
い
た
く
吼

付
候

間

、
追

退

あ
つ

れ
い
し
や

い
ぬ

ほ
へ

お
い
の
け

て
玉

わ
り
候

へ
と
い
ふ
。
さ

つ
そ
く
犬

を
追

て
遣

し
け
れ
ハ
足

早

に
帰

る
と
見

へ
し
が
、
忽

ち

姿

ハ

あ
し
は
や

す
が
た

見
へ
ず
な
り
に
け
り
。

唐
橋
屋
九
郎
兵
衛

か

ら

は

し

や

正

徳

の
頃

、
東

堀

に
唐

橋

屋

九

郎

兵

衛

と
い
へ
る
鉄

屋

あ
り
、
冨

家

に
し
て
下

人

も
あ
ま
た
召
仕

こ
ろ

め
し
つ
か

ひ
け
り
。
其

家

白

き
犬

を

養

ひ
け
る
が
、
九

郎

兵

衛

甚

だ
愛

し
て
犬

の
好

め
る
食

を
飼

け
る
。

い
ぬ

や
し
な

あ
い

か
い

然

る
に
此

犬

率

爾

に
疾

て
死

せ
り
。
九

郎

兵

衛

（
以

下1
8

ウ
）
大

ひ
に
残

念

に
お
も
ひ
け
る
が
、

に

わ

か

や
み

ざ
ん
ね
ん

い
く
ほ
ど
も
な
く
九

郎

兵

衛

も
大

病

に
く
る
し
み
し
が
、
さ

ま

転
医

療

を
つ
く
す

と
い
へ
ど
も
更

い
り
や
う

に
其

し
る
し
な
く
朝

の
露

と
消

失

け
る
に
、
ふ
し
ぎ
成

ハ
其

死

骸

あ
た
た
か
に
し
て
生

た
る
人

の

あ
さ

つ
ゆ

き
へ
う
せ

し

が

い

ご
と
く
な
れ
バ

葬

も
せ
ず

、
家

人

昼

夜

守

護

し
て
居

た
り
け
り
。
扨

も
九

郎

兵

衛

は
夢

現

の

ほ
う
む
り

ち

う

や

し

ゆ

ご

さ
か
ひ
も
わ
か
た
ず
、
た

迪
徐
々
と
歩
行

あ

る

き

し
が
、
見

渡

せ
ば
河

原

の
ご
と
き
地

に
至

り
、
草

木

も
な
く
茫

然

と
し
て
み
し
が
、
は
る
か
向

ふ

い
た

そ
う
も
く

ぼ
う
ぜ
ん

に
人

声

の
聞

ゆ
る
に
ぞ
其

方

へ
た
ど
り
行

に
、
広

き
川

に
い
た
る
所

に
人

ご
へ
ハ
川

向

ひ
の
方

に
聞

ゆ
。
よ
つ
て
川

を
わ
た
る
に
水

も
つ
と
も
浅

く
し
て
安

々

と
向

ふ
の
岸

に
つ
く
。
其

所

に
人

数

五

六

人

横

さ

ま
に
臥

て
（
以

下1
9

オ
）
居

た
り
。
九

郎

兵

衛

彼

も
の
に
申

ハ
此

所
ハ
帰

路

を
お
し
へ
下

ふ
し

か
の

き

ろ

さ

れ
よ
と
頼

メ
ば
、
か
の
者

ど
も
こ
た
へ
て
我

々

が
在

所

へ
来

り
休

足

せ
ら
れ
よ
。
其

後

帰

る
道

ざ
い
し
よ

を
案

内

し
て
進

ず

べ
し
と
い
ふ
。
九

郎

兵

衛

う

れ
し
く
と
も
斯

も
よ
ろ
し
く
世

話

頼

ミ
入

る
と
い

あ

な

い

ふ
て
同

道

し
、
五

六

丁

行

に
あ
や

し
き
草

庵

あ
ま
た
あ
り
。
彼

も
の
ど
も
此

家

の
内

に

伴

ひ
つ

そ
う
あ
ん

か
の

と
も
な

ゝ
食

事

あ
た
ゆ
べ
し
。
是

に
て
暫

く
休

息

せ
ら
れ
よ
と
い
ひ
す

て
ゝ
勝

手

の
方

へ
入

に
け
る
。
そ
の

し
よ
く
じ

か

つ

て

跡

を
詠

る
に
庭

よ
り
犬

一

疋

尾

を
ふ
り
て
来

る
。
九

郎

兵

衛

よ
く
見

れ
ハ
わ
が
寵

愛

せ
し
前

に

に
わ

お

て
う
あ
い

死

し
た
る
犬

也
。
い
か
に

汝

ハ
死
し
た
る
に
あ
ら
ず
や

、
い
ま
だ
堅
固
に
て
あ
る
か
と
申
け
れ
ハ
、

し

な
ん
じ

け

ん

ご

犬

人

の
ご
と
く
言

語

を
な
し
て
君

ハ
（
以

下1
9

ウ
）
し
ら
ず

や

、
す
で
に
死

し
玉

ひ
ぬ
る
也
。
又

此

き
み

所

は
人

間

界

に
は
あ
ら
ざ

る
な
り
。
九

郎

兵

衛

驚

き
我

死

し
た
る
や

、
又

此

所

は
い
づ
く
な
る

に
ん
げ
ん
か
い

お
ど
ろ

し

や

。
犬

答

へ
て
此

家

の
勝

手

を
の
ぞ
け
ハ
、
今

迄

人

と
見

へ
た
る
ハ
ミ
な

兎

猿

狐

狸

の
類

に
て

い
ぬ

か

つ

て

う
さ
ぎ

さ
る

き
つ
ね

た
ぬ
き

眼

を
い
か
ら
し
牙

を
か
み
て
物
が
た
り
す

る
有

さ

ま
ハ
い
と
お
そ
ろ
し
。
九

郎

兵
衛

驚

歎

し
、
扨

め

き
や
う
た
ん
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ハ

此

所

ハ
畜

生

道

な
る
か
。
早

く
立

去

ん
と
い
ふ
を
犬

九

郎

兵

衛

の

袂

を
く
わ
へ
て
と

迪
め
逃

ち
く
せ
う
ど
う

い
ぬ

た
も
と

に
げ

玉

ふ
と
も
彼

者

ど
も
や

わ
か
逃

し
ハ
セ
じ
。
暫

く
待

て
食

事

を
な
し
休

息

あ
れ
。
わ
れ
ら
よ
き

か
の
も
の

し
ば
ら

き
う
そ
く

時

分

案

内

し
帰

ら
せ
参

ら
せ
ん
。
去

な
が
ら
膳

に
向

ひ
玉

ふ
と
も
青

き

物

を
喰

ひ
玉

ふ
べ
か
ら

ぜ
ん

く

ず

。
是

を

食

す

れ
ハ
忽

ち
獣

類

と
変

す

。
九

郎

兵

衛

心

得

戦

慄

し
て
着

座

し
（
以

下2
0

オ
）
け

し
よ
く

じ
う

せ
ん
り
つ

れ
ハ
犬

は
出

行
け
る
。
し
ば
ら
く
有

て
勝

手

よ
り
食

膳

を
持
来

り
九

郎

兵

衛

に
す
ゝ
む
。
九

郎

兵

い
ぬ

か

つ

て

衛

犬

の
お
し
へ
し
ご
と
く
青

き
物

ハ
残

し
て

食

し
夫

よ
り
休

足

す

る
。
か
の
畜

る
い
ど
も
は
次

の

の
こ

し
よ
く

ち
く

間

に
入

て
物

が
た
り
し
て
居

た
り
。
此

間

に
白

犬

来

り
て
、
今

の
中

に
走

り
玉

へ
と
い
ふ
。
九

郎

い
ぬ

は
し

兵

衛

足

に
任

セ
て
逃

出

し
け
る
に
、
猴

牛

馬

の
類

大

勢

追

懸

来

り
て
残

念

な
り

貼
と
追

か
け
ミ

ま
か

に

げ

だ

う
し

う
ま

ぜ
い

お
ひ
か
け

ざ
ん
ね
ん

な

貼
川

岸

に
来

る
こ
ろ
、
九

郎

兵

衛

ハ
か
の
川

を
半

渡
り
は
し
り
け
れ
ハ
、
獣

と
も

怒

て
ぜ
ひ
も

い
か
つ

な
し
と
い
ふ
て
石

を
掴

ん
で
九

郎

兵

衛

に
向

つ
て
手

々

に

擲

ち
帰

り
け
る
が
、
此

川

を
か
の
者

つ
か

な
げ
う

ど
も
渡

り
得

ざ

る
こ
そ
ふ
し
ぎ
也

と
思

ヘ
バ
、
夢

の
覚

た
る
ご
と
く
に
蘇

生

せ
り
。
（
以

下2
0

ウ
）

へ

ゆ
め

さ
め

そ

せ

い

よ
つ
て
人

々
に
此

も
の
が
た
り
を
な
し
け
る
が
馬

の
打

た
る

礫

の
跡
を
見
れ
バ
、
白
き
毛

を
生
じ

う
ま

つ
ぶ
て

け

た
る
こ
そ
あ
や

し
け
れ
。
夫

よ
り
九

郎

兵

衛

ま
つ
た
く
か
や

う

の
界

に
い
た
る
も
わ
が
不

徳

ゆ
へ

か
い

と
く

と
夫
よ
り
神
儒
仏
の
三
道
を
学
び
聖
人
と
成
け
り
。

し
ん
じ
ゆ
ぶ
つ

ま
な

愚

老

按

ず

る
に
い
に
し
へ
よ
り
犬

の
主

を

援

る
例

し
和

漢

ま
ゝ
多

し
。
必

ず

失

あ
り
と
て
む
ざ

た
す
く

た
め

わ

か

ん

か
な
ら

と
笞

を
く
わ
ふ
べ
か
ら
ず

。
人

す

ら
大

科

を
犯

す

い
わ
ん
や

畜

類

お
や

。
さ

れ
バ
本

朝

の
む
か
し

ち
く
る
い

王

代

の
こ
ろ
、
馬

牛

鶏

犬

の
た
ぐ
ひ
ハ
人

家

に
益

あ
る
生

類

な
れ
バ
其

肉

を
喰

ふ
べ
か
ら
す

。
又

け
い
け
ん

く

悁
猴

ハ
人

に
よ
く
似

た
る
獣

な
れ
バ
六

畜

の
外

た
り
と
い
へ
と
も
、
是

を
殺

害

（
以

下2
1

オ
）
す

へ

せ
つ
が
い

か
ら
ず
と
告

諭

せ
ら
れ
し
古

法

あ
り
。
西

土

な
ど
ゝ
は
ち
が
ひ
て
君

子

国
の
風

俗
仰

き
尊

む
べ
き

こ

く

ゆ

も
ろ
こ
し

に
あ
ら
ず
や

。

天
狗
清
兵
衛

安

永

の
頃

、
浪

花

に
天

狗

の
清

兵

衛

と
い
ふ
者

あ
り
。
天

狗

に
仕

へ
し
故

し
か
名

付

た
り
。
此

も

こ
ろ

て

ん

ぐ

の
傘

張

を
業

と
し
て
予

が
父

天

狗

の
説

を
こ
ま

転
と
問

し
に
、
清

兵

衛

い
ふ
初

め
誘

引

せ
ら
れ

か
さ
は
り

わ
ざ

よ

せ
つ

し
時

虚

空

を
飛

行

し
て
大

ひ
な
る
高

堂

の
甍

の
上

に
我

を
置

り
。
此

所

ハ
い
づ
く
な
る
ぞ
と
問

へ

こ

く

う

と

バ
京

都

の
大

仏
の
や
ね
也

と
答

ふ
。
次

に
住

所
へ
伴

ひ
て
俗

身

を
改
易

て
我

を
飛
行

夜
に
神

と
成

り
、
所

々

へ
使

者

に
仕

わ
り
し
事

也

。
夫

故

大

坂

の
我

宅

の
や

ね
へ
も
時

々

来

れ
り
。
我

家

を
出

て
（
以

下2
1

ウ
）
百

日

目

に
ハ
百

ケ
日
の
仏

事

を
家

内

に
て
勤
行

す

る
を
屋

上

纏
く
わ
し
く
見
聞

せ
り
。
さ

し
た
り
扨

三

年

歴

て
い
と
ま
遣

ず

間

、
家

へ
帰

る
べ

し
と
有

り
て
、
金

比

羅

の
木

像

を

へ

も
く
ぞ
う

玉

わ
り
又

眼

病

の
灸

穴

を
教

受

せ
り
。
其

後

明

和

卯

年

お
影

参

り
流

行

の
節

、
天

満

橋

北

詰

が
ん
び
や
う

き
う
け
つ

り
う
こ
う

せ
つ
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に
て
以

前

の
天

狗

主

人

に
逢

し
に
、
い
か
に
清

兵

衛

伊

勢

参

宮

の
望

み
ハ
な
き
や

と
い
ふ
。
い
か

て

ん

ぐ

し
ゆ
じ
ん

い

せ

さ

ん

ぐ

う

の
ぞ

に
も
参

り
度

と
答

へ
、
然

ら
ハ
是

よ
り
す

ぐ
さ

ま
連

行

べ
し
と
て
往

還

と
も
ミ
な

貼
我

を
馬

に
の

こ
た

し
か

つ
れ
ゆ
く

セ
あ
る
ひ
ハ
駕

篭

に
の
セ
て
我

に
銭

を
渡

し
此

銭

を

施

す

べ
し
と
云

付

る
ゆ
へ
、
お
し
げ
も
な
く

か

ご

わ
た

ほ
ど
こ

い
ゝ

ほ
ど
こ
し
て
最

は
や

尽

た
り
と
お
も
ふ
時

分

に
ハ
又

々

銭

を
持

来

り
て
さ

づ
く
る
ゆ
へ
（
以

下2
2

も

じ

ぶ

ん

も
ち
き
た

オ
）
、
鳥

目

の
員

数

も
覚

へ
ざ

る
ほ
ど
参

宮

人

に
喜

捨

し
た
り
。
扨

下

向

に
ハ
元

の
天

満

橋

ま
で

て
う
も
く

い
ん
じ
ゆ

送

ら
れ
し
と
語

る
。
予

が
先

考

つ
い
で
に
か
の
天

狗

の
住

所

聞

た
し
と
い
ふ
。
清

兵

衛

い
ふ
や

う

お
く此

義

ハ
か
た
り
が
た
し
。
も
し
口

外

す

る
も
の
な
ら
バ
今

に
て
も
我

ハ
引

さ

か
る
べ
し
と
舌

を
ふ
る

し
た

わ
し
て
恐
怖
せ
り
。
此
清
兵
衛
は
正

直
一
途
の
も
の
に
て
あ
り
し
也
。

い

ち

づ

瑞
夢

ず

い

む

文

化

年

中

、
予

あ
る
夜

の
夢

に
勝

手

に
て
酒

を
た
べ
居

た
る
に
、
ふ
と

表

の
方

纏
案

内

も
な
さ

ゆ
め

か

つ

て

さ
け

お
も
て

あ
ん
な
い

で
京

屋

吉

右

衛

門

と
い
ふ
書

林

来

れ
り
。
予

即

座

に
酒

を
酌

み
又

魚

肉

を
す

ゝ
む
時

に
吉

右

衛

し
よ
り
ん

よ

そ

く

ざ

ぎ
よ
に
く

門

い
ふ
様
、
わ
れ
ら
精

進

日

に
て
御

ま
ゝ
何

成
と
も
（
以

下2
2

ウ
）
野

菜

の
る
い
を
下

さ
る
べ
し
と

し
や
う
じ
ん
ひ

や

さ

い

い
ふ
。
即

座

右

の
器

を
見

る
に
、
こ
と

転
く
魚

肉

に
て
野

菜

絶

て
な
し
。
向

ふ
の
板

間

を
見

る
に

そ

く

ざ

き

や

さ

い

た
へ

一

箇

の
菜

冽
あ
り
け
る
を
手

早
く
き
ざ

み
て
醤

油

を
か
け
是
成

と
も
と
い
ふ
て
出

す

と
思
へ
バ
、

て

夢

ハ
覚

け
り
。
然

る
に
翌

日

い
づ
ミ
や

孫

兵

衛

と
申

書

肆

方

纏
今

晩

ハ
新

宅

移

徙

に
て
書

画

交

ゆ
め

よ
く
じ
つ

こ
ん
ば
ん

し
ん
た
く

わ
た
ま
し

易

会

も
よ
ふ
し
候

間

御

出

会

と
申

に
よ
り
翌

晩

彼

方

へ
い
た
り
し
に
、
存

の
外

佳

麗

の
家

に
て
二

よ
く
ば
ん

か
の

階

座

敷

へ
請

侍

し
て
程

な
く
宴

を
初

む
。
そ
の
料

理

甚
だ
美

を
つ
く
し
珍

肴

を
敷
叙

す

。
彼

是
す

か
い

ざ

し

き

び

か
れ
こ
れ

る
う

ち
人

々

あ
ま
た
来

れ
り
。
予

ひ
そ
か
に
お
も
へ
ら
く
昨

夜
の
夢

に
似

た
る
形

勢

か
な
と
見

る

所

に
、
（
以

下2
3

オ
）
あ
る
人

吉

右

衛

門

に
さ

か
な
を
進

め
し
に
、
同

人

い
ふ
我

等

は
精

進

日

に

す
す

し
や
う
じ
ん
ひ

て
候

ま
ゝ
青

物

の
る
い
玉

わ
る
べ
し
と
い
ふ
。
予

心

に
い
よ

貼
前

夜

の
夢

に
た
が
わ
ず

と
脇

目

も

わ

き

め

せ
す

守

り
居

る
。

肴

を

は
さ

め
る
人

座

側

を
さ

ま

転
と
尋

ね
も
と
む
れ
ど
も
野

菜

の
た
ぐ
ひ

ま
も

さ
か
な

や

さ

い

一

切

見

へ
ず

、
詮

方

な
く
て
楼

上

よ
り
下

り
て
台

所

に
て
や

う

貼
に
煮

菜

の
盛

た
る
鉢

を
取

来

く
だ

は
ち

り
て
是
成
と
も
と
い
ふ
て
あ
た
へ
け
る
ぞ
。
誠

に
ふ
し
ぎ
の
次

第
な
り
。
正

夢
も
あ
る
事
と
覚

ゆ
。

続
六
（
以
下2

5

オ
）

石
仏

言

を
発
す

こ
と
ば

は
つ

阿

波

座

堀

奈

良

屋

町

浜

よ
り
少

し
南

へ
入

込

た
る
町

家

の
軒

下

に
壱

尺

あ
ま
り
の
座

像

の
石

仏

あ

わ

ざ

ほ

り

な

ら

や

ま

ち

の
き
し
た

ざ

ぞ

う

い
し
ぶ
つ
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地

蔵

尊

を
安

置

せ
り
。
文

化

五

辰

年

五

月

十

八

日

の
夜

あ
る
軽

忽

な
る
も
の
風

雨

の
ま
ぎ
れ
に

あ

ん

ち

よ

け
い
こ
つ

来

り
て
、
此

像

を
我

宿

へ
持

帰

り
て
崇

敬

供

養

し
け
る
に
、
其

夜

よ
り
こ
の
菩

薩

阿

波

座

へ
帰

ふ

ぞ
う

そ
う
け
い

く

や

う

ぼ

さ

つ

あ

わ

ざ

い
の

貼
と
よ
も
す

が
ら
声

あ
り
て
や

ま
ず

。
こ
れ
に
よ
つ
て
こ
の
も
の
怖

恐

て
も
と
の
小

堂

へ
輸

け

こ
へ

お
ぢ
お
そ
れ

し
や
う
ど
う

と
ど
け

る
。
此
石
像
今
に
此
地
に
あ
り
。

せ
き
ぞ
う

河

内

の
国

守

口

の
隣

村

世

木

村

百

性

の
家

の
軒

下

に
石

像

の
地

蔵

ぼ
さ

つ
あ
り
。
然

る
に
此

も
り
く
ち

り
ん
そ
ん

せ

ぎ

む

ら

の
き
し
た

せ
き
ぞ
う

ぢ

ぞ

う

家

は
一

向

宗

た
る
が
故

に
此

菩

薩

を
（
以

下2
5

ウ
）
嫌

忌

し
て
氏

神

の
境

内

へ
移

し
け
る
に
、
是

い
つ
こ
う
し
う

ぼ

さ

つ

け

ん

き

け
い
だ
い

う
つ

も
夜

陰

に
及

ぶ
と
旧

地

へ
帰

ふ

貼
と
聞

へ
け
る
ゆ
へ
、
再

度

も
と
の
地

へ
持

帰

れ
り
。
此

石

仏

ハ
甚

や

い

ん

お
よ

も
と
の
ち

い
の

さ

い

ど

だ
麁
末
に
彫
て
眼
耳
鼻
口
な
ど
も
見
へ
ず
、
阿
波
座
の
像
ハ
鑽
割
叮
嚀

な
り
。

そ

ま

つ

ほ
り

げ
ん

に

び

く
ち

ぞ
う

さ
ん
か
つ

て
い
ね
い

猫
の
あ
や

し
ミ

ね
こ

高

麗

橋

三

丁

目

に
近

江

屋

何

某

と
い
へ
る
家

あ
り
し
が
、
い
づ
か
た
よ
り
と
も
し
ら
ず

黒

き
雄

ね

か
う
ら
い
ば
し

な
に
が
し

お

こ
の
来

り
け
る
を
そ
の
ま
ゝ

畜

ひ
け
る
が
、
何

と
や

ら
あ
や

し
き
こ
と
ど
も
多

く
さ

び
し
き

所

や
し
な

お
ふ

に
て
ハ
人

の
ご
と
く
立

て
歩

行

あ
る
ひ
ハ
人

語

を
な
し
な
ど
し
け
る
に
ぞ
、
亭

主

も
是

を
う

と
ん

あ

る

き

じ

ん

ご

て
い
し
ゆ

じ
て
四

五

丁

も
へ
だ
て
し
（
以

下2
6

オ
）
地

へ
追

放

し
け
る
に
、
半

日

程

の
間

に
帰

り
け
る
に
ぞ
。

此

度

ハ
こ
の
猫

を

器

に
閉

篭

せ
ん
だ
ん
の
木

橋

を
北

へ
わ
た
り
中

の
嶋

よ
り
大

江

橋

を
北

へ
越

て

ね
こ

う
つ
わ

と
ぢ
こ
め

こ
へ

難

波

小

橋

を
東

へ
行

、
も
は
や

此
所

に
捨

置

な
ば
よ
も
帰

り
も
す

ま
じ
と
放
ち
け
る
が
、
夫

よ
り

な

に

は

二

日

と
い
ふ
に
ま
た

貼
か
の
猫

家

に
帰

り
け
る
に
ぞ
。
人

々

大

ひ
に
仰

天

し
其

ま
ゝ
打

擲

し
て

ぎ
や
う
て
ん

て
う
ち
や
く

追

出

し
け
る
が
、
是

よ
り
う

ち
へ
ハ
入

ら
ず

と
い
へ
ど
も
隣

家

を
さ

ら
ず
し
て
あ
り
け
る
が
、
程

な

お

ひ

だ

り

ん

か

く
此

家

に
外

方

纏
あ
ら
た
に
児

猫

を
も
ら
ひ
た
り
し
に
、
か
の
古

猫

人

な
き
隙

を
う

か

迪
ひ
家

こ

ね

こ

ふ
る
ね
こ

ひ
ま

内

へ
入

来

り
て
子

猫

を
大

に

獵
け
る
に
ぞ
。
人

々

ま
た
こ
そ
妖

猫

の
来

り
け
る
と
て
追

出

し
け
る

こ

ね

こ

か
ミ

ば
け
ね
こ

お

い

だ

が
、
夫

よ
り
い
づ
地

へ
行

け
ん
ふ
た
ゝ
び
見

へ
ず

。
む
か
し
よ
り
（
以

下2
6

ウ
）
猫

の

怪

を
な
す

事

ね
こ

く
わ
い

め
づ
ら
し
か
ら
ず
。
か
ゝ
る
妖
物
を
家
に
や

し
な
わ
ず
と
も
よ
か
る
べ
き
也
。

や
う
ぶ
つ

奇
夢

き

む

予

が
先

妣

の
話

に
、
わ
が
お
さ

な
き
頃

毎

朝

夢

中

に
祠

堂

の
前

に
座

し
て
小

豆

餅

を
喰

け
る
常

は

ゝ

こ
ろ

ま
い
て
う

む

ち

う

ぶ
つ
だ
ん

あ

づ

き

も

ち

の
事

也

。
夫

ゆ
へ
目

さ

め
て
後

も
満

腹

に
て
朝

飯

ハ
膳

に
向

ふ
た
る
迄

に
て
人

並

に
喰

得

ざ

り
し

ま
ん
ふ
く

あ
さ
い
ゝ

ぜ
ん

ひ
と
な
み

た
べ

な
り
。
然

る
に

傘

を
造

る

業

な
れ
ハ
糊

に
入

用

に
よ
り
毎

度

水

取

の
餅

を
買

も
と
め
に
行

け

か
ら
か
さ

つ
く

ぎ
や
う

の
り

も
ち

る
が
、
或

日

近

町

に
な
か
り
し
ゆ
へ
、
十

歳

の
時

嶋

町

よ
り
お
は
ら
い
筋

農

人

橋

北

へ
入

西

側

ま

あ

る

ひ

さ
い

の
う
に
ん
ば
し

か
わ

で
も
と
め
に
行

け
る
が
、
其

家

の
う

ち
に
老

女

あ
る
を
見

る
。
［
此

夢

に
餅

た
ヘ
け
る
姿

ハ
四

才
ぐ

ら
う
ぢ
よ
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ら
ひ
に
在

し
と
也

］
家

内

を
見

わ
た
せ
バ
、
か
の
（
以

下2
7

オ
）
朝

ご
と
に
も
ち
を
喰

け
る
家

ハ
此

た
べ

所

也

と
思

ふ
。
さ

れ
ど
も
さ

れ
ど
も
幼

少

た
る
が
ゆ
へ
、
右

の
夢

物

が
た
り
を
し
て
様

子

を
諮

問

し

も

ん

す

る
事
も
せ
ざ

り
し
也

。
成

長

の
の
ち
ハ
其

家

も
な
く
成

け
る
ゆ
へ
、
重
ね
て
と
は
ん
た
つ
き
も
な

せ
い
て
う

し
。
其

後

つ
く

貼
思

ふ
や

う

、
我

ハ
か
の
餅

屋

の
亡

児

の
再

生

し
た
る
に
て
定

め
て
右

老

女

の

も

ち

や

ぼ

う

じ

さ
い
せ
い

ら
う
じ
よ

愛

子

に
て
こ
そ
あ
り
つ
ら
め
。
夫

ゆ
へ
毎

朝

も
ち
を
持

仏

堂

へ
備

へ
た
る
な
る
べ
し
。
拾

参

歳

の
と

あ

い

し

ま
い
て
う

ぢ

ぶ

つ

ど

う

し
河

州

大

ケ
塚

村

に
逗

留

の
時

餅

喰

る
夢

を
見

て
よ
り

再

び
夢

ミ
る
事

な
か
り
し
ハ
老

女

物

故

か

し

う

だ

い

が

づ

か

と
う
り
う

も
ち

た
べ

ふ
た
た

も

つ

こ

し
て
餅
を
手
向
る
人
も
な
か
り
し
に
や
と
折
節
ハ
も
ふ
さ
れ
け
り
。

も
ち

た

む

け

お
り
ふ
し

予

が
親

族

河

州

お
に
す

み
村

延

命

寺

蓮

諦

比

丘

（
以

下2
7

ウ
）
礦

石

集

并

に
続

集

を
あ
ら
わ

し
ん
ぞ
く

ゑ

ん

め

い

じ

れ

ん

た

い

び

く

か
う
せ
き
し
う

ぞ
く
し
う

す

。
書

中

に
亡

者

を
祭

る
飲

食

の
類

こ
と

転
く
其

鬼

神

に
徹

す

る
の
よ
し
く
わ
し
く
述

ら
れ
た

も
う
じ
や

ま
つ

お
ん
じ
き

き

じ

ん

て
つ

の
べ

り
。
こ
れ
神
儒
仏
と
も
に
異
論
な
き
も
の
な
り
。

い

ろ

ん

釈

蓮

諦

し
や
く
れ
ん
た
い

右

蓮

諦

比

丘

ハ
将

軍

家

宣

公

御

帰

依

僧

の
覚

彦

比

丘

の
弟

子

に
し
て
、
宿

命

智

通

を
得

た
り
。

し
ゆ
く
め
う

ち

つ

う

予
が
母

方

祖
母

予

が
母

を
娠

し
て
十

月
満

て
も
産

せ
ず

、
十

一

月
に
満

て
も
出

産
せ
ず
。
十

二

そ

ぼ

よ

し
ん

み
ち

さ
ん

み
ち

し
ゅ
つ
さ
ん

月

め
の
末

に
及

び
て
蓮

諦

師

に
生

産

の
期

を
問

ふ
。
蓮

諦

曰

来

る
五

月

六

日

の
薄

暮

女

子

を

す
へ

お
よ

れ

ん

た

い

し

せ
い
さ
ん

ご

れ
ん
た
い

い
わ
く

は

く

ぼ

う

む
べ
し
。
も
つ
と
も
母

子

と
も
に

恙

な
か
ら
ん
。
此

秘

符

を
水

（
以

下2
8

オ
）
も
て
妊

婦

に
与

つ
つ
が

ひ

ふ

に

ん

ふ

ゆ
べ
し
。
女

子

な
れ
バ

必

す

右

の
手

に
握

り
て
安

産

す

べ
し
と
教

示

せ
ら
る
。
果

し
て
期

を
失

せ

か
な
ら

に
ぎ

あ
ん
さ
ん

き
や
う
じ

は
た

き

し
つ

ず

右

の
符

を
手

に
も
つ
て
生

る
。
［
実

に
延

享

二

丑

年

五

月

六

日

夕

暮

な
り
］
奇

特

の
事

ど
も
な

ふ

き

ど

く

り
。
宿

命

通

を
具

し
た
る
僧

多

く
は
な
し
。
天

竺

に
て
ハ
釈

尊

西

土

に
て
ハ
安

世

高

な
ど
そ
の

し
ゆ
く
め
い
つ
う

ぐ

て
ん
ぢ
く

し
や
く
そ
ん

も
ろ
こ
し

あ
ん
せ
い
か
う

人
な
り
。

附

て
曰

予

時

々

仏

理

を
説

く
。
儒

を

学

ぶ
人

甚

だ
猜

忌

す

。
予

が

曰

和

朝

の
天

子

は
い
か

つ
け

い
ふ

よ

じ

じ

ぶ

つ

り

と

じ
ゆ

ま
な

さ

い

き

よ

い
わ
く

わ

て

う

て

ん

し

迪
し
玉

ふ
ぞ
や

。
宗

廟

な
れ
ハ
神

道

を

尊

み
玉

ひ
ま
た
儒

を

尊

ミ
玉

ひ
勿

論

仏

道

を

尊

ミ

そ
う
び
や
う

し
ん
と
う

た
つ
と

じ
ゆ

た
つ
と

も
ち
ろ
ん

ぶ
つ
ど
う

た
つ
と

玉

ふ
。
且

ま
た
将

軍

家

も
し
か
り
。
其

余

沢

を

蒙

る
我

と
も
が
ら
い
か
ん
ぞ
。
是

に
狠

戻

せ
ん

か
つ

し
や
う
ぐ
ん
け

よ

た

く

か
ふ
む

ご
ん
れ
い

や

と
答

ふ
。
難

ず

る
者

唯

々

と
し
て

退

く
。
和

漢

と
も
に
儒

を
学

ぶ
人
ハ
仏
法

を
（
以

下2
8

ウ
）

こ
た

な
ん

い

い

し
り
ぞ

わ

か

ん

じ
ゆ

ぶ
つ
ほ
う

仇

敵

の
ご
と
く
見

る
と
い
へ
ど
も
、
今

五

人

十

人

仏

道

を
誹

謗

す

と
も
仏

法

あ
に
滅

亡

に
い
た

し
う
て
き

ひ

ほ

う

め
つ
ぼ
う

ら
ん
や

。
入

ら
ざ

る
圭

怒

に
精

力

を

費

す

事

君

子

の
所

為

に
あ
ら
ず

、
仏

道

も
勧

善

懲

悪

の

け

い

ど

せ
い
り
き

つ
い
や

く

ん

し

し

わ

ざ

く
わ
ん
ぜ
ん
て
う
あ
く

教

導

な
り
。
世

教

に
益

あ
り
。
予

常

に
人

に
謂

て
い
わ
く
我

は
天

子

将

軍

家

に
依

従

し
て
神

儒

き
や
う
ど
う

せ
い
き
よ

え
き

つ
ね

い
つ

て

ん

し

し
や
う
ぐ
ん
け

い
じ
ゆ
う

仏

を

尊

敬

す

と

い
ふ
。
又

儒

を

に
く
む

人

あ

れ
ハ
予

が
曰

く

天

子

将

軍

ハ
い
か
が
し
玉

ふ
ぞ

そ
ん
き
や
う

じ
ゆ

よ

い
わ

て

ん

し

し
や
う
ぐ
ん

や

。
天

子

ハ
儒

道

を

尊

ミ
玉

ひ
年

の
始

の
読

書

は
じ
め
に
も
孝

経

を
よ
み
玉

ふ
に
あ
ら
ず

や

。

じ
ゆ
ど
う

た
つ
と

か
う
き
や
う

将

軍

家

に
は
林

家

に
命

じ
て
十

三

経

を
講

ぜ
し
め
群

臣

に
示

し
、
専

ら
聖

人

の
道

を

尊

ミ
玉

め
い

き
や
う

ぐ
ん
し
ん

し
め

せ
い
じ
ん

た
つ
と
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ふ
。
其

下

流

に
居

る
も
の
い
か
ん
ぞ
是

と
あ
ら
そ
わ
れ
ん
（
以

下2
9

オ
）
や

。
予

ハ
た

迪

公

儀

に

こ

う

ぎ

依
見
て
儒
を
学
ぶ
と
い
ふ
。
此
時
か
の
儒
を
忌
嫌
ふ
も
の
唯
々
と
し
て

退

く
。

し
た
が
ひ

じ
ゆ

い
み
き
ら

い

い

し
り
ぞ

縮
地
の

術

し
ゆ
く
ち

じ
ゆ
つ

瓦

町

に
炭

屋

儀

助

と
い
ふ
も
の
山

小

橋

寺

町

心

眼

寺

へ
灸

治

に
行

て
帰

路

酉

の
刻

、
堺

す

じ
八

か
わ
ら
ま
ち

す

み

や

お

ば

せ

し

ん

が

ん

じ

き

う

じ

き

ろ

と
り

こ
く

幡

す

し
に
於

て
水

道

の
泥

を
積

た
る
上

を
飛

越

る
拍

子

に
忽

然

と
し
て
御

城

の
南

の
方

法

眼

坂

す
い
ど
う

ど
ろ

つ
み

と
び
こ
へ

ひ
や
う
し

こ
つ
ぜ
ん

し
ろ

ほ
う
げ
ん
ざ
か

の

麓

算

用

曲

輪

の
大

溝

の
中

へ
飛

こ
ミ
た
り
。
は
つ
と

驚

き

東

西

を
だ
に
わ
き
ま
へ
ず

夜

発

の

ふ
も
と

さ

ん

よ

ふ

ぐ

る

わ

み
ぞ

と
び

お
ど
ろ

や

は

つ

女

の

彳

ミ
居

け
る
に
道

筋
を
問
し
か
ど
も
た

迪
何

と
な
く
恍

惚

と
し
て
歩
行

し
が
、
東

町

奉
行

た
だ
す

こ
う
こ
つ

あ

ゆ

み

御

屋

敷

の
ま
へ
と
お
ぼ
し
き
所

に
て
道

行

人

に

堺

す

じ
を
尋

ね
て
帰

る
と
お
も
へ
ず

。
（
以

下2
9

さ
か
い

た
づ

ウ
）
こ
ハ
い
か
に
又

倏

忽

に
大

門

前

に
い
た
る
門

前

に
百

度

詣

で
な
ど
あ
り
て
い
と
賑

わ
し
。
よ
く

し
く
こ
つ

ど

に
ぎ

見

て
あ
れ
バ
天

満

天

神

の
門

な
り
。
再

応

驚

き
た
る
時

や

ゝ
正

気

に
復

す

。
そ
れ
よ
り
十

丁

目

さ
い
わ
う

お
ど
ろ

し
や
う
き

ふ
く

の
小
山
屋
と
い
ふ
砂
糖
を
う
る
家
知
人
な
れ
ハ
し
ば
ら
く
休
ミ
て
後
ハ
無
事
に
帰
宅
せ
り
。

さ

と

う

し
る

き

た

く

是

縮

地

の

術

と
い
ふ
て

狸

の
所

為

也

。
此

方

の
物

を
一

里

も
彼

方

へ
う

つ
す

に
自
由

を
得

た

し
ゆ
く
ち

じ
ゆ
つ

た
ぬ
き

し

よ

い

り

か

な

た

じ

ゆ

う

り
。
或

も
の
京

三

条

室

町

を
深

更

に
お
よ
ん
で
あ

ゆ
ミ
し
に
、
六

七

歳

斗

な
る
小

児

の
た

迪
壱

あ
る

し
ん
こ
う

さ
い

せ

う

に

人

立

た
る
を
見

て
近

く
寄

て
い
づ
れ
の
家

の
子

ぞ
、
何

ゆ
へ
此

所

に
あ
る
ぞ
と

詞

を
か
く
る
に
、

よ
つ

こ

こ
と
ば

か
の
小

児

一

切

も
の
い
ふ
事

ハ
な
く
て
う

つ
む
き
た
る
。
面

を
あ
げ
大

の

眼

を
（
以

下3
0

オ
）
く

か
ほ

ま
な
こ

り
つ
と
見

ひ
ら
き
た
る
に
ぞ
、
此

男
お
も
ひ
が
け
の
な
け
れ
バ
そ
の
ま
ゝ
気
絶

し
て
卒

倒
し
た
り
。

き

ぜ

つ

そ

つ

と

し
ば
し
あ
り
て
夜

露

な
ど
の
面

体

を
う

る
ほ
し
け
る
に
よ
り
て
正

気

つ
き
て
あ
た
り
を
見

て
あ
れ

バ
壬
生
野
に
ふ
し
居
け
る
と
也
。
こ
れ
ら
も
老
狸
の
縮
地
の
術
也
。

み

ぶ

の

遊
魂
あ
だ
を
む
く
ふ

ゆ
ふ
こ
ん

中

古

土

佐

堀

に
名

高

き
淀

屋

源

右

衛

門

は
公

儀

よ
り
御

取

立

も
あ
る
べ
き
御

さ

た
有

し
に
、
源

ち

う

こ

と

さ

ぼ

り

よ
ど

こ

う

ぎ

右

衛

門

願

ひ
に
て
諸

侯

方

の
米

穀

を
引

受

浜

先

に
て
商

ひ
い
た
し
、
御

朱

印

頂

戴

い
た
し
二

代

だ
い
め
う
か
た

べ
い
こ
く

し
ゆ
い
ん

て
う
だ
い

目

故

庵

三

代

目
辰

五

郎
と
相

続

し
け
り
。
そ
も

貼
淀

屋

が
世

盛

り
の
時

代
わ
が
居

宅

の
浜
に
橋

こ

あ

ん

そ
う
ぞ
く

よ

ざ

か

じ

だ

い

い

た

く

を
か
け
た
り
。
今

に
淀

屋

橋

（
以

下3
0

ウ
）
と
て
其

名

残

れ
り
。
宅

の
う

し
ろ
の
街

路

を
淀

屋

小

た
く

ま
ち
す
じ

路

と
称

し
て
今

に
あ
り
。
然

る
に
此

家

代

々

法

花

宗

な
れ
ハ
一

族

奴

僕

の
者

ど
も
も
伊

勢

参

宮

ほ

つ

け

し

う

ぞ
く

ぬ

ぼ

く

い

せ

さ

ん

ぐ

う

を

禁

じ
ぬ
る
を

家

風

と

せ
り

。
二

代

目

故

庵

の
代

に
あ

た
つ
て
大

和

当

麻

よ
り

十

歳

斗

り

の

き
ん

こ

あ

ん

た

へ

ま

幼

童

を
年

季

勤

に
召

抱

し
事

有

し
が
、
此

童

或

時

行

方

し
れ
ず

い
づ
ち
へ
身

を

隠

し
け
る
に

よ
う
ど
う

き

つ
と
め

め
し
か
か
へ

あ
る
と
き

み

か
く
し

や

と
い
ぶ
か
り
思

ふ
の
所

、
十

日

程

過

て
立

帰

れ
り
。
何

方

に
至

れ
る
と
尋

ね
け
る
に
、
さ

れ
ば

す
ぎ

い
た

た
づ
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と
よ
此

ご
ろ
近

隣

の
と
も
が
ら
伊

勢

参

宮

な
す

に
我

も

頻

に

羨

し
く
候

へ
ど
も
奉

公

の
身

な

き
ん
り
ん

い

せ

さ

ん

ぐ

う

し
き
り

う
ら
や
ま

れ
ハ
此

事

願

ふ
た
り
と
も
御

聞

済

あ
る
ま
じ
と
告

奉

ら
で
ひ
そ
か
に
抜

参

宮

な
し
今

帰

れ
り
。

き
き
ず
み

つ
げ

ぬ
け
さ
ん
ぐ
う

罪

を
ゆ
る
し
玉

は
れ
と
詫

け
る
に
、
主

人
き
ゝ
て
甚

だ
怒

り
に
く
き
ふ
る
ま
ひ
か
な
。
我

（
以

下3

つ
み

わ
び

い
か

1

オ
）
家

代

々

参

宮

を

赦

さ

す

、
家

禁

と
な
し
た
る
は
聞

ざ

る
事

も
あ

る
ま
じ
。

掟

に
そ
む
く

さ
ん
ぐ
う

ゆ
る

か

き

ん

お
き
て

罪

人

向

後

の
見

ご
ら
し
に
と
一

間

へ
引

立

行

さ

ん

転
に
打

擲

せ
し
が
、
急

所

に
や

あ
た
り
け
ん

つ
み
ひ
と

け
ふ
こ
ふ

ま

て
う
ち
や
く

き
う
し
よ

一

声

叫

ん
で
息

絶

け
る
ハ
ふ
び
ん
な
る
あ
り
さ

ま
な
り
。

驚

き
さ

わ
ぎ
治

療

を
ほ
ど
こ
す

と
い

こ
へ

さ
け

い
き
た
へ

お
ど
ろ
き

じ
り
や
う

へ
ど
も
其

験

な
し
。
家

内

こ
ぞ
つ
て
後

難

を
恐

れ
い
か

迪
ハ
せ
ん
と
評

議

区

々

に
て
一

決

せ
ざ

り

し
る

こ
う
な
ん

へ

う

ぎ

ま
ち
ま
ち

し
が
、
老

分

の
手

代
思

慮

あ
る
も
の
ゆ
へ
に
か
や

う

貼
に
せ
バ
事

済
な
ん
。
外

へ
ハ
病

死

と
披
露

せ

ろ
う
ぶ
ん

し

り

よ

す
ミ

び
や
う
し

ひ

ろ

う

よ
と
家

内

の
口

を
と

迪
め
、
当

麻

の
彼

が
親

を
呼

寄

、
唯

事

昨

日

の
暮

頃

よ
り
腹

痛

し
き
り
に

た

へ

ま

か
れ

よ
び
よ
せ

ふ
く
つ
う

し
て
医

療

を

つ
く
す

と

い
へ
ど

も

相

叶

わ
ず

、
今

朝

絶

命

せ
り
。
み
な

貼
残

念

に
思

ふ
な
り
。

い
り
や
う

ぜ
つ
め
い

足

下

に
も
一

子

の
急

亡

さ

こ
そ
愁

傷

な
ら
め
、
日

頃

私

な
く
（
以

下3
1

ウ

）
つ
と
め
た
り
し

そ

く

か

き
う
ぼ
う

し
う
し
や
う

ひ

ご

ろ

わ
た
く
し

者

な
れ
バ
主

人

も
殊

の
外

に
惜

み
玉

へ
り
。
な
き
跡

の
追

善

と
せ
ら
れ
よ
と
金

五

拾

両

を
あ
た
へ

こ
と

お
し

あ
と

つ
う
ぜ
ん

け

る
に
、
父

は
大

に
歎

き

悔

み

け

る
と

い
へ
ど

も

流

石

に
人

の
思

わ

ん
所

に
恥

て
い
ふ
や

う

、

な
げ

く
や

さ

す

が

は
ぢ

命

数

定

り
あ

れ
バ
い
か
ん
と
し
て
か
の
が
れ
侍

ら

ん
。
医

薬

の
か
ぎ

り
治

を

施

し
玉

わ
り
た
る

め
い
す
う

は
べ

い

や

く

じ

ほ
ど
こ

事
宿
元

に
て
及

ば
ざ
る
事

也
。
其

上
過
分
の
金
子
恵
ミ
下
さ
る
事
礼
の
申
様
も
な
し
と
謝
し
て
、

や
ど
も
と

め
ぐ

し
や

一

子

の
亡

骸

を
故

郷

に
引

取

け
る
。
此

謀

計

に
て
事

な
く
内

済

せ
し
を
悦

び
け
る
。
さ

れ
ど
も

な
き
が
ら

こ

け

う

ぼ
う
け
い

な
い
さ
い

悪

事

千

里

を
は
し
る
の

諺

誰

い
ふ
と
な
く
、
此

一

件

隠

す

と
ハ
す

れ
ど
も
世

上

の
人

々

是

を

あ

く

じ

こ
と
わ
ざ

か
く

ひ
そ

貼
か
た
り
合

て
ぞ
に
く
み
け
る
。
［
敬

典

追

加

に
曰

同

事

再

応

の
道

理

あ

り
。
寛

政

年

間

此

一

丁

南

に
て
加

嶋

屋

九

蔵

召

仕

の
小

童

を
害

し
御

と
が
め
に
あ
ひ
摂

蝶
へ
う

つ
り
け
る
。
（
以

下3
2

オ
）
寛

政

中

か
ゐ
や

町

に
て
父

を
弑

し
け
る
者

あ
り
し
が
、
又

も
や

文

化

年

中

同

丁

に
て

父

を
弑

し
け
る
者

あ

り
。
是

仏

法

に
い
ふ
因

縁

と
い
ふ
も
の
也

。
然

ハ
仮

初

に
あ

し
き

た
ね
ハ
ま

く
ま
じ
き
也

］
斯

て
年

月

を
送

る
所

に
故

庵

病

死

し
て
嫡

子

辰

五

郎

家

名

を
継

で
ま
す

貼
は
ん

お
く

こ

あ

ん

ち
や
く
し

じ
や

う

し
け
る
に
、
其

頃

又

畿

内

に
強

盗

起

り
所

々

に
へ
押

入

金

銀

を
う

ば
ひ
取

事

多

か
り
し

き

な

い

ご
う
と
う

お
こ

お
し

が
、
或

夜

淀

屋

が
宝

蔵

に
盗

賊

あ
ま
た
入

し
と
見

へ
数

万

両

の
金

子

行

方

な
く
庫

中

空

虚

と
な

あ

る

よ

ほ
う
ぞ
う

と
う
ぞ
く

す
ま
ん
り
や
う

こ

ち

う

く
う
き
よ

れ
り
。
あ
や

し
き

か
な
。
蔵

の
鍵

ハ
ひ
そ
か
な
る
所

に
厳

重

に
隠

し
あ

る
に
、
其

鍵

を
も
つ
て
戸

く
ら

か
ぎ

げ
ん
じ
う

か
く

そ
の
か
ぎ

口

を
ひ
ら
き
あ
ま
た
の
金

銀

を
は
こ
び
出

せ
し
と
見

へ
た
り
。
此

事

を

訴

へ
吟

味

を
願
ひ
け
る
に

う
つ
た

ぎ

ん

み

に
ぞ
き
び
し
く
詮

義

あ
る
と
い
へ
ど
も
、
其

盗

賊

こ
そ
し
れ
ざ

り
き
。
淀

屋

が
分

限

三

分

一

ハ
此

せ

ん

ぎ

と
う
ぞ
く

ぶ
ん
げ
ん

時

に
減

じ
け
る
。
か
ゝ
る
損
亡

に
あ
ひ
な
ば
其

身

を

慎

む
べ
き
（
以

下3
2

ウ
）
に
、
若

輩

の
辰

五

げ
ん

そ
ん
ぼ
う

つ
つ
し

じ
や
く
は
い

郎

放

蕩

に
し
て
日

夜

遊

興

に
ふ
け
り
。

剰

へ
高

貴

の
ま
な
び
を
な
し
町

人

の
あ
る
ま
じ
き
潜

上

ほ
う
と
う

あ
ま
つ
さ

か

う

き

せ
ん
し
よ

を
ふ
る
ま
ひ
し
が
、
分

に
過

た
る
彼

が
驕

奢

の
有

さ

ま
な
り
と
て
家

内

欠

所

と
な
り
、
其

身

ハ

き
や
う
し
や

け
つ
し
よ

追

放

に
な
り
、
数

代

た
く
わ
へ
し
和

漢

の
名

物

珍

器

此

時

に
散

乱

し
て
其

家

名

断

絶

し
け
る
ハ
ひ

つ
い
ほ
う

わ

か

ん

ち

ん

き

さ
ん
ら
ん

だ
ん
ぜ
つ



- 168 -

と
へ
に
辰

五

郎

が
不

行

跡

ゆ
へ
な
り
。
か
ゝ
り
し
後

ハ
よ
る
方

も
な
く
八

幡

に
ゆ
か
り
有

し
ま
ゝ
其

や

わ

た

縁

に
よ
り
て
辰

五

郎

ハ
此

所

に
ひ
そ
ま
り
神

官

の
養

子

と
な
り
て
、
其

家

を
つ
ぎ

子

孫

や

わ
た

し
ん
く
わ
ん

よ

う

し

に
あ
り
と
か
や

。
淀

屋

家

亡

び
て
後

淀

屋

が
金

銀

を
奪

ひ
取

し
賊

の
党

と
ら
わ
れ
と
成

拷

問

の

う
ば

ぞ
く

と
う

が
う
も
ん

う

へ
白

状

に
及

び
し
か
バ
、
い
か
な
る
手

引

に
て
淀

屋

が
財

ハ
盗

ミ
（
以

下3
3

オ
）
出

し
た
る
や

と

ざ
い

ぬ
す

有

し
に
、
彼

賊

い
へ
る
や

う

家

と
も
が
ら
数

十

人

淀

屋

の
宝

庫
に
近

付

し
が
堅
固

に
し
て
忍

び
入

か
の
ぞ
く

ほ

う

こ

け

ん

ご

し
の

る
べ
き
や

う

も
な
く
手

々

に
其

用

意

を
な
す

所

、
爰

に
ふ
し
ぎ
な
る
ハ
い
づ
か
た
よ
り
と
も
知

ら

よ

ふ

い

こ
こ

し

ず

十

歳

斗

の

童

来

つ
て
我

徒

に
向

ひ
て
我

ら
手

引

せ
ん
。
此

方

へ
来

れ
よ
と
宝

蔵

の
戸

前

に

わ
ら
べ

わ
が
と
も
が
ら

ほ
う
ぞ
う

と

ま

へ

と
も
な
ひ
是

を
用

ひ
て
爰

を
ひ
ら
け
よ
と
鍵

を
あ
た
へ
し
ま
ゝ
何

の
労

す

る
事

も
な
く
内

へ
入

て

こ
こ

か
ぎ

ろ
う

お
も
ふ
ま
ゝ
盗

み
出

し
ぬ
。
跡

に
て

童

が
行

方

し
れ
ず

。
今

に
ふ
し
ん
な
り
。
奪

ひ
取

し
大

金

ぬ
す

あ
と

わ
ら
べ

う
ば

各

割

賦

し
て
日

々

に

費

し
つ
く
し
た
り
と
答

へ
け
る
。
此

賊

が
詞

を
も
つ
て
考

ふ
る
に
、
む
ざ

お
の
お
の

わ

り

ふ

つ
い
や

こ
た

ぞ
く

ん
に
死

せ
し
幼

童

が
う

ら
み
散

せ
ず

し
て
幽

魂

仇

を
報

じ
終

に
ハ
其

家

を

亡

し
（
以

下3
3

ウ
）

し

よ
う
ど
う

さ
ん

ゆ
う
こ
ん

あ
だ

ほ
う

つ
い

ほ
ろ
ぼ

け
る
事
必
せ
り
と
か
た
り
つ
た
へ
け
る
。

ひ
つ

小
児
水
に
化
す

せ

う

に

く
わ

今

橋

の
西

の
方

山

中

氏

な
る
人

の
男

子

寛

政

年

間

三

歳

に
し
て
早

世

す

。
壺

に
お
さ

め
葬

埋

せ

な

ん

し

そ
う
せ
い

つ
ぼ

そ
う
ま
い

し
に
、
其

後

七

年

斗

も

経

て
改

葬

し
け

る
時

蓋

を

ひ
ら

き

見

れ

ハ
、
た

迪
壺

の
中

に
清

水

と

へ

か
い
そ
う

ふ
た

つ
ぼ

し

み

ず

毛
髪

あ
る
の
み
外

に
毫

釐
も
物
な
し
。
昔

よ
り
七
歳

未

満

の
児

ハ
骨
肉

と
も
に
水
に
化

す
る
よ
し

も
う
は
つ

が

う

り

み

ま

ん

じ

こ
つ
に
く

く
わ

か
た
り
伝
へ
た
る
が
空
言
に
ハ
あ
ら
ざ
り
し
也
。

く
う
げ
ん

因

に
云

往

年

河

州

生

駒

山

の

麓

に
於

て
百

性

山

の
徂

を
ほ
り
し
に
、
ち
い
さ

き
瓶

あ
ら
わ
れ

わ
う
ね
ん

い

こ

ま

ふ
も
と

お
い

そ
ば

か
め

た
り
し
に
、
是

も
瓶

中

に
同

く
清

水

あ
り
し
。
然

る
に
折

節

其

村

に
難

（
以

下3
4

オ
）
産

の
婦

人

へ
い
ち
う

し

み

ず

な
ん

ざ
ん

ふ

じ

ん

あ

り
、
か
の
百

性

右

産

婦

に
此

水

を

一

盞

服

せ
し
め
け
る
に

忽

ち

に
出

産

し
た
り
。
夫

よ
り

さ

ん

ふ

さ
ん

た
ち
ま

安

産

の
薬

水

也

と
て
い
ひ
ふ
ら
し
け
る
程

に
、
所

々

よ
り
求

め
に
応

じ
て
あ
た
へ
た
る
に
、
い
づ
れ

あ
ん
さ
ん

や
く
す
い

も
と

わ
う

も
功
有
し
と
ぞ
。
愚
が
所
見
に
必
定
、
是
も
亡
児
の
水
に
化
せ
し
な
る
べ
し
と
覚
ゆ
る
。

ぐ

ひ
つ
ぜ
う

ぼ

う

じ

く
わ

鬼
僧

き

そ

う

天

明

中

讃

州

高

松

金

松

屋

善

兵

衛

所

用

あ
り
て
萬

年

町

へ
往

て
帰

り
に
、
谷

町

農

人

橋

に
て
裾

さ
ん
し
う

し
よ
や
う

す
そ

の
な
き
さ

も
憔

悴

て
髪

の
の
び
た
る
僧

破

れ
衣

を
着

て
向

ふ
へ
行

た
る
が
ふ
り
帰

り
見

て
善

兵

衛

や
せ
こ
け

そ
う

や
ぶ

か
へ

が
背

に
い
だ
き
つ
き
我

を
負

ふ
て
く
れ
よ
と
い
ふ
。
そ
の
重

き
事

い
ふ
べ
か
ら
ず

、
善

兵

衛

こ
わ
叶

せ

お

お
も

わ
ぬ
と
南

無

大

師

遍

照

（
以

下3
4

ウ

）
金

剛

と
唱

ゆ
れ
バ
、
か
の
も
の
此

奴

ハ
は
四

国

の
も
の
な

な

む

だ

い

し

へ

ん

じ

や

う

こ
ん
ご
う

と
な

こ
の
や
つ

し

こ

く
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り
、
南

無

三

宝

と
い
ふ
て
向

ふ
へ
飛

下

り
て
善

兵

衛

の
右

の
頬

を
三

ツ
た
ゝ
き
て
行

過

ぬ
。
其

あ

な

む

さ

ん

ぼ

う

ほ
う

と
大
ひ
に
い
た
み
ま
た
に
わ
か
に
悪
寒

立

て
や

う

貼
大

川

丁
の
宿
へ
帰

り
て
五
七

日
も
わ
づ
ら
ひ

さ

む

け

や
ど

本
復
し
た
り
。

ほ
ん
ぶ
く

３

解
説

１

編
輯
者

浪

華

奇

談

の
編

輯

者

に
つ
い
て
は
、
〈
１

解

題

〉
に
示

し
た
い
ず

れ
の
写

本

に
も
「
小

倉

敬

典

編

輯

」
と
あ

り
、
編

輯

者

に
異

論

は
な
い
。
た
だ
「
小

倉

敬

典

」
に
つ
い
て
は
、
全

く
知

ら
れ
て
い

な
い
。
ち
な
み
に
一

九

九

三

年

増

補

改

訂

の
『
国

書

人

名

辞

典

』
の
「
小

倉

敬

典

」
の
項

目

を
全

文
記
す

と
「
お
ぐ
ら
た
か
の
り

郷
土

史
家
［
生
没
］
生
没
年
未
詳
。
江
戸
時
代

後
期
の
人
。
［
名

号

］
名

、
敬

典

。
［
経

歴

］
大

阪

の
人

。
［
著

作

］
浪

華

奇

談

編

〈
天

保

六

〉
［
参

考

］
大

阪

人

物

誌

正

編

」
で
あ
る
（
注

１
）
。
「
郷

土

史

家

」
と
あ
る
が
、
そ
れ
を
稼

業

と
し
て
い
た
訳

で
は
な
い
。
八

冊

本

一

の
「
秧

鶏

鳴

」
に
「
予

の
竹

庵

は
玉

造

の
地

な
れ
は
…

」
と
あ

る
（
注

２
）
。
玉

造

に
開

業

す

る
医

者

な
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
当

時

流

行

っ
た
医

師

番

付

に
載

る
ほ
ど
の
医

師

で
は
な
か
っ

た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
（
注
３
）
。

生

年

は
安

永

三

（
一

七

七

四

）
年

で
あ

る
。
八

冊

本

六

の
「
未

来

記

」
に
次

の
記

述

が
あ

る
。

「
予

が
十

五

歳

の
時

関

東

纏
来

り
し
関

と
り
＊

九

紋

龍

清

太

夫

ハ
七

尺

六

寸

あ

り
し
が
…

」
と

あ
り
、
頭

注

に
「
九

文

龍

は
寛

政

元

年

来

ル
」
と
も
あ
る
（
注

４
）
。
寛

政

元

（
一

七

八

九

）
年

に

一

五

歳

で
あ
る
こ
と
か
ら
生

年

が
割

り
出

さ

れ
る
。
同

様

に
八

冊

本

七

の
「
忠

臣

善

太

郎

」
に
爐

屋

太

右

衛

門

召

使

善

太

郎

が
御

褒

美

を
戴

い
た
「
寛

政

七

乙

卯

年

」
を
「
予

が
廿

二

歳

の
と
き
」

と
記

し
て
い
る
（
注

５
）
。
こ
の
記

事

か
ら
も
生

年

が
安

永

三

（
一

七

七

四

）
年

で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

小

倉

敬

典

の
幼

少

期

に
つ
い
て
は
、
テ
キ
ス
ト
「
奇

夢

」
に
手

が
か
り
と
な
る
記

事

が
あ
る
。
母

の
実

体

験

を
記

す

と
こ
ろ
で
、
「
傘

を
造

る
業

な
れ
は
糊

に
入

用

に
よ
り
毎

度

水

取
の
餅
を
買

も

と
め
に
行

け
る
が
或

日

近

町

に
な
か
り
し
ゆ
へ
十

歳

の
時

嶋

町

よ
り
お
は
ら
い
筋

農

人

橋

北

へ
入

西

側

ま
で
も
と
め
に
行

け
る
が
」
（
注

６
）
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
母

方

の
父

の
家

業

は
唐

笠

屋

で
、
嶋

町

に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
嶋

町

に
唐

笠

屋

が
か
つ
て
一

軒

あ
っ
た
こ
と
は
、
確

か
で
あ

る
。
元

禄

九

（
一

六

九

六
）
年

四
月

刊

行

の
『
難

波

丸

』
に
「
唐

笠

屋

并

桃

燈

嶋

や

町

大

黒

や
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八

郎

右

衛

門

▲

平
野

町

▲

御

堂

之
前

▲
道

頓

堀

▲

長
町

」
（
注

７
）
と
あ
る
。
と
こ
ろ

が
こ
の
「
大

黒

や

八

郎

右

衛

門

」
以

降

、
買

物

手

引

書

な
ど
の
笠

屋

の
項
に
「
嶋

町

」
が
見

え
ず

、

「
傘

を
造

る
業

」
が
確

か
め
ら
れ
て
い
な
い
。
笠

屋

が
集

中

す

る
地

区

で
も
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の

業
が
あ
っ
て
も
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

彼

の
父

は
、
幼

い
彼

に
少

な
か
ら
ず

怪

異

へ
の
興

味

を
抱

か
せ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
父

か
ら
の

伝

聞

と
し
て
テ
キ
ス
ト
「
天

狗

清

兵

衛

」
を
記

し
て
い
る
。
父

は
同

じ
く
「
傘

張

を
業

」
と
す

る
清

兵

衛

か
ら
「
天

狗

の
説

を
こ
ま
ご
ま
と
問

し
に
…

」
と
あ
り
、
最

後

に
父

は
「
天

狗

の
住

所

」
を
所

望

し
た
り
も
し
て
い
て
（
注

８
）
、
日

頃

か
ら
そ
の
よ
う

な
怪

異

譚

を
親

子

の
会

話

に
あ
っ
て
も
話

し
て
い
た
と
想

像

さ

れ
る
。
彼

の
家

庭

で
は
怪

異

を
感

じ
さ

せ
る
事

象

が
随

所

に
み
ら
れ
た
。
テ

キ
ス
ト
「
釈

蓮

諦

」
に
は
、
母

の
出

産

に
際

し
て
の
真

言

宗

僧

侶

「
釈

蓮

諦

」
に
よ
る
呪

術

の
不

思

議
を
記
し
て
い
る
（
注
９
）
。

こ
の
よ
う

な
家

庭

環

境

に
育

っ
た
彼

は
、
自

ら
八

冊

本

「
見

聞

実

記

」
に
「
予

若

年

よ
り
怪

談

の
書

を
好

み
て
広

く
読

み
け
る
な
り
」
と
記

し
た
上

で
、
和

漢

の
怪

談

書

で
あ
る
、
古

今

著

聞

集

・
宇

治

拾

遺

物

語

・
今

昔

物

語

、
神

畧

記

・
西

京

雑

記

・
酉

陽

雑

俎

な
ど
を
読

み
耽

っ
た
こ
と
を

記

し
て
い
る
（
注1

0

）
。
こ
の
よ
う

な
若

年

の
体

験

が
長

じ
て
医

師

と
な
り
な
が
ら
、
大

阪

に
お
け

る
奇
怪
な
伝
聞
を
「
浪
華
奇
談

」
を
書
き
残
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

３

テ
キ
ス
ト
概
観

テ
キ
ス
ト
概

観

を
論

じ
る
に
当

た
っ
て
付

表

〈
浪

華

奇

談

怪

異

之

部

目

録

〉
を
作

成

し
た
。
こ

の
表

は
、
三

点

あ
る
別

本

の
「
怪

異

之

部

」
目

録

に
掲

げ
ら
れ
た
標

題

の
全

て
を
抽

出

し
整

理

し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
二

冊

本

「
怪

異

之

部

」
の
記

事

の
位

置

づ
け
を
図

る
と
と
も
に
「
浪
華
奇
談
」
に
お
け
る
怪
異
伝
聞
の
全
体
を
探
る
端
緒
を
得
た
い
。

怪

異

の
対

象

と
さ

れ
た
も
の
を
見

る
に
、
さ

ま
ざ

ま
な
動

物

、
鬼

・
天

狗

な
ど
の
異

類

か
ら
呪

物

に
ま
で
及

ぶ
。
動

物

で
は
、
狐

狸

は
も
と
よ
り
、
犬

・
猫

か
ら
鼠

と
い
っ
た
都

市

の
暮

ら
し
に
あ

っ
て
は
身

近

に
棲

む
も
の
に
よ
る
怪

異

を
取

り
上

げ
て
い
る
。
狐

狸

は
市

中

お
よ
び
そ
の
周

辺

農

村

に
出

没
し
て
は
、
さ

ま
ざ

ま
な
怪

異
を
引

き
起

こ
す

妖
怪

変

化
と
し
て
語

ら
れ
て
い
る
。
蝦
蟇

・
蚰

蜒

な
ど
も
ま
た
怪

異

の
対

象
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
異
類

で
は
、
前
述

の
天

狗

の
他

、
河

童

・
鬼

女

・
鬼

僧

・
疫

神

・
幽

霊

な
ど
の
怪

異

譚

も
記

さ

れ
て
い
る
。
呪

物

と
し
て
は
、
テ
キ
ス
ト

「
釋

蓮

諦

」
の
祖

母

が
母

を
出

産

す

る
時

に
秘

符

が
記

述

さ

れ
て
い
る
が
（
注1

1

）
、
テ
キ
ス
ト
以

外

に
、
神

矢

・
神

札

の
怪

異

も
記

さ

れ
て
い
て
、
『
願

懸

重

宝

記

』
を
併

せ
読

む
と
近

世

都

市

に

お
け
る
呪
物
信
仰
を
知

る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
（
注1

2

）
。
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怪

異

の
発

生

す

る
場

所

に
つ
い
て
は
、
家

・
屋

敷

・
社

地

の
他

、
橋

・
水

道

と
い
っ
た
水

際

空

間

が
挙

げ
ら
れ
る
。
テ
キ
ス
ト
「
小

坊

主

」
は
「
狸

の
怪

」
と
し
て
撃

退

さ

れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
出

現

場

所

は
「
膝

行

松

の
辺

り
」
で
あ
り
（
注1

3

）
、
御

茶

湯

地

蔵

の
南

方

の
旗

本

屋

敷

の
松

が
あ
っ

た
所

で
あ
る
（
注1

4

）
。
武

家

屋

敷

の
闇

に
奇

怪

な
モ
ノ
を
幻

視

す

る
の
で
あ
る
。
橋

場

は
異

界

と
の
接

点

で
あ

る
。
テ
キ
ス
ト
「
清

兵

衛

天

狗

」
に
お
い
て
天

狗

と
の
出

逢

い
と
別

れ
の
場

所

は

「
天

満

橋

」
で
あ
っ
た
（
注1

5

）
。
橋

場

・
渡

し
場

が
都

市

に
お
け
る
妖

怪

出

現

の
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る

こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
（
注1

6
）
。
八
冊

本

の
八

の
「
河

童

」
が
出

現

し
た
の
は
、
十

三

の
渡

船
場

傍

ら
の
水
上

で
あ
っ
た
（
注1

7

）
。
テ
キ
ス
ト
「
縮

地
の
術

」
で
は
、
商

人
が
「
水
道

の
泥
を
積

た
る
上

」

を
飛
び
越
え
よ
う

と
し
た
拍

子
に
忽
然
と
し
て
飛
び
込
ん
だ
の
は
、
お
城
の
「
曲

輪
の
大
溝
の
中
」

で
あ
っ
た
（
注1

8

）
。
こ
れ
も
狸

の
所

為

と
さ

れ
て
い
て
、
大

阪

市

中

で
有

名

な
「
水

道

（
ス
イ
ド
）

の
狸

」
の
伝

承

形

態

の
一
つ
で
あ
る
。
水

際

は
、
近

世
都

市

に
あ
っ
て
人

知
の
及

ば
な
い
野

生

の
潜

む
空

間

と
の
境

界

域

な
の
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う

で
狐

は
近

郊

の
村

里

に
出

没

し
て
人

を
誑

か
す

も

の
と
見

聞

さ

れ
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト
「
医

生

野

狐

を
呵

る
」
に
お
い
て
医

師

宅

の
柴

の
戸

を
叩

い
た

狐

が
出

没

し
た
の
は
「
曽

根

崎

村

」
で
あ
っ
た
（
注1

9

）
。
今

で
こ
そ
曽

根

崎

は
繁

華

な
街

で
あ
る

が
、
往

時

は
町

家

周

辺

の
ム
ラ
で
あ
っ
た
。
テ
キ
ス
ト
「
狐

和

歌

を
感

す

」
で
撃

退

さ

れ
る
狐

が
出

没

し
た
の
は
、
「
大

坂

に
近

き

同

国

平

野

の
郷

」
で
あ
っ
た
（
注2

0

）
。
こ
れ
ら
の
狐

狸

に
関

す

る

伝

聞

は
、
野

生

と
人

家

の
境

界

域

に
お
い
て
、
そ
こ
に
出

没

す

る
動

物

に
男

女

の
姿

を
幻

視

し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
狐
狸

の
類
は
、
井
上

円
了

の
い
う

「
外

界
に
現

ず
る
も
の
」
（
注2

1

）
の
う
ち

で
も
他

愛

な
い
も
の
で
、
農

村

的

性

格

を
残

す

妖

怪

で
あ
っ
て
、
柳

田

國

男

『
妖

怪

談

義

』
（
注2

2

）
に
で
も
出
る
妖
怪
で
あ
る
。

真

実

、
恐

ろ
し
い
と
感

じ
ら
れ
た
の
は
、
人

間

の
祟

り
の
方

で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
「
遊

魂

怨

を
報

ふ
」
は
、
淀

屋

の
逼

塞

の
真

因

を
丁

稚

を
無

碍

に
殺

め
た
こ
と
と
し
て
取

り
上

げ
、
幽

魂

が
仇

を

報

い
豪

商

を
滅

ぼ
し
た
と
の
語

り
伝

え
を
記

し
て
い
る
（
注2

3

）
。
そ
の
他

、
「
浪

華

奇

談

」
の
怪

異

伝

聞

の
中

で
も
「
大

塚

氏

神

罰

を
請

く
る
」
（
注2

4

）
で
は
、
旗

本

が
元

和

の
戦

い
の
時

、
戦

死

し
た
大

将

の
塚

に
放

尿

し
て
翌

朝

死

ん
で
い
る
。
怨

念

を
怪

異

の
真

因

と
み
な
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
伝

聞

は
、
小

松

和

彦

の
い
う

「
自

然

起

源

の
妖

怪

と
人

間

起

源

の
妖

怪

た
ち
が
そ

の
存

亡

を
か
け
て
勢

力

を
競

い
あ
っ
て
い
た
時

代

」
に
あ
っ
て
（
注2

5

）
、
妖

怪

史

上

で
は
近

世

都

市
に
お
け
る
妖
怪
譚
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
見
聞
で
あ
る
。

３

む
す
び

浪

華

奇

談

の
興

味

深

い
点

は
、
単

に
怪

異

の
見

聞

を
記

す

だ
け
で
な
く
、
随

所

に
そ
の
正

体
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を
暴

こ
う

と
し
て
い
る
点

に
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
「
怪

談

槩

論

」
に
お
け
る
結

論

は
、
「
理

を
究

め
ば

時

に
臨

ん
で
惑

ず

、
怖

れ
ず

よ
つ
て
奇

怪

の
談
を
記

臆
す
る
も
実
は
心
得

と
も
成
べ
き
事
ど
も
な

り
。
是

予

が
一

家

の
怪

談

の
総

論

な
り
」
で
あ
る
（
注2

6

）
。
こ
の
「
総

論

」
か
ら
は
近

世

都

市

人

に
お
け
る
怪

異

現

象

へ
の
解

釈

の
一

端
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う

な
解

釈

に
基

づ
く
対

処

法

は
近

世

都

市

人

の
思

考

の
枠

組

み
に
と
ら
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
い

う

ま
で
も
な
い
（
注2

7
）
。
浪

華

奇

談

の
世

界

に
お
い
て
は
、
い
く
ら
真

相

を
究

明

し
よ
う

と
し
て

も
そ
の
時

代

社

会

に
共

通

す

る
幻

視

・
幻

聴

に
と
ら
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
正

体

を
見

抜

く
ま
で
に

は
至

っ
て
い
な
い
。
そ
れ
を
解

明

す

る
に
は
、
怪

異

伝

聞

を
解

釈

す

る
小

倉

敬

典

に
お
け
る
一

連

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
批

判

的

に
検

証

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼

に
よ
る
怪

異

伝

聞

の
解

釈

に
は
、
近

世

社
会

に
支

配

的
で
あ
っ
た
「
神

儒

仏

三

道

」
と
い
っ
た
伝
統

的

思

想
が
影

響

し
て
い
る

こ
と
を
も
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
注2

8
）
。

江

戸

に
お
け
る
怪

異

伝

承

に
関

し
て
は
、
宮

田

登

が
夙

に
取

り
上

げ
て
い
る
（
注2

9

）
。
し
か

し
、
近

世

都

市

大

阪

に
つ
い
て
の
そ
の
よ
う

な
実

証

的

研

究

は
寡

聞

に
し
て
知

ら
な
い
（
注3
0

）
。

今

回

、
『
浪

華

奇

談

』
の
全

部

を
翻

刻

し
、
本

稿

に
は
怪

異

之

部

の
み
載

せ
た
。
解

題

の
た
め
に

付

表

〈
浪

華

奇

談

怪

異

之

部

目

録

〉
を
作

成

す

る
作

業

の
中

で
、
近

世

都

市

大

阪

に
お
け
る
怪

異

伝

聞

を
解

明

す

る
資

料

が
ふ
ん
だ
ん
に
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
。
近

世

都

市

に
お
け
る
怪

異

伝

承

研

究

の
分

野

を
沃

野

と
す

る
た
め
に
は
、
浪

華

奇

談

が
有

効

な
資

料

を
提

供

す

る
文

献

で
あ

る
こ
と
を
む
す
び
と
し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

本

稿

を
成

す

に
あ
た
っ
て
、
八

冊

本

に
つ
い
て
は
、
大

阪

市

立

中
央

図

書
館

図

書
館

所

蔵
の
貴

重

本

を
閲

覧

し
た
他

、
大

阪

市

立

図

書

館

イ
メ
ー

ジ
情

報

デ
ー

タ
ベ
ー

ス
「
浪

速

奇

談

」
１
～

８

（
注3

1

）
を
参

考

に
し
た
。
ま
た
、
一

連

の
作

業

に
あ
た
っ
て
は
、
図

書

館

関

係

者

の
方

々

か
ら
ご

協

力

を
い
た
だ
い
た
。
と
り
わ
け
大

阪

府

立

中

之

島

図

書

館

の
司

書

で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
平

野

翠

さ

ん
か
ら
は
原

稿

の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た
だ
き
誤

り
を
正

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
謝

し
て
記

し

お
き
ま
す
。

解
説
注

（
注
１
）
『
国
書
人
名
辞
典
』
第
一
巻

岩
波
書
店

一
九
九
三
年

三
九
一
頁

（
注
２
）
『
浪
速
奇
談
』
一
の1

1

ウ

（
注

３
）
中

野

操

監

修

一

九

八

五

年

『
大

坂

医

師

番

付

集

成

』
（
思

文

閣

出

版

）
の
文

化

年

間

以
降

の
医

師

番
付

に
「
小

倉

敬
典

」
の
名

前

は
み
え
な
い
。
「
嶋
町

弐
丁

目
一

瀬
席

〈ﾏ
ﾏ

〉
庵

は
流

行

医

者

に
て
」
（
注

４
）
第

一

冊

「
星

田

数

右

衛

門

吉

田

勝

右

エ
門

殿

也

」
の
二

七

ウ

に
あ

る

「
一

瀬

席

庵

」
は
、
文

政

五

年

午

年

改

刻

「
浪

花

御

医

師

見

立

力

合

」
等

に
西

前

頭

三

に
「
上

町
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一
之
瀬
序
庵
」
と
載
っ
て
い
る
。

（
注

４
）
（
注

２
）
六

の4
1

ウ
。
九

紋

龍

に
つ
い
て
は
、
『
摂

陽

年

鑑

』
（
船

越

政

一

郎

編

纂

校

訂

一

九

二

八

年

『
浪

速

叢

書

』
第

五

巻

二

頁

）
「
寛

政

元

年

」
の
項

に
「
七

月

九

紋

龍

始

テ
登

ル
」
に
難
波
新
地
で
の
大
相
撲
に
登
場
し
て
き
た
記
事
が
あ
る
。

（
注
５
）
（
注
２
）
七
の3

6

ウ
～4

2

ウ

（
注
６
）
『
浪
華
奇
談
』
（
二
冊
本
）
第
二
冊
の
「
奇
夢
」26

ウ

（
注

７
）
塩

村

耕

一

九

九

九

年

『
古

版

大

阪

案

内

記

集

成

影

印

篇

』
五

〇

〇

頁

和

泉

書

院

（
注
８
）
（
注
６
）
第
二
冊
の
「
天
狗
清
兵
衛
」21

オ
～2

2

オ

（
注

９
）
（
注

６
）
第

二

冊

の
「
釈

蓮

諦

」2
7

ウ
～2

8

オ
。
「
蓮

諦

比
丘

」
に
つ
い
て
は
、
一

九
九

三

年

『
国

書

人

名

辞

典

』
第

一

巻

（
岩

波

書

店

）
一

八

六

頁

の
「
惟

宝

」
の
項

目

に
［
名

号

］
「
蓮

体

」

が
あ
り
、
［
著

作

］
に
「
礦

石

集

」
「
続

礦

石

集

」
が
あ
り
、
テ
キ
ス
ト
の
「
釈

蓮

諦

」
で
あ
ろ
う

。
し

か
し
、

「
享

保

十

一

年

（
一

七

二

六

）
六

月

二

十

七

日

没

」
と
し
て
お
り
、
テ
キ
ス

ト
に
あ
る

母

の
生

ま
れ
た
「
延

享

二

丑

年

（
一

七

四

五

）
五

月

六

日

夕

暮

」
に

は
既

に
鬼

籍

に
入

っ
て
い

る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
の
記

述

に
は
誤

り
が
あ
る
。

な
お
「
覚

彦

比

丘

」
に
つ
い
て
は
、
一

九

九

五

年

『
国
書

人
名

辞

典

』
第

二

巻

（
岩

波

書

店

）
五

一

六

頁

の
「
浄
厳

」
の
項

目

に
［
名

号
］
に
「
覚

彦
」

が
あ
り
、
［
経
歴
］
に
「
河
内
錦
郡
鬼
住
村
の
人
」
と
あ
る
。

（
注1

0

）
（
注
２
）
八
の
「
見
聞
実
記
」25

オ
～2

5

ウ

（
注1

1

）
（
注
６
）
第
二
冊
の
「
釈
蓮
諦
」27

ウ
～2

8

オ

（
注1

2

）
船
越

政

一
郎

編

纂
校

訂

一
九

三

〇
年

『
浪

速
叢

書

』
鶏
肋

所
載

「
神

社
仏

閣
願
懸

重

宝
記
」

（
注1

3

）
（
注
６
）
第
二
冊
の
「
小
坊
主
」16

オ

（
注1

4

）
（
注
６
）
第
一
冊
の
「
松
の
名
木
」
６
オ

（
注1

5

）
（
注
６
）
第
二
冊
の
「
天
狗
清
兵
衛
」22

オ

（
注1

6

）
宮
田
登

一
九
八
五
年
『
妖
怪
の
民
俗
学
』
岩
波
書
店

一
二
二
頁

（
注1

7

）
（
注
２
）
八
の
「
河
童
」23

ウ

（
注1

8

）
（
注
６
）
第
二
冊
の
「
縮
地
の
術
」29

オ

（
注1

9

）
（
注
６
）
第
二
冊
の
「
医
生
野
狐
を
呵
る
」15

オ
～1

5

ウ

（
注2

0

）
（
注
６
）
第
二
冊
の
「
狐
和
歌
を
感
す
」1

7

ウ
～1

8

オ

（
注2

1

）
井

上

円

了

初

版

一

八

八

七

年

『
井

上

円

了

妖

怪

学

全
集

』
第
１
巻

（
柏

書

房

一

九
九
九
年
）
八
〇
～
八
一
頁

（
注2
2

）
例

え
ば
、
「
妖

怪

談

義

」
『
柳

田

國

男

全

集

』
六

（
筑

摩

文

庫

一

九

八

九

年

）
二

〇

三

頁

に
は
、
「
シ
ロ
ボ
ウ

ズ
」
の
項

に
、
泉

州

で
は
夜

分

路

の
上

で
の
怪

異

を
あ

げ
て
、
狐

は
藍

縞

の
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着
物
を
着
て
出
る
と
記
し
て
い
る
。

（
注2

3

）
（
注
６
）
第
二
冊
の
「
遊
魂
怨
を
報
ふ
」30

オ
～3

3

ウ

（
注2

4
）
（
注
２
）
八
の
「
大
塚

氏
神
罰
を
請
く
る
」13

ウ
～1

5

オ

（
注2

5

）
小
松
和
彦

二
〇
〇
〇
年
『
妖
怪
学
新
考
』
小
学
館

一
三
三
頁

（
注2

6

）
（
注
６
）
第
二
冊
の
「
怪
談
槩
論
」15

オ

（
注2

7

）
例

え
ば
、
（
注2

5

）
の
箇

所

の
直

前

に
は
龍

巻

に
遭

遇

し
て
「
龍

の
人

に
迫

る
時

は
頭

髪

を
た
き
て
去
ら
し
め
」
と
あ
る
。
こ
れ
な
ん
ぞ
今
日
、
誰
が
信
じ
る
も
の
か
。

（
注2

8

）
（
注

６
）
第

二

冊

の
「
釈

蓮

諦

」2
8

オ
～2

8

ウ
に
「
和

漢

と
も
に
儒

を
学

ぶ
人

は
仏

法

を

（
以

下2
8

ウ
）
仇

敵

の
ご
と
く
見

る
と
い
へ
ど
も
、
今

五

人

十

人

仏

道

を
誹

謗

す

と
も
仏

法

あ
に

滅

亡

に
い
た
ら
ん
や

。
入

ら
ざ

る
圭

怒

に
精

力

を
費

す

事

君

子

の
所

為

に
あ
ら
ず

、
仏

道

も
勧

善

懲

悪

の
教

導

な
り
。
世

教

に
益

あ
り
」
と
あ
る
。
小

倉

敬

典

の
母
か
ら
の
見

聞

を
交

え
て
記

す

「
奇

夢

」
（
同

書2
6

ウ
～2

7

ウ
）
な
ど
か
ら
し
て
、
真

言

密

教

体

験

を
し
て
い
る
彼

に
は
、
呪

物

信

仰

に
よ
る
世
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第 35 号 

2006 年 3 月 
 

編集後記 

「大阪府立図書館紀要」の再刊第２号を発行することができた。「大阪府立図書館紀要」

は 1964(昭和 39)年 12 月に創刊され、1998(平成 10)年の 34 号発行の後しばらく休刊し

ていたが、昨年３月に８年ぶりに再刊にこぎつけ、今号が再刊第２号である。府立図書

館の職員の日頃の研究成果や府立図書館の所蔵資料に関する研究を広く公開し、さらな

る研究の進展を図ろうとするものである。 

今回もこの「大阪府立図書館紀要」を大阪府立図書館のホームページ上で公開するこ

ととし、広くこの紀要を活用していただけるようにした。今後とも継続発行できるよう

努力していきたい。 

なお、当紀要に掲載された著作物の著作権は執筆者に属し、その著作の使用に関して

は大阪府立図書館が著作権者の了解を得ている。 

 

 
編集委員（◎は編集長） 

中之島図書館 ◎鹿野一美 前田章夫 仙田英一郎 前田香代子 森田俊雄 中島和子 

中央図書館   田中秀一 三谷久子 佐藤敏江 藤田章子 
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